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■対象製品

P-242C-AA94  JP1/Performance Management - Manager  09-50（適用 OS：Windows Server 2003）
P-2A2C-AA94  JP1/Performance Management - Manager  09-50（適用 OS：Windows Server 2008）
P-1J2C-AA91  JP1/Performance Management - Manager  09-50（適用 OS：HP-UX 11i V2 (IPF)，HP-UX 
11i V3 (IPF)）
P-9D2C-AA91  JP1/Performance Management - Manager  09-50（適用 OS：Solaris 9 (SPARC)，Solaris 
10 (SPARC)）
P-1M2C-AA91  JP1/Performance Management - Manager  09-50（適用 OS：AIX 5L V5.3，AIX V6.1，
AIX V7.1）
P-9S2C-BA91  JP1/Performance Management - Manager  09-50（適用 OS：Linux 5 (x86)，Linux 5 
Advanced Platform (x86)，Linux 5 (AMD/Intel 64)，Linux 5 Advanced Platform (AMD/Intel 64)）
P-1M2C-AJ91  JP1/Performance Management - Base  09-50（適用 OS：AIX 5L V5.3，AIX V6.1，AIX 
V7.1）
P-9S2C-BJ91  JP1/Performance Management - Base  09-50（適用 OS：Linux 5 (x86)，Linux 5 Advanced 
Platform (x86)）
P-242C-AR94  JP1/Performance Management - Web Console  09-50（適用 OS：Windows Server 2003）
P-2A2C-AR94  JP1/Performance Management - Web Console  09-50（適用 OS：Windows Server 2008）
P-1M2C-AR91  JP1/Performance Management - Web Console  09-50（適用 OS：AIX 5L V5.3，AIX V6.1，
AIX V7.1）
P-9S2C-AR91  JP1/Performance Management - Web Console  09-50（適用 OS：Linux 5 (x86)，Linux 5 
Advanced Platform (x86)，Linux 5 (AMD/Intel 64)，Linux 5 Advanced Platform (AMD/Intel 64)）
R-1M29J-91  JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) Universal Database(TM)  
09-50（適用 OS：AIX 5L V5.3，AIX V6.1，AIX V7.1）
R-1S29J-91  JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) Universal Database(TM)  
09-50（適用 OS：Linux 5 (x86)，Linux 5 Advanced Platform (x86)）
これらの製品には，他社からライセンスを受けて開発した部分が含まれています。

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

AIXは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
AIX 5Lは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
AMDは，Advanced Micro Devices, Inc.の商標です。
BEAは，BEA Systems, Inc.の登録商標です。
BEA WebLogic Serverは，BEA Systems, Inc.の登録商標です。
DB2は，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
DB2 Universal Databaseは，米国およびその他の国における International Business Machines 
Corporationの商標です。
HP-UXは，Hewlett-Packard Companyのオペレーティングシステムの名称です。



IBMは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標です。
Internet Explorerは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。
Itaniumは，アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporationの商標です。
Linuxは，Linus Torvalds氏の日本およびその他の国における登録商標または商標です。
Lotusは，IBM Corporationの登録商標です。
Lotus Dominoは，IBM Corporationの登録商標です。
Microsoftは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Microsoftおよび Hyper-Vは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標また
は商標です。
Microsoft Exchange Serverは，米国Microsoft Corporationの商品名称です。
Microsoft Internet Information Serverは，米国Microsoft Corporationの商品名称です。
Microsoft SQL Serverは，米国Microsoft Corporationの商品名称です。
Netscapeは，米国およびその他の国における Netscape Communications Corporationの登録商標です。
Netscape Navigatorは，米国およびその他の国における Netscape Communications Corporationの登録商
標です。
ODBCは，米国Microsoft Corporationが提唱するデータベースアクセス機構です。
OpenViewは，Hewlett-Packard Companyの商標です。
ORACLEは，Oracle Corporation及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録商標また
は商標です。
Oracle及びWebLogicは，Oracle Corporation及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登
録商標または商標です。
PA-RISCは，Hewlett-Packard Companyの商標です。
R/3は，SAP AGのドイツ及びその他の国における登録商標または商標です。
Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat,Inc. の登録商標若しくは商標です。
SAPは，SAP AGのドイツ及びその他の国における登録商標または商標です。
Solarisは，Oracle Corporation 及びその子会社，関連会社の米国 及びその他の国における登録商標または
商標です。
すべての SPARC商標は，米国 SPARC International, Inc.のライセンスを受けて使用している同社の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。SPARC商標がついた製品は，米国 Sun 
Microsystems, Inc. が開発したアーキテクチャに基づくものです。
Sunは，Oracle Corporation及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録商標または商標
です。
Sun Microsystemsは，Oracle Corporation及びその子会社，関連会社の米国及びその他の国における登録
商標または商標です。
UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
WebSphereは，米国およびその他の国における International Business Machines Corporationの商標で
す。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標で
す。
その他製品名などの固有名詞は各社の商品名，商標および登録商標です。
プログラムプロダクト「P-9D2C-AA91」には，Oracle Corporationまたはその子会社，関連会社が著作権
を有している部分が含まれています。
プログラムプロダクト「P-9D2C-AA91」には，UNIX System Laboratories,Inc.が著作権を有している部分
が含まれています。
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ファレンス バージョン 8」から，日本アイ・ビー・エム株式会社の許可を得て転載した部分が含まれていま
す。
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変更内容

変更内容 (3020-3-R54-10)　JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM) 09-50

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

追加・変更内容 変更個所

PFM - Agent for DB2が動作する OSに AIX V7.1を追加した。 －

監視対象プログラムに次のプログラムを追加した。
• DB2 Express Edition V9.7
• DB2 Workgroup Server Edition V9.7
• DB2 Enterprise Server Edition V9.7

2.1.1

PFM - Web Consoleホストに監視対象の削除を反映するための
説明を追加した。

2.2.1(4)，2.2.2(1)，3.4.2(11)

監視テンプレートのアラームのプロパティに次の詳細項目を追
記した。
• プロダクト
• メッセージテキスト
• アラームを有効にする
• すべてのデータを評価する
• 監視時刻範囲
• Eメール
• コマンド

4.

PFM - Agent for DB2のバージョン対応表にバージョン 09-50
を追記した。

付録 I





はじめに

このマニュアルは，JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM)の機能や収集レコードなどについて説明したものです。

■対象読者
このマニュアルは次の方にお読みいただくことを前提に，JP1/Performance Management - 
Agent Option for IBM(R) DB2(R) Universal Database(TM)について説明しています。
• 稼働監視システムを設計または構築したい方
• パフォーマンスデータの収集条件を定義したい方
• レポートおよびアラームを定義したい方
• 収集したパフォーマンスデータを参照して，システムを監視したい方
• 監視結果を基に，システムへの対策を検討または指示したい方

なお，UNIXのシステム構築および運用について熟知していることを前提としています。
JP1/Performance Managementを使用したシステムの構築，運用方法については，次のマニュ
アルもあわせてご使用ください。
• JP1 Version 9 JP1/Performance Management 設計・構築ガイド（3020-3-R31）
• JP1 Version 9 JP1/Performance Management 運用ガイド（3020-3-R32）
• JP1 Version 9 JP1/Performance Management リファレンス（3020-3-R33）

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す編から構成されています。なお，このマニュアルは，AIXおよび
Linux(R)の各 OS（Operating System）に共通のマニュアルです。OSごとに差異がある場合
は，本文中でそのつど内容を書き分けています。

第 1編　概要編
JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) Universal Database(TM)の
概要について説明しています。

第 2編　構築・運用編
JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) Universal Database(TM)の
インストール，セットアップ，およびクラスタシステムでの運用について説明しています。

第 3編　リファレンス編
JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) Universal Database(TM)の
監視テンプレート，レコード，およびメッセージについて説明しています。

第 4編　トラブルシューティング編
JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) Universal Database(TM)で
トラブルが発生したときの対処方法について説明しています。
I



はじめに
■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

JP1/Performance Management関連
• JP1 Version 9 JP1/Performance Management設計・構築ガイド（3020-3-R31）
• JP1 Version 9 JP1/Performance Management 運用ガイド（3020-3-R32）
• JP1 Version 9 JP1/Performance Management リファレンス（3020-3-R33）

JP1関連
• JP1 Version 6 JP1/NETM/DM Manager（3000-3-841）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM SubManager（UNIX(R)用）（3020-3-L42）
• JP1 Version 9 JP1/NETM/DM Client（UNIX(R)用）（3020-3-S85）

■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別にお読
みいただくことをお勧めします。

■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，日立製品およびその他の製品の名称を省略して表記しています。製品の
正式名称と，このマニュアルでの表記を次に示します。

マニュアルを読む目的 記述個所

JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM)の特長を知りたい。

1.1

JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM)の機能概要を知りたい。

1.2，1.3

JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM)の導入時の作業を知りたい。

2章

JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM)のクラスタシステムでの運用を知りたい。

3章

JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM)の監視テンプレートについて知りたい。

4章

JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM)のレコードについて知りたい。

5章

JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 
Universal Database(TM)のメッセージについて知りたい。

6章

障害発生時の対処方法について知りたい。 7章

このマニュアルでの表記 正式名称

AIX AIX 5L V5.3

AIX V6.1

AIX V7.1
II



はじめに
DB2 IBM(R) DB2(R) 
Universal 
Database(TM)

IBM(R) DB2(R) 
Enterprise Server 
Edition

IBM(R) DB2(R) 
Express Edition

IBM(R) DB2(R) 
Universal 
Database(TM) 
Enterprise Server 
Edition

IBM(R) DB2(R) 
Universal 
Database(TM) 
Express Edition

IBM(R) DB2(R) 
Universal 
Database(TM) 
Workgroup Server 
Edition

IBM(R) DB2(R) 
Universal 
Database(TM) 
Workgroup Server 
Unlimited Edition

IBM(R) DB2(R) 
Workgroup Server 
Edition

HP-UX HP-UX 11i V2 (IPF)

HP-UX 11i V3 (IPF)

Internet Explorer Microsoft(R) Internet 
Explorer(R)

Windows(R) Internet 
Explorer(R)

IPF Itanium(R) Processor 
Family

JP1/IM JP1/IM - Manager JP1/Integrated 
Management - 
Manager

JP1/IM - View JP1/Integrated 
Management - View

JP1/NETM/DM JP1/NETM/DM Client

JP1/NETM/DM 
Manager

JP1/NETM/DM 
SubManager

このマニュアルでの表記 正式名称
III



はじめに
Linux Linux (IPF) Linux 5 Advanced 
Platform (IPF)

Red Hat Enterprise 
Linux(R) 5 Advanced 
Platform (IPF)

Linux 5 (IPF) Red Hat Enterprise 
Linux(R) 5 (IPF)

Linux AS 4 (IPF) Red Hat Enterprise 
Linux(R) AS 4 (IPF)

Linux (x64) Linux 5 Advanced 
Platform (AMD/Intel 
64)

Red Hat Enterprise 
Linux(R) 5 Advanced 
Platform (AMD/Intel 
64)

Linux 5 (AMD/Intel 
64)

Red Hat Enterprise 
Linux(R) 5 (AMD/Intel 
64)

Linux AS 4 (AMD64 & 
Intel EM64T)

Red Hat Enterprise 
Linux(R) AS 4 
(AMD64 & Intel 
EM64T)

Linux ES 4 (AMD64 & 
Intel EM64T)

Red Hat Enterprise 
Linux(R) ES 4 
(AMD64 & Intel 
EM64T)

Linux (x86) Linux 5 Advanced 
Platform (x86)

Red Hat Enterprise 
Linux(R) 5 Advanced 
Platform (x86)

Linux 5 (x86) Red Hat Enterprise 
Linux(R) 5 (x86)

Linux AS 4 (x86) Red Hat Enterprise 
Linux(R) AS 4 (x86)

Linux ES 4 (x86) Red Hat Enterprise 
Linux(R) ES 4 (x86)

NNM HP NNM HP Network Node 
Manager Software 
バージョン 6以前

HP Network Node 
Manager Starter 
Edition Software バー
ジョン 7.5以前

JP1/Cm2/NNM JP1/Cm2/Network 
Node Manager バー
ジョン 7以前

JP1/Cm2/Network 
Node Manager Starter 
Edition 250 バージョ
ン 8以前

このマニュアルでの表記 正式名称
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はじめに
JP1/Cm2/Network 
Node Manager Starter 
Edition Enterprise 
バージョン 8以前

Performance 
Management

JP1/Performance 
Management

PFM - Agent PFM - Agent for 
Cosminexus

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for 
uCosminexus 
Application Server

PFM - Agent for DB2 JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for IBM(R) 
DB2(R) Universal 
Database(TM)

PFM - Agent for 
Domino

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Domino

PFM - Agent for 
Enterprise 
Applications

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Enterprise 
Applications

PFM - Agent for 
Exchange Server

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for 
Microsoft(R) 
Exchange Server

PFM - Agent for 
HiRDB

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for HiRDB

PFM - Agent for IIS JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for 
Microsoft(R) Internet 
Information Server

PFM - Agent for JP1/
AJS

PFM - Agent for JP1/
AJS2

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for JP1/AJS2

PFM - Agent for JP1/
AJS3

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for JP1/AJS3

PFM - Agent for 
Microsoft SQL Server

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for 
Microsoft(R) SQL 
Server

このマニュアルでの表記 正式名称
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はじめに
PFM - Agent for 
OpenTP1

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for OpenTP1

PFM - Agent for 
Oracle

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Oracle

PFM - Agent for 
Platform

PFM - Agent for 
Platform（UNIX）

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Platform
（UNIX用）

PFM - Agent for 
Platform（Windows）

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Platform
（Windows用）

PFM - Agent for 
Service Response

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Service 
Response

PFM - Agent for 
Virtual Machine

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Virtual 
Machine

PFM - Agent for 
WebLogic Server

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for BEA 
WebLogic Server

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for Oracle(R) 
WebLogic Server

PFM - Agent for 
WebSphere 
Application Server

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for IBM 
WebSphere 
Application Server

PFM - Agent for 
WebSphere MQ

JP1/Performance 
Management - Agent 
Option for IBM 
WebSphere MQ

PFM - Base JP1/Performance 
Management - Base

PFM - Manager JP1/Performance 
Management - 
Manager

このマニュアルでの表記 正式名称
VI



はじめに
PFM - RM PFM - RM for 
Microsoft SQL Server

JP1/Performance 
Management - Remote 
Monitor for 
Microsoft(R) SQL 
Server

PFM - RM for Oracle JP1/Performance 
Management - Remote 
Monitor for Oracle

PFM - RM for 
Platform

JP1/Performance 
Management - Remote 
Monitor for Platform

PFM - Web Console JP1/Performance 
Management - Web 
Console

Solaris Solaris 9 Solaris 9 (SPARC)

Solaris 10 Solaris 10 (SPARC)

Solaris 10 (x64)

Solaris 10 (x86)

Win32 Win32(R)

Windows Server 2003 Windows Server 2003 
(x64)または 2003 
(x64)

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, 
Enterprise x64 
Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, 
Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003 R2, 
Enterprise x64 
Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003 R2, 
Standard x64 Edition

Windows Server 2003 
(x86)または 2003 
(x86)

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, 
Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003, 
Standard Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003 R2, 
Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2003 R2, 
Standard Edition

このマニュアルでの表記 正式名称
VII



はじめに
• PFM - Manager，PFM - Agent，PFM - Base，PFM - Web Console，および PFM - RMを総
称して，Performance Managementと表記することがあります。

• Windows Server 2003およびWindows Server 2008を総称して，Windowsと表記することが
あります。

• HP-UX，Solaris，AIX，および Linuxを総称して，UNIXと表記することがあります。

■このマニュアルで使用する英略語
このマニュアルで使用する英略語を，次に示します。

Windows Server 2008 Windows Server 2008 
Datacenter

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2008 R2 
Datacenter

Windows Server 2008 
Enterprise

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2008 
Enterprise

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2008 
Enterprise without 
Hyper-V(TM)

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2008 R2 
Enterprise

Windows Server 2008 
Standard

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2008 
Standard

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2008 
Standard without 
Hyper-V(TM)

Microsoft(R) Windows 
Server(R) 2008 R2 
Standard

このマニュアルでの表記 正式名称

API Application Programming Interface

DDL Data Define Language

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol

FQDN Fully Qualified Domain Name

LAN Local Area Network

MPP Massively Parallel Processor

NAPT Network Address Port Translation

NAT Network Address Translation

このマニュアルでの表記 正式名称
VIII



はじめに
■このマニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号を次に示します。

■このマニュアルの数式中で使用する記号
このマニュアルの数式中で使用する記号を次に示します。

■フォルダおよびディレクトリの統一表記
このマニュアルでは，Windowsで使用されている「フォルダ」とUNIXで使用されている
「ディレクトリ」とが同じ場合，原則として，「ディレクトリ」と統一表記しています。

■このマニュアルでのコマンドの表記
Performance Management 09-00以降では，08-51以前のコマンドと互換性を持つ新形式のコマ
ンドが追加されました。このため，このマニュアルではコマンドを次のように表記しています。

新形式のコマンド（08-51以前のコマンド）
（例）
  jpcconf agent setup (jpcagtsetup)
この例では，jpcconf agent setupが新形式のコマンドで，jpcagtsetupが 08-51以
前のコマンドになります。

新形式のコマンドを使用できるのは，PFM-Agentの同一装置内の前提プログラム（PFM - 
Managerまたは PFM - Base）のバージョンが 09-00以降の場合です。なお，前提プログラムの
バージョンが 09-00以降の場合でも，08-51以前のコマンドは使用できます。

■このマニュアルでのプロダクト名，サービス ID，およびサービス
キーの表記
Performance Management 09-00以降では，プロダクト名表示機能を有効にすることで，サー
ビス IDおよびサービスキーをプロダクト名で表示できます。

SMP Symmetric Multi Processor

記　号 意　味

［  ］ ウィンドウ，タブ，メニュー，ダイアログボックス，ダイアログボックスのボタ
ン，ダイアログボックスのチェックボックスなどを示します。
（例）
［メイン］ウィンドウ
［エージェント］タブ

太字 重要な用語，または利用状況によって異なる値であることを示します。

記　号 意　味

＊ 乗算記号を示します。

/ 除算記号を示します。

このマニュアルでの表記 正式名称
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はじめに
このマニュアルでは，プロダクト名表示機能を有効としたときの形式で表記しています。
なお，プロダクト名表示機能を有効にできるのは，次の条件を同時に満たす場合です。
• PFM - Agentの同一装置内の前提プログラム（PFM - Managerまたは PFM - Base）のバー
ジョンが 09-00以降

• PFM - Web Consoleおよび接続先の PFM - Managerのバージョンが 09-00以降

■ Performance Managementのインストール先ディレクトリの表記
このマニュアルでは，Windows版 Performance Managementのインストール先フォルダをイ
ンストール先フォルダ，UNIX版 Performance Managementのインストール先ディレクトリを
インストール先ディレクトリと表記しています。
Windows版 Performance Managementのデフォルトのインストール先フォルダは，次のとお
りです。

PFM - Web Console以外の Performance Managementのプログラムのインストール先フォルダ

・Windows Server 2003 (x64)，64ビット版のWindows Server 2008の場合
システムドライブ ¥Program Files(x86)¥Hitachi¥jp1pc

・上記以外の場合
システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥jp1pc

PFM - Web Consoleのインストール先フォルダ

・Windows Server 2003 (x64)，64ビット版のWindows Server 2008の場合
システムドライブ ¥Program Files(x86)¥Hitachi¥jp1pcWebCon

・上記以外の場合
システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥jp1pcWebCon

　
UNIX版 Performance Managementのデフォルトのインストール先ディレクトリは，次のとお
りです。

PFM - Web Console以外の Performance Managementのプログラムのインストール先ディレク
トリ

/opt/jp1pc

PFM - Web Consoleのインストール先ディレクトリ
/opt/jp1pcwebcon

識別子 プロダクト名表示機能

無効 有効

サービス ID RS1ホスト名 ホスト名 <DB2>(Store)

RA1ホスト名 ホスト名 <DB2>

サービスキー agtr DB2
X



はじめに
■ Performance Managementで対応する NNM製品について
Performance Managementでは，次の製品との連携をサポートしています。
• HP Network Node Manager Software バージョン 6以前
• HP Network Node Manager Starter Edition Software バージョン 7.5以前
• JP1/Cm2/Network Node Manager バージョン 7以前
• JP1/Cm2/Network Node Manager Starter Edition 250 バージョン 8以前
• JP1/Cm2/Network Node Manager Starter Edition Enterprise バージョン 8以前

このマニュアルでは，これらの製品を「NNM」，これらの製品と連携するための機能を「NNM
連携」と表記します。
なお，Performance Managementでは，次の製品との連携はサポートしていません。ご注意く
ださい。
• HP Network Node Manager i Software v8.10
• JP1/Cm2/Network Node Manager i 09-00以降

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
XI
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第 1編　概要編

1　 PFM - Agent for DB2の概要
この章では，PFM - Agent for DB2の概要について説明しま
す。

1.1　PFM - Agent for DB2の特長

1.2　パフォーマンスデータの収集と管理の概要

1.3　PFM - Agent for DB2を使ったパフォーマンスの監視例
1



1.　PFM - Agent for DB2の概要
1.1　PFM - Agent for DB2の特長

PFM - Agent for DB2は，DB2のパフォーマンスを監視するために，パフォーマンス
データを収集および管理するプログラムです。

PFM - Agent for DB2の特長を次に示します。

● DB2の稼働状況を分析できる
監視対象の DB2から，パフォーマンスデータを PFM - Agent for DB2で収集および集
計し，その傾向や推移を図示することで，DB2の稼働状況の分析が容易にできます。

● DB2の運用上の問題点を早期に発見し，トラブルの原因を調査する資料を提供できる
監視対象の DB2でトラブルが発生した場合，Eメールなどを使ってユーザーに通知す
ることで，問題点を早期に発見できます。また，その問題点に関連する情報を図示す
ることで，トラブルの原因を調査する資料を提供できます。

PFM - Agent for DB2を使用するには，PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleが
必要です。

PFM - Agent for DB2について次に説明します。

1.1.1　DB2のパフォーマンスデータを収集できます
PFM - Agent for DB2を使用すると，対象ホスト上で動作している DB2のメモリー使用
状況，プールヒット率などのパフォーマンスデータが収集できます。

PFM - Agent for DB2では，パフォーマンスデータは，次のように利用できます。

● DB2の稼働状況をグラフィカルに表示する
パフォーマンスデータは，PFM - Web Consoleを使用して，「レポート」と呼ばれるグ
ラフィカルな形式に加工し，表示できます。レポートによって，DB2の稼働状況がよ
りわかりやすく分析できるようになります。
レポートには，次の種類があります。
• リアルタイムレポート
監視している DB2の現在の状況を示すレポートです。主に，システムの現在の状態
や問題点を確認するために使用します。リアルタイムレポートの表示には，収集し
た時点のパフォーマンスデータが直接使用されます。

• 履歴レポート
監視している DB2の過去から現在までの状況を示すレポートです。主に，システム
の傾向を分析するために使用します。履歴レポートの表示には，PFM - Agent for 
DB2のデータベースに格納されたパフォーマンスデータが使用されます。

●問題が起こったかどうかの判定条件として使用する
収集されたパフォーマンスデータの値が何らかの異常を示した場合，ユーザーに通知
するなどの処置を取るように設定できます。
2



1.　PFM - Agent for DB2の概要
1.1.2　パフォーマンスデータの性質に応じた方法で収集でき
ます

パフォーマンスデータは，「レコード」の形式で収集されます。各レコードは，「フィー
ルド」と呼ばれるさらに細かい単位に分けられます。レコードおよびフィールドの総称
を「データモデル」と呼びます。

レコードは，性質によって二つのレコードタイプに分けられます。どのレコードでどの
パフォーマンスデータが収集されるかは，PFM - Agent for DB2で定義されています。
ユーザーは，PFM - Web Consoleを使用して，どのパフォーマンスデータのレコードを
収集するか選択します。

PFM - Agent for DB2のレコードタイプを次に示します。

● Product Intervalレコードタイプ（以降，PIレコードタイプと省略します）
PIレコードタイプのレコードには，1分ごとのプロセス数など，ある一定の時間（イ
ンターバル）ごとのパフォーマンスデータが収集されます。PIレコードタイプは，時
間の経過に伴うシステムの状態の変化や傾向を分析したい場合に使用します。

● Product Detailレコードタイプ（以降，PDレコードタイプと省略します）
PDレコードタイプのレコードには，現在起動しているプロセスの詳細情報など，あ
る時点でのシステムの状態を示すパフォーマンスデータが収集されます。PDレコー
ドタイプは，ある時点でのシステムの状態を知りたい場合に使用します。

各レコードについては，「5.　レコード」を参照してください。

1.1.3　パフォーマンスデータを保存できます
収集したパフォーマンスデータを，PFM - Agent for DB2の「Storeデータベース」と呼
ばれるデータベースに格納することで，現在までのパフォーマンスデータを保存し，
DB2の稼働状況について，過去から現在までの傾向を分析できます。傾向を分析するた
めには，履歴レポートを使用します。

ユーザーは，PFM - Web Consoleを使用して，どのパフォーマンスデータのレコードを
Storeデータベースに格納するか選択します。PFM - Web Consoleでのレコードの選択
方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，稼働監
視データの管理について説明している章を参照してください。

1.1.4　DB2の運用上の問題点を通知できます
PFM - Agent for DB2で収集したパフォーマンスデータは，DB2のパフォーマンスをレ
ポートとして表示するのに利用できるだけでなく，DB2を運用していて問題が起こった
り，障害が発生したりした場合にユーザーに警告することもできます。

例えば，テーブル検索の割合が 10%を上回った場合，ユーザーに Eメールで通知すると
3



1.　PFM - Agent for DB2の概要
します。このように運用するために，「インデックスを使用しないテーブル検索の割合が
10%を上回る」を異常条件のしきい値として，そのしきい値に達した場合，Eメールを
ユーザーに送信するように設定します。しきい値に達した場合に取る動作を「アクショ
ン」と呼びます。アクションには，次の種類があります。

● Eメールの送信

●コマンドの実行

● SNMPトラップの発行

● JP1イベントの発行

しきい値やアクションを定義したものを「アラーム」と呼びます。一つ以上のアラーム
を一つのテーブルにまとめたものを「アラームテーブル」と呼びます。アラームテーブ
ルを定義したあと，PFM - Agent for DB2と関連づけます。アラームテーブルと PFM - 
Agent for DB2とを関連づけることを「バインド」と呼びます。バインドすると，PFM - 
Agent for DB2によって収集されているパフォーマンスデータが，アラームで定義したし
きい値に達した場合，ユーザーに通知できるようになります。

このように，アラームおよびアクションを定義することによって，DB2の運用上の問題
を早期に発見し，対処できます。

アラームおよびアクションの設定方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の，アラームによる稼働監視について説明している章を参照
してください。

1.1.5　アラームおよびレポートが容易に定義できます
PFM - Agent for DB2では，「監視テンプレート」と呼ばれる，必要な情報があらかじめ
定義されたレポートおよびアラームを提供しています。この監視テンプレートを使用す
ることで，複雑な定義をしなくても DB2の運用状況を監視する準備が容易にできるよう
になります。監視テンプレートは，ユーザーの環境に合わせてカスタマイズすることも
できます。監視テンプレートの使用方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の，稼働分析のためのレポートの作成またはアラームによる
稼働監視について説明している章を参照してください。また，監視テンプレートの詳細
については，「4.　監視テンプレート」を参照してください。

1.1.6　クラスタシステムで運用できます
クラスタシステムを使うと，システムに障害が発生した場合にも，継続して業務を運用
できる信頼性の高いシステムが構築できます。このため，システムに障害が発生した場
合でも Performance Managementの 24時間稼働および 24時間監視ができます。

クラスタシステムで監視対象ホストに障害が発生した場合の運用例を次の図に示します。
4



1.　PFM - Agent for DB2の概要
図 1-1　クラスタシステムの運用例

同じ設定の環境を二つ構築し，通常運用する方を「実行系ノード」，障害発生時に使う方
を「待機系ノード」として定義しておきます。

クラスタシステムでの Performance Managementの運用の詳細については，「3.　クラ
スタシステムでの運用」を参照してください。

なお，クラスタシステムでの運用は，AIXだけでサポートされます。Linuxではサポー
トされません。
5



1.　PFM - Agent for DB2の概要
1.2　パフォーマンスデータの収集と管理の概要
パフォーマンスデータの収集方法と管理方法は，パフォーマンスデータが格納されるレ
コードのレコードタイプによって異なります。PFM - Agent for DB2のレコードは，次
の二つのレコードタイプに分けられます。

• PIレコードタイプ
• PDレコードタイプ

パフォーマンスデータの収集方法と管理方法については，次の個所を参照してください。

●パフォーマンスデータの収集方法
パフォーマンスデータの収集方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の，Performance Managementの機能について説
明している章を参照してください。
収集されるパフォーマンスデータの値については，「5.　レコード」を参照してくださ
い。

●パフォーマンスデータの管理方法
パフォーマンスデータの管理方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の，Performance Managementの機能について説
明している章を参照してください。

PFM - Agentで収集および管理されているレコードのうち，どのパフォーマンスデータ
を利用するかは，PFM - Web Consoleで選択します。選択方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説明
している章を参照してください。
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1.　PFM - Agent for DB2の概要
1.3　PFM - Agent for DB2を使ったパフォーマ
ンスの監視例

パフォーマンス監視をすることは，DB2サーバ環境の管理および運用では重要な作業で
す。ここでは，PFM - Agent for DB2を用いたパフォーマンス監視の目的，およびパ
フォーマンスの監視例を紹介します。

1.3.1　パフォーマンスの監視目的
PFM - Agent for DB2を用いたパフォーマンス監視は，主に次の目的で使用できます。

• DB2が正しく稼働しているかを監視する
• DB2構成パラメーターを適切な値にチューニングする

　

DB2が正しく稼働しているかを確認することは大変重要なことです。DB2が正しく稼働
しているかは，次のような監視によって確認できます。

• データベースマネージャーが正常に稼働しているか

　

DB2を運用する場合，特定の要因によって，パフォーマンスに悪影響を及ぼすことがあ
ります。PFM - Agent for DB2を使用すると，次のような監視ができることによって，
要因を分析しやすくなります。

• カタログ・キャッシュが効果的に利用されているか
• パッケージ・キャッシュが効果的に利用されているか
• ソートをするために十分な専用ソートメモリーまたは共有ソートメモリーがあるか
• 実行させようとしている SQLステートメントの初期設定セクションを回避することを
共有 SQLワークスペースが手助けしている程度

• ソートをするために十分なヒープ・スペースがあるか

　

なお，ここで説明するパフォーマンス監視例に記載したしきい値は参考値です。具体的
なしきい値については，ベースラインを測定し，決定する必要があります。また，具体
的な設定項目については DB2の運用形態に合わせて検討してください。

1.3.2　ベースラインの選定
ベースラインの選定とは，システム運用で問題なしと想定されるラインをパフォーマン
ス測定結果から選定する作業です。

JP1/PFM製品では，ベースラインの値を「しきい値」とすることで，システムの運用監
7



1.　PFM - Agent for DB2の概要
視をすることとなります。このように，ベースラインの選定は「しきい値」を決定し，
パフォーマンス監視をするにあたっての重要な作業となります。

なお，ベースラインの選定では，次のように実施することをお勧めします。

• 運用環境の高負荷テスト時など，ピーク時の状態を測定する
• システム構成によって大きく異なるため，システムリソースの変更，および運用環境
の変更を行う場合は，再度ベースラインを測定する

1.3.3　パフォーマンスの監視例
ここでは，パフォーマンスの監視例を紹介します。

（1） データベースマネージャーが正常に稼働しているかを監視する

データベースマネージャーが正常に稼働しているかを監視するレコードとフィールド，
および異常時の対処方法を次に示します。

しきい値に対する考え方
DB2 Statusが 100のとき，データベースマネージャーが停止しています。

対処方法
db2startコマンドを実行し，データベースマネージャーを起動してください。

（2） カタログ・キャッシュが効果的に利用されているかを判断する

カタログ・キャッシュが効果的に利用されていない場合，DB2のパフォーマンス低下を
招くおそれがあります。

カタログ・キャッシュの利用状況を監視するレコードとフィールド，および異常時の対
処方法を次に示します。

しきい値に対する考え方
Catcache Hit Rateの比率が高い（80%を超える）場合，キャッシュは効果的に利用されていま
す。

対処方法
Catcache Hit Rateの比率が低い場合，catalogcache_szカタログ・キャッシュのサ
イズを拡張してください。

使用レコード 使用フィールド 警告条件 異常条件

PD_PD DB2 Status DB2 Status = 100 DB2 Status = 100

使用レコード 使用フィールド 警告条件 異常条件

PI_DCAI Catcache Hit 
Rate

Catcache Hit Rate < 
80
AND Catcache Hit 
Rate <> 0

Catcache Hit Rate < 
70
AND Catcache Hit 
Rate <> 0
8



1.　PFM - Agent for DB2の概要
（3） パッケージ・キャッシュが効果的に利用されているかを判断する

パッケージ・キャッシュが効果的に利用されていない場合，DB2のパフォーマンス低下
を招くおそれがあります。

パッケージ・キャッシュの利用状況を監視するレコードとフィールド，および異常時の
対処方法を次に示します。

しきい値に対する考え方
Pkg Cache Hit Rateの比率が高い（80%を超える）場合，キャッシュは効果的に利用されてい
ます。

対処方法
Pkg Cache Hit Rateの比率が低い場合，pckcacheszパッケージ・キャッシュのサイ
ズを拡張してください。

（4） ソートを行うために十分な専用ソートメモリーまたは共有ソートメモ
リーがあるかを判断する

ソートをするための専用ソートメモリー，または共有ソートメモリーが不十分である場
合，DB2のパフォーマンス低下を招くおそれがあります。

ソートをするための専用ソートメモリー，または共有ソートメモリーが十分であるかど
うかを監視するレコードとフィールド，および異常時の対処方法を次に示します。

しきい値に対する考え方
Sort Shrheap Allocated Rateの比率が低い（70％を下回る）場合，専用ソートメモリーまたは
共有ソートメモリーが十分確保されています。

対処方法
Sort Shrheap Allocated Rateの比率が高い場合，sheapthersまたは，
sheapthres_shr の値を大きくして，データベース構成を調整してください。
sheapthres_shrの値が 0の場合は，sheapthersの値を調整してください。

使用レコード 使用フィールド 警告条件 異常条件

PI_DCAI Pkg Cache Hit 
Rate

Pkg Cache Hit Rate < 
80 AND Pkg Cache Hit 
Rate <> 0

Pkg Cache Hit Rate 
< 70
AND Pkg Cache Hit 
Rate <> 0

使用レコード 使用フィールド 警告条件 異常条件

PD_DSOD Sort Shrheap 
Allocated Rate

Sort Shrheap 
Allocated Rate > 70

Sort Shrheap 
Allocated Rate > 85
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1.　PFM - Agent for DB2の概要
（5） 実行させようとしている SQLステートメントの初期設定セクションを回
避することを共有 SQLワークスペースが手助けしている程度を判断する

共有 SQLワークスペースで確保している実行可能セクションの作業用コピーが十分では
ない場合，実行する SQLステートメントの初期設定セクションの回避が不十分になり，
DB2のパフォーマンス低下を招くおそれがあります。

共有 SQLワークスペースで確保している実行可能セクションの作業用コピーが十分にあ
るかどうかを監視するレコードとフィールド，および異常時の対処方法を次に示します。

しきい値に対する考え方
Shr Workspace Hit Rateの比率が高い（80％を超える）場合，実行可能セクションの作業用コ
ピーが，共有ワークスペース内に十分に保管されています。

対処方法
Shr Workspace Hit Rateの比率が低い場合，共有ワークスペース
（app_ctl_heap_sz）のサイズを調整してください。

（6） ソートをするために十分なヒープ・スペースがあるかを判断する

ソートをするための十分なヒープ・スペースがない場合，DB2のパフォーマンス低下を
招くおそれがあります。

ソートをするための十分なヒープ・スペースが十分にあるかどうかを監視するレコード
とフィールド，および異常時の対処方法を次に示します。

しきい値に対する考え方
Sort Overflows Rateの比率が低い（30％を下回る）場合，ソート・ヒープ・スペースが十分確
保されています。

対処方法
Sort Overflows Rateの比率が高い場合，sortheapの値を大きくして，データベース
構成を調整してください。

使用レコード 使用フィールド 警告条件 異常条件

PD_DSQD Shr Workspace 
Hit Rate

Shr Workspace Hit 
Rate < 80
AND Shr Workspace 
Hit Rate <> 0

Shr Workspace Hit 
Rate < 70
AND Shr Workspace 
Hit Rate <> 0

使用レコード 使用フィールド 警告条件 異常条件

PD_DSOD Sort Overflows 
Rate

Sort Overflows Rate 
> 30

Sort Overflows Rate 
> 50
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第 2編　構築・運用編

2　 インストールとセットアッ
プ
この章では，PFM - Agent for DB2のインストールおよびセッ
トアップ方法について説明します。Performance Management
システム全体のインストールおよびセットアップ方法について
は，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築
ガイド」の，インストールとセットアップについて説明してい
る章を参照してください。

2.1　インストールとセットアップ

2.2　アンインストールとアンセットアップ

2.3　PFM - Agent for DB2のシステム構成の変更

2.4　PFM - Agent for DB2の運用方式の変更

2.5　バックアップとリストア

2.6　Webブラウザでマニュアルを参照するための設定
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2.　インストールとセットアップ
2.1　インストールとセットアップ
ここでは，PFM - Agent for DB2をインストールおよびセットアップする手順を示しま
す。

2.1.1　インストールとセットアップの前に
PFM - Agent for DB2をインストールおよびセットアップする前に確認しておくことを
説明します。

（1） 前提 OS

PFM - Agent for DB2が動作する OSを次に示します。

• AIX
• Linux (x86)

（2） ネットワークの環境設定

Performance Managementが動作するためのネットワーク環境について説明します。

（a） IPアドレスの設定

PFM - Agentのホストは，ホスト名で IPアドレスを解決できる環境を設定してくださ
い。IPアドレスを解決できない環境では，PFM - Agentは起動できません。

監視ホスト名（Performance Managementシステムのホスト名として使用する名前）に
は，実ホスト名またはエイリアス名を使用できます。

• 監視ホスト名に実ホスト名を使用している場合
Windowsシステムでは hostnameコマンド，UNIXシステムでは uname -nコマン

ドを実行して確認したホスト名で，IPアドレスを解決できるように環境を設定してく
ださい。なお，UNIXシステムでは，hostnameコマンドで取得するホスト名を使用
することもできます。

• 監視ホスト名にエイリアス名を使用している場合
設定しているエイリアス名で IPアドレスを解決できるように環境を設定してくださ
い。

監視ホスト名の設定については，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構
築ガイド」の，インストールとセットアップについて説明している章を参照してくださ
い。

ホスト名と IPアドレスは，次のどれかの方法で設定してください。

• Performance Managementのホスト情報設定ファイル（jpchostsファイル）
• hostsファイル
12



2.　インストールとセットアップ
• DNS（Domain Name System）

！！！！ 注意事項
 

• Performance Managementは，DNS環境でも運用できますが，FQDN形式のホスト名に
は対応していません。このため，監視ホスト名は，ドメイン名を除いて指定してくださ
い。

• 複数の LAN環境で使用する場合は，jpchostsファイルで IPアドレスを設定してくだ
さい。詳細は，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」の，イ
ンストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

• Performance Managementは，DHCPによる動的な IPアドレスが割り振られているホ
スト上では運用できません。Performance Managementを導入するすべてのホストに，
固定の IPアドレスを設定してください。

（b）ポート番号の設定

Performance Managementプログラムのサービスは，デフォルトで次の表に示すポート
番号が割り当てられています。これ以外のサービスまたはプログラムに対しては，サー
ビスを起動するたびに，そのときシステムで使用されていないポート番号が自動的に割
り当てられます。また，ファイアウォール環境で，Performance Managementを使用す
るときは，ポート番号を固定してください。ポート番号の固定の手順は，マニュアル
「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」のインストールとセットアップに
ついて説明している章を参照してください。

表 2-1　デフォルトのポート番号と Performance Managementプログラムのサービス

機能 サービス名 パラメーター ポート番号 備考

サービス構成情
報管理機能

Name Server jp1pcnsvr 22285 PFM - Managerの Name 
Serverサービスで使用される
ポート番号。Performance 
Managementのすべてのホスト
で設定される。

NNM連携機能 NNM Object 
Manager

jp1pcovsvr 22292 PFM - Managerおよび PFM - 
Baseの NNM連携機能で，
マップマネージャとオブジェク
トマネージャの間の通信で使用
されるポート番号。PFM - 
Managerおよび PFM - Baseが
インストールされているホスト
で設定される。

サービス状態管
理機能

Status 
Server

jp1pcstatsvr 22350 PFM - Managerおよび PFM - 
Baseの Status Serverサービス
で使用されるポート番号。
PFM - Managerおよび PFM - 
Baseがインストールされている
ホストで設定される。
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2.　インストールとセットアップ
これらの PFM - Agentが使用するポート番号で通信できるように，ネットワークを設定
してください。

（3） インストールに必要な OSユーザー権限について

PFM - Agent for DB2をインストールするときは，必ず，スーパーユーザー権限を持つ
アカウントで実行してください。

（4） 前提プログラム

ここでは，PFM - Agent for DB2をインストールする場合に必要な前提プログラムを説
明します。プログラムの構成を次に示します。

図 2-1　プログラムの構成

（a）監視対象プログラム

PFM - Agent for DB2の監視対象プログラムを次に示します。

• DB2 Express Edition V9.1
• DB2 Workgroup Server Edition V9.1
• DB2 Enterprise Server Edition V9.1
• DB2 Express Edition V9.5
14
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• DB2 Workgroup Server Edition V9.5
• DB2 Enterprise Server Edition V9.5
• DB2 Express Edition V9.7
• DB2 Workgroup Server Edition V9.7
• DB2 Enterprise Server Edition V9.7

これらの監視対象プログラムは，PFM - Agent for DB2と同一ホストにインストールす
る必要があります。

（b）Performance Managementプログラム

監視エージェントには，PFM - Agentと PFM - Baseをインストールします。PFM - 
Baseは PFM - Agentの前提プログラムです。同一ホストに複数の PFM - Agentをイン
ストールする場合でも，PFM - Baseは一つだけでかまいません。

ただし，PFM - Managerと PFM - Agentを同一ホストにインストールする場合，PFM - 
Baseは不要です。

また，PFM - Agent for DB2を使って DB2の稼働監視を行うためには，PFM - Manager
および PFM - Web Consoleが必要です。

（5） クラスタシステムでのインストールとセットアップについて

クラスタシステムでのインストールとセットアップは，前提となるネットワーク環境や
プログラム構成が，通常の構成のセットアップとは異なります。また，実行系ノードと
待機系ノードでの作業が必要になります。詳細については，「3.　クラスタシステムでの
運用」を参照してください。

（6） 注意事項

ここでは，Performance Managementをインストールおよびセットアップするときの注
意事項を説明します。

（a）環境変数に関する注意事項

Performance Managementでは JPC_HOSTNAMEを環境変数として使用しているた
め，ユーザー独自に環境変数として設定しないでください。設定した場合は，
Performance Managementが正しく動作しません。

（b）同一ホストに Performance Managementプログラムを複数インストール，セットアップ
するときの注意事項

Performance Managementは，同一ホストに PFM - Manager，PFM - Web Console，
および PFM - Agentをインストールすることもできます。その場合の注意事項を次に示
します。

• PFM - Managerと PFM - Agentを同一ホストにインストールする場合，PFM - Base
は不要です。この場合，PFM - Agentの前提プログラムは PFM - Managerになるた
15



2.　インストールとセットアップ
め，PFM - Managerをインストールしてから PFM - Agentをインストールしてくだ
さい。

• PFM - Baseと PFM - Managerは同一ホストにインストールできません。PFM - Base
と PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Managerをインストール
する場合は，すべての Performance Managementプログラムをアンインストールし
たあとに PFM - Manager，PFM - Agentの順でインストールしてください。また，
PFM - Manager と PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Baseをイ
ンストールする場合も同様に，すべての Performance Managementプログラムをア
ンインストールしたあとに PFM - Base，PFM - Agentの順でインストールしてくださ
い。

• PFM - Managerがインストールされているホストに PFM - Agentをインストールす
ると，PFM - Agentの接続先 PFM - Managerはローカルホストの PFM - Managerと
なります。この場合，接続先 PFM - Managerをリモートホストの PFM - Managerに
変更できません。リモートホストの PFM - Managerに接続したい場合は，インス
トールするホストに PFM - Managerがインストールされていないことを確認してく
ださい。

• PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Managerをインストールす
ると，PFM - Agentの接続先 PFM - Managerは自ホスト名に設定し直されます。共
通メッセージログに設定結果が出力されています。結果を確認してください。

• PFM - Web Consoleがインストールされているホストに，PFM - Agentをインストー
ルする場合は，Webブラウザの画面をすべて閉じてからインストールを実施してくだ
さい。

• Performance Managementプログラムを新規にインストールした場合は，ステータス
管理機能がデフォルトで有効になります。ただし，07-50から 08-00以降にバージョ
ンアップインストールした場合は，ステータス管理機能の設定状態はバージョンアッ
プ前のままとなります。ステータス管理機能の設定を変更する場合は，マニュアル
「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，Performance Managementの障害
検知について説明している章を参照してください。

ポイント
 

システムの性能や信頼性を向上させるため，PFM - Manager，PFM - Web Console，および
PFM - Agentはそれぞれ別のホストで運用することをお勧めします。

（c）バージョンアップの注意事項

古いバージョンの PFM - Agentからバージョンアップする場合の注意事項を次に示しま
す。

なお，バージョンアップの詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の付録を参照してください。

• Performance Managementのプログラムをインストールするときは，ローカルホスト
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の Performance Managementのプログラムおよびサービスをすべて停止しておいて
ください。なお，停止するサービスは物理ホスト上および論理ホスト上のすべての
サービスです。サービスの停止方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説
明している章を参照してください。

• PFM - Baseと PFM - Managerは同一ホストにインストールできません。PFM - Base
と PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Managerをインストール
する場合は，すべての Performance Managementプログラムをアンインストールし
たあとに PFM - Manager，PFM - Agentの順でインストールしてください。また，
PFM - Managerと PFM - Agentがインストールされているホストに PFM - Baseをイ
ンストールする場合も同様に，すべての Performance Managementプログラムをア
ンインストールしたあとに PFM - Base，PFM - Agentの順でインストールしてくださ
い。
バージョン 08-00以降の Performance Managementプログラムでは，Store実行プロ
グラム（jpcstoおよび stpqlpr）の配置先が変更されています。PFM - Agentを
08-00以降にバージョンアップする際に，旧配置先の Store実行モジュールは削除さ
れます。

• Linuxの場合
08-50以降のバージョンでは，PFM - Agent for DB2を起動する前に，
LD_LIBRARY_PATH環境変数の設定が必要です。バージョンアップする場合は，
LD_LIBRARY_PATH環境変数を設定し，PFM - Agent for DB2のサービスを起動し
てください。設定の詳細については，「2.1.4(2)　LD_LIBRARY_PATH環境変数の設
定（Linuxの場合）」を参照してください。

• AIXの場合
08-10以前のバージョンで，代替フィックスパスを使用して，デフォルトパスとは異
なるパスに DB2をインストールしている場合は，インスタンス環境の再設定が必要で
す。jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドを使用して，インスタンス情報
の db2_dirに DB2のインストールパスを設定してください。設定の詳細については，
「2.1.4(4)　インスタンス環境の設定」を参照してください。
• バージョンアップインストール時，既存の Storeデータベースが自動的にバージョン
アップされるため，一時的に Storeデータベースのディスク占有量が 2倍になります。
バージョンアップインストールを行う前に，Storeデータベースの格納先のディスク
に十分な空き容量があるかどうか確認してください。

（d）その他の注意事項
• Performance Managementのプログラムをインストールする場合，次に示すセキュリ
ティ関連プログラムがインストールされていないかどうか確認してください。インス
トールされている場合，次の説明に従って対処してください。
• セキュリティ監視プログラム
セキュリティ監視プログラムを停止するかまたは設定を変更して，Performance 
Managementのプログラムのインストールを妨げないようにしてください。
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2.　インストールとセットアップ
• ウィルス検出プログラム
ウィルス検出プログラムを停止してから Performance Managementのプログラム
をインストールすることを推奨します。
Performance Managementのプログラムのインストール中にウィルス検出プログラ
ムが稼働している場合，インストールの速度が低下したり，インストールが実行で
きなかったり，または正しくインストールできなかったりすることがあります。

• プロセス監視プログラム
プロセス監視プログラムを停止するかまたは設定を変更して，Performance 
Managementのサービスまたはプロセス，および共通コンポーネントのサービスま
たはプロセスを監視しないようにしてください。
Performance Managementのプログラムのインストール中に，プロセス監視プログ
ラムによって，これらのサービスまたはプロセスが起動されたり停止されたりする
と，インストールに失敗することがあります。

• Performance Managementのプログラムが一つもインストールされていない環境に新
規インストールする場合は，インストール先ディレクトリにファイルやディレクトリ
がないことを確認してください。

• インストール時のステータスバーに「Installation failed.」と表示されてイン
ストールが失敗した場合，インストールログを採取してください。なお，このログ
ファイルは，次にインストールすると上書きされるため，必要に応じてバックアップ
を採取してください。インストールログのデフォルトのファイル名については，
「7.4.1(2)　Performance Managementの情報」を参照してください。
• インストール先ディレクトリにリンクを張り Performance Managementのプログラ
ムをインストールした場合，全 Performance Managementのプログラムをアンイン
ストールしても，リンク先のディレクトリに一部のファイルやディレクトリが残る場
合があります。削除する場合は，手動で行ってください。また，リンク先にインス
トールする場合，リンク先に同名のファイルやディレクトリがあるときは，
Performance Managementのプログラムのインストール時に上書きされるので，注意
してください。

• 64ビット AIX環境の場合，DB2の 32ビット・アプリケーション用ライブラリが必
要です。DB2をインストールするときは，必ず PFM - Agent for DB2が動作するマシ
ン上に，DB2の 32ビット・アプリケーション用ライブラリをインストールしてくだ
さい。

2.1.2　インストールとセットアップの流れ
PFM - Agent for DB2をインストールおよびセットアップする流れを説明します。
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2.　インストールとセットアップ
図 2-2　インストールとセットアップの流れ
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2.　インストールとセットアップ
PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleのインストールおよびセットアップの手順
は，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」の，インストール
とセットアップについて説明している章を参照してください。

なお，ユーザー入力を必要とするセットアップコマンドは，対話形式で実行するか非対
話形式で実行するかを選択できます。

対話形式で実行する場合は，コマンドの指示に従ってユーザーが値を入力する必要があ
ります。

非対話形式で実行する場合は，コマンド実行中に必要となる入力作業をオプション指定
や定義ファイルで代替するため，ユーザー入力が不要になります。また，バッチ処理や
リモート実行によってセットアップ作業を自動化できるため，管理者の負担や運用コス
トを低減できます。

コマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management リファレン
ス」を参照してください。

2.1.3　インストール手順
ここでは，PFM - Agent for DB2のプログラムをインストールする順序と CD-ROMの提
供媒体からプログラムをインストールする手順を説明します。

（1） プログラムのインストール順序

まず，PFM - Baseをインストールし，次に PFM - Agentをインストールします。PFM - 
Baseがインストールされていないホストに PFM - Agentをインストールすることはで
きません。

なお，PFM - Managerと同一ホストに PFM - Agentをインストールする場合は，PFM - 
Manager，PFM - Agentの順でインストールしてください。また，Storeデータベース
のバージョン 1.0からバージョン 2.0にバージョンアップする場合，PFM - Agentと
PFM - Managerまたは PFM - Baseのインストール順序によって，セットアップ方法が
異なります。Storeバージョン 2.0のセットアップ方法については，「2.4.3　Storeバー
ジョン 2.0への移行」を参照してください。

同一ホストに複数の PFM - Agentをインストールする場合，PFM - Agent相互のインス
トール順序は問いません。
20



2.　インストールとセットアップ
図 2-3　プログラムのインストール順序

（2） プログラムのインストール方法

UNIXホストに Performance Managementプログラムをインストールするには，
CD-ROMの提供媒体を使用する方法と，JP1/NETM/DMを使用してリモートインス
トールする方法があります。

JP1/NETM/DMを使用する方法については，次のマニュアルを参照してください。

•「JP1/NETM/DM Manager」
•「JP1/NETM/DM SubManager（UNIX(R)用）」
•「JP1/NETM/DM Client（UNIX(R)用）」

！！！！ 注意事項
 

インストールするホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動
されている場合は，すべて停止してください。なお，停止するサービスは物理ホスト上およ
び論理ホスト上のすべてのサービスです。サービスの停止方法は，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，Performance Managementの起動と停止につ
いて説明している章を参照してください。

CD-ROMの提供媒体を使用する場合のインストール手順を OSごとに示します。

（a）AIXの場合

1. Performance Managementのプログラムをインストールするホストに，スーパーユー
ザーでログインするかまたは suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変更する。

2. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止す
る。
Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動している場合は，す
べて停止してください。
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2.　インストールとセットアップ
3. Performance Managementのプログラムの媒体をセットする。

4. mountコマンドを実行して，CD-ROM装置をマウントする。
例えば，CD-ROM装置を /cdromにマウントする場合，次のように指定してコマン

ドを実行します。
　
/usr/sbin/mount -r -v cdrfs /dev/cd0 /cdrom
　

5. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。
/cdrom/AIX/SETUP /cdrom
　

Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。

6. 初期画面で「I」を入力する。
インストールできるプログラムの一覧が表示されます。

7. インストールしたい Performance Managementのプログラムを選択して，「I」を入力
する。
選択したプログラムがインストールされます。なお，プログラムを選択するには，
カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

8. インストールが正常終了したら，「Q」を入力する。
Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。

（b）Linux (x86)の場合

1. PFM - Agent for DB2のインストール先ディレクトリが実ディレクトリであることを確
認する。

2. PFM - Agent for DB2をインストールするホストに，スーパーユーザーでログインする
かまたは suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変更する。

3. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止す
る。
Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動している場合は，す
べて停止してください。

4. Performance Managementのプログラムの媒体をセットする。

5. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。※

/media/cdrecorder/LINUX/SETUP /media/cdrecorder
　

下線部分は，使用している環境によって異なります。
Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。

6. 初期画面で「I」を入力する。
インストールできるプログラムの一覧が表示されます。

7. PFM - Agent for DB2を選択して，「I」を入力する。
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2.　インストールとセットアップ
選択したプログラムがインストールされます。なお，プログラムを選択するには，
カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

8. インストールが正常終了したら，「Q」を入力する。

Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。

注※
自動マウント機能を解除している環境では，Hitachi PP Installerを起動する前に，
/bin/mountコマンドを次のように指定して CD-ROM装置をマウントしてくださ
い。
/bin/mount -r -o mode=0544 デバイススペシャルファイル名 /media/
cdrecorder

なお，指定するコマンド，および下線部分は，使用する環境によって異なります。

2.1.4　PFM - Agent for DB2のセットアップ手順
ここでは，PFM - Agent for DB2を運用するための，セットアップについて説明します。

は使用する環境によって必要になるセットアップ項目，またはデフォルト

の設定を変更する場合のオプションのセットアップ項目を示します。

（1） LANG環境変数の設定

PFM - Agent for DB2で使用できる LANG環境変数を次の表に示します。

なお，これらの LANG環境変数を設定する前に，設定する言語環境が正しくインストー
ル・構築されていることを確認しておいてください。正しくインストール・構築されて
いない場合，文字化けが発生したり，定義データが不当に書き換わってしまったりする
ことがあります。

注意
共通メッセージログの言語は，サービス起動時やコマンド実行時に設定されている
LANG環境変数によって決まります。そのため，日本語や英語など，複数の言語
コードの文字列が混在することがあります。

表 2-2　PFM - Agent for DB2で使用できる LANG環境変数

OS 言語種別 LANG環境変数の値

AIX 日本語 Shift-JISコード • Ja_JP

• Ja_JP.IBM-932

EUCコード • ja_JP

• ja_JP.IBM-eucJP

英語（日本語なし） • C

Linux 日本語 UTF-8コード • ja_JP.UTF-8

• ja_JP.utf8
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2.　インストールとセットアップ
（2） LD_LIBRARY_PATH環境変数の設定（Linuxの場合）

PFM - Agent for DB2が 08-50以降の場合は，PFM - Agent for DB2を起動する前に，
LD_LIBRARY_PATH環境変数に DB2ライブラリの場所を次のように指定する必要があ
ります。

 
LD_LIBRARY_PATH=DB2のインストールパス/lib32
 

LD_LIBRARY_PATH環境変数に，ほかのパスを含める場合には，必ず上記の値を先頭
に指定してください。

DB2ライブラリの場所は，DB2インスタンスユーザーでログインし，DB2DIR環境変数
に設定されている値に "/lib32"を付けたパスです。

注意

・複数の DB2がインストールされている場合
同一ホスト内にインストール場所の異なる複数の DB2が存在し，それぞれを
PFM - Agent for DB2で監視するときには，PFM - Agent for DB2インスタンス
ごとに，次の操作を実施してください。
1. LD_LIBRARY_PATH環境変数に監視対象の DB2のインストールパス /

lib32を設定する
2. 次のコマンドで，PFM - Agent for DB2サービスを起動する

 
jpcspm start -key DB2 -inst PFM - Agent for DB2のインスタンス名
(jpcstart agtr inst=PFM - Agent for DB2のインスタンス名)
 

同一のターミナルやシェルから，複数の PFM - Agent for DB2サービスを起動
する場合には，上記の手順を PFM - Agent for DB2インスタンスごとに繰り返
してください。
なお，次の PFM - Agent for DB2のインスタンス名を指定しない形式でのサー
ビスの起動はできません。
• jpcspm start all (jpcstart all)
• jpcspm start -key DB2 (jpcstart agtr)

・自動再起動機能または定期再起動機能を使用する場合
Status Serverサービスの LD_LIBRARY_PATH環境変数に，DB2のライブラ
リの場所を設定してください。

Shift-JISコード －（該当なし）

EUCコード －（該当なし）

英語（日本語なし） • C

OS 言語種別 LANG環境変数の値
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2.　インストールとセットアップ
同一ホスト内にインストール場所の異なる複数の DB2が存在する環境では，自
動再起動機能および定期再起動機能は使用できません。

（3） PFM - Agent for DB2の登録

PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleを使って PFM - Agentを一元管理するため
に，PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleに PFM - Agent for DB2を登録する必
要があります。

PFM - Managerのバージョンが 08-50-05以降および PFM - Web Consoleのバージョン
が 08-50-02以降の場合，PFM - Agentの登録は自動で行われるため，ここで説明する手
順は不要です。ただし，PFM - Managerのリリースノートに記載されていないデータモ
デルバージョンの PFM - Agentは，手動で登録する必要があります。

なお，PFM - Agent for DB2のデータモデルのバージョンについては，「付録 I　バー
ジョン互換」を参照してください。

PFM - Agentの登録の流れを次に示します。
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2.　インストールとセットアップ
図 2-4　PFM - Agentの登録の流れ
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2.　インストールとセットアップ
！！！！ 注意事項
 

• PFM - Agentの登録は，インスタンス環境を設定する前に実施してください。
• すでに PFM - Agent for DB2の情報が登録されている Performance Managementシステ
ムに，新たに同じバージョンの PFM - Agent for DB2を追加した場合，PFM - Agentの登
録は必要ありません。

• バージョンが異なる PFM - Agent for DB2を，異なるホストにインストールする場合，古
いバージョン，新しいバージョンの順でセットアップしてください。

• PFM - Managerと同じホストに PFM - Agentをインストールした場合，jpcconf 

agent setup (jpcagtsetup)コマンドが自動的に実行されます。共通メッセージログに
「KAVE05908-I エージェント追加セットアップは正常に終了しました」と出力されるの
で，結果を確認してください。コマンドが正しく実行されていない場合は，コマンドを実
行し直してください。コマンドの実行方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management リファレンス」のコマンドの章を参照してください。

• PFM - Agent for DB2の情報を登録する作業では，PFM - Web Consoleの［レポート階
層］タブに「DB2_Universal_Database」，［アラーム階層］タブに「DB2 Universal 
Database」という名前のフォルダが作成されます。［レポート階層］タブで，すでに独自
に「DB2_Universal_Database」という名前のフォルダまたはレポートを作成していた場
合には，名前を変更してから作業を始めてください。

（a）PFM - Agent for DB2のセットアップファイルをコピーする

PFM - Agent for DB2をインストールしたホストにあるセットアップファイルを PFM - 
Managerおよび PFM - Web Consoleをインストールしたホストにコピーします。手順を
次に示します。

1. PFM - Web Consoleが起動されている場合は，停止する。

2. PFM - Agentのセットアップファイルをバイナリーモードでコピーする。
ファイルが格納されている場所およびファイルをコピーする場所を次の表に示しま
す。

表 2-3　コピーするセットアップファイル

PFM - Agentの
セットアップファイル

コピー先

PFMプログラム名 OS コピー先ディレクトリ

/opt/jp1pc/setup/
jpcagtrw.EXE

PFM - Manager Windows インストール先フォルダ
¥setup¥

/opt/jp1pc/setup/
jpcagtru.Z

UNIX /opt/jp1pc/setup/

/opt/jp1pc/setup/
jpcagtrw.EXE

PFM - Web Console Windows インストール先フォルダ
¥setup¥

/opt/jp1pc/setup/
jpcagtru.Z

UNIX /opt/jp1pc/setup/
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2.　インストールとセットアップ
（b））PFM - Managerホストでセットアップコマンドを実行する

PFM - Managerで PFM - Agent for DB2をセットアップするための次のコマンドを実行
します。

jpcconf agent setup -key DB2 (jpcagtsetup agtr)
 

ここでは，対話形式の実行例を示していますが，jpcconf agent setupコマンドは非

対話形式でも実行できます。jpcconf agent setupコマンドの詳細については，マ

ニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」のコマンドについて説明して
いる章を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

コマンドを実行するローカルホストの Performance Managementのプログラムおよびサー
ビスが完全に停止していない状態で jpcconf agent setup (jpcagtsetup)コマンドを
実行した場合，エラーが発生することがあります。その場合は，Performance Management
のプログラムおよびサービスが完全に停止したことを確認したあと，再度 jpcconf agent 

setup (jpcagtsetup)コマンドを実行してください。

PFM - Managerホストにある PFM - Agentのセットアップファイルは，この作業が終
了したあと，削除してもかまいません。

（c） PFM - Web Consoleホストでセットアップコマンドを実行する

PFM - Web Consoleで PFM - Agent for DB2をセットアップするための次のコマンドを
実行します。

jpcwagtsetup
　

PFM - Web Consoleホストにある PFM - Agentのセットアップファイルは，この作業が
終了したあと削除してもかまいません。

（4） インスタンス環境の設定

PFM - Agent for DB2で監視する DB2のインスタンス情報を設定します。インスタンス
情報の設定は，PFM - Agentホストで実施します。

設定するインスタンス情報を次の表に示します。セットアップの操作を始める前に，次
の情報をあらかじめ確認してください。DB2のインスタンス情報の詳細については，
DB2のマニュアルを参照してください。
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2.　インストールとセットアップ
表 2-4　PFM - Agent for DB2のインスタンス情報

(凡例 )
－：なし

注※ 1
AIXの場合だけ必要な項目です。

注※ 2
db2_dirに指定する値は，DB2がインストールされている場所（インストールパ

項目 説明 設定できる値 デフォルト値

db2_inst
ance

DB2のインスタンス名。 8バイト以内の半角英数字。
ただし，次の文字は指定できない。
• 空白文字
• 次の記号
「!」「"」「%」「&」「'」「(」「)」
「+」「,」「-」「.」「/」「:」「;」
「<」「=」「>」「?」「[」「¥」「]」
「'」「{」「|」「}」「~」

－

db2_node DB2のノード名。 －

db2_name DB2のデータベース名。 －

db2_user DB2のデータベースに接続でき
るユーザー名。

次のどれかの権限を持つこと。
• SYSADM
• SYSCTRL
• SYSMAINT

－

db2_pass
word

db2_userで指定したユーザーの
パスワード。

64バイト以内の半角英数字。
ただし，次の文字は指定できない。
• 空白文字
• 次の記号
「!」「"」「%」「&」「'」「(」「)」
「+」「,」「-」「.」「/」「:」「;」
「<」「=」「>」「?」「[」「¥」「]」
「'」「{」「|」「}」「~」

－

attach_r
etry

DB2インスタンス接続リトライ
回数。

0～ 99（単位：回数） 0

attach_w
aittime

DB2インスタンス接続リトライ
間隔。

0～ 600（単位：秒） 0

db2_acti
vate

DB2を活動化状態にするかどう
かを指定する。

yまたは n n

db2_dir※

1

DB2のインストールパスを指定
する。※ 2

255バイト以内のディレクトリパス /opt/IBM/db2/
V9.1

Store 
Version
※ 3

使用する Storeバージョンを指
定する。
Storeバージョンについては
「2.4.3　Storeバージョン 2.0へ
の移行」を参照のこと。

1.0または 2.0 2.0
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2.　インストールとセットアップ
ス）です。通常は DB2インスタンスユーザーでログインし，DB2DIR環境変数に設
定されている値です。
同一ホスト内にインストール場所の異なる複数の DB2が存在し，それぞれを PFM - 
Agent for DB2で監視する場合は，db2_dirの値を監視対象のそれぞれの DB2のイ
ンストールパスに合わせてください。

注※ 3
Store Versionは新規にインスタンス環境を設定するときだけ指定できる項目で

す。インスタンス環境を更新するときは指定できません。

注意
• db2_instance，および db2_nodeが不明な場合，DB2の "Control Center"を
起動して，"Instances"ディレクトリ下の "Name"を db2_instanceに，"Node 
name"を db2_nodeに設定してください。"Control Center"についての詳細は，
DB2のマニュアルを参照してください。

なお，DB2の "Control Center"を使用できない場合，DB2のコマンドを使って次の表の
方法を実施し，必要な値を確認します。DB2のコマンドの詳細は，DB2のマニュアルを
してください。

表 2-5　DB2を使った PFM - Agent for DB2のインスタンス項目値の確認方法

• PFM - Agent for DB2は，DB2からパフォーマンス情報を取得するために，監視対象
の DB2インスタンスの次に示すスナップショット・モニター・スイッチを ONにし
ます。この場合，インスタンス情報の db2_userには，SYSADM権限を持つユー
ザー名を指定します。ただし，すでにこれらのスナップショット・モニター・スイッ
チがすべて ONの場合，インスタンス情報の db2_userには，SYSCTRL権限または
SYSMAINT権限を持つユーザー名を指定できます。
DFT_MON_BUFPOOL ， DFT_MON_LOCK ， DFT_MON_SORT ，

DFT_MON_STMT ， DFT_MON_TABLE ， DFT_MON_UOW

インスタンス項目 設定する値の確認方法

db2_instance 次のコマンドを実行して出力された値を確認します。

DB2のインストールディレクトリ/bin/db2ilistコマンド

このコマンドは，どのユーザーでも実行できます。

db2_node 次のどちらかの値を確認します。
• 監視対象の DB2インスタンスユーザー（db2_instanceの値）
でログインし，DB2の list node directoryコマンドを実行
した時に出力される "Node name"の値を確認します。
ただし，ノードの情報をカタログしていない場合，値は出力さ
れません。

• PFM - Agent for DB2のインスタンスの項目 db2_instanceと
同じ値を確認します。
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2.　インストールとセットアップ
スナップショット・モニター・スイッチについての詳細は，DB2のマニュアルを参照
してください。

• データベースを活動化状態に設定した場合，データベースレベルおよび表スペース情
報はアプリケーションの接続の有無に関係なく取得されます（アプリケーションレベ
ルの情報の取得にはアプリケーションの接続が必要です）。データベースを活動化状態
にするには，インスタンス情報の db2_userに sysadm，sysctrl，または sysmaint
のうちどれかの権限を持つユーザーを指定する必要があります。権限がないとき，活
動化処理は失敗し，エージェントの処理は続行されます。活動化処理は DB2インスタ
ンスへのアタッチ処理（エージェント起動時および DB2インスタンスとのアタッチが
切れたあとの再アタッチ時）のあとに行われます。

• db2_activateに yを指定した場合のデータベース活動／非活動およびアプリケー
ション接続有／無と PFM - Agent for DB2の起動 /停止の関係を次に示します。

ユーザーによる活
動 /非活動の設定

アプリケー
ションの接続

PFM - Agent for DB2起動 PFM - Agent for DB2停止

活動化している 有 【DB2メッセージ】SQL1490W

データベースは正常にアク
ティブになりましたが，この
データベースは 一つ以上の
ノードですでにアクティブに
なっています。※ 1

－

無 －

活動化していない 有 【DB2メッセージ】SQL1494W

データベースは正常にアク
ティブになりましたが，この
データベースへの接続はすで
に存在しています。※ 2

－

無 【DB2メッセージ】エラーなし
※ 3

－

非活動化していな
い

有 － 【DB2メッセージ】
SQL1495W

データベースの非アクティ
ブ化は正常に実行されまし
たが，このデータベースと
の接続がまだ存在していま
す。※ 4

無 － 【DB2メッセージ】
エラーなし

非活動化している 有 － 【DB2メッセージ】
SQL1495W

データベースの非アクティ
ブ化は正常に実行されまし
たが，このデータベースと
の接続がまだ存在していま
す。※ 5
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2.　インストールとセットアップ
（凡例）
－：該当しない。

注※ 1
データベースは活動化状態のままです。エージェント停止時に非活動処理が実行されません。

注※ 2
データベースは活動化状態になります。エージェント停止時に非活動処理が実行されます。

注※ 3
データベースは活動化状態になります。エージェント停止時に非活動処理が実行されます。

注※ 4
データベースは非活動状態になります。アプリケーションの接続は残ります。

注※ 5
アプリケーションの接続は残ります。

活動化 /非活動化時に DB2のエラー（上記のエラーや権限不足など）が検出された場合，PFM - 
Agent for DB2の処理は続行され，DB2のエラーメッセージがログに出力されます。
• インスタンス環境を設定していない場合，PFM - Agent for DB2のサービスを起動で
きません。

• jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドを使用してインスタンス環境を構築
する際，DB2上に存在しないインスタンス名を指定した場合でもコマンドは正常に終
了します。しかし，その後レコードの収集を開始すると，共通メッセージログに
「KAVF29016-W」のメッセージが出力され，監視対象の DB2に接続できません。こ
の場合，正しいインスタンス名を確認の上，再度 jpcconf inst setup 
(jpcinssetup)コマンドを実行してください。

インスタンス環境を構築するには，jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドを
使用します。インスタンス環境の構築手順を次に示します。

1. サービスキーおよびインスタンス名を指定して，jpcconf inst setup 
(jpcinssetup)コマンドを実行する。
PFM - Agent for DB2のインスタンス名 db2instのインスタンス環境を構築する場合，
次のように指定してコマンドを実行します。
jpcconf inst setup -key DB2 -inst db2inst (jpcinssetup agtr -inst 
db2inst)
　

jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドの詳細については，マニュアル

無 － 【DB2メッセージ】
SQL1496W

データベースの非アクティ
ブ化は正常に実行されまし
たが，このデータベースは
アクティブにされてはいま
せんでした。

ユーザーによる活
動 /非活動の設定

アプリケー
ションの接続

PFM - Agent for DB2起動 PFM - Agent for DB2停止
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2.　インストールとセットアップ
「JP1/Performance Management リファレンス」の，コマンドについて説明している
章を参照してください。

2. DB2のインスタンス情報を設定する。
表 2-4に示した項目を，コマンドの指示に従って入力してください。各項目とも省略
はできません。デフォルトで表示されている値を，項目の入力とする場合はリターン
キーだけを押してください。

すべての入力が終了すると，インスタンス環境が構築されます。構築時のインスタンス
環境を変更したい場合は，再度 jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドを実行
し，インスタンス環境を更新してください。インスタンス環境の更新については，「2.4.2
　インスタンス環境の更新の設定」を参照してください。

構築されるインスタンス環境を次に示します。

●インスタンス環境のディレクトリ構成
次のディレクトリ下にインスタンス環境が構築されます。
• 物理ホスト運用の場合：/opt/jp1pc/agtr
• 論理ホスト運用の場合：環境ディレクトリ※ /jp1pc/agtr

注※
環境ディレクトリは，論理ホスト作成時に指定した共有ディスク上のディレクト
リです。

構築されるインスタンス環境のディレクトリ構成を次に示します。

表 2-6　インスタンス環境のディレクトリ構成

ディレクトリ名・ファイル名 説明

agent インスタンス名 jpcagt.ini Agent Collectorサービス起動情報ファイル

jpcagt.ini.model
※

Agent Collectorサービス起動情報ファイル
のモデルファイル

log ログファイル格納ディレクトリ

store インスタンス名 jpcsto.ini Agent Storeサービス起動情報ファイル

jpcsto.ini.model
※

Agent Storeサービス起動情報ファイルのモ
デルファイル

*.DAT データモデル定義ファイル

dump エクスポート先ディレクトリ

backup バックアップ先ディレクトリ

import インポート先ディレクトリ（Storeバージョ
ン 2.0の場合）

log ログファイル格納ディレクトリ

partial 部分バックアップ先ディレクトリ（Store
バージョン 2.0の場合）
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2.　インストールとセットアップ
注※
インスタンス環境を構築した時点の設定値に戻したいときに使用します。

●インスタンス環境のサービス ID
インスタンス環境のサービス IDは次のようになります。
• Agent Collectorサービス：RAインスタンス番号 インスタンス名 [ホスト名 ]

• Agent Storeサービス：RSインスタンス番号 インスタンス名 [ホスト名 ]

PFM - Agent for DB2の場合，インスタンス名には jpcconf inst setup 
(jpcinssetup)コマンドで指定したインスタンス名が表示されます。
例えば，ホスト名が「host1」で，インスタンス名に「db2inst」を指定した場合，

サービス IDは次のようになります。
• Agent Collectorサービス：RA1db2inst [host1]
• Agent Storeサービス：RS1db2inst [host1]

サービス IDについては，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガ
イド」の，付録に記載されている命名規則を参照してください。

（5） ネットワークの設定

Performance Managementを使用するネットワーク構成に応じて行う設定です。

ネットワークの設定には次の二つの項目があります。

● IPアドレスを設定する
Performance Managementを複数の LANに接続されたネットワークで使用するとき
に設定します。複数の IPアドレスを設定するには，jpchostsファイルにホスト名
と IPアドレスを定義します。設定した jpchostsファイルは Performance 
Managementシステム全体で統一させてください。
詳細についてはマニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」の，
インストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

●ポート番号を設定する
Performance Managementが使用するポート番号を設定できます。運用での混乱を避
けるため，ポート番号とサービス名は，Performance Managementシステム全体で統
一させてください。
ポート番号の設定の詳細についてはマニュアル「JP1/Performance Management 設

STPD PDレコードタイプのパフォーマンスデータ
格納ディレクトリ（Storeバージョン 2.0の
場合）

STPI PIレコードタイプのパフォーマンスデータ
格納ディレクトリ（Storeバージョン 2.0の
場合）

ディレクトリ名・ファイル名 説明
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2.　インストールとセットアップ
計・構築ガイド」の，インストールとセットアップについて説明している章を参照し
てください。

（6） ログのファイルサイズ変更

Performance Managementの稼働状況を，Performance Management独自のログファ
イルに出力します。このログファイルを「共通メッセージログ」と呼びます。共通メッ
セージログは，デフォルトで 2,048キロバイトのファイルが 2ファイル使用されます。
このファイルサイズを変更したい場合に必要な設定です。

詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」の，
インストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

（7） パフォーマンスデータの格納先の変更

PFM - Agent for DB2で管理されるパフォーマンスデータを格納するデータベースの保
存先，バックアップ先，エクスポート先，またはインポート先のディレクトリを変更し
たい場合に必要な設定です。

パフォーマンスデータは，デフォルトでは，次の場所に保存されます。

• 保存先：/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス名 /

• バックアップ先：/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス名 /backup/

• 部分バックアップ先※：/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス名 /partial/

• エクスポート先：/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス名 /dump/

• インポート先※：/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス名 /import/

注※
Storeバージョン 2.0使用時だけ設定できます。

注意
論理ホストで運用する場合のデフォルトの保存先については，「/opt/jp1pc」を

「環境ディレクトリ /jp1pc」に読み替えてください。

詳細については，「2.4.1　パフォーマンスデータの格納先の変更」を参照してください。

（8） PFM - Agent for DB2の接続先 PFM - Managerの設定

PFM - Agentがインストールされているホストで，その PFM - Agentを管理する PFM - 
Managerを設定します。接続先の PFM - Managerを設定するには，jpcconf 
mgrhost define (jpcnshostname)コマンドを使用します。
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2.　インストールとセットアップ
！！！！ 注意事項
 

• 同一ホスト上に，複数の PFM - Agentがインストールされている場合でも，接続先に指
定できる PFM - Managerは，一つだけです。PFM - Agentごとに異なる PFM - Manager
を接続先に設定することはできません。

• PFM - Agentと PFM - Managerが同じホストにインストールされている場合，PFM - 
Agentの接続先 PFM - Managerはローカルホストの PFM - Managerとなります。この
場合，接続先の PFM - Managerをほかの PFM - Managerに変更できません。

• セットアップを実施する前に，ローカルホストで Performance Managementのプログラ
ムのサービスが起動されている場合は，すべて停止してください。サービスの停止方法に
ついては，マニュアル「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，Performance 
Managementの起動と停止について説明している章を参照してください。

手順を次に示します。

1. Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止する。
jpcconf mgrhost define (jpcnshostname)コマンド実行時に，Performance 
Managementのプログラムおよびサービスが起動されている場合は，停止を問い合わ
せるメッセージが表示されます。

2. 接続先の PFM - Managerホストのホスト名を指定して，jpcconf mgrhost define 
(jpcnshostname)コマンドを実行する。
例えば，接続先の PFM - Managerがホスト host01上にある場合，次のように指定し
ます。
jpcconf mgrhost define -host host01 (jpcnshostname -s host01)
 

ここでは，対話形式の実行例を示していますが，jpcconf mgrhost defineコマン

ドは非対話形式でも実行できます。jpcconf mgrhost defineコマンドの詳細につ

いては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」のコマンドに
ついて説明している章を参照してください。

（9） 動作ログ出力の設定

アラーム発生時に動作ログを出力したい場合に必要な設定です。動作ログとは，システ
ム負荷などのしきい値オーバーに関するアラーム機能と連動して出力される履歴情報で
す。

設定方法については，「付録 J　動作ログの出力」を参照してください。
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2.2　アンインストールとアンセットアップ
ここでは，PFM - Agent for DB2をアンインストールおよびアンセットアップする手順
を示します。

2.2.1　アンインストールとアンセットアップの前に
ここでは，PFM - Agent for DB2をアンインストールおよびアンセットアップするとき
の注意事項を次に示します。

（1） アンインストールに必要な OSユーザー権限に関する注意事項

PFM - Agentをアンインストールするときは，必ず，スーパーユーザー権限を持つアカ
ウントで実行してください。

（2） ネットワークに関する注意事項

Performance Managementプログラムをアンインストールしても，servicesファイル
に定義されたポート番号は削除されません。

（3） プログラムに関する注意事項
• Performance Managementのプログラムおよびサービスや，Performance 

Managementのファイルを参照するような他プログラムを起動したままアンインス
トールした場合，ファイルやディレクトリが残ることがあります。この場合は，手動
でインストール先ディレクトリ以下をすべて削除してください。

• PFM - Baseと PFM - Agentがインストールされているホストの場合，PFM - Baseの
アンインストールは PFM - Agentをアンインストールしないと実行できません。この
場合，PFM - Agent，PFM - Baseの順にアンインストールしてください。また，PFM 
- Managerと PFM - Agentがインストールされているホストの場合も同様に，PFM - 
Managerのアンインストールは PFM - Agentをアンインストールしないと実行でき
ません。この場合，PFM - Agent，PFM - Managerの順にアンインストールしてくだ
さい。

（4） サービスに関する注意事項

PFM - Agentをアンインストールしただけでは jpctool service list (jpcctrl 
list)コマンドで表示できるサービスの情報は削除されません。この場合，jpctool 

service delete (jpcctrl delete)コマンドを使用してサービスの情報を削除してく
ださい。サービス情報の削除方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の，インストールとセットアップの章のサービスの削
除について説明している個所を参照してください。

なお，PFM - Web Consoleホストにサービス情報の削除を反映するためには，jpctool 
service syncコマンドを実行して，PFM - Manager ホストと PFM - Web Consoleホ
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ストのエージェント情報を同期する必要があります。

（5） その他の注意事項

PFM - Web Consoleがインストールされているホストから，Performance Management
プログラムをアンインストールする場合は，Webブラウザの画面をすべて閉じてからア
ンインストールを実施してください。

2.2.2　アンセットアップ手順
ここでは，PFM - Agent for DB2をアンセットアップする手順を説明します。

（1） インスタンス環境のアンセットアップ

ここでは，PFM - Agent for DB2をアンセットアップする手順を説明します。

（a）インスタンス環境を削除する

インスタンス名を確認し，インスタンス環境を削除します。インスタンス環境の削除は，
PFM - Agentホストで実施します。

インスタンス名を確認するには，jpcconf inst list (jpcinslist)コマンドを使用
します。また，構築したインスタンス環境を削除するには，jpcconf inst unsetup 
(jpcinsunsetup)コマンドを使用します。

インスタンス環境を削除する手順を次に示します。

1. インスタンス名を確認する。
PFM - Agent for DB2を示すサービスキーを指定して，jpcconf inst list 
(jpcinslist)コマンドを実行します。
jpcconf inst list -key DB2 (jpcinslist agtr)
　

設定されているインスタンス名が db2instの場合，db2instと表示されます。

2. インスタンス環境の PFM - Agentのサービスが起動されている場合は，停止する。
サービスの停止方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 運用
ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説明している章を参
照してください。

3. インスタンス環境を削除する。
PFM - Agent for DB2を示すサービスキーおよびインスタンス名を指定して，
jpcconf inst unsetup (jpcinsunsetup)コマンドを実行します。
設定されているインスタンス名が db2instの場合，次のように指定します。
jpcconf inst unsetup -key DB2 -inst db2inst (jpcinsunsetup agtr 
-inst db2inst)
　

jpcconf inst unsetup (jpcinsunsetup)コマンドが正常終了すると，インスタ
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2.　インストールとセットアップ
ンス環境として構築されたディレクトリ，サービス IDが削除されます。

注意
インスタンス環境をアンセットアップしても，jpctool service list (jpcctrl 
list)コマンドで表示できるサービスの情報は削除されません。この場合，
jpctool service delete (jpcctrl delete)コマンドを使用してサービスの情
報を削除してください。
PFM - Web Consoleホストにインスタンス環境の削除を反映するためには，
jpctool service syncコマンドを実行して，PFM - Manager ホストと PFM - 
Web Consoleホストのエージェント情報を同期する必要があります。
また，コマンド実行後に PFM - Managerを再起動してください。次に指定例を示し
ます。
• インスタンス名：db2inst 
• ホスト名：host03
• Agent Collectorサービスのサービス ID：RA1db2inst[host03]
• Agent Storeサービスのサービス ID：RS1db2inst[host03]

　
jpctool service delete -id R?1db2inst[host03] -host host03 
(jpcctrl delete R?1db2inst[host03] host=host03)
　

コマンドについては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，
コマンドについて説明している章を参照してください。

2.2.3　アンインストール手順
PFM - Agent for DB2をアンインストールする手順を説明します。

1. Performance Managementのプログラムをアンインストールするホストに，スーパー
ユーザーでログインするかまたは suコマンドでユーザーをスーパーユーザーに変更

する。

2. ローカルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止す
る。
サービス情報を表示して，サービスが起動されていないか確認してください。ローカ
ルホストで Performance Managementのプログラムおよびサービスが起動されてい
る場合は，すべて停止してください。なお，停止するサービスは物理ホスト上および
論理ホスト上のすべてのサービスです。
サービス情報の表示方法およびサービスの停止方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，Performance Managementの起動と停
止について説明している章を参照してください。

3. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動する。
/etc/hitachi_setup
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2.　インストールとセットアップ
Hitachi PP Installerが起動され，初期画面が表示されます。

4. 初期画面で「D」を入力する。
アンインストールできるプログラムの一覧が表示されます。

5. アンインストールしたい Performance Managementのプログラムを選択して，「D」を
入力する。
選択したプログラムがアンインストールされます。なお，プログラムを選択するに
は，カーソルを移動させ，スペースキーで選択します。

6. アンインストールが正常終了したら，「Q」を入力する。
Hitachi PP Installerの初期画面に戻ります。
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2.　インストールとセットアップ
2.3　PFM - Agent for DB2のシステム構成の変
更

監視対象システムのネットワーク構成の変更や，ホスト名の変更などに応じて，PFM - 
Agent for DB2のシステム構成を変更する場合があります。

PFM - Agent for DB2のシステム構成を変更する場合，PFM - Managerや PFM - Web 
Consoleの設定変更もあわせて行う必要があります。Performance Managementのシス
テム構成を変更する手順の詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の，インストールとセットアップについて説明してい
る章を参照してください。なお，物理ホスト名またはエイリアス名を変更するときに，
固有の追加作業が必要な PFM - Agentもありますが，PFM - Agent for DB2の場合，固
有の追加作業は必要ありません。
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2.4　PFM - Agent for DB2の運用方式の変更

収集した稼働監視データの運用手順の変更などで，パフォーマンスデータの格納先や，
インスタンス環境といった，PFM - Agent for DB2の運用方式を変更する場合がありま
す。

ここでは，PFM - Agent for DB2の運用方式を変更する手順を説明します。Performance 
Management全体の運用方式を変更する手順の詳細についてはマニュアル「JP1/
Performance Management 設計・構築ガイド」の，インストールとセットアップについ
て説明している章を参照してください。

2.4.1　パフォーマンスデータの格納先の変更
PFM - Agent for DB2で収集したパフォーマンスデータは，PFM - Agent for DB2の
Agent Storeサービスの Storeデータベースで管理しています。ここではパフォーマンス
データの格納先の変更方法について説明します。

（1） jpcconf db define (jpcdbctrl config)コマンドを使用して設定を変更する

Storeデータベースで管理されるパフォーマンスデータの，次のデータ格納先ディレクト
リを変更したい場合は，jpcconf db define (jpcdbctrl config)コマンドで設定し
ます。Storeデータベースの格納先ディレクトリを変更する前に収集したパフォーマンス
データが必要な場合は，jpcconf db define (jpcdbctrl config)コマンドの
-moveオプションを使用してください。jpcconf db define (jpcdbctrl config)
コマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management リファレン
ス」を参照してください。

• 保存先ディレクトリ
• バックアップ先ディレクトリ

• 部分バックアップ先ディレクトリ※

• エクスポート先ディレクトリ

• インポート先ディレクトリ※

注※
Storeバージョン 2.0使用時だけ設定できます。

jpcconf db define (jpcdbctrl config)コマンドで設定するオプション名，設定で
きる値の範囲などを次の表に示します。
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2.　インストールとセットアップ
表 2-7　パフォーマンスデータの格納先を変更するコマンドの設定項目

（凡例）
－：設定できません

注※
論理ホストで運用する場合のデフォルト値については，「/opt/jp1pc」を「環境

ディレクトリ /jp1pc」に読み替えてください。

説明 オプショ
ン名

設定できる値
（Storeバージョン

1.0）

設定できる値
（Storeバージョン

2.0）

デフォルト値※

パフォーマ
ンスデータ
の保存先
ディレクト
リ

sd 1～ 127バイトの
絶対パス

1～ 214バイトの
絶対パス

/opt/jp1pc/agtr/store/

インスタンス名

パフォーマ
ンスデータ
のバック
アップ先
ディレクト
リ（フル
バックアッ
プ）

bd 1～ 127バイトの
絶対パス

1～ 211バイトの
絶対パス

/opt/jp1pc/agtr/store/

インスタンス名 /backup

パフォーマ
ンスデータ
の部分バッ
クアップ先
ディレクト
リ（部分
バックアッ
プ）

pbd － 1～ 214バイトの
絶対パス

/opt/jp1pc/agtr/store/

インスタンス名 /partial

パフォーマ
ンスデータ
を退避する
場合の最大
世代番号

bs 1～ 9 1～ 9 5

パフォーマ
ンスデータ
のエクス
ポート先
ディレクト
リ

dd 1～ 127バイトの
絶対パス

1～ 127バイトの
絶対パス

/opt/jp1pc/agtr/store/

インスタンス名 /dump

バフォーマ
ンスデータ
のインポー
ト先ディレ
クトリ

id － 1～ 222バイトの
絶対パス

/opt/jp1pc/agtr/store/

インスタンス名 /import
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2.　インストールとセットアップ
（2） jpcsto.iniファイルを編集して設定を変更する（Storeバージョン 1.0の場
合だけ）

Storeバージョン 1.0使用時は，jpcsto.iniを直接編集して変更できます。

（a） jpcsto.iniファイルの設定項目

jpcsto.iniファイルで編集するラベル名，設定できる値の範囲などを次の表に示しま

す。

表 2-8　パフォーマンスデータの格納先の設定項目（jpcsto.iniの [Data Section]セク

ション）

注※ 1
• ディレクトリ名は，Storeデータベースのデフォルトの格納先ディレクトリ（/
opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス名 /）からの相対パスか，または絶対パ

スで指定してください。
• 指定できる文字は，次の文字を除く，半角英数字，半角記号および半角空白です。
;  ,  *  ?  '  "  <  >  |

• 指定値に誤りがある場合，Agent Storeサービスは起動できません。

注※ 2
論理ホストで運用する場合のデフォルト値については，「/opt/jp1pc」を「環境

ディレクトリ /jp1pc」に読み替えてください。

注※ 3
Store Dir，Backup Dir，および Dump Dirには，それぞれ重複したディレクトリを
指定できません。

（b）  jpcsto.iniファイルの編集前の準備
• Storeデータベースの格納先ディレクトリを変更する場合は，変更後の格納先ディレ
クトリを事前に作成しておいてください。

説明 ラベル名 設定できる値（Store
バージョン 1.0）※ 1

デフォルト値※ 2

パフォーマンスデータの
作成先ディレクトリ

Store Dir※

3
1～ 127バイトの絶対
パス

/opt/jp1pc/agtr/store/

インスタンス名

パフォーマンスデータの
退避先ディレクトリ（フ
ルバックアップ）

Backup Dir
※ 3

1～ 127バイトの絶対
パス

/opt/jp1pc/agtr/store/

インスタンス名 /backup

パフォーマンスデータを
退避する場合の最大世代
番号

Backup 
Save

1～ 9 5

パフォーマンスデータの
エクスポート先ディレク
トリ

Dump Dir※ 3 1～ 127バイトの絶対
パス

/opt/jp1pc/agtr/store/

インスタンス名 /dump
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2.　インストールとセットアップ
• Storeデータベースの格納先ディレクトリを変更すると，変更前に収集したパフォー
マンスデータが使用できなくなります。変更前に収集したパフォーマンスデータが必
要な場合は，次に示す手順でデータを引き継いでください。
1. jpctool db backup (jpcctrl backu)コマンドで Storeデータベースに格納さ
れているパフォーマンスデータのバックアップを採取する。

2.「(c)　jpcsto.iniファイルの編集手順」に従って Storeデータベースの格納先ディレ
クトリを変更する。

3. jpctool db restore (jpcresto)コマンドで変更後のディレクトリにバック
アップデータをリストアする。

（c） jpcsto.iniファイルの編集手順

手順を次に示します。

1. PFM - Agent のサービスを停止する。
ローカルホストで PFM -Agentのプログラムおよびサービスが起動されている場合
は，すべて停止してください。

2. テキストエディターなどで，jpcsto.iniファイルを開く。

3. パフォーマンスデータの格納先ディレクトリなどを変更する。
次に示す網掛け部分を，必要に応じて修正してください。
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2.　インストールとセットアップ
！！！！ 注意事項
 

• 行頭および「=」の前後には空白文字を入力しないでください。
• 各ラベルの値の「.」は，Agent Storeサービスの Storeデータベースのデフォルトの格
納先ディレクトリ（/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス名 /）を示します。格納

先を変更する場合，その格納先ディレクトリからの相対パスか，または絶対パスで記述し
てください。

• jpcsto.iniファイルには，データベースの格納先ディレクトリ以外にも，定義情報が

記述されています。[Data Section]セクション以外の値は変更しないようにしてくだ

さい。[Data Section]セクション以外の値を変更すると，Performance Management
が正常に動作しなくなることがあります。

4. jpcsto.iniファイルを保存して閉じる。

5. Performance Managementのプログラムおよびサービスを起動する。

注意
この手順で Storeデータベースの格納先ディレクトリを変更した場合，パフォーマ
ンスデータファイルは変更前のディレクトリから削除されません。これらのファイ
ルが不要な場合は，次に示すファイルを削除してください。
• 拡張子が .DBであるすべてのファイル

• 拡張子が .IDXであるすべてのファイル

2.4.2　インスタンス環境の更新の設定
インスタンス環境を更新したい場合は，インスタンス名を確認し，インスタンス情報を
更新します。インスタンス情報の設定は，PFM - Agentホストで実施します。

更新する情報は，次の表であらかじめ確認してください。DB2のインスタンス情報の詳
細については，DB2のマニュアルを参照してください。

表 2-9　PFM - Agent for DB2のインスタンス情報

項目 説明 設定できる値 デフォルト値

db2_instance この値は更新できる。DB2の
インスタンス名を指定する。

8バイト以内の半角英数
字。
ただし，次の文字は指定で
きない。
• 空白文字
• 次の記号
「!」「"」「%」「&」「'」
「(」「)」「+」「,」「-」
「.」「/」「:」「;」「<」
「=」「>」「?」「[」「¥」
「]」「'」「{」「|」「}」
「~」

－

db2_node この値は更新できる。DB2の
ノード名を指定する。

－
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2.　インストールとセットアップ
(凡例 )
－：なし

インスタンス名を確認するには，jpcconf inst list (jpcinslist)コマンドを使用
します。また，インスタンス環境を更新するには，jpcconf inst setup 
(jpcinssetup)コマンドを使用します。

インスタンス環境を更新する手順を次に示します。複数のインスタンス環境を更新する
場合は，この手順を繰り返し実施します。

1. インスタンス名を確認する。
PFM - Agent for DB2を示すサービスキーを指定して，jpcconf inst list 
(jpcinslist)コマンドを実行します。
jpcconf inst list -key DB2 (jpcinslist agtr)

db2_name この値は更新できる。DB2の
データベース名を指定する。

－

db2_user この値は更新できる。
SYSADM権限，SYSCTRL
権限，または SYSMAINT権
限を持ち，DB2のデータベー
スに接続できるユーザー名を
指定する。

－

db2_password この値は更新できる。
db2_userで指定したユー
ザーのパスワードを指定す
る。

64バイト以内の半角英数
字。
ただし，次の文字は指定で
きない。
• 空白文字
• 次の記号
「!」「"」「%」「&」「'」
「(」「)」「+」「,」「-」
「.」「/」「:」「;」「<」
「=」「>」「?」「[」「¥」
「]」「'」「{」「|」「}」
「~」

－

attach_retry この値は更新できる。DB2イ
ンスタンス接続リトライ回数
を指定する。

0～ 99（単位：回数）。 0

attach_waitt
ime

この値は更新できる。DB2イ
ンスタンス接続リトライ間隔
を指定する。

0～ 600（単位：秒）。 0

db2_activate この値は更新できる。DB2を
活動化状態にするかどうかを
指定する。

yまたは n n

db2_dir この値は更新できる。DB2の
インストールパスを指定す
る。

255バイト以内のディレク
トリパス

/opt/IBM/db2/V9.1

項目 説明 設定できる値 デフォルト値
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設定されているインスタンス名が db2instの場合，db2instと表示されます。

2. 更新したいインスタンス環境の PFM - Agent for DB2のサービスが起動されている場
合は，停止する。
サービスの停止方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 運用
ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説明している章を参
照してください。
jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンド実行時に，更新したいインスタンス
環境のサービスが起動されている場合は，確認メッセージが表示され，サービスを停
止できます。サービスを停止した場合は，更新処理が続行されます。サービスを停止
しなかった場合は，更新処理が中断されます。

3. PFM - Agent for DB2を示すサービスキーおよびインスタンス名を指定して，
jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドを実行する。
インスタンス名 db2instのインスタンス環境を更新する場合，次のように指定してコ
マンドを実行します。
jpcconf inst setup -key DB2 -inst de2inst (jpcinssetup agtr -inst 
db2inst)

4. DB2のインスタンス情報を更新する。
表 2-8に示した項目を，コマンドの指示に従って入力します。現在設定されている値
が表示されます（ただし，db2_passwdの値は表示されません）。表示された値を変

更しない場合は，リターンキーだけを押してください。
すべての入力が終了すると，インスタンス環境が更新されます。

5. 更新したインスタンス環境のサービスを再起動する。
サービスの起動方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 運用
ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説明している章を参
照してください。

注意
更新できない項目の値を変更したい場合は，インスタンス環境を削除したあと，再
作成してください。

コマンドについては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，
コマンドについて説明している章を参照してください。

2.4.3　Storeバージョン 2.0への移行
Storeデータベースの保存形式には，バージョン 1.0と 2.0の 2種類あります。Store
バージョン 2.0の詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・
構築ガイド」を参照してください。

Storeバージョン 2.0は，PFM - Baseまたは PFM - Managerのバージョン 08-10以降
の環境に，PFM - Agent for DB2のバージョン 08-10以降で新規にインスタンスを構築
した場合にデフォルトで利用できます。それ以外の場合は，Storeバージョン 1.0形式の
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ままとなっているため，セットアップコマンドによって Storeバージョン 2.0に移行し
てください。

何らかの理由によって Storeバージョン 1.0に戻す必要がある場合は，Storeバージョン
2.0のアンセットアップを行ってください。

インストール条件に対応する Storeバージョン 2.0の利用可否と利用手順を次の表に示
します。

表 2-10　Storeバージョン 2.0の利用可否および利用手順

（1） Storeバージョン 2.0のセットアップ

Storeバージョン 2.0へ移行する場合のセットアップ手順について説明します。

1. システムリソース見積もりとリテンションの設定
Storeバージョン 2.0導入に必要なシステムリソースが，実行環境に適しているかど
うかを確認してください。必要なシステムリソースを次に示します。
• ディスク容量
• ファイル数
• 1プロセスがオープンするファイル数

これらの値はリテンションの設定によって調節できます。実行環境の保有しているリ
ソースを考慮してリテンションを設定してください。システムリソースの見積もりに

インストール条件 Storeバージョン 2.0
の利用可否

Storeバージョン 2.0の利用
手順

インストール済みの
PFM - Base，または

PFM - Managerのバー
ジョン

PFM - Agentのイン
ストール方法

08-10より前 上書きインストー
ル

利用できない PFM - Base，または，PFM - 
Managerを 08-10以降に
バージョンアップ後，セット
アップコマンドを実行

新規インストール

08-10以降 上書きインストー
ル

既存のインスタンス
についてはセット
アップ後利用できる

セットアップコマンドを実行

新規インスタンスに
ついては利用できる

インスタンス構築時に
jpcconf inst setup 
(jpcinssetup)コマンドで
設定

新規インストール 利用できる インスタンス構築時に
jpcconf inst setup 
(jpcinssetup)コマンドで
設定
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2.　インストールとセットアップ
ついては，「付録 A　システム見積もり」を参照してください。
2. ディレクトリの設定

Storeバージョン 2.0に移行する場合に，Storeバージョン 1.0でのディレクトリ設定
では，Agent Storeサービスが起動しないことがあります。このため，Agent Store
サービスが使用するディレクトリの設定を見直す必要があります。Agent Storeサー
ビスが使用するディレクトリの設定は jpcconf db define (jpcdbctrl config)
コマンドを使用して表示・変更できます。
Storeバージョン 2.0は，Storeデータベースの作成先ディレクトリやバックアップ先
ディレクトリの最大長が Storeバージョン 1.0と異なります。Storeバージョン 1.0
でディレクトリの設定を相対パスに変更している場合，絶対パスに変換した値が
Storeバージョン 2.0でのディレクトリ最大長の条件を満たしているか確認してくだ
さい。Storeバージョン 2.0のディレクトリ最大長は 214バイトです。ディレクトリ
最大長の条件を満たしていない場合は，Agent Storeサービスが使用するディレクト
リの設定を変更したあと，手順 3以降に進んでください。

3. セットアップコマンドの実行
Storeバージョン 2.0に移行するため，jpcconf db vrset -ver2.0 (jpcdbctrl 
setup)コマンドを実行します。jpcconf db vrset -ver2.0 (jpcdbctrl setup)
コマンドは，Agentインスタンスごとに実行してください。
jpcconf db vrset (jpcdbctrl setup)コマンドの詳細については，マニュアル
「JP1/Performance Management リファレンス」を参照してください。

4. リテンションの設定
手順 1の見積もり時に設計したリテンションを設定してください。Agent Storeサー
ビスを起動して，PFM - Web Consoleで設定してください。

（2） Storeバージョン 2.0のアンセットアップ

Storeバージョン 2.0は jpcconf db vrset -ver1.0 (jpcdbctrl unsetup)コマン
ドを使用してアンセットアップします。Storeバージョン 2.0をアンセットアップする
と，Storeデータベースのデータはすべて初期化され，Storeバージョン 1.0に戻ります。

jpcconf db vrset (jpcdbctrl unsetup)コマンドの詳細については，マニュアル
「JP1/Performance Management リファレンス」を参照してください。

（3） 注意事項

移行についての注意事項を次に示します。

（a）Storeバージョン 1.0から Storeバージョン 2.0に移行する場合

Storeデータベースを Storeバージョン 1.0から Storeバージョン 2.0に移行した場合，
PIレコードタイプのレコードの保存期間の設定は引き継がれますが，PDレコードタイ
プのレコードについては，以前の設定値（保存レコード数）に関係なくデフォルトの保
存期間がレコードごとに設定され，保存期間以前に収集されたデータは削除されます。
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2.　インストールとセットアップ
例えば，Storeバージョン 1.0で，Collection Intervalが 3,600秒の PDレコードの保存
レコード数を 1,000に設定していた場合，PDレコードは 1日に 24レコード保存される
ことになるので，1,000÷ 24≒約 42日分のデータが保存されています。この Store
データベースを Storeバージョン 2.0へ移行した結果，デフォルト保存期間が 10日に設
定されたとすると，11日以上前のデータは削除されて参照できなくなります。

Storeバージョン 2.0へ移行する前に，PDレコードタイプのレコードの保存レコード数
の設定を確認し，Storeバージョン 2.0でのデフォルト保存期間以上のデータが保存され
る設定となっている場合は，jpctool db dump (jpcctrl dump)コマンドでデータ
ベース内のデータを出力してください。Storeバージョン 2.0でのデフォルト保存期間に
ついては，「付録 A.2(3)(a)　見積もり式」を参照してください。

（b）Storeバージョン 2.0から Storeバージョン 1.0に戻す場合

Storeバージョン 2.0をアンセットアップすると，データは初期化されます。このため，
Storeバージョン 1.0に変更する前に，jpctool db dump (jpcctrl dump)コマンドで
Storeバージョン 2.0の情報を出力してください。
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2.　インストールとセットアップ
2.5　バックアップとリストア
PFM - Agent for DB2のバックアップおよびリストアについて説明します。

障害が発生してシステムが壊れた場合に備えて，PFM - Agent for DB2の設定情報の
バックアップを取得してください。PFM - Agent for DB2をセットアップしたときなど，
システムを変更したときにはバックアップを取得してください。

なお，Performance Managementシステム全体のバックアップおよびリストアについて
は，マニュアル「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，バックアップとリス
トアについて説明している章を参照してください。

2.5.1　バックアップ
バックアップはファイルをコピーするなど，任意の方法で取得してください。バック
アップを取得する際は，PFM - Agent for DB2のサービスを停止した状態で行ってくだ
さい。

！！！！ 注意事項
 

PFM - Agent for DB2のバックアップを取得する際は，取得した環境の製品バージョン番号
を管理するようにしてください。製品バージョン番号の詳細については，リリースノートを
参照してください。

PFM - Agent for DB2の設定情報のバックアップ対象ファイルを次の表に示します。

表 2-11　 PFM - Agent for DB2のバックアップ対象ファイル

2.5.2　リストア
PFM - Agent for DB2の設定情報をリストアする場合は，次に示す前提条件を確認した
上で，バックアップ対象ファイルを元の位置にコピーしてください。バックアップした
設定情報ファイルで，ホスト上の設定情報ファイルを上書きします。

前提条件
• PFM - Agent for DB2がインストール済みであること。
• PFM - Agent for DB2のサービスが停止していること。

ファイル名 説明

/opt/jp1pc/agtr/agent/インスタンス名 /

*.iniファイル
Agent Collectorサービスの設定ファイ
ル

/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス名 /

*.iniファイル
Agent Storeサービスの設定ファイル
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2.　インストールとセットアップ
 

！！！！ 注意事項
 

PFM - Agent for DB2の設定情報をリストアする場合，バックアップを取得した環境とリス
トアする環境の製品バージョン番号が完全に一致している必要があります。製品バージョン
番号の詳細については，リリースノートを参照してください。リストアの可否についての例
を次に示します。

リストアできるケース

PFM - Agent for DB2 08-50でバックアップした設定情報を PFM - Agent for DB2 08-50
にリストアする。

リストアできないケース

・PFM - Agent for DB2 08-00でバックアップした設定情報を PFM - Agent for DB2 
08-50にリストアする。
・PFM - Agent for DB2 08-50でバックアップした設定情報を PFM - Agent for DB2 
08-50-04にリストアする。
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2.　インストールとセットアップ
2.6　Webブラウザでマニュアルを参照するた
めの設定

Performance Managementでは，PFM - Web Consoleがインストールされているホスト
に，プログラムプロダクトに標準添付されているマニュアル CD-ROMからマニュアルを
コピーすることで，Webブラウザでマニュアルを参照できるようになります。なお，
PFM - Web Consoleをクラスタ運用している場合は，実行系，待機系それぞれの物理ホ
ストでマニュアルをコピーしてください。

2.6.1　設定手順

（1） PFM - Web Consoleのヘルプからマニュアルを参照する場合

1. PFM - Web Consoleのセットアップ手順に従い，PFM - Web Consoleに PFM - Agent
を登録する（PFM - Agentの追加セットアップを行う）。

2. PFM - Web Consoleがインストールされているホストに，マニュアルのコピー先ディ
レクトリを作成する。
• Windowsの場合：PFM - Web Consoleのインストール先フォルダ ¥doc¥ja¥×××

×
• UNIXの場合：/opt/jp1pcwebcon/doc/ja/××××

××××には，PFM - Agentのヘルプ IDを指定してください。ヘルプ IDについて
は，「付録 C　識別子一覧」を参照してください。

3. 手順 2で作成したディレクトリの直下に，マニュアル CD-ROMから次のファイルお
よびディレクトリをコピーする。

HTMLマニュアルの場合
Windowsの場合：CD-ROMドライブ ¥MAN¥3020¥資料番号（03004A0Dなど）
下の，すべての htmファイルおよび FIGUREフォルダ
UNIXの場合：/CD-ROMのマウントポイント /MAN/3020/資料番号

（03004A0Dなど）下の，すべての htmファイルおよび FIGUREディレクトリ

PDFマニュアルの場合
Windowsの場合：CD-ROMドライブ ¥MAN¥3020¥資料番号（03004A0Dなど）
下の PDFファイル
UNIXの場合：/CD-ROMのマウントポイント /MAN/3020/資料番号

（03004A0Dなど）下の PDFファイル
コピーの際，HTMLマニュアルの場合は index.htmファイルが，PDFマニュアルの
場合は PDFファイル自体が，作成したディレクトリ直下に配置されるようにしてく
ださい。マニュアルファイルのコピー方法については，マニュアル CD-ROMの
readme.txtを参照してください。
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2.　インストールとセットアップ
4. PFM - Web Consoleを再起動する。

（2） お使いのマシンのハードディスクから参照する場合

CD-ROMの setup.exeを使ってインストールするか，または直接 htmファイル，PDF
ファイルおよび GIFファイルを任意のディレクトリにコピーしてください。HTMLマ
ニュアルの場合，次のディレクトリ構成になるようにしてください。

html（htmファイルおよびPDFファイルを格納）
└FIGURE（GIFファイルを格納）

2.6.2　参照手順
マニュアルの参照手順を次に示します。

1. PFM - Web Consoleの［メイン］画面のメニューバーフレームにある［ヘルプ］メ
ニューをクリックし，［ヘルプ選択］画面を表示する。

2. マニュアル名またはマニュアル名の後ろの［PDF］をクリックする。
マニュアル名をクリックすると HTML形式のマニュアルが表示されます。［PDF］を
クリックすると PDF形式のマニュアルが表示されます。

Webブラウザでの文字の表示に関する注意事項
Windowsの場合，［スタート］メニューからオンラインマニュアルを表示させると，
すでに表示されているWebブラウザの画面上にHTMLマニュアルが表示されるこ
とがあります。
また，Internet Explorer 5を使用している場合，文字が不正に表示されることがあ
ります。この場合，次のように設定してください。
•［表示］－［エンコード］の［自動選択］のチェックを外す。
•［表示］－［エンコード］の日本語で［日本語（シフト JIS）］を選択する。
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3　 クラスタシステムでの運用
この章では，クラスタシステムで PFM - Agent for DB2を運用
する場合のインストール，セットアップ，クラスタシステムで
PFM - Agent for DB2を運用しているときの処理の流れなどに
ついて説明します。

3.1　クラスタシステムの概要

3.2　フェールオーバー時の処理

3.3　インストールとセットアップ

3.4　アンインストールとアンセットアップ

3.5　PFM - Agent for DB2のシステム構成の変更

3.6　PFM - Agent for DB2の運用方式の変更
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3.　クラスタシステムでの運用
3.1　クラスタシステムの概要
クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携して一つのシステムとして運用す
るシステムです。PFM - Agent for DB2の監視対象プログラムである，DB2は，次のク
ラスタシステムで運用できます。

• HA（High Availability）クラスタシステム構成の DB2

ここでは，クラスタシステムで PFM - Agent for DB2を運用する場合の構成について説
明します。クラスタシステムの概要，および Performance Managementシステムをクラ
スタシステムで運用する場合のシステム構成については，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，クラスタシステムでの構築と運用について
説明している章を参照してください。

なお，この章で，単に「クラスタシステム」と記述している場合は，HAクラスタシステ
ムのことを指します。クラスタシステムでの運用は，AIXだけサポートされます。

3.1.1　HAクラスタシステム

（1） HAクラスタシステムでの DB2の構成

DB2をHAクラスタシステムで運用すると，障害発生時にフェールオーバーすることが
でき，可用性が向上します。

DB2をHAクラスタシステムで運用する場合，一般的には，実行系ノードと待機系ノー
ドの両方に DB2の環境を構築し，両方のノードから実行できる DB2のインスタンスを
共有ディスクに構築します。なお，HAクラスタシステム上で DB2を運用する場合，一
般的にはクラスタソフトから DB2を制御するためのソリューション製品を使用します。
UNIXのクラスタソフトの場合は，各クラスタソフトのベンダーが提供している製品を
使います。

また，クラスタシステムでの DB2の構成や運用方法は，システムによって異なる場合が
あります。

（2） HAクラスタシステムでの PFM - Agent for DB2の構成

PFM - Agent for DB2は，HAクラスタシステムで運用でき，クラスタ構成の DB2を監
視できます。HAクラスタシステムで PFM - Agent for DB2を運用する場合は，次の図
のような構成で運用します。
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3.　クラスタシステムでの運用
図 3-1　HAクラスタシステムでの PFM - Agent for DB2の構成例

図 3-1に示すように，PFM - Agent for DB2はクラスタ構成の DB2と同じ論理ホスト環
境で動作し，DB2を監視します。障害発生時は DB2のフェールオーバーに連動して
PFM - Agent for DB2もフェールオーバーし，監視を継続できます。

また，共有ディスクに定義情報やパフォーマンス情報を格納し，フェールオーバー時に
引き継ぎます。一つの論理ホストに複数の Performance Managementのプログラムがあ
る場合は，それぞれが同じ共有ディレクトリを使います。

一つのノードで PFM - Agent for DB2を複数実行できます。クラスタ構成の DB2が複数
ある構成（アクティブ・アクティブ構成）の場合，それぞれの論理ホスト環境で，PFM 
- Agent for DB2を実行してください。それぞれの PFM - Agent for DB2は独立して動作
し，別々にフェールオーバーできます。
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3.　クラスタシステムでの運用
3.2　フェールオーバー時の処理
実行系ホストに障害が発生すると，処理が待機系ホストに移ります。

ここでは，PFM - Agent for DB2に障害が発生した場合のフェールオーバー時の処理に
ついて説明します。また，PFM - Managerに障害が発生した場合の，PFM - Agent for 
DB2への影響について説明します。

3.2.1　PFM - Agentホストに障害が発生した場合のフェール
オーバー

PFM - Agent for DB2を実行している PFM - Agentホストでフェールオーバーが発生し
た場合の処理を次の図に示します。

図 3-2　PFM - Agentホストでフェールオーバーが発生した場合の処理
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3.　クラスタシステムでの運用
PFM - Agent for DB2のフェールオーバー中に，PFM - Web Consoleで操作すると，
「There was no answer(-6)」というメッセージが表示されます。この場合は，

フェールオーバーが完了するまで待ってから操作してください。

PFM - Agent for DB2のフェールオーバー後に，PFM - Web Consoleで操作をすると，
フェールオーバー先のノードで起動した PFM - Agent for DB2に接続されます。

3.2.2　PFM - Managerが停止した場合の影響
PFM - Managerが停止すると，Performance Managementシステム全体に影響があり
ます。

PFM - Managerは，各ノードで動作している PFM - Agent for DB2のエージェント情報
を一括管理しています。また，PFM - Agent for DB2がパフォーマンス監視中にしきい
値を超えた場合のアラームイベントの通知や，アラームイベントを契機としたアクショ
ンの実行を制御しています。このため，PFM - Managerが停止すると，Performance 
Managementシステムに次の表に示す影響があります。

表 3-1　PFM - Managerが停止した場合の PFM - Agent for DB2への影響

PFM - Managerが停止した場合の影響を考慮の上，運用方法を検討してください。な
お，トラブル以外にも，構成変更やメンテナンスの作業などで PFM - Managerの停止が
必要になる場合もあります。運用への影響が少ないときに，メンテナンスすることをお
勧めします。

プログラム名 影響 対処

PFM - Agent 
for DB2

PFM - Agent for DB2の動作中に，PFM - Managerが
停止した場合，次のように動作する。
• パフォーマンスデータは継続して収集される。
• 発生したアラームイベントを PFM - Managerに通
知できないため，アラーム定義ごとにアラームイベ
ントが保持され，PFM - Managerが起動するまで通
知をリトライする。保持しているアラームイベント
が三つを超えると，古いアラームイベントは上書き
される。また，PFM - Agent for DB2を停止すると，
保持しているアラームイベントは削除される。

• PFM - Managerに通知済みのアラームステータス
は，PFM - Managerが再起動したときに一度リセッ
トされる。その後，PFM - Managerが PFM - Agent 
for DB2の状態を確認したあと，アラームステータ
スは最新の状態となる。

• PFM - Agent for DB2を停止しようとした場合，
PFM - Managerに停止することを通知できないた
め，停止に時間が掛かる。

PFM - Managerを起動す
る。
動作中の PFM - Agent for 
DB2はそのまま運用でき
る。ただし，アラームが期
待したとおり通知されない
場合があるため，PFM - 
Manager復旧後に，共通
メッセージログに出力され
ているメッセージ
KAVE00024-Iを確認する
こと。
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3.　クラスタシステムでの運用
3.3　インストールとセットアップ
ここでは，クラスタシステムでの PFM - Agent for DB2のインストールとセットアップ
の手順について説明します。

なお，PFM - Managerのインストールとセットアップの手順については，マニュアル
「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，クラスタシステムでの構築と運用に
ついて説明している章を参照してください。

3.3.1　インストールとセットアップの前に
インストールおよびセットアップを開始する前に前提条件，必要な情報，および注意事
項について説明します。

（1） 前提条件

PFM - Agent for DB2をクラスタシステムで使用する場合，次に示す前提条件がありま
す。

（a）クラスタシステム

次の条件が整っていることを確認してください。

• クラスタシステムがクラスタソフトによって制御されていること。
• クラスタソフトが論理ホスト運用する PFM - Agent for DB2の起動や停止などを制御
するように設定されていること。このとき，PFM - Agent for DB2が，監視対象の
DB2と連動してフェールオーバーするように設定すること。

（b）共有ディスク

次の条件が整っていることを確認してください。

• 論理ホストごとに共有ディスクがあり，実行系ノードから待機系ノードへ引き継げる
こと。

• 共有ディスクが，各ノードに物理的に Fibre Channelや SCSIで接続されていること。
Performance Managementでは，ネットワークドライブや，ネットワーク経由でレプ
リケーションしたディスクを共有ディスクとして使う構成はサポートされていません。

• フェールオーバーの際に，何らかの問題によって共有ディスクを使用中のプロセスが
残った場合でも，クラスタソフトなどの制御によって強制的に共有ディスクをアンマ
ウントしてフェールオーバーできること。

• 一つの論理ホストで複数の PFM製品を運用する場合，共有ディスクのディレクトリ
名が同じであること。
なお，Storeデータベースについては格納先を変更して，共有ディスク上のほかの
ディレクトリに格納できます。
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3.　クラスタシステムでの運用
（c）論理ホスト名，論理 IPアドレス

次の条件が整っていることを確認してください。

• 論理ホストごとに論理ホスト名，および論理ホスト名と対応する論理 IPアドレスがあ
り，実行系ノードから待機系ノードに引き継げること。

• 論理ホスト名と論理 IPアドレスが，hostsファイルやネームサーバに設定されてい

ること。
• DNS運用している場合は，FQDN名ではなく，ドメイン名を除いたホスト名を論理
ホスト名として使用していること。

• 物理ホスト名と論理ホスト名は，システムの中でユニークであること。

注意
• 論理ホスト名に，物理ホスト名（uname -nコマンドで表示されるホスト名）を
指定しないでください。正常に通信処理がされなくなるおそれがあります。

• 論理ホスト名に使用できる文字は，1～ 32バイトの半角英数字です。次の記号お
よび空白文字は指定できません。
/ ¥ : ; * ? ' " < > | & = , .

• 論理ホスト名には，"localhost"，IPアドレス，"-"から始まるホスト名を指定でき
ません。

（2） 論理ホスト運用する PFM - Agent for DB2のセットアップに必要な情報

論理ホスト運用する PFM - Agent for DB2をセットアップするには，通常の PFM - 
Agent for DB2のセットアップで必要になる環境情報に加えて，次の表の情報が必要で
す。

表 3-2　論理ホスト運用の PFM - Agent for DB2のセットアップに必要な情報

なお，一つの論理ホストで論理ホスト運用する Performance Managementのプログラム
が複数ある場合も，同じ共有ディスクのディレクトリを使用します。

共有ディスクに必要な容量については，「付録 A　システム見積もり」を参照してくださ
い。

（3） PFM - Agent for DB2で論理ホストをフェールオーバーさせる場合の注意
事項

PFM - Agent for DB2を論理ホスト運用するシステム構成の場合，PFM - Agent for DB2
の障害によって論理ホスト全体をフェールオーバーさせるかどうかを検討してください。

項目 例

論理ホスト名 jp1-haldb2

論理 IPアドレス 172.16.92.100

共有ディスク /jp1
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3.　クラスタシステムでの運用
PFM - Agent for DB2の障害で論理ホスト全体をフェールオーバーさせると，PFM - 
Agent for DB2が監視対象としている同じ論理ホストで運用する業務アプリケーションも
フェールオーバーすることになり，業務に影響を与えるおそれがあります。

通常は，PFM - Agent for DB2に異常が発生しても，DB2の動作に影響がないように，
次のどちらかのようにクラスタソフトで設定することをお勧めします。

• PFM - Agent for DB2の動作監視をしない
• PFM - Agent for DB2の異常を検知してもフェールオーバーしない

（4） 論理ホスト運用時のバージョンアップに関する注意事項

論理ホスト運用の PFM - Agent for DB2をバージョンアップする場合は，実行系ノード
または待機系ノードのどちらか一方で，共有ディスクをオンラインにする必要がありま
す。

3.3.2　インストールとセットアップの流れ
クラスタシステムで，論理ホスト運用する PFM - Agent for DB2のインストールおよび
セットアップの流れを次の図に示します。
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3.　クラスタシステムでの運用
図 3-3　クラスタシステムで論理ホスト運用する PFM - Agent for DB2のインストールお
よびセットアップの流れ
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注意
論理ホスト環境の PFM - Agentをセットアップしても，物理ホスト環境の PFM - 
Agentの定義内容は引き継がれません。論理ホスト環境および物理ホスト環境では，
インスタンス環境を設定した時点で，新規に環境が作成されます。

3.3.3　インストール手順
実行系ノードおよび待機系ノードのそれぞれに PFM - Agent for DB2をインストールし
ます。

！！！！ 注意事項
 

インストール先はローカルディスクです。共有ディスクにはインストールしないでくださ
い。

インストール手順は非クラスタシステムの場合と同じです。インストール手順について
は，「2.1.3　インストール手順」を参照してください。

3.3.4　セットアップ手順
ここでは，クラスタシステムで Performance Managementを運用するための，セット
アップについて説明します。

セットアップ手順には，実行系ノードの手順と，待機系ノードの手順があります。実行
系ノード，待機系ノードの順にセットアップしてください。

は実行系ノードで行う項目を， は待機系ノードで行う項目を示します。

また， は使用する環境によって必要になるセットアップ項目，またはデフォ

ルトの設定を変更する場合のオプションのセットアップ項目を示します。

（1） PFM - Agentの登録 　 　

PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleを使って PFM - Agentを一元管理するため
に，PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleに PFM - Agent for DB2を登録する必
要があります。PFM - Agent for DB2を登録する必要があるのは次の場合です。

• Performance Managementシステムに新しく PFM - Agent for DB2を追加する場合
• すでに登録している PFM - Agent for DB2のデータモデルのバージョンを更新する場
合

登録は PFM - Manager上および PFM - Web Console上で実施します。手順は非クラス
タシステムの場合と同じです。

手順については，「2.1.4(3)　PFM - Agent for DB2の登録」を参照してください。
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3.　クラスタシステムでの運用
（2） 共有ディスクのマウント

共有ディスクがマウントされていることを確認します。共有ディスクがマウントされて
いない場合は，クラスタソフトからの操作やボリュームマネージャの操作などで，共有
ディスクをマウントしてください。

（3） PFM - Agentの論理ホストのセットアップ

jpcconf ha setup (jpchasetup create)コマンドを実行して論理ホスト環境を作成
します。コマンドを実行すると，共有ディスクに必要なデータがコピーされ，論理ホス
ト用の定義が設定されて，論理ホスト環境が作成されます。

注意
コマンドを実行する前に，Performance Managementシステム全体で，
Performance Managementのプログラムおよびサービスをすべて停止してくださ
い。サービスの停止方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 
運用ガイド」の Performance Management起動と停止について説明している章を参
照してください。

手順を次に示します。

1. jpcconf ha setup (jpchasetup create)コマンドを実行して，PFM - Agent for 
DB2の論理ホスト環境を作成する。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha setup -key DB2 -lhost jp1-haldb2 -d /jp1 (jpchasetup 
create agtr -lhost jp1-haldb2 -d /jp1)
 

論理ホスト名は，-lhostオプションで指定します。ここでは，論理ホスト名を

jp1-haldb2としています。DNS運用をしている場合はドメイン名を省略した論理ホ
スト名を指定してください。
共有ディスクのディレクトリ名は，-dオプションの環境ディレクトリ名に指定しま

す。例えば -d /jp1と指定すると /jp1/jp1pcが作成され，論理ホスト環境のファ

イルが作成されます。

2. jpcconf ha list (jpchasetup list)コマンドを実行して，論理ホストの設定を
確認する。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha list all (jpchasetup list all)
 

作成した論理ホスト環境が正しいことを確認してください。

（4） 接続先 PFM - Managerの設定

jpcconf mgrhost define (jpcnshostname)コマンドを実行して，PFM - Agent for 
DB2を管理する PFM - Managerを設定します。
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3.　クラスタシステムでの運用
1. jpcconf mgrhost define (jpcnshostname)コマンドを実行して，接続先 PFM - 
Managerを設定する。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf mgrhost define -host jp1-hal -lhost jp1-haldb2 
(jpcnshostname -s jp1-hal -lhost jp1-haldb2)
　

接続先 PFM - Managerのホスト名は，-hostオプションで指定します。接続先
PFM - Managerが論理ホスト運用されている場合は，-hostオプションに接続先
PFM - Managerの論理ホスト名を指定します。ここでは，PFM - Managerの論理ホ
スト名を jp1-halとしています。
また，PFM - Agent for DB2の論理ホスト名は，-lhostオプションで指定します。
ここでは，PFM - Agent for DB2の論理ホスト名を jp1-haldb2としています。

（5） インスタンス環境の設定

jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドを実行して，PFM - Agent for DB2の
インスタンス環境を設定します。

設定手順は，非クラスタシステムの場合と同じです。ただし，クラスタシステムの場合，
jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドの実行時に，「-lhost」で論理ホスト
名を指定する必要があります。

クラスタシステムの場合の jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドの指定方法
を次に示します。

設定手順については，「2.1.4(4)　インスタンス環境の設定」を参照してください。

（6） 他 Performance Managementプログラムの論理ホストのセットアップ

　

PFM - Agent for DB2のほかに，同じ論理ホストにセットアップする PFM - Managerや
PFM - Agentがある場合は，この段階でセットアップしてください。

セットアップ手順については，マニュアル「JP1/Performance Management 運用ガイ
ド」の，クラスタシステムでの構築と運用について説明している章，または各 PFM - 
Agentマニュアルの，クラスタシステムでの運用について説明している章を参照してく
ださい。

（7） ネットワークの設定 　

Performance Managementを使用するネットワーク構成に応じて，変更する場合に必要
な設定です。

jpcconf inst setup -key DB2 -lhost 論理ホスト名 -inst インスタンス名 (jpcinssetup 
agtr -lhost 論理ホスト名 -inst インスタンス名)
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ネットワークの設定では次の二つの項目を設定できます。

● IPアドレスを設定する
複数の LANに接続されたネットワーク環境で Performance Managementを運用する
ときに使用する IPアドレスを指定したい場合には，jpchostsファイルの内容を直

接編集します。
このとき，編集した jpchostsファイルは，実行系ノードから待機系ノードにコピー

してください。
IPアドレスの設定方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 設
計・構築ガイド」のインストールとセットアップについて説明している章を参照して
ください。

●ポート番号を設定する
ファイアウォール経由で Performance Managementのプログラム間の通信をする場
合には，jpcconf port (jpcnsconfig port)コマンドを使用してポート番号を設
定します。
ポート番号の設定方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 設
計・構築ガイド」の，インストールとセットアップについて説明している章，および
クラスタシステムでの構築と運用について説明している章を参照してください。

（8） ログのファイルサイズ変更 　

Performance Managementの稼働状況を，Performance Management独自のログファ
イルに出力します。このログファイルを「共通メッセージログ」と呼びます。共通メッ
セージログは，デフォルトで 2,048キロバイトのファイルが 2個使用されます。この
ファイルサイズを変更したい場合に必要な設定です。

詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」の，
インストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

（9） パフォーマンスデータの格納先の変更 　

PFM - Agentで管理されるパフォーマンスデータを格納するデータベースの保存先，
バックアップ先，エクスポート先，またはインポート先のディレクトリを変更したい場
合に必要な設定です。

設定方法については，「2.4.1　パフォーマンスデータの格納先の変更」を参照してくださ
い。

（10） 動作ログ出力の設定 　

アラーム発生時に動作ログを出力したい場合に必要な設定です。動作ログとは，システ
ム負荷などのしきい値オーバーに関するアラーム機能と連動して出力される履歴情報で
す。

設定方法については，「付録 J　動作ログの出力」を参照してください。
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（11） 論理ホスト環境定義ファイルのエクスポート

PFM - Agent for DB2の論理ホスト環境が作成できたら，環境定義をファイルにエクス
ポートします。エクスポートでは，その論理ホストにセットアップされている
Performance Managementのプログラムの定義情報を一括してファイル出力します。同
じ論理ホストにほかの Performance Managementのプログラムをセットアップする場合
は，セットアップが一とおり済んだあとにエクスポートしてください。

論理ホスト環境定義をエクスポートする手順を次に示します。

1. jpcconf ha export (jpchasetup export)コマンドを実行して，論理ホスト環境
定義をエクスポートする。
これまでの手順で作成した論理ホスト環境の定義情報を，エクスポートファイルに出
力します。エクスポートファイル名は任意です。
例えば，lhostexp.txtファイルに論理ホスト環境定義をエクスポートする場合，

次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha export -f lhostexp.txt (jpchasetup export -f 
lhostexp.txt)

（12） 論理ホスト環境定義ファイルの待機系ノードへのコピー 　

「(11)　論理ホスト環境定義ファイルのエクスポート」でエクスポートした論理ホスト環
境定義ファイルを，実行系ノードから待機系ノードにコピーします。

（13） 共有ディスクのアンマウント 　

ファイルシステムをアンマウントして，作業を終了します。なお，その共有ディスクを
続けて使用する場合は，ファイルシステムをアンマウントする必要はありません。

注意
共有ディスクがアンマウントされていても，指定した環境ディレクトリに jp1pc

ディレクトリがあり，jp1pcディレクトリ以下のファイルがある場合は，共有ディ

スクをマウントしないでセットアップしています。この場合は次の手順で対処して
ください。
1. ローカルディスク上の指定した環境ディレクトリにある jp1pcディレクトリを

tarコマンドでアーカイブする。

2. 共有ディスクをマウントする。
3. 共有ディスク上に指定した環境ディレクトリがない場合は，環境ディレクトリを
作成する。

4. 共有ディスク上の環境ディレクトリに tarファイルを展開する。

5. 共有ディスクをアンマウントする。
6. ローカルディスク上の指定した環境ディレクトリにある jp1pcディレクトリ以

下を削除する。
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（14） 論理ホスト環境定義ファイルのインポート

実行系ノードからコピーしたエクスポートファイルを，待機系ノードにインポートしま
す。

実行系ノードで作成した論理ホストの Performance Managementのプログラムを，待機
系ノードで実行するための設定には，jpcconf ha import (jpchasetup import)コ
マンドを使用します。一つの論理ホストに複数の Performance Managementのプログラ
ムがセットアップされている場合は，一括してインポートされます。

なお，このコマンドを実行するときには，共有ディスクをマウントしておく必要はあり
ません。

1. jpcconf ha import (jpchasetup import)コマンドを実行して，論理ホスト環境
定義をインポートする。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha import -f lhostexp.txt (jpchasetup import -f 
lhostexp.txt)
 

コマンドを実行すると，待機系ノードの環境が，エクスポートファイルの内容と同じ
環境になるように設定変更されます。これによって，論理ホストの PFM - Agent for 
DB2を起動するための設定が実施されます。
また，セットアップ時に jpcconf port (jpcnsconfig port)コマンドで固定の
ポート番号を設定している場合も，同様に設定されます。

2. jpcconf ha list (jpchasetup list)コマンドを実行して，論理ホスト設定を確
認する。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha list all (jpchasetup list all)
 

実行系ノードで jpcconf ha list (jpchasetup list)を実行した時と同じ内容が
表示されることを確認してください。

（15） クラスタソフトへの PFM - Agentの登録 　

Performance Managementのプログラムを論理ホスト環境で運用する場合は，クラスタ
ソフトに登録して，クラスタソフトからの制御で Performance Managementのプログラ
ムを起動したり停止したりするように環境設定します。

クラスタソフトへ PFM - Agent for DB2を登録する方法は，クラスタソフトのマニュア
ルを参照してください。

一般に UNIXのクラスタソフトに，アプリケーションを登録する場合に必要な項目には
「起動」「停止」「動作監視」「強制停止」の四つがあります。クラスタソフトに登録する
PFM - Agent for DB2の制御方法を次の表に示します。
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表 3-3　クラスタソフトに登録する PFM - Agent for DB2の制御方法

注意
• クラスタに登録する Performance Managementのプログラムは，クラスタから起

項目 説明

起動 次のコマンドを順に実行して，PFM - Agent for DB2を起動する。
/opt/jp1pc/tools/jpcspm start -key AH -lhost 論理ホス
ト名 (/opt/jp1pc/tools/jpcstart act lhost= 論理ホスト
名)
/opt/jp1pc/tools/jpcspm start -key DB2 -lhost 論理ホ
スト名 -inst インスタンス名 (/opt/jp1pc/tools/jpcstart 
agtr lhost= 論理ホスト名 inst= インスタンス名)

起動するタイミングは，共有ディスクおよび論理 IPアドレスが使用
できる状態になったあととする。

停止 次のコマンドを順に実行して，PFM - Agent for DB2を停止する。
/opt/jp1pc/tools/jpcspm stop -key DB2 -lhost 論理ホス
ト名 -inst インスタンス名 (/opt/jp1pc/tools/jpcstop 
agtr lhost= 論理ホスト名 inst= インスタンス名)
/opt/jp1pc/tools/jpcspm stop -key AH -lhost 論理ホス
ト名 (/opt/jp1pc/tools/jpcstop act lhost= 論理ホスト名
)

停止するタイミングは，共有ディスクおよび論理 IPアドレスを使用
できない状態にする前とする。
なお，障害などでサービスが停止しているときは，jpcspm stop 
(jpcstop)コマンドの戻り値が 3になる。この場合はサービスが停
止されているので，正常終了として扱われる。戻り値で実行結果を
判定するクラスタソフトの場合は，戻り値を 0にするなどで対応す
ること。

動作監視 次のプロセスが動作していることを，psコマンドで確認する。
ps -ef | grep "プロセス名 論理ホスト名" | grep -v "grep 
監視対象のプロセス"

監視対象のプロセスは，次のとおり。
jpcagtr,agtr/jpcsto,jpcah

プロセス名ついては，マニュアル「JP1/Performance Management 
運用ガイド」を参照のこと。なお，運用中にメンテナンスなどで
Performance Managementを一時的に停止する場合を想定して，動
作監視を抑止する方法（例えば，メンテナンス中のファイルがある
と監視をしないなど）を用意しておくことをお勧めする。

強制停止 強制停止が必要な場合は，次のコマンドを実行する。
/opt/jp1pc/tools/jpcspm stop -key all -lhost 論理ホス
ト名 -kill immediate (/opt/jp1pc/tools/jpcstop all 
lhost=論理ホスト名 kill=immediate)

第一引数のサービスキーに指定できるのは，allだけである。
注意

コマンドを実行すると，指定した論理ホスト環境すべての
Performance Managementのプロセスが，SIGKILL送信に
よって強制停止される。このとき，サービス単位ではなく，論
理ホスト単位で Performance Managementが強制停止される。

なお，強制停止は，通常の停止を実行しても停止できない場合に
限って実行するように設定すること。
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動および停止を制御するので，OS起動時の自動起動設定をしないでください。
• Performance Managementのプログラムを日本語環境で実行する場合，クラスタ
ソフトに登録するスクリプトで LANG環境変数を設定してから，Performance 
Managementのコマンドを実行するようにしてください。

• クラスタソフトがコマンドの戻り値で実行結果を判定する場合は，Performance 
Managementのコマンドの戻り値をクラスタソフトの期待する値に変換するよう
に設定してください。Performance Managementのコマンドの戻り値について
は，各コマンドのリファレンスを確認してください。

• psコマンドで動作を監視する場合，事前に psコマンドを実行して，論理ホスト

名とインスタンス名をつなげた文字列がすべて表示されることを確認してくださ
い。文字列が途中までしか表示されない場合は，インスタンス名を短くしてくだ
さい。

（16） クラスタソフトからの起動・停止の確認 　

クラスタソフトからの操作で，Performance Managementのプログラムの起動および停
止を各ノードで実行し，正常に動作することを確認してください。

（17） クラスタシステムでの環境設定 　

Performance Managementのプログラムのセットアップ終了後，PFM - Web Consoleか
ら，運用に合わせて監視対象の稼働状況についてのレポートを表示できるようにしたり，
監視対象で問題が発生したときにユーザーに通知できるようにしたりするために，
Performance Managementのプログラムの環境を設定します。

Performance Managementのプログラムの環境の設定方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，クラスタシステムでの構築と運用に
ついて説明している章を参照してください。
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3.　クラスタシステムでの運用
3.4　アンインストールとアンセットアップ
ここでは，クラスタシステムで運用していた PFM - Agent for DB2を，アンインストー
ルする方法とアンセットアップする方法について説明します。

なお，PFM - Managerのアンインストールとアンセットアップについては，マニュアル
「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，クラスタシステムでの構築と運用に
ついて説明している章を参照してください。

3.4.1　アンインストールとアンセットアップの流れ
クラスタシステムで運用していた PFM - Agent for DB2のアンインストールおよびアン
セットアップの流れを次の図に示します。
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図 3-4　クラスタシステムで論理ホスト運用する PFM - Agent for DB2のアンインストー
ルおよびアンセットアップの流れ
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3.　クラスタシステムでの運用
3.4.2　アンセットアップ手順
論理ホスト環境をアンセットアップします。アンセットアップ手順には，実行系ノード
の手順と，待機系ノードの手順があります。実行系ノード，待機系ノードの順にアン
セットアップしてください。

は実行系ノードで行う項目を， は待機系ノードで行う項目を示します。

また， は使用する環境によって必要になるセットアップ項目，またはデフォ

ルトの設定を変更する場合のオプションのセットアップ項目を示します。

PFM - Agent for DB2のアンセットアップ手順について説明します。

（1） クラスタソフトからの停止 　

クラスタソフトからの操作で，実行系ノードと待機系ノードで起動している
Performance Managementのプログラムおよびサービスを停止してください。停止する
方法については，クラスタソフトのマニュアルを参照してください。

（2） 共有ディスクのマウント

共有ディスクがマウントされていることを確認します。共有ディスクがマウントされて
いない場合は，クラスタソフトからの操作やボリュームマネージャの操作などで，共有
ディスクをマウントしてください。

注意
共有ディスクがアンマウントされていても，アンセットアップする論理ホストの環
境ディレクトリに jp1pcディレクトリとそれ以下のファイルがある場合は，共有

ディスクをマウントしないでセットアップしています。この場合は次の手順で対処
してください。
1. ローカルディスク上のアンセットアップする論理ホストの環境ディレクトリにあ
る jp1pcディレクトリを tarコマンドでアーカイブする。

2. 共有ディスクをマウントする。
3. 共有ディスク上にアンセットアップする論理ホストの環境ディレクトリがない場
合は，環境ディレクトリを作成する。

4. 共有ディスク上のアンセットアップする論理ホストの環境ディレクトリに tar
ファイルを展開する。

5. 共有ディスクをアンマウントする。
6. ローカルディスク上のアンセットアップする論理ホストの環境ディレクトリにあ
る jp1pcディレクトリ以下を削除する。

（3） ポート番号の設定の解除 　

この手順は，ファイアウォールを使用する環境で，セットアップ時に jpcconf port 
(jpcnsconfig port)コマンドでポート番号を設定した場合だけに必要な手順です。
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3.　クラスタシステムでの運用
通信ポート番号の設定の解除方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」のアンインストールとアンセットアップ，およびマ
ニュアル「JP1/Performance Management 運用ガイド」のクラスタシステムでの構築と
運用について説明している章を参照してください。

（4） PFM - Agent の論理ホストのアンセットアップ

手順を次に示します。

注意
共有ディスクがマウントされていない状態で論理ホスト環境を削除した場合は，物
理ホスト上に存在する論理ホストの設定が削除され，共有ディスク上のディレクト
リやファイルは削除されません。この場合，共有ディスクをマウントして，環境
ディレクトリ以下の jp1pcディレクトリを手動で削除する必要があります。

1. jpcconf ha list (jpchasetup list)コマンドを実行して，論理ホスト設定を確
認する。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha list all -lhost jp1-haldb2 (jpchasetup list all -lhost 
jp1-haldb2)
 

論理ホスト環境をアンセットアップする前に，現在の設定を確認します。論理ホスト
名や共有ディスクのパスなどを確認してください。

2. PFM - Agent for DB2のインスタンス環境を削除する。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha unsetup -key DB2 -lhost jp1-haldb2 (jpcinsunsetup agtr 
-lhost jp1-haldb2 -inst db2inst)
　

jpcconf inst unsetup (jpcinsunsetup)コマンドを実行すると，論理ホストの
インスタンスを起動するための設定が削除されます。また，共有ディスク上のインス
タンス用のファイルが削除されます。

3. jpcconf ha unsetup (jpchasetup delete)コマンドを実行して，PFM - Agent 
for DB2の論理ホスト環境を削除する。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha unsetup -key DB2 -lhost jp1-haldb2 (jpchasetup delete 
agtr -lhost jp1-haldb2)
　

jpcconf ha unsetup (jpchasetup delete)コマンドを実行すると，論理ホスト
の PFM - Agent for DB2を起動するための設定が削除されます。また，共有ディスク
上の論理ホスト用のファイルが削除されます。

4. jpcconf ha list (jpchasetup list)コマンドで，論理ホスト設定を確認する。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha list all (jpchasetup list all)
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3.　クラスタシステムでの運用
論理ホスト環境から PFM - Agent for DB2が削除されていることを確認してくださ
い。

（5） 他 Performance Managementプログラムの論理ホストのアンセットアッ

プ 　

PFM - Agent for DB2のほかに，同じ論理ホストからアンセットアップする
Performance Managementプログラムがある場合だけ必要な手順です。

アンセットアップ手順については，マニュアル「JP1/Performance Management 運用ガ
イド」の，クラスタシステムでの構築と運用について説明している章，または各 PFM - 
Agentマニュアルの，クラスタシステムでの運用について説明している章を参照してく
ださい。

（6） 論理ホスト環境定義ファイルのエクスポート

論理ホストの PFM - Agent for DB2を削除したら，環境定義をファイルにエクスポート
します。

Performance Managementでは，環境定義のエクスポートおよびインポートによって実
行系と待機系の環境を合わせる方式を採っています。

実行系ノードでエクスポートした環境定義（Performance Managementの定義が削除さ
れている）を，待機系ノードにインポートすると，待機系ノードの既存の環境定義
（Performance Managementの定義が削除前のままの状態で残っている）と比較して差
分（実行系ノードで削除された部分）を確認して Performance Managementの環境定義
を削除します。

手順を次に示します。

1. jpcconf ha export (jpchasetup export)コマンドを実行して，論理ホスト環境
定義をエクスポートする。
Performance Managementの論理ホスト環境の定義情報を，エクスポートファイル
に出力します。エクスポートファイル名は任意です。
例えば，lhostexp.txtファイルに論理ホスト環境定義をエクスポートする場合，

次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha export -f lhostexp.txt (jpchasetup export -f 
lhostexp.txt)

（7） 論理ホスト環境定義ファイルの待機系ノードへのコピー 　

「(6)　論理ホスト環境定義ファイルのエクスポート」でエクスポートしたファイルを，実
行系ノードから待機系ノードにコピーします。
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（8） 共有ディスクのアンマウント 　

ファイルシステムをアンマウントして，作業を終了します。なお，その共有ディスクを
続けて使用する場合は，ファイルシステムをアンマウントする必要はありません。

（9） 論理ホスト環境定義ファイルのインポート

実行系ノードからコピーしたエクスポートファイルを，待機系ノードに反映させるため
にインポートします。なお，待機系ノードでは，インポート時に共有ディスクをアンマ
ウントする必要はありません。

手順を次に示します。

1. jpcconf ha import (jpchasetup import)コマンドを実行して，論理ホスト環境
定義をインポートする。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha import -f lhostexp.txt (jpchasetup import -f 
lhostexp.txt)
　

コマンドを実行すると，待機系ノードの環境を，エクスポートファイルの内容と同じ
環境になるように設定変更します。これによって，論理ホストの PFM - Agent for 
DB2を起動するための設定が削除されます。ほかの論理ホストの Performance 
Managementのプログラムをアンセットアップしている場合は，それらの設定も削除
されます。
また，セットアップ時に jpcconf port (jpcnsconfig port)コマンドで固定の
ポート番号を設定している場合も，解除されます。

2. jpcconf ha list (jpchasetup list)コマンドを実行して，論理ホスト設定を確
認する。
次のようにコマンドを実行します。
jpcconf ha list all (jpchasetup list all)
　

実行系ノードで jpcconf ha list (jpchasetup list)コマンドを実行したときと
同じ内容が表示されることを確認してください。

（10） クラスタソフトからの PFM - Agentの登録解除 　

クラスタソフトから，論理ホストの PFM - Agent for DB2に関する設定を削除してくだ
さい。

設定を削除する方法は，クラスタソフトのマニュアルを参照してください。

（11） PFM - Managerでの設定の削除 　

PFM - Web Consoleで PFM - Managerにログインし，アンセットアップする PFM - 
Agent for DB2に関連する定義を削除してください。
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手順を次に示します。

1. PFM - Web Consoleから，エージェントを削除する。

2. PFM - Managerのエージェント情報を削除する。
例えば，PFM - Managerが論理ホスト jp1-hal上で動作し，PFM - Agent for DB2が
論理ホスト jp1-haldb2上で動作している場合，次のように指定してコマンドを実行
します。
jpctool service delete -id サービスID -host jp1-haldb2 -lhost 
jp1-hal (jpcctrl delete サービスID host=jp1-haldb2 lhost=jp1-hal)
　

サービス IDには削除するエージェントのサービス IDを指定してください。

3. PFM - Managerサービスを再起動する。
サービスの起動方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 運用
ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説明している章を参
照してください。

4. PFM - Managerホストのサービス情報を反映する。
PFM - Web Consoleホストにサービス情報の削除を反映するため，PFM - Manager 
ホストと PFM - Web Consoleホストのエージェント情報を同期します。エージェント
情報を同期するには jpctool service syncコマンドを使用してください。

3.4.3　アンインストール手順
PFM - Agent for DB2を，実行系ノード，待機系ノードそれぞれからアンインストール
します。

アンインストール手順は，非クラスタシステムの場合と同じです。詳細は，「2.2.3　アン
インストール手順」を参照してください。

注意
• PFM - Agent for DB2をアンインストールする場合は，PFM - Agent for DB2をア
ンインストールするノードの Performance Managementのプログラムおよびサー
ビスをすべて停止してください。

• 論理ホスト環境を削除しないで PFM - Agent for DB2をアンインストールした場
合，環境ディレクトリが残ることがあります。その場合は，環境ディレクトリを
削除してください。
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3.5　PFM - Agent for DB2のシステム構成の変
更

監視対象システムのネットワーク構成の変更や，ホスト名の変更などに応じて，PFM - 
Agent for DB2のシステム構成を変更する場合があります。

PFM - Agent for DB2のシステム構成を変更する場合，PFM - Managerや PFM - Web 
Consoleの設定変更もあわせて行う必要があります。Performance Managementのシス
テム構成を変更する手順の詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の，インストールとセットアップについて説明してい
る章を参照してください。なお，論理ホスト名を変更するときに，固有の追加作業が必
要な PFM - Agentもありますが，PFM - Agent for DB2の場合，固有の追加作業は必要
ありません。
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3.6　PFM - Agent for DB2の運用方式の変更

ここでは，クラスタシステムで PFM - Agent for DB2の運用方式を変更する手順を説明
します。Performance Management全体の運用方式を変更する手順の詳細については，
マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」の，インストールと
セットアップについて説明している章を参照してください。

3.6.1　インスタンス環境の更新の設定
クラスタシステムでインスタンス環境を更新したい場合は，論理ホスト名とインスタン
ス名を確認し，インスタンス情報を更新します。インスタンス情報の設定は，実行系
ノードの PFM - Agentホストで実施します。

更新する情報については，「2.4.2　インスタンス環境の更新の設定」を参照して，あらか
じめ確認してください。DB2のインスタンス情報の詳細については，DB2のマニュアル
を参照してください。

論理ホスト名とインスタンス名を確認するには，jpcconf ha list (jpchasetup 
list)コマンドを使用します。また，インスタンス環境を更新するには，jpcconf 
inst setup (jpcinssetup)コマンドを使用します。

インスタンス環境を更新する手順を次に示します。複数のインスタンス環境を更新する
場合は，この手順を繰り返し実施します。

1. 論理ホスト名とインスタンス名を確認する。
更新したいインスタンス環境で動作している PFM - Agent for DB2を示すサービス
キーを指定して，jpcconf ha list (jpchasetup list)コマンドを実行します。
例えば，PFM - Agent for DB2の論理ホスト名とインスタンス名を確認したい場合，
次のように指定してコマンドを実行します。
jpcconf ha list -key DB2 (jpchasetup list agtr)
　

設定されている論理ホスト名が jp1-haldb2，インスタンス名が db2instの場合，次の
ように表示されます。

2. 更新したいインスタンス環境の PFM - Agent for DB2のサービスが起動されている場
合は，クラスタソフトからサービスを停止する。

3. 手順 2で共有ディスクがアンマウントされる場合は，クラスタソフトからの操作やボ
リュームマネージャの操作などで，共有ディスクをマウントする。

4. 更新したいインスタンス環境の PFM - Agent for DB2を示すサービスキーおよびイン
スタンス名を指定して，jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドを実行す
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る。
例えば，PFM - Agent for DB2の論理ホスト名が jp1-haldb2，インスタンス名が
db2instのインスタンス環境を更新する場合，次のように指定してコマンドを実行し
ます。
jpcconf inst setup -key DB2 -lhost jp1-haldb2 -inst db2inst 
(jpcinssetup agtr -lhost jp1-haldb2 -inst db2inst)
　

5. DB2のインスタンス情報を更新する。
PFM - Agent for DB2のインスタンス情報を，コマンドの指示に従って入力します。
PFM - Agent for DB2のインスタンス情報については，「2.4.2　インスタンス環境の
更新の設定」を参照してください。現在設定されている値が表示されます（ただし
db2_passwordの値は表示されません）。表示された値を変更しない場合は，リターン
キーだけを押してください。すべての入力が終了すると，インスタンス環境が更新さ
れます。

6. 更新したインスタンス環境のサービスを，クラスタソフトから再起動する。
サービスの起動方法および停止方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の，Performance Managementの起動と停止について説
明している章を参照してください。

注意
更新できない項目の値を変更したい場合は，インスタンス環境を削除したあと，再
作成してください。

コマンドについては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，
コマンドについて説明している章を参照してください。

3.6.2　論理ホスト環境定義ファイルのエクスポート・イン
ポート

論理ホスト環境定義ファイルのエクスポート・インポートは，次の操作を実行した場合
だけ実施します。

• 論理ホストのセットアップ，またはインスタンス環境の設定時に，論理ホスト上の
ノード構成を変更した。
PFM - Agentの論理ホストのセットアップ方法については，「3.3.4(3)　PFM - Agent
の論理ホストのセットアップ」を参照してください。
また，インスタンス環境の設定方法については，「3.3.4(5)　インスタンス環境の設定」
を参照してください。

• 他 Performance Managementプログラムの論理ホストのセットアップ時に，論理ホ
スト環境定義ファイルのエクスポートが必要な操作を実行した。
他 Performance Managementプログラムの論理ホストのセットアップ方法について
は，「3.3.4(6)　他 Performance Managementプログラムの論理ホストのセットアッ
プ」を参照してください。
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• ネットワークの設定時に，ポート番号を設定した。
ネットワークの設定方法については，「3.3.4(7)　ネットワークの設定」を参照してく
ださい。

論理ホスト環境定義ファイルのエクスポート・インポートの手順については「3.3.4(11)
　論理ホスト環境定義ファイルのエクスポート」～「3.3.4(14)　論理ホスト環境定義
ファイルのインポート」を参照してください。

なお，インスタンス環境の更新だけを実施した場合は，論理ホスト環境定義ファイルの
エクスポート・インポートは不要です。

インスタンス環境の更新方法については，「3.6.1　インスタンス環境の更新の設定」を参
照してください。
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4　 監視テンプレート
この章では，PFM - Agent for DB2の監視テンプレートについ
て説明します。

監視テンプレートの概要

アラームの記載形式

アラーム一覧

レポートの記載形式

レポートのフォルダ構成

レポート一覧
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監視テンプレートの概要
監視テンプレートの概要

Performance Managementでは，次の方法でアラームとレポートを定義できます。

● PFM - Agentで定義されているアラームやレポートをそのまま使用する

● PFM - Agentで定義されているアラームやレポートをコピーしてカスタマイズする

●ウィザードを使用して新規に定義する

PFM - Agentで用意されているアラームやレポートを「監視テンプレート」と呼びます。
監視テンプレートのレポートとアラームは，必要な情報があらかじめ定義されているの
で，コピーしてそのまま使用したり，ユーザーの環境に合わせてカスタマイズしたりで
きます。そのため，ウィザードを使用して新規に定義をしなくても，監視対象の運用状
況を監視する準備が容易にできるようになります。

この章では，PFM - Agent for DB2で定義されている監視テンプレートのアラームとレ
ポートの設定内容について説明します。

監視テンプレートの使用方法の詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の，稼働分析のためのレポートの作成またはアラームによる
稼働監視について説明している章を参照してください。

注意
監視テンプレートのアラームに設定されているしきい値は参考例です。監視テンプ
レートのアラームを使用する場合は，コピーして，環境や OSに合わせて適切なし
きい値を設定してください。
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アラームの記載形式

ここでは，アラームの記載形式を示します。アラームは，アルファベット順に記載して
います。

アラーム名

監視テンプレートのアラーム名を示します。

概要

このアラームで監視できる監視対象の概要について説明します。

主な設定

このアラームの主な設定値を表で説明します。この表では，アラームの設定値と，PFM 
- Web Consoleの［アラーム階層］画面でアラームアイコンをクリックし，［プロパティ
の表示］メソッドをクリックしたときに表示される，［プロパティ］画面の設定項目との
対応を示しています。各アラームの設定の詳細については，PFM - Web Consoleのア
ラームの［プロパティ］画面で確認してください。

設定値の「－」は，設定が常に無効であることを示します。

なお，条件式で異常条件と警告条件が同じ場合は，アラームイベントは異常のものだけ
が発行されます。

関連レポート

このアラームに関連する，監視テンプレートのレポートを示します。PFM - Web 
Consoleの［エージェント階層］画面でエージェントアイコンをクリックし，［アラーム

の状態の表示］メソッドで表示される アイコンをクリックすると，このレポートを

表示できます。
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アラーム一覧

PFM - Agent for DB2の監視テンプレートで定義されているアラームは，「PFM DB2 
Template Alarms 09.00」というアラームテーブルにまとめられています。「09.00」は，
アラームテーブルのバージョンを示します。このアラームテーブルは，PFM - Web 
Consoleの［アラーム階層］タブに表示される「DB2 Universal Database」フォルダに
格納されています。監視テンプレートで定義されているアラームを次の表に示します。

表 4-1　アラーム一覧

アラーム名 監視対象

Cat Cache Hit Rate カタログ・キャッシュ・ヒット率。

DB2 Status データベース・マネージャーの稼働監視。

Pkg Cache Hit Rate パッケージ・キャッシュ・ヒット率。

Sort Memory Usage 共有ソート・メモリーの使用率。

Sort Overflow Rate ソートがオーバーフローした割合。

Workspace Hit Rate 共有ワークスペース・ヒット率。
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Cat Cache Hit Rate
Cat Cache Hit Rate

概要

Cat Cache Hit Rateアラームは，カタログ・キャッシュ・ヒット率を監視します。

主な設定

（凡例）
－：設定は常に無効です

関連レポート

Reports/DB2 Universal Database/Troubleshooting/Recent Past/Cache Hit Rate

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 プロダクト DB2

メッセージテキスト Catalog Cache Hit Rate is %CVS%

アラームを有効にする する

監視時刻範囲 常に監視する

すべてのデータを評価する しない

発生頻度を満たしたときにアラー
ム通知する

する

インターバル中 3

回しきい値超過 2

アクション Eメール －

コマンド －

SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード Cache on Database Interval
（PI_DCAI）

フィールド Catcache Hit Rate

異常条件 Catcache Hit Rate < 70
AND Catcache Hit Rate <> 0

警告条件 Catcache Hit Rate < 80
AND Catcache Hit Rate <> 0
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DB2 Status
DB2 Status

概要

DB2 Statusアラームは，データベース・マネージャーが正常に稼働しているかを監視し
ます。

主な設定

（凡例）
－：設定は常に無効です

関連レポート

Reports/DB2 Universal Database/Status Reporting/Real-Time/Basic information on 
Database Manager

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 プロダクト DB2

メッセージテキスト Database manager stopped.

アラームを有効にする する

監視時刻範囲 常に監視する

すべてのデータを評価する しない

発生頻度を満たした時にアラーム
通知する

しない

インターバル中 －

回しきい値超過 －

アクション Eメール －

コマンド －

SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード Basic Information on Database 
Manager（PD_PD）

フィールド DB2 Status

異常条件 DB2 Status = 100

警告条件 DB2 Status = 100
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Pkg Cache Hit Rate

概要

Pkg Cache Hit Rateアラームは，パッケージ・キャッシュ・ヒット率を監視します。

主な設定

（凡例）
－：設定は常に無効です

関連レポート

Reports/DB2 Universal Database/Troubleshooting/Recent Past/Cache Hit Rate

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 プロダクト DB2

メッセージテキスト Package Cache Hit Rate is %CVS%

アラームを有効にする する

監視時刻範囲 常に監視する

すべてのデータを評価する しない

発生頻度を満たしたときにアラー
ム通知する

する

インターバル中 3

回しきい値超過 2

アクション Eメール －

コマンド －

SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード Cache on Database Interval
（PI_DCAI）

フィールド Pkg Cache Hit Rate

異常条件 Pkg Cache Hit Rate < 70
AND Pkg Cache Hit Rate <> 0

警告条件 Pkg Cache Hit Rate < 80
AND Pkg Cache Hit Rate <> 0
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Sort Memory Usage

概要

Sort Memory Usageアラームは，共有ソート・メモリーの使用率を監視します。

主な設定

（凡例）
－：設定は常に無効です

関連レポート

Reports/DB2 Universal Database/Status Reporting/Real-Time/Sort Status on 
Database

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 プロダクト DB2

メッセージテキスト Shared Sort Memory Usage Rate is 
%CVS%

アラームを有効にする する

監視時刻範囲 常に監視する

すべてのデータを評価する しない

発生頻度を満たしたときにアラー
ム通知する

しない

インターバル中 －

回しきい値超過 －

アクション Eメール －

コマンド －

SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード Sort Status on Database（PD_DSOD）

フィールド Sort Shrheap Allocated Rate

異常条件 Sort Shrheap Allocated Rate > 85

警告条件 Sort Shrheap Allocated Rate > 70
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Sort Overflow Rate

概要

Sort Overflow Rateアラームは，ソートがオーバーフローした割合を監視します。

主な設定

（凡例）
－：設定は常に無効です

関連レポート

Reports/DB2 Universal Database/Status Reporting/Real-Time/Sort Status on 
Database

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 プロダクト DB2

メッセージテキスト Sort Overflow Rate is %CVS%

アラームを有効にする する

監視時刻範囲 常に監視する

すべてのデータを評価する しない

発生頻度を満たしたときにアラー
ム通知する

しない

インターバル中 －

回しきい値超過 －

アクション Eメール －

コマンド －

SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード Sort Status on Database（PD_DSOD）

フィールド Sort Overflows Rate

異常条件 Sort Overflows Rate > 50

警告条件 Sort Overflows Rate > 30
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Workspace Hit Rate

概要

Workspace Hit Rateアラームは，共有ワークスペース・ヒット率を監視します。

主な設定

（凡例）
－：設定は常に無効です

関連レポート

Reports/DB2 Universal Database/Troubleshooting/Real-Time/SQL Statement on 
Database

PFM - Web Consoleのアラームのプロパティ

項目 詳細項目 設定値

基本情報 プロダクト DB2

メッセージテキスト Shared Workspace Hit Rate is %CVS%

アラームを有効にする する

監視時刻範囲 常に監視する

すべてのデータを評価する しない

発生頻度を満たしたときにアラー
ム通知する

しない

インターバル中 －

回しきい値超過 －

アクション Eメール －

コマンド －

SNMP 異常，警告，正常

条件式 レコード SQL Statement on Database
（PD_DSQD）

フィールド Shr Workspace Hit Rate

異常条件 Shr Workspace Hit Rate < 70
AND Shr Workspace Hit Rate <> 0

警告条件 Shr Workspace Hit Rate < 80
AND Shr Workspace Hit Rate <> 0
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レポートの記載形式

ここでは，レポートの記載形式を示します。レポートは，アルファベット順に記載して
います。

レポート名

監視テンプレートのレポート名を示します。

概要

このレポートで表示できる情報の概要について説明します。

格納先

このレポートの格納先を示します。

レコード

このレポートで使用するパフォーマンスデータが，格納されているレコードを示します。
履歴レポートを表示するためには，この欄に示すレコードを収集するように，あらかじ
め設定しておく必要があります。レポートを表示する前に，PFM - Web Consoleの
［エージェント階層］画面でエージェントのプロパティを表示して，［プロパティの表示］
メソッドをクリックして表示される［プロパティ］画面で，このレコードが「Log = 
Yes」に設定されているか確認してください。リアルタイムレポートの場合，設定する必
要はありません。

フィールド

このレポートで使用するレコードのフィールドについて，表で説明します。

ドリルダウンレポート（レポートレベル）

このレポートに関連づけられた，監視テンプレートのレポートを表で説明します。この
ドリルダウンレポートを表示するには，PFM - Web Consoleのレポートウィンドウのド
リルダウンレポートプルダウンメニューから，該当するドリルダウンレポート名を選択
し，［レポートの表示］をクリックしてください。なお，レポートによってドリルダウン
レポートを持つものと持たないものがあります。

ドリルダウンレポート（フィールドレベル）

このレポートのフィールドに関連づけられた，監視テンプレートのレポートを表で説明
します。このドリルダウンレポートを表示するには，PFM - Web Consoleのレポート
ウィンドウに表示されているレポートのグラフまたはレポートウィンドウ下部に表示さ
れているフィールド名をクリックしてください。履歴レポートの場合，レポート中の青
色で表示されている時間をクリックすることで，より詳細な時間間隔でレポートを表示
できます。なお，レポートによってドリルダウンレポートを持つものと持たないものが
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あります。
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レポートのフォルダ構成

PFM - Agent for DB2のレポートのフォルダ構成を次に示します。<　>内は，フォルダ
名を示します。

<DB2 Universal Database>
 +-- <Monthly Trend>
 |    +-- Bufferpool I/O Trend
 |    +-- Cache Hit Rate Trend
 +-- <Status Reporting>
 |    +-- <Daily Trend>
 |    |    +-- Bufferpool I/O Status
 |    |    +-- Cache Hit Rate Status
 |    +-- <Real-Time>
 |         +-- Basic Information on Database
 |         +-- Basic Information on Database Manager
 |         +-- Bufferpool Stat on Database
 |         +-- Sort Status on Database
 +-- <Troubleshooting>
      +-- <Real-Time>
      |    +-- Cache on Database
      |    +-- SQL Statement on Database
      +-- <Recent Past>
           +-- Cache Hit Rate

各フォルダの説明を次に示します。

●「Monthly Trend」フォルダ
最近 1か月間の 1日ごとに集計された情報を表示するレポートが格納されています。
1か月のシステムの傾向を分析するために使用します。

●「Status Reporting」フォルダ
日ごとに集計された情報を表示するレポートが格納されています。システムの総合的
な状態を見るために使用します。また，履歴レポートのほかにリアルタイムレポート
の表示もできます。
•「Daily Trend」フォルダ
最近 24時間の 1時間ごとに集計された情報を表示するレポートが格納されていま
す。1日ごとにシステムの状態を確認するために使用します。

•「Real-Time」フォルダ
システムの状態を確認するためのリアルタイムレポートが格納されています。

●「Troubleshooting」フォルダ
トラブルを解決するのに役立つ情報を表示するレポートが格納されています。システ
ムに問題が発生した場合，問題の原因を調査するために使用します。
•「Real-Time」フォルダ
現在のシステムの状態を確認するためのリアルタイムレポートが格納されています。

•「Recent Past」フォルダ
最近 1時間の 1分ごとに集計された情報を表示する履歴レポートが格納されていま
す。
97



4.　監視テンプレート
レポート一覧
レポート一覧

監視テンプレートで定義されているレポートを，レポートの種類ごとにアルファベット
順に次の表に示します。

表 4-2　レポート一覧

レポートの種類 レポート名 表示する情報

データベース・マネー
ジャー・レベル

Basic Information on Database 
Manager

データベースの基本情報。

データベース・レベル Basic Information on Database データベースの基本情報。

Bufferpool Stat on Database バッファー・プール情報の概要。

Cache on Database キャッシュ情報。

Sort Status on Database ソート情報。

SQL Statement on Database SQL Statement情報。

バッファー・プール Bufferpool I/O Status 最近 24時間の１時間ごとのバッ
ファー・プールの I/Oの概要。

Bufferpool I/O Trend 最近１か月間の１日ごとのバッ
ファー・プールの I/Oの概要。

キャッシュ・ヒット率 Cache Hit Rate 最近１時間での１分ごとのキャッ
シュ・ヒット率の概要。

Cache Hit Rate Status 最近 24時間の１時間ごとのキャッ
シュ・ヒット率の概要。

Cache Hit Rate Trend 最近 1か月間の１日ごとのキャッ
シュ・ヒット率の概要。
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Basic Information on Database

概要

Basic Information on Databaseレポートは，データベースの基本情報をリアルタイムで
表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Status Reporting/Real Time/Basic Information on 
Database

レコード

Basic Information on Database（PD_DBID）

フィールド

フィールド名 説明

Agents Top アプリケーション用の，エージェントの最大数。

Appl Section Inserts SQL作業域からのアプリケーションによる SQLセクション挿入数。

Appl Section Lookups SQL作業域からのアプリケーションによる SQLセクション参照数。

Appls Cur Cons 現在データベースに接続されているアプリケーションの数。

Appls In DB2 データベースに接続されているデータベース・マネージャーが要求
を処理中のアプリケーションの数。

Coord Agents Top 同時に動作できるコーディネーター・エージェントの最大数。

DB Heap Top メモリーの使用量。

DB Name 情報が収集されるデータベースの実名，またはアプリケーションの
接続先でのデータベースの実名。

DB Status データベースの現在の状況。有効な値を次に示す。
• 0（SQLM_DB_ACTIVE：データベースはアクティブになってい
る）

• 1（SQLM_DB_QUIESCE_PEND：データベースは静止ペンディ
ング状態となっている）

• 2（SQLM_DB_QUIESCED：データベースは静止状態となってい
る）

• 3（SQLM_DB_ROLLFWD：データベースでロールフォワードが
進行中）

Hash Join Overflows ハッシュ結合データが，使用できるソート・ヒープ・スペースを超
えた回数。

Hash Join Overflows 
Rate

hash_join_small_overflowsと hash_join_overflowsの比率。

Hash Join Small 
Overflows

ハッシュ結合データが，使用できるソート・ヒープ・スペースが 10
％を超えない範囲で超えた回数。

Num Assoc Agents すべてのアプリケーション用でのサブエージェントの数。
99



4.　監視テンプレート
Basic Information on Database
Total Hash Joins 実行されたハッシュ結合の合計数。

Total Hash Loops ハッシュ結合のシングル・パーティションが，使用できるソート・
ヒープ・スペースよりも大きかったときの合計回数。

フィールド名 説明
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Basic Information on Database Manager

概要

Basic Information on Database Managerレポートは，データベース・マネージャー・
レベルのデータベース基本情報をリアルタイムで表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Status Reporting/Real Time/Basic Information on 
Database Manager

レコード

Basic Information on Database Manager（PD_PD）

フィールド

フィールド名 説明

Agents Created Empty 
Pool

エージェント・プールが空だったために作成されたエージェントの
数。

Agents Created Pool 
Rate

エージェント・プールが空のためにエージェントが作成される頻度。

Agents From Pool エージェント・プールから割り当てられたエージェントの数。

Agents Registered モニター中のデータベース・マネージャー・インスタンスに登録さ
れているエージェント（コーディネーター・エージェントとサブ
エージェント）の数。

Agents Registered Top データベース・マネージャーが開始されてからこれまでに同時に登
録されていたエージェント (コーディネーター・エージェントとサブ
エージェント )の最大数。

Agents Waiting On 
Token

データベース・マネージャー内でトランザクションを実行するため
にトークンを待機中のエージェントの数。

Agents Waiting Top 開始されてから，同時にトークンを待機していたエージェントの最
大数。

Comm Private Mem スナップショット時点で，データベース・マネージャーのインスタ
ンスが現在コミットしている専用メモリーの量。

Cons In Exec Total モニター中のデータベース・マネージャー・インスタンス内のデー
タベースに現在接続していて，作業単位を現在処理しているアプリ
ケーションの合計数。

Cons Total モニター中のデータベース・マネージャー・インスタンスまたは
データベースに現在接続しているアプリケーションの合計数。

DB2 Status データベース・マネージャーの，インスタンスの現在の状況。
常に「SQLM DB2 ACTIVE」。

Local Cons モニター中のデータベース・マネージャー・インスタンス内のデー
タベースに現在接続しているローカル・アプリケーションの数。
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Local Cons In Exec モニター中のデータベース・マネージャー・インスタンス内のデー
タベースに現在接続していて，作業単位を現在処理しているローカ
ル・アプリケーションの数。

Post Threshold Hash 
Joins

共有または専用のソート・ヒープ・スペースが同時使用されていた
ためにハッシュ結合ヒープ要求が制限された合計回数。

Rem Cons In モニター中のデータベース・マネージャーのインスタンスに対して
リモート・クライアントから開始された接続の現在の数。

Rem Cons In Exec モニター中のデータベース・マネージャー・インスタンス内のデー
タベースに現在接続していて，作業単位を現在処理しているローカ
ル・アプリケーションの数。

Sort Heap Allocated スナップショットが取られたときに，選択したレベルのすべての
ソートに割り振られたソート・ヒープ・スペース用のページ数の合
計。

フィールド名 説明
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Bufferpool I/O Status

概要

Bufferpool I/O Statusレポートは，最近 24時間のバッファー・プールの I/Oの概要を時
単位で表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Status Reporting/Daily Trend/Bufferpool I/O Status

レコード

Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）

フィールド

フィールド名 説明

Pool Async Data Reads Rate データ・ページをバッファー・プールに入れるための入出力を
必要とした読み取り要求の数に対する，プリフェッチャーが非
同期でバッファー・プールに読み取るデータ・ページ数の割合。

Pool Async Data Writes Rate バッファー・プール・データ・ページがディスクに物理的に書
き込まれた回数に対する，非同期ページ・クリーナーまたはプ
リフェッチャーによってバッファー・プール・データ・ページ
がディスクに物理的に書き込まれた回数の割合。

Pool Async Index Reads 
Rate

索引ページをバッファー・プールに入れるための物理読み取り
要求の数に対する，プリフェッチャーが非同期でバッファー・
プールに読み取る索引ページ数の割合。

Pool Async Index Writes 
Rate

バッファー・プール索引ページがディスクに物理的に書き込ま
れた回数に対する，非同期ページ・クリーナーまたはプリ
フェッチャーによってバッファー・プール索引ページがディス
クに物理的に書き込まれた回数の割合。

Pool Data L Reads バッファー・プールを通ったデータ・ページの論理読み取り要
求の数。

Pool Data P Reads データ・ページをバッファー・プールに入れるための物理読み
取り要求の数。

Pool Data Writes バッファー・プール・データ・ページがディスクに物理的に書
き込まれた回数。

Pool Index L Reads バッファー・プールを通った索引ページの論理読み取り要求の
数。

Pool Index P Reads 索引ページをバッファー・プールに入れるための物理読み取り
要求の数。

Pool Index Writes バッファー・プール索引ページがディスクに物理的に書き込ま
れた回数。
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Bufferpool I/O Trend

概要

Bufferpool I/O Trendレポートは，最近１か月間のバッファー・プールの I/Oの概要を日
単位で表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Monthly Trend/Bufferpool I/O Trend

レコード

Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）

フィールド

フィールド名 説明

Pool Async Data Reads Rate データ・ページをバッファー・プールに入れるための入出力
を必要とした読み取り要求の数に対する，プリフェッチャー
が非同期でバッファー・プールに読み取るデータ・ページ数
の割合。

Pool Async Data Writes Rate バッファー・プール・データ・ページがディスクに物理的に
書き込まれた回数に対する，非同期ページ・クリーナーまた
はプリフェッチャーによってバッファー・プール・データ・
ページがディスクに物理的に書き込まれた回数の割合。

Pool Async Index Reads Rate 索引ページをバッファー・プールに入れるための物理読み取
り要求の数に対する，プリフェッチャーが非同期でバッ
ファー・プールに読み取る索引ページ数の割合。

Pool Async Index Writes Rate バッファー・プール索引ページがディスクに物理的に書き込
まれた回数に対する，非同期ページ・クリーナーまたはプリ
フェッチャーによってバッファー・プール索引ページがディ
スクに物理的に書き込まれた回数の割合。

Pool Data L Reads バッファー・プールを通ったデータ・ページの論理読み取り
要求の数。

Pool Data P Reads データ・ページをバッファー・プールに入れるための物理読
み取り要求の数。

Pool Data Writes バッファー・プール・データ・ページがディスクに物理的に
書き込まれた回数。

Pool Index L Reads バッファー・プールを通った索引ページの論理読み取り要求
の数。

Pool Index P Reads 索引ページをバッファー・プールに入れるための物理読み取
り要求の数。

Pool Index Writes バッファー・プール索引ページがディスクに物理的に書き込
まれた回数。
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Bufferpool Stat on Database

概要

Bufferpool Stat on Databaseレポートは，データベース・レベルのバッファー・プール
に関する情報をリアルタイムで表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Status Reporting/Real Time/Bufferpool Stat on 
Database

レコード

Bufferpool Stat on Database（PD_DBPD）

フィールド

フィールド名 説明

Pool Async Data Reads バッファー・プールに非同期で読み取られるページ数。

Pool Async Data Reads 
Rate

データ・ページをバッファー・プールに入れるための入出力を必要
とした読み取り要求の数に対する，プリフェッチャーが非同期で
バッファー・プールに読み取るデータ・ページ数の割合。

Pool Async Data Writes 非同期ページ・クリーナーまたはプリフェッチャーによってバッ
ファー・プール・データ・ページがディスクに物理的に書き込まれ
た回数。

Pool Async Data Writes 
Rate

バッファー・プール・データ・ページがディスクに物理的に書き込
まれた回数に対する，非同期ページ・クリーナーまたはプリフェッ
チャーによってバッファー・プール・データ・ページがディスクに
物理的に書き込まれた回数の割合。

Pool Async Index Reads プリフェッチャーが非同期でバッファー・プールに読み取る索引
ページ数。

Pool Async Index Reads 
Rate

索引ページをバッファー・プールに入れるための物理読み取り要求
の数に対する，プリフェッチャーが非同期でバッファー・プールに
読み取る索引ページ数の割合。

Pool Async Index 
Writes

非同期ページ・クリーナーまたはプリフェッチャーによってバッ
ファー・プール索引ページがディスクに物理的に書き込まれた回数。

Pool Async Index 
Writes Rate

バッファー・プール索引ページがディスクに物理的に書き込まれた
回数に対する，非同期ページ・クリーナーまたはプリフェッチャー
によってバッファー・プール索引ページがディスクに物理的に書き
込まれた回数の割合。

Pool Async Read Time データベース・マネージャーのプリフェッチャーが読み取りに要し
た合計経過時間。

Pool Async Read Time 
Avg

データベース・マネージャーのプリフェッチャーが読み取りに要し
た合計経過時間の平均値。

Pool Async Total Reads プリフェッチャーが非同期でバッファー・プールに読み取るデータ・
ページおよび索引ページの合計。
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Pool Async Total Writes 非同期ページ・クリーナーまたはプリフェッチャーによってバッ
ファー・プール・データ・ページまたは索引ページがディスクに物
理的に書き込まれた回数。

Pool Async Write Time データベース・マネージャーのページ・クリーナーがデータ・ペー
ジまたは索引ページをバッファー・プールからディスクに書き込む
のに要した合計経過時間。

Pool Async Write Time 
Avg

データベース・マネージャーのページ・クリーナーがデータ・ペー
ジまたは索引ページをバッファー・プールからディスクに書き込む
のに要した合計経過時間の平均値。

Pool Data Hit Rate データ・ページ・ヒット率。

Pool Data L Reads バッファー・プールを通ったデータ・ページの論理読み取り要求の
数。

Pool Data P Reads データ・ページをバッファー・プールに入れるための物理読み取り
要求の数。

Pool Data Writes バッファー・プール・データ・ページがディスクに物理的に書き込
まれた回数。

Pool Drty PG Steal Clns データベースのビクティム・バッファー置換の際に同期書き込みが
必要になりページ・クリーナーが呼び出された回数。

Pool Drty PG Steal Clns 
Rate

クリーナー呼び出しの合計に対する，データベースのビクティム・
バッファー置換の際に同期書き込みが必要になりページ・クリー
ナーが呼び出された回数の割合。

Pool Drty PG Thrsh 
Clns

バッファー・プールがデータベースのダーティー・ページしきい値
基準に達したためにページ・クリーナーが呼び出された回数。

Pool Index Hit Rate 索引ページ・ヒット率。

Pool Index L Reads バッファー・プールを通った索引ページの論理読み取り要求の数。

Pool Index P Reads 索引ページをバッファー・プールに入れるための物理読み取り要求
の数。

Pool Index Writes バッファー・プール索引ページがディスクに物理的に書き込まれた
回数。

Pool Lns Gap Clns 使用されているロギング・スペースがデータベースの定義済み基準
に達したためにページ・クリーナーが呼び出された回数。

Pool Read Time ディスクまたはバッファー・プールからデータ・ページまたは索引
ページを物理的に読み取る必要があった読み取り要求の処理に要し
た合計時間。

Pool Read Time Avg ディスクまたはバッファー・プールからデータ・ページまたは索引
ページを物理的に読み取る必要があった読み取り要求の処理に要し
た合計時間の平均値。

Pool Total Hit Rate 総合バッファー・プール・ヒット率。

Pool Total Writes バッファー・プールからディスクへの書き込み回数。

Pool Write Time データ・ページまたは索引ページをバッファー・プールからディス
クに物理的に書き込むのに要した合計時間。

Pool Write Time Avg データ・ページまたは索引ページをバッファー・プールからディス
クに物理的に書き込むのに要した合計時間の平均値。

フィールド名 説明
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Cache Hit Rate

概要

Cache Hit Rateレポートは，最近１時間のキャッシュ・ヒット率の概要を分単位で表示
します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Troubleshooting/Recent Past/Cache Hit Rate

レコード

Cache on Database Interval（PI_DCAI）

フィールド

フィールド名 説明

Catcache Hit Rate カタログ・キャッシュ・ヒット率。

Pkg Cache Hit Rate パッケージ・キャッシュ・ヒット率。
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Cache Hit Rate Status

概要

Cache Hit Rate Statusレポートは，最近 24時間のキャッシュ・ヒット率の概要を時単
位で表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Status Reporting/Daily Trend/Cache Hit Rate Status

レコード

Cache on Database Interval（PI_DCAI）

フィールド

フィールド名 説明

Catcache Hit Rate カタログ・キャッシュ・ヒット率。

Pkg Cache Hit Rate パッケージ・キャッシュ・ヒット率。
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Cache Hit Rate Trend

概要

Cache Hit Rate Trendレポートは，最近 1か月間のキャッシュ・ヒット率の概要を日単
位で表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Monthly Trend/Cache Hit Rate Trend

レコード

Cache on Database Interval（PI_DCAI）

フィールド

フィールド名 説明

Catcache Hit Rate カタログ・キャッシュ・ヒット率。

Pkg Cache Hit Rate パッケージ・キャッシュ・ヒット率。
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Cache on Database

概要

Cache on Databaseレポートは，データベース・レベルのキャッシュに関する情報をリ
アルタイムで表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Troubleshooting/Real Time/Cache on Database

レコード

Cache on Database（PD_DCAD）

フィールド

フィールド名 説明

Cat Cache Inserts システムが表記述子または許可情報をカタログ・キャッシュに挿入
しようとした回数。

Cat Cache Lookups 表の記述子情報または許可情報を取得するためにカタログ・キャッ
シュが参照された回数。

Cat Cache Needed 
Minisize

必要なカタログ・キャッシュの最小サイズ。ページ (4キロバイト )
単位。

Cat Cache Overflows 割り振られたメモリーの境界からカタログ・キャッシュがオーバー
フローした回数。

Cat Cache Size Top カタログ・キャッシュが到達した最大サイズ。バイト単位。

Catcache Hit Rate カタログ・キャッシュ・ヒット率。

Pkg Cache Hit Rate パッケージ・キャッシュ・ヒット率。

Pkg Cache Inserts 要求したセクションが使用できなかったためにパッケージ・キャッ
シュへのロードが必要になった回数の合計。

Pkg Cache Lookups アプリケーションがパッケージ・キャッシュ内のセクションやパッ
ケージを検索した回数。

Pkg Cache Needed 
Minisize

必要なパッケージ・キャッシュの最小サイズ。ページ (4キロバイト
)単位。

Pkg Cache Num 
Overflows

割り振られたメモリーの境界からパッケージ・キャッシュがオー
バーフローした回数。

Pkg Cache Size Top パッケージ・キャッシュが到達した最大サイズ。バイト単位。
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Sort Status on Database

概要

Sort Status on Databaseレポートは，データベース・レベルのソートに関する情報をリ
アルタイムで表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Status Reporting/Real Time/Sort Status on 
Database

レコード

Sort Status on Database（PD_DSOD）

フィールド

フィールド名 説明

Active Sorts 現在ソート・ヒープが割り振られているデータベース内のソート数。

Sheapthres ソート・ヒープしきい値。

Sheapthres Shr 共有ソートのソート・ヒープしきい値。

Sort Heap Allocated スナップショットが取られたときに，選択したレベルのすべての
ソートに割り振られたソート・ヒープ・スペース用のページ数の合
計。

Sort Heap Allocated 
Avg

スナップショットが取られたときに，選択したレベルのすべての
ソートに割り振られたソート・ヒープ・スペース用のページ数の平
均。

Sort Overflows ソート・ヒープを使い果たし，一時記憶用のディスク・スペースが
必要になったおそれのあるソートの合計数。

Sort Overflows Rate ソート・ヒープを使い果たし，一時記憶用のディスク・スペースが
必要になったおそれのあるソートの割合。

Sort Shrheap Allocated 現在割り振られているソート共有ヒープ。

Sort Shrheap Allocated 
Rate

データベースの共有ソート・メモリー使用率。

Sort Shrheap Top ソート共有ヒープの最高水準点。

Total Sort Time 実行されたすべてのソートの合計経過時間。ミリ秒単位。

Total Sort Time Avg 実行されたすべてのソートでの合計経過時間の平均。ミリ秒単位。

Total Sorts 実行されたソートの合計数。
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SQL Statement on Database

概要

SQL Statement on Databaseレポートは，データベース・レベルの SQL Statementに
関する情報をリアルタイムで表示します。

格納先

Reports/DB2 Universal Database/Troubleshooting/Real Time/SQL Statement on 
Database

レコード

SQL Statement on Database（PD_DSQD）

フィールド

フィールド名 説明

Commit SQL STMTS 試行された SQL COMMIT ステートメントの合計数。

DDL SQL STMTS 実行された SQLデータ定義言語 (DDL)ステートメント
の数。

DDL SQL STMTS Rate 実行された SQLデータ定義言語 (DDL)ステートメント
の比率。

Dynamic SQL STMTS 試行された動的 SQLステートメントの数。

Failed SQL STMTS 試行されたが失敗した SQLステートメントの数。

Priv Workspace Num Overflows 割り振られたメモリーの境界から専用ワークスペースが
オーバーフローした回数。

Priv Workspace Section Inserts 専用ワークスペースへの，アプリケーションによる
SQLセクション挿入数。

Priv Workspace Section Lookups エージェントの専用ワークスペースでの，アプリケー
ションによる SQLセクション参照数。

Priv Workspace Size Top 専用ワークスペースが到達した最大サイズ。

Rollback SQL STMTS 試行された SQL ROLLBACKステートメントの合計数。

Select SQL STMTS 実行された SQL SELECTステートメントの数。

Select SQL STMTS Rate すべてのステートメントに対する SELECTステートメ
ントの比率。

Shr Workspace Hit Rate 共有ワークスペース・ヒット率。

Shr Workspace Num Overflows 割り振られたメモリーの境界から共有ワークスペースが
オーバーフローした回数。

Shr Workspace Section Inserts 共有ワークスペースへの，アプリケーションによる
SQLセクション挿入数。
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Shr Workspace Section Lookups 共有ワークスペースでの，アプリケーションによる
SQLセクション参照数。

Shr Workspace Size Top 共有ワークスペースが到達した最大サイズ。

Static SQL STMTS 試行された静的 SQLステートメントの数。

Throughtput SQL STMTS 成功した SQLステートメントの合計数。

UID SQL STMTS 実行された SQL UPDATE，INSERT，および
DELETEステートメントの数。

UID SQL STMTS Rate 実行された SQL UPDATE，INSERT，および
DELETEステートメントの比率。

フィールド名 説明
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5　 レコード
この章では，PFM - Agent for DB2のレコードについて説明し
ます。各レコードのパフォーマンスデータの収集方法について
は，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築
ガイド」の Performance Managementの機能について説明し
ている章，またはマニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の稼働監視データの管理について
説明している章を参照してください。

データモデルについて

レコードの記載形式

ODBCキーフィールド一覧

要約ルール

データ型一覧

フィールドの値

Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド

Storeデータベースに格納されているデータをエクスポートすると出力され
るフィールド

レコードの注意事項

レコード一覧
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データモデルについて

各 PFM - Agentが持つレコードおよびフィールドの総称を「データモデル」と呼びま
す。各 PFM - Agentと，その PFM - Agentが持つデータモデルには，それぞれ固有の
バージョン番号が付与されています。PFM - Agent for DB2のデータモデルのバージョ
ンについては，「付録 I　バージョン互換」を参照してください。

各 PFM - Agentのデータモデルのバージョンは，PFM - Web Consoleの［エージェント
階層］画面でエージェントのプロパティを表示して，［プロパティの表示］メソッドをク
リックして表示される［プロパティ］画面で確認してください。

データモデルについては，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガイ
ド」の，Performance Managementの機能について説明している章を参照してくださ
い。
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レコードの記載形式

この章では，PFM - Agent for DB2のレコードをアルファベット順に記載しています。
各レコードの説明は，次の項目から構成されています。

機能

各レコードに格納されるパフォーマンスデータの概要および注意事項について説明しま
す。

デフォルト値および変更できる値

各レコードに設定されているパフォーマンスデータの収集条件のデフォルト値および
ユーザーが変更できる値を表で示します。「デフォルト値および変更できる値」に記載し
ている項目とその意味を次の表に示します。この表で示す各項目については，マニュア
ル「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説
明している章を参照してください。

表 5-1　デフォルト値および変更できる値

注※
指定できる値は，0～ 32,767秒（Collection Intervalで指定した値の範囲内）です。
これは，複数のデータを収集する場合に，一度にデータの収集処理が実行されると
負荷が集中するので，収集処理の負荷を分散するために使用します。なお，データ
収集の記録時間は，Collection Offsetの値に関係なく，Collection Intervalと同様の
時間となります。
Collection Offsetの値を変更する場合は，収集処理の負荷を考慮した上で値を指定
してください。

項目 意味 変更可否

Collection Interval パフォーマンスデータの収集間隔（秒単位）。 ○：変更できる。

Collection Offset※ パフォーマンスデータの収集を開始するオフセット値
（秒単位）。オフセット値については，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，稼働監視
データの管理について説明している章を参照のこと。
また，パフォーマンスデータの収集開始時刻については，
マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築
ガイド」の，Performance Managementの機能について
説明している章を参照のこと。

×：変更できな
い。

Log 収集したパフォーマンスデータを Storeデータベースに
記録するかどうか。
Yes：記録する。ただし，「Collection Interval=0」の場
合，記録しない。
No：記録しない。

LOGIF 収集したパフォーマンスデータを Storeデータベースに
記録するかどうかの条件。
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ODBCキーフィールド

PFM - Managerで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているレコードの
データを利用する場合に必要な ODBCキーフィールドを示します。ODBCキーフィール
ドには，全レコード共通のものと各レコード固有のものとがあります。ここで示すのは，
各レコード固有の ODBCキーフィールドです。複数インスタンスレコードだけが，固有
の ODBCキーフィールドを持っています。

全レコード共通の ODBCキーフィールドについては，この章の「ODBCキーフィールド
一覧」を参照してください。ODBCキーフィールドの使用方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，ODBCに準拠したアプリケーション
プログラムとの連携について説明している章を参照してください。

ライフタイム

各レコードに収集されるパフォーマンスデータの一貫性が保証される期間を示します。
ライフタイムについては，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガイ
ド」の，Performance Managementの機能について説明している章を参照してくださ
い。

レコードサイズ

1回の収集で各レコードに格納されるパフォーマンスデータの容量を示します。

フィールド

各レコードのフィールドについて表で説明します。表の各項目について次に説明します。

● PFM - View名 (PFM - Manager名 )
• PFM - View名

PFM - Web Consoleで表示されるフィールド名（PFM - View名）を示します。
• PFM - Manager名

PFM - Managerで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているフィー
ルドのデータを利用する場合，SQL文で記述するフィールド名（PFM - Manager
名）を示します。
SQL文では，先頭に各レコードのレコード IDを付加した形式で記述します。例え
ば，Basic Information on Database（PD_DBID）レコードの DB 
Name(DB_NAME)フィールドの場合，「PD_DBID_DB_NAME」と記述します。

●説明
各フィールドに格納されるパフォーマンスデータについて説明します。

●要約
Agent Storeがデータを要約するときの要約方法（ルール）を示します。要約ルール
については，この章の「要約ルール」を参照してください。

●形式
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char型や float型など，各フィールドの値のデータ型を示します。データ型について
は，この章の「データ型一覧」を参照してください。

●デルタ
累積値として収集するデータに対し，変化量でデータを表すことを「デルタ」と呼び
ます。デルタについては，この章の「フィールドの値」を参照してください。

●サポート VR
そのフィールドを使用できる DB2のバージョン番号を示します。
バージョン番号が記述してある場合，そのバージョン以降でそのフィールドが使用で
きます。「すべて」と記述してある場合，すべての DB2のバージョンで使用できます。
「対象外」と記述してある場合，サポート対象外のフィールドであることを示します。

●制約
該当するフィールドの値の制約の有無を示します。フィールドの値の制約については，
この章の「フィールドの値」を参照してください。

●データソース
該当するフィールドの値の計算方法または取得先を示します。フィールドの値につい
ては，この章の「フィールドの値」を参照してください。
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ODBCキーフィールド一覧

ODBCキーフィールドには，全レコード共通のものと各レコード固有のものとがありま
す。ここで示すのは，全レコード共通の ODBCキーフィールドです。PFM - Manager
で，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているレコードのデータを利用する
場合，ODBCキーフィールドが必要です。

全レコード共通の ODBCキーフィールド一覧を次の表に示します。各レコード固有の
ODBCキーフィールドについては，各レコードの説明を参照してください。

表 5-2　全レコード共通の ODBCキーフィールド一覧

ODBCキーフィールド ODBCフォーマット データ 説明

レコード ID_DATE SQL_INTEGER 内部 レコードが生成された日付を表
すレコードのキー。

レコード ID_DATETIME SQL_INTEGER 内部 レコード ID_DATEフィールド
とレコード ID_TIMEフィール
ドの組み合わせ。

レコード ID_DEVICEID SQL_VARCHAR 内部 インスタンス名 [ホスト名 ]。

レコード
ID_DRAWER_TYPE

SQL_VARCHAR 内部 区分。有効な値を次に示す。
m：分
H：時
D：日
W：週
M：月
Y：年

レコード ID_PROD_INST SQL_VARCHAR 内部 PFM - Agentのインスタンス
名。

レコード ID_PRODID SQL_VARCHAR 内部 PFM - Agentのプロダクト ID。

レコード
ID_RECORD_TYPE

SQL_VARCHAR 内部 レコードタイプを表す識別子
（4バイト）。

レコード ID_TIME SQL_INTEGER 内部 レコードが生成された時刻（グ
リニッジ標準時）。
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要約ルール

PIレコードタイプのレコードでは，Collection Intervalに設定された間隔で収集される
データと，あらかじめ定義されたルールに基づき一定の期間（分，時，日，週，月，ま
たは年単位）ごとに要約されたデータが，Storeデータベースに格納されます。要約の種
類はフィールドごとに定義されています。この定義を「要約ルール」と呼びます。

要約ルールによっては，要約期間中の中間データを保持する必要のあるものがあります。
この場合，中間データを保持するためのフィールドが Storeデータベース内のレコード
に追加されます。このフィールドを「追加フィールド」と呼びます。追加フィールドの
一部は，PFM - Web Consoleでレコードのフィールドとして表示されます。PFM - Web 
Consoleに表示される追加フィールドは，履歴レポートに表示するフィールドとして使
用できます。

なお，要約によって追加される「追加フィールド」と区別するために，ここでは，この
章の各レコードの説明に記載されているフィールドを「固有フィールド」と呼びます。

追加フィールドのフィールド名は次のようになります。

• Storeデータベースに格納される追加フィールド名
固有フィールドの PFM - Manager名にサフィックスが付加されたフィールド名にな
ります。

• PFM - Web Consoleで表示される追加フィールド名
固有フィールドの PFM - View名にサフィックスが付加されたフィールド名になりま
す。

PFM - Manager名に付加されるサフィックスと，それに対応する PFM - View名に付加
されるサフィックス，およびフィールドに格納されるデータを次の表に示します。

表 5-3　追加フィールドのサフィックス一覧

(凡例 )
－：追加フィールドがないことを示します。

要約ルールの一覧を次の表に示します。

PFM - Manager
名に付加される
サフィックス

PFM - View
名に付加され
るサフィック

ス

格納データ

_TOTAL (Total) 要約期間内のレコードのフィールドの値の総和

_TOTAL_SEC (Total) 要約期間内のレコードのフィールドの値の総和（utime型の場合）

_COUNT － 要約期間内の収集レコード数

_HI (Max) 要約期間内のレコードのフィールド値の最大値

_LO (Min) 要約期間内のレコードのフィールド値の最小値
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表 5-4　要約ルール一覧

注※ 1
Manager名に「_AVG」が含まれる utime型のフィールドは，PFM - Web Consoleに追加され
る「(Total)」フィールドを履歴レポートで利用できません。

注※ 2
Manager名に次の文字列が含まれるフィールドは，PFM - Web Consoleに追加される（Total）
フィールドを履歴レポートで利用できません。
「_PER_」，「PCT 」，「PERCENT 」，「_AVG 」，「_RATE_TOTAL 」

要約
ルール名

要約ルール

COPY 要約期間内の最新のレコードのフィールド値がそのまま格納される。

AVG 要約期間内のフィールド値の平均値が格納される。
次に計算式を示す。
(フィールド値の総和)/(収集レコード数)

追加フィールド（Storeデータベース）
• _TOTAL
• _TOTAL_SEC（utime型の場合）
• _COUNT

追加フィールド（PFM - Web Console）※ 1※ 2

• (Total)

－ 要約されないことを示す。
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データ型一覧

各フィールドの値のデータ型と，対応する Cおよび C++のデータ型の一覧を次の表に示
します。この表で示す「データ型」の値は，各レコードのフィールドの表にある「形式」
の列に示されています。

表 5-5　データ型一覧

データ型 サイズ

フィールド Cおよび C++ (バイト ) 説明

char(n) char( ) ( )内の数 nバイトの長さを持つ文字データ。

double double 8 数値（1.7E± 308（15桁））。

float float 4 数値（3.4E± 38（7桁））。

long long 4 数値（-2,147,483,648～ 2,147,483,647）。

short short 2 数値（-32,768～ 32,767）。

string(n) char[ ] ( )内の数 nバイトの長さを持つ文字列。最後の文字は，
「null」。

time_t unsigned long 4 数値（0～ 4,294,967,295）。

timeval 構造体 8 数値（最初の 4バイトは秒，次の 4バイトはマイ
クロ秒を表す）。

ulong unsigned long 4 数値（0～ 4,294,967,295）。

utime 構造体 8 数値（最初の 4バイトは秒，次の 4バイトはマイ
クロ秒を表す）。

word unsigned short 2 数値（0～ 65,535）。

（該当なし） unsigned char 1 数値（0～ 255）。
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フィールドの値

ここでは，各フィールドに格納される値について説明します。

データソース

各フィールドには，Performance Managementや監視対象プログラムから取得した値
や，これらの値をある計算式に基づいて計算した値が格納されます。各フィールドの値
の取得先または計算方法は，フィールドの表の「データソース」列で示します。

PFM - Agent for DB2の「データソース」列の文字列は，DB2から取得したパフォーマ
ンスデータを加工してフィールドの値を設定している場合，そのフィールドに設定され
る値の計算方法を示します。例を次に示します。

• 大文字で書かれている場合
DB2に格納されているパフォーマンスデータを取得するためのキー文字列を表しま
す。

•「Agent Collector」と書かれている場合
そのフィールドに格納される値の取得先が，Agent Collectorサービスであることを示
します。

制約

各フィールドには監視対象の DB2から取得した値や，これらの値をある計算式に基づい
て計算した値が格納されます。各フィールドの値の制約の有無は，フィールドの表の
「制約」列で示します。

•「○」と書かれている場合
監視対象の DB2から 32ビットを超えるデータを取得する場合があります。32ビット
を超えるデータを取得した場合，フィールドに格納される値が制約されます。この場
合，共通メッセージログに「KAVF29019-W　オーバーフローが発生しました」と出
力されます。

＜バージョン 08-00以前＞
例えば，「0x1122334455667788」という値を取得したとき，フィールドに格納さ
れる値は次のようになります。

OS データの格納方式 上位アドレス 下位アドレス フィールドに格納
される値

AIX 　(pSeries) ビッグ・エンディ
アンのアーキテク
チャー

0x11 0x22 0x33 
0x44

0x55 0x66 0x77 
0x88

0x55 0x66 0x77 
0x88

Linux AS4　(x86) リトル・エンディ
アンのアーキテク
チャー

0x55 0x66 0x77 
0x88

0x11 0x22 0x33 
0x44

0x55 0x66 0x77 
0x88
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＜バージョン 08-10以降＞
32ビットを超えるデータを取得した場合，32ビットの最大値がフィールドに格
納されます。また，このフィールドの値を使用して算出しているフィールドに格
納される値も実際の値とは異なります。

•「－」と書かれている場合
各フィールドの値の制約はありません。

デルタ

累積値として収集するデータに対し，変化量でデータを表すことを「デルタ」と呼びま
す。例えば，1回目に収集されたパフォーマンスデータが「3」，2回目に収集されたパ
フォーマンスデータが「4」とすると，累積値の場合は「7」，変化量の場合は「1」が格
納されます。各フィールドの値がデルタ値かどうかは，フィールドの表の「デルタ」列
で示します。

PFM - Agent for DB2で収集されるパフォーマンスデータは，次の表のように異なりま
す。

表 5-6　PFM - Agent for DB2で収集されるパフォーマンスデータ

レコードタ
イプ

デルタ データ種別 ［デルタ値で表
示］のチェック

※

レコードの値

PIレコー
ドタイプ

Yes リアルタイムデータ あり 変化量が表示される。

なし 収集時点の値が表示
される。

・履歴データ
・アラームの監視デー
タ

－ 変化量が表示される。

No リアルタイムデータ あり 収集時点の値が表示
される。

なし 収集時点の値が表示
される。

・履歴データ
・アラームの監視デー
タ

－ 収集時点の値が表示
される。

PDレコー
ドタイプ

Yes リアルタイムデータ あり 収集時点の値が表示
される。

なし 収集時点の値が表示
される。

・履歴データ
・アラームの監視デー
タ

－ 収集時点の値が表示
される。

No リアルタイムデータ あり 収集時点の値が表示
される。
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（凡例）
－：該当しない

注※
次に示す PFM - Web Consoleのダイアログボックスの項目でチェックされているこ
とを示します。
• レポートウィザードの［編集 > 表示設定（リアルタイムレポート）］画面の［デル
タ値で表示］

• レポートウィンドウの［Properties］タブの［表示設定（リアルタイムレポート）］
の［デルタ値で表示］

パフォーマンスデータが収集される際の注意事項を次に示します。

• PIレコードタイプのレコードが保存されるためには，2回以上パフォーマンスデータ
が収集されている必要があります。
PIレコードタイプのレコードには，PFM - Web Consoleで設定した収集間隔ごとにパ
フォーマンスデータが収集されます。しかし，パフォーマンスデータの Storeデータ
ベースへの格納は，PFM - Web Consoleでパフォーマンスデータの収集の設定をした
時点では実行されません。
PIレコードタイプの履歴データには，前回の収集データとの差分を必要とするデータ
（デルタ値など）が含まれているため，2回分のデータが必要になります。このため，
履歴データが Storeデータベースに格納されるまでには，設定した時間の最大 2倍の
時間が掛かります。
例えば，PFM - Web Consoleでパフォーマンスデータの収集間隔を，18:32に 300秒
（5分）で設定した場合，最初のデータ収集は 18:35に開始されます。次のデータ収集
は 18:40に開始されます。その後，18:35と 18:40に収集されたデータを基に履歴の
データが作成され，8分後に履歴データとして Storeデータベースに格納されます。

• リアルタイムレポートには，最初にデータが収集されたときから値が表示されます。
ただし，前回のデータを必要とするレポートの場合，初回の値は 0で表示されます。
2回目以降のデータ収集は，レポートによって動作が異なります。

• 次の場合，2回目のデータ収集以降は，収集データの値が表示されます。
• PIレコードタイプのリアルタイムレポートの設定で，［デルタ値で表示］がチェッ
クされていない場合

• PDレコードタイプのリアルタイムレポートの設定で，［デルタ値で表示］がチェッ

なし 収集時点の値が表示
される。

・履歴データ
・アラームの監視デー
タ

－ 収集時点の値が表示
される。

レコードタ
イプ

デルタ データ種別 ［デルタ値で表
示］のチェック

※

レコードの値
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クされている場合

• 次の場合，2回目のデータ収集では，1回目のデータと 2回目のデータの差分が表示
されます。3回目以降のデータ収集では，収集データの値が表示されます。
• PIレコードタイプのリアルタイムレポートの設定で，［デルタ値で表示］がチェッ
クされている場合
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Storeデータベースに記録されるときだけ追加
されるフィールド

Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールドを次の表に示します。

表 5-7　Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド

（凡例）
－：DB2から取得したパフォーマンスデータを加工してフィールドの値を設定して
いないことを意味します。

注※ 1
PIレコードタイプのレコードでは，データが要約されるため，要約される際の基準
となる時刻が設定されます。レコード区分ごとの設定値を次の表に示します。

PFM - View名
(PFM - 

Manager名 )

説明 形式 デルタ サポート
VR

データソース

Agent Host
（DEVICEID）

PFM - Agentが動作してい
るホスト名。

string(256) No すべて －

Agent 
Instance
（PROD_INS
T）

PFM - Agentのインスタン
ス名。

string(256) No すべて －

Agent Type
（PRODID）

PFM - Agentのプロダクト
ID。1バイトの識別子で表
される。

char No すべて －

Date
（DATE）

レコードが作成された日。
グリニッジ標準時。※ 1,※３

time_t No すべて －

Date and Time
（DATETIME）

Date（DATE）フィールド
と Time（TIME）フィール
ドの組み合わせ。※３

time_t No すべて －

Drawer Type
（DRAWER_T
YPE）

PIレコードタイプのレコー
ドの場合，データが要約さ
れる区分。PFM - Web 
Consoleのレポートで表示
する場合と ODBCドライバ
を使用して表示する場合と
で，区分の表示が異なる。
※ 2

char No すべて －

GMT Offset
（GMT_ADJU
ST）

グリニッジ標準時とローカ
ル時間の差。秒単位。

utime No すべて －

Time
（TIME）

レコードが作成された時刻。
グリニッジ標準時。※ 1,※３

time_t No すべて －
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5.　レコード
Storeデータベースに記録されるときだけ追加されるフィールド
表 5-8　レコード区分ごとの設定値

注※ 2
PFM - Web Consoleのレポートで表示する場合と ODBCドライバを使用して表示す
る場合の違いを次の表に示します。

表 5-9　表示方法によるデータ要約区分の違い

注※ 3
レポートや ODBCドライバによるデータ表示を行った場合，Dateフィールドは
YYYYMMDD形式で，Date and Timeフィールドは YYYYMMDD hh:mm:ss形式
で，Timeフィールドは hh:mm:ss形式で表示されます。

区分 レコード区分ごとの設定値

分 レコードが作成された時刻の 0秒

時 レコードが作成された時刻の 0分 0秒

日 レコードが作成された日の 0時 0分 0秒

週 レコードが作成された週の月曜日の 0時 0分 0秒

月 レコードが作成された月の 1日の 0時 0分 0秒

年 レコードが作成された年の 1月 1日の 0時 0分 0秒

区分 PFM - Web Console ODBCドライバ

分 Minute m

時 Hour H

日 Day D

週 Week W

月 Month M

年 Year Y
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5.　レコード
Storeデータベースに格納されているデータをエクスポートすると出力されるフィールド
Storeデータベースに格納されているデータを
エクスポートすると出力されるフィールド

jpctool db dump (jpcctrl dump)コマンドで，Storeデータベースに格納されてい
るデータをエクスポートすると，次に示すフィールドが出力されます。これらのフィー
ルドも，Storeデータベースに格納されるときに追加されるフィールドですが，PFM - 
Web Consoleでは表示されないため，レポートに表示するフィールドとして使用できま
せん。これらのフィールドは，PFM - Agentが内部で使用するフィールドであるため，
運用で使用しないでください。

• レコード ID_DATE_F
• レコード ID_DEVICEID_F
• レコード ID_DRAWER_TYPE_F
• レコード ID_DRAWER_COUNT
• レコード ID_DRAWER_COUNT_F
• レコード ID_INST_SEQ
• レコード ID_PRODID_F
• レコード ID_PROD_INST_F
• レコード ID_RECORD_TYPE
• レコード ID_RECORD_TYPE_F
• レコード ID_SEVERITY
• レコード ID_SEVERITY_F
• レコード ID_TIME_F
• レコード ID_UOWID
• レコード ID_UOWID_F
• レコード ID_UOW_INST
• レコード ID_UOW_INST_F
• レコード ID_PFM - Manager名 _COUNT
• レコード ID_PFM - Manager名 _SEC
• レコード ID_PFM - Manager名 _MSEC
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5.　レコード
レコードの注意事項
レコードの注意事項

レコードを収集する場合の注意事項を次に示します。

データを取得できない場合のレコード生成結果

フィールドに格納するデータを取得できない場合のレコード生成結果について説明しま
す。

●レコードが生成されない
次の場合，レコードは生成されません。
• DB2の性能値を表すフィールドに格納するパフォーマンスデータを PFM - Agent 

for DB2が収集できない場合
131



5.　レコード
レコード一覧
レコード一覧

ここでは，PFM - Agent for DB2で収集できるレコードの一覧を記載します。

PFM - Agent for DB2で収集できるレコードおよびそのレコードに格納される情報を，
カテゴリーごとにレコード名順で次の表に示します。

表 5-10　PFM - Agent for DB2のレコード一覧（レコード名順）

カテゴリー レコード名 レコード ID 格納される情報

DB2構成パラ
メーター

DB2 Configuration PD_DCFE DB2構成パラメーター情報。

データベース・
マネージャー・
レベル

Basic Information 
on Database 
Manager

PD_PD データベース・マネージャーの基本情報。

Basic Information 
on Database 
Manager Interval

PI_PI データベース・マネージャーの基本情報に
ついての，ある一定の単位とした情報。

データベース・
レベル

Basic Information 
on Database

PD_DBID データベース単位の基本情報。※ 1

Bufferpool Stat on 
Database

PD_DBPD バッファー・プールに関する情報。※ 1

Bufferpool Stat on 
Database Interval

PI_DBPI バッファー・プールについての，ある一定
の時間を単位とした情報。※ 1

Cache on Database PD_DCAD キャッシュ情報。※ 1

Cache on Database 
Interval

PI_DCAI キャッシュについての，ある一定の時間を
単位とした情報。※ 1

Lock Information on 
Database

PD_DLID データベースレベルのロック情報※ 1

Sort Status on 
Database

PD_DSOD ソートについての情報。※ 1

SQL Statement on 
Database

PD_DSQD SQL Statement情報。※ 1

アプリケーショ
ン・レベル

Basic Information 
on Application

PD_DBIA データベース単位の基本情報。※ 2

Cache on 
Application

PD_DCAA キャッシュ情報。※ 2

Lock Information on 
Application

PD_DLIA アプリケーションレベルのロック情報※ 2

SQL Statement on 
Application

PD_DSQA SQL Statement情報。※ 2

表スペース情報 Tablespace 
Information on DB

PD_DTID 表スペース情報。※ 1
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5.　レコード
レコード一覧
注※ 1
データベースレベルおよび表スペース情報は，一つ以上のアプリケーションがデー
タベースに接続しているか，またはデータベースが活動化状態の間に収集されます。
また，表スペース情報は，一度に最大 1,000レコードまで収集されます。

注※ 2
アプリケーションレベルの情報は，アプリケーションがデータベースに接続してい
る場合だけ収集されます。
また，アプリケーションレベルの情報は，一度に最大 1,000レコードまで収集され
ます。
133



5.　レコード
Basic Information on Application（PD_DBIA）
Basic Information on Application（PD_DBIA）

機能

アプリケーション・レベルのデータベース単位の基本情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

アプリケーションがデータベースに接続している間。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：629バイト

フィールド

詳細説明：
アプリケーション・ハンドルを使用すると，アクティブ・アプリケーションを一意
的に識別できます。アプリケーション・ハンドルは，エージェント IDと同義です。

 

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agent Id アプリケーショ
ンの固有 ID。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_A
GENT_ID

(AGENT_ID)
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5.　レコード
Basic Information on Application（PD_DBIA）
詳細説明：
照会内並列処理の実現の度合いを示します。

 

詳細説明：
この IDはクライアントとサーバの両者によって認識されるため，この IDを使用す
ると，アプリケーションのクライアント部分とサーバ部分を相関させることができ
ます。DDCSアプリケーションでアプリケーションのクライアント部分とサーバ部
分を相関させるには outbound_appl_idも必要です。この IDは，ネットワーク内で
は固有の IDです。アプリケーション IDにはさまざまな形式があり，データベー
ス・マネージャーまたは DDCS（またはその両方）を実行中のクライアントとサー
バマシン間の通信プロトコルによって形式が異なります。どの形式の場合もピリオ
ドで区切られた三つの部分で構成されます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents Top アプリケーショ
ン・レベルでは，
ステートメント
の実行時に使用
されたエージェ
ントの最大数。
データベース・
レベルでは，ア
プリケーション
用でのエージェ
ントの最大数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_A
GENTS_TOP

(AGENTS_T
OP)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Id アプリケーショ
ンがデータベー
ス・マネー
ジャーのデータ
ベースに接続し
たときの ID。

－ strin
g(33)

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_ID

(APPL_ID)
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5.　レコード
Basic Information on Application（PD_DBIA）
詳細説明：
このエレメントと appl_idを使用すると，データ項目をアプリケーションに関連づ
けることができます。クライアントサーバ環境では，この名前はデータベース接続
を確立するためにクライアントからサーバに送られます。DRDA-AS接続の場合は，
この名前は DEDA外部名となります。クライアント・アプリケーションのコード・
ページと実行中のデータベース・システム・モニターが使用しているコード・ペー
ジが異なる場合は，appl_nameを交換するときに codepage_idを利用できます。

 

詳細説明：
実行できるセクションの作業用コピーは，ユニークな SQL作業域に保管されます。
このカウンターは，コピーが使用できなかったために挿入が必要だった場合のカウ
ントです。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Name クライアントで
実行中のアプリ
ケーションの名
前。

－ strin
g(257
)

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_NAME

(APPL_NAM
E)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Section 
Inserts

SQL 作業域から
のアプリケー
ションによる
SQLセクション
挿入数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_SECTION
_INSERTS

(APPL_SEC
TION_INSE
RTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Section 
Lookups

SQL作業域から
のアプリケー
ションによる
SQLセクション
参照数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_SECTION
_LOOKUPS

(APPL_SEC
TION_LOOK
UPS)
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5.　レコード
Basic Information on Application（PD_DBIA）
詳細説明：
個々のエージェントには，実行できるセクションの作業用コピーが保持されるユ
ニークな SQL作業域へのアクセス権があります。
パーティション・データベースでは，この作業域はすべての非 SMPエージェントに
共有されます。SMPエージェントのあるその他の環境では，個々のエージェントに
ユニークな SQL作業域があります。
このカウンターは，アプリケーションのエージェントによって SQL作業域がアクセ
スされた回数を示します。このカウンターは，このアプリケーションに関して作動
しているエージェント用の SQL作業ヒープすべてに対する，参照回数の累計です。
このエレメントと appl_section_insertsを組み合わせて使用すると，SQL作業域に
使用されるヒープのサイズを調整できます。パーティション・データベースでは，
このサイズを制御しているのは，app_ctl_heap_sz構成パラメーターです。その他の
データベース環境では，SQL作業域のサイズには applheapsz構成パラメーターが
使用されます。すべての環境で，SMPエージェント用の SQL作業域のサイズは，
applheapszによって制御されます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーションを呼び出したユーザーを判別でき
ます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Auth Id モニターされて
いるアプリケー
ションを呼び出
したユーザーの
許可 ID。

－ strin
g(33)

No すべて － SQLM_ELM_A
UTH_ID

(AUTH_ID)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB Name 情報が収集され
るデータベース
の実名またはア
プリケーション
の接続先での
データベースの
実名。

－ strin
g(9)

No すべて － SQLM_ELM_D
B_NAME

(DB_NAME)
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5.　レコード
Basic Information on Application（PD_DBIA）
詳細説明：
このエレメントを使用すると，データが適用される特定のデータベースを識別でき
ます。
ホストへの接続または IBM製品でのデータベースサーバへの接続で DB2Connect
を使用しないアプリケーションの場合は，このエレメントと dc_pathモニター・エ
レメントを組み合わせて使用すると，データベースを個別に識別し，モニターが提
供する情報の各レベルに関連づけることができます。

 

詳細説明：
このエレメントと db_nameモニター・エレメントを組み合わせて使用すると，デー
タが適用される特定のデータベースを識別できます。

 

詳細説明：
データベース・レベルでは，hash_join_small_overflowsの値がこの
hash_join_overflowsの 10％を超える場合は，ソート・ヒープ・サイズを大きくす
ることを検討してください。アプリケーション・レベルの値は，個々のアプリケー
ションについてハッシュ結合のパフォーマンスを評価するときに使用できます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB Path モニター対象の
システムに保管
されているデー
タベースのロ
ケーションを示
す絶対パス。

－ strin
g(257
)

No すべて － SQLM_ELM_D
B_PATH

(DB_PATH)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Hash Join 
Overflows

ハッシュ結合
データが，使用
できるソート・
ヒープ・スペー
スを超えた回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_HA
SH_JOIN
_OVERFLOWS

(HASH_JOI
N_OVERFL
OWS)
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5.　レコード
Basic Information on Application（PD_DBIA）
詳細説明：
この値が 10％を超える場合は，ソート・ヒープ・サイズを大きくすることを検討し
てください。

 

詳細説明：
この値と hash_join_overflowsの値が大きい場合は，ソート・ヒープのしきい値を
大きくすることを検討してください。この値が hash_join_overflowsの 10％を超え
る場合は，ソート・ヒープ・サイズを大きくすることを検討してください。

 

詳細説明：

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Hash Join 
Overflows 
Rate

hash_join_small
_overflowsと
hash_join_overfl
owsの比率。

－ float No すべて － ( 
HASH_JOIN_S
MALL_OVERFL
OWS / 
HASH_JOIN_O
VERFLOWS ) ＊
100

(HASH_JOI
N_OVERFL
OWS_RATE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Hash Join 
Small 
Overflows

ハッシュ結合
データが，使用
できるソート・
ヒープ・スペー
スが 10％を超え
ない範囲で超え
た回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_H
ASH_JOIN
_SMALL_OVER
FLOWS

(HASH_JOI
N_SMALL_
OVERFLOW
S)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集され
る時間。秒単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)
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5.　レコード
Basic Information on Application（PD_DBIA）
特になし。
 

詳細説明：
このエレメントは，エージェント構成パラメーターの設定を評価するのに役立ちま
す。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Num Assoc 
Agents

一つのアプリ
ケーションに関
連づけられてい
るサブエージェ
ントの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_N
UM_ASSOC
_AGENTS

(NUM_ASSO
C_AGENTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格納
されたパフォー
マンスデータの
収集終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_T
IME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。常
に「DBIA」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_RE
CORD_TYP
E)
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5.　レコード
Basic Information on Application（PD_DBIA）
詳細説明：
データベースまたはアプリケーション・レベルで，この値と hash_join_overflows
および hash_join_small_overflowsを組み合わせて使用すると，ソート・ヒープ・
サイズを適度に大きくすることによって，ハッシュ結合に良い影響を与えられるか
どうかを判別できます。

 

詳細説明：
このエレメントの値は，ハッシュ結合が効率的に実行されていないことを示します。
ソート・ヒープ・サイズが小さ過ぎるか，またはソート・ヒープしきい値が小さ過
ぎることを示します。この値とその他のハッシュ結合変数を組み合わせて使用する
と，ソート・ヒープ・サイズ (sortheap)とソート・ヒープしきい値 (sheapthres)の
構成パラメーターを調整できます。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Total Hash 
Joins

実行されたハッ
シュ結合の合計
数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TO
TAL_HASH
_JOINS

(TOTAL_HA
SH_JOINS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Total Hash 
Loops

ハッシュ結合の
シングル・パー
ティションが，
使用できるソー
ト・ヒープ・ス
ペースよりも大
きかったときの
合計回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TO
TAL_HASH
_LOOPS

(TOTAL_HA
SH_LOOPS)
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5.　レコード
Basic Information on Database（PD_DBID）
Basic Information on Database（PD_DBID）

機能

データベース・レベルのデータベース単位の基本情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

一つ以上のアプリケーションがデータベースに接続しているか，データベースが活動化
状態の間。

レコードサイズ

●固定部：1,038バイト

●可変部：0バイト

フィールド

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents Top アプリケー
ション・レベ
ルでは，ス
テートメント
の実行時に使
用されたエー
ジェントの最
大数。データ
ベース・レベ
ルでは，アプ
リケーション
用でのエー
ジェントの最
大数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_TOP

(AGENTS_TO
P)
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5.　レコード
Basic Information on Database（PD_DBID）
詳細説明：
照会内並列処理の実現の度合いを示します。

 

詳細説明：
実行できるセクションの作業用コピーは，ユニークな SQL作業域に保管されます。
このカウンターは，コピーが使用できなかったために挿入が必要だった場合のカウ
ントです。

 

詳細説明：
個々のエージェントには，実行できるセクションの作業用コピーが保持されるユ
ニークな SQL作業域へのアクセス権があります。パーティション・データベースで
は，この作業域はすべての非 SMPエージェントに共有されます。SMPエージェン
トのあるその他の環境では，個々のエージェントにユニークな SQL作業域がありま
す。
このカウンターは，アプリケーションのエージェントによって SQL作業域がアクセ
スされた回数を示します。このカウンターは，このアプリケーションに関して作動
しているエージェント用の SQL作業ヒープすべてに対する，参照回数の累計です。
このエレメントと appl_section_insertsを組み合わせて使用すると，SQL作業域に
使用されるヒープのサイズを調整できます。パーティション・データベースでは，
このサイズを制御しているのは，app_ctl_heap_sz構成パラメーターです。その他の
データベース環境では，SQL作業域のサイズには applheapsz構成パラメーターが
使用されます。すべての環境で，SMPエージェント用の SQL作業域のサイズは，
applheapszによって制御されます。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Section 
Inserts

SQL 作業域か
らのアプリ
ケーションに
よる SQL セク
ション挿入数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_SECTION
_INSERTS

(APPL_SECTI
ON_INSERTS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Section 
Lookups

SQL作業域か
らのアプリ
ケーションに
よる SQLセク
ション参照数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_SECTION
_LOOKUPS

(APPL_SECTI
ON_LOOKUP
S)
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詳細説明：
このエレメントを使用して，データベース内の活動レベルおよび使用中のシステム・
リソースの量を確認できます。
DB2のマニュアルに記載されているmaxapplesおよびmax_coordagents構成パラ
メーターの設定値を調整するときに利用できます。例えば，この値がmaxapplesの
値と常に同じ場合は，maxapplesの値を増やせます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，このデータベースに接続されているアプリケーショ
ンで使用されているデータベース・マネージャーのエージェント・トークンの数が
わかります。rem_cons_in_execおよび local_cons_in_execの合計がmaxcagents構
成パラメーターの値と同じ場合は，DB2のマニュアルの説明に従って，そのパラ
メーターの値を増やす必要があります。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appls Cur 
Cons

現在データ
ベースに接続
されているア
プリケーショ
ンの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AP
PLS_CUR_CON
S

(APPLS_CUR_
CONS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appls In DB2 現在データ
ベースに接続
されている
データベー
ス・マネー
ジャが要求を
処理中のアプ
リケーション
の数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AP
PLS_IN_DB2

(APPLS_IN_D
B2)
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詳細説明：
コーディネーター・エージェントの最大値がこのノードのワークロードとして大き
過ぎる場合は，maxcagents構成パラメーターを変更することで，トランザクション
を同時に実行する数を減らせます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントは，DB2 のバージョン間での互換性を確保するために維持されてい
ます。現在は，メモリーの使用量を計算しますが，データベース・ヒープの使用量
だけが対象ではありません。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，データが適用される特定のデータベースを識別でき

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Coord Agents 
Top

同時に動作で
きるコーディ
ネーター・
エージェント
の最大数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_CO
ORD_AGENTS
_TOP

(COORD_AGE
NTS_TOP)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB Heap Top メモリーの使
用量。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DB
_HEAP_TOP

(DB_HEAP_T
OP)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB Name 情報が収集さ
れるデータ
ベースの実名
またはアプリ
ケーションの
接続先での
データベース
の実名。

－ strin
g(9)

No すべて － SQLM_ELM_DB
_NAME

(DB_NAME)
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ます。
ホストへの接続または IBM製品でのデータベースサーバへの接続で DB2Connect
を使用しないアプリケーションの場合は，このエレメントと dc_pathモニター・エ
レメントを組み合わせて使用すると，データベースを個別に識別し，モニターが提
供する情報の各レベルに関連づけることができます。

 

詳細説明：
このエレメントと db_nameモニター・エレメントを組み合わせて使用すると，デー
タが適用される特定のデータベースを識別できます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用して，データベースの状況を判断できます。このフィールド
の値は次のとおりです。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB Path モニター対象
のシステムに
保管されてい
るデータベー
スのロケー
ションを示す
絶対パス。

－ strin
g(257
)

No すべて － SQLM_ELM_DB
_PATH

(DB_PATH)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB Status データベース
の現在の状況。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DB
_STATUS

(DB_STATUS)

値 説明

0 データベースはアクティブです。

1 データベースは静止保留状態です。データベースに対する新しい接続は許可されま
せん。新しい作業単位も開始できません。静止要求によっては，アクティブな作業
単位の完了が許可される場合と即時ロールバックが行われる場合があります。

2 データベースは静止状態となっています。データベースに対する新しい接続は許可
されません。新しい作業単位も開始できません。

3 データベースでロールフォワードが進行中です。
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詳細説明：
データベース・レベルでは，hash_join_small_overflowsの値がこの
hash_join_overflowsの 10％を超える場合は，ソート・ヒープ・サイズを大きくす
ることを検討してください。アプリケーション・レベルの値は，個々のアプリケー
ションについてハッシュ結合のパフォーマンスを評価するときに使用できます。

 

詳細説明：
この値が 10％を超える場合は，ソート・ヒープ・サイズを大きくすることを検討し
てください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Hash Join 
Overflows

ハッシュ結合
データが，使
用できるソー
ト・ヒープ・
スペースを超
えた回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_HA
SH_JOIN
_OVERFLOWS

(HASH_JOIN_
OVERFLOWS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Hash Join 
Overflows Rate

hash_join_sm
all_overflows
と
hash_join_ove
rflowsの比率。

－ float No すべて － ( 
HASH_JOIN_S
MALL_OVERFL
OWS / 
HASH_JOIN_O
VERFLOWS ) ＊
100

(HASH_JOIN_
OVERFLOWS
_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Hash Join 
Small 
Overflows

ハッシュ結合
データが，使
用できるソー
ト・ヒープ・
スペースが 10
％を超えない
範囲で超えた
回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_HA
SH_JOIN_SMAL
L
_OVERFLOWS

(HASH_JOIN_
SMALL_OVER
FLOWS)
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詳細説明：
この値と hash_join_overflowsの値が大きい場合は，ソート・ヒープのしきい値を
大きくすることを検討してください。この値が hash_join_overflowsの 10％を超え
る場合は，ソート・ヒープ・サイズを大きくすることを検討してください。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，最後にバックアップをしてから時間が経過している
データベースを識別したり，最新のデータベース・バックアップ・ファイルを識別
したりできます。データベースを一度もバックアップしていない場合は，このタイ
ム・スタンプがゼロに初期化されます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Last Backup データベー
ス・バック
アップが最後
に完了した日
時。

－ strin
g(27)

No すべて － SQLM_ELM_LA
ST_BACKUP

(LAST_BACK
UP)
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詳細説明：
このエレメントは，エージェント構成パラメーターの設定を評価するのに役立ちま
す。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Num Assoc 
Agents

アプリケー
ション・レベ
ルでは，一つ
のアプリケー
ションに関連
づけられてい
るサブエー
ジェントの数。
データベー
ス・レベルで
は，すべての
アプリケー
ション用での
サブエージェ
ントの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_NU
M_ASSOC
_AGENTS

(NUM_ASSOC
_AGENTS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)

PFM - View名 説明 要約 形式 デルタ サポート
VR

制約 データソース

(PFM - Manager
名 )

Record Type レコード名。
常に
「DBID」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_RECO
RD_TYPE)
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特になし。
 

詳細説明：
データベースまたはアプリケーション・レベルで，この値と hash_join_overflows
および hash_join_small_overflowsを組み合わせて使用すると，ソート・ヒープ・
サイズを適度に大きくすることによって，ハッシュ結合に良い影響を与えられるか
どうかを判別できます。

 

詳細説明：
このエレメントの値は，ハッシュ結合が効率的に実行されていないことを示します。
ソート・ヒープ・サイズが小さ過ぎるか，またはソート・ヒープしきい値が小さ過
ぎることを示します。この値とその他のハッシュ結合変数を組み合わせて使用する
と，ソート・ヒープ・サイズ (sortheap)とソート・ヒープしきい値 (sheapthres)の
構成パラメーターを調整できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Total Hash 
Joins

実行された
ハッシュ結合
の合計数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TO
TAL_HASH
_JOINS

(TOTAL_HAS
H_JOINS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Total Hash 
Loops

ハッシュ結合
のシングル・
パーティショ
ンが，使用で
きるソート・
ヒープ・ス
ペースよりも
大きかったと
きの合計回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TO
TAL_HASH
_LOOPS

(TOTAL_HAS
H_LOOPS)
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詳細説明：
このエレメントを total_log_usedとともに使用して，ログ・スペースを使い果たす
ことを避けるために次の構成パラメーターを調整する必要があるかどうかを判別し
ます。
• logfilsiz
• logprimary
• logsecond

total_log_availableの値が０まで下がった場合，SQL0964Nが返されます。上記の
構成パラメーターの値を大きくするか，あるいは COMMIT，ROLLBACKまたは
FORCE APPLICATIONによって最も古いトランザクションを終了する必要があり
ます。
logsecondが -1に設定されていると，このエレメントには
SLQM_LOGSPACE_INFINITEが含まれます。
　

＜注意事項＞
DB2から戻される値はバイト単位ですが，Agent Collectorサービスがキロバイト単
位に変更します。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Total Log 
Available

非コミット・ト
ランザクション
によって使用さ
れていない，
データベース内
のアクティブ・
ログ・スペース
の量（キロバイ
ト単位）。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_TO
TAL_LOG_AVAI
LABLE

(TOTAL_LO
G_AVAILAB

LE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Total Log 
Used

データベースで
現在使用されて
いるアクティブ・
ログ・スペース
の合計量（キロ
バイト単位）。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_TO
TAL_LOG_USE
D

(TOTAL_LO
G_USED)
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詳細説明：
このエレメントを total_log_availabelとともに使用して，ログ・スペースを使い果
たすことを避けるために次の構成パラメーターを調整する必要があるかどうかを判
別します。
• logfilsiz
• logprimary
• logsecond

　

＜注意事項＞
DB2から戻される値はバイト単位ですが，Agent Collectorサービスにてキロバイト
単位に変更します。
152



5.　レコード
Basic Information on Database Manager（PD_PD）

（

Basic Information on Database Manager
PD_PD）

機能

データベース・マネージャ・レベルのデータベース単位の基本情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

データベースの起動中。

レコードサイズ

●固定部：845バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
この値には，DB2を始動したときに開始したエージェントの数が含まれます
（num_initagents）。
agents_from_poolと組み合わせて使用すると，次の比率を計算できます。

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents 
Created Empty 
Pool

エージェン
ト・プールが
空であったた
めに作成され
たエージェン
トの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_CREATE
D
_EMPTY_POOL

(AGENTS_CR
EATED_EMPT
Y_POOL)
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Agents Created Due to Empty Agent Pool/Agents Assigned From Pool
 

詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
 

詳細説明：
エージェント・プールが空のために作成されたエージェント・プールから
割り当てられたエージェントが高い場合は，num_poolagents構成パラメーターの
値を大きくする必要があることを示します。比率が低い場合は，num_poolagents
の設定が高過ぎて，プール内にほとんど使用されないエージェントがあり，システ
ム・リソースがむだになっていることを示します。

 

詳細説明：
このエレメントと agents_created_empty_poolを組み合わせて使用すると，プール
が空になってエージェントの作成が必要となる頻度を判別できます。
Agents Created Due to Empty Agent Pool/Agents Assigned From Pool
 

が高い場合は，num_poolagents構成パラメーターの値を大きくする必要があるこ
とを示します。比率が低い場合は，num_poolagentsの設定が高過ぎて，プール内
にほとんど使用されないエージェントがあり，システム・リソースがむだになって
いることを示します。
比率が高い場合は，このノードの総合ワークロードが高過ぎることを示します。
ワークロードは，maxcagents構成パラメーターが指定するコーディネーター・エー

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents 
Created Pool 
Rate

エージェン
ト・プールが
空のために
エージェント
が作成される
頻度。

－ float No すべて － ( 
AGENTS_CREA
TED_EMPTY_P
OOL / 
AGENTS_FROM
_POOL ) ＊ 100

(AGENTS_CR
EATED_POOL
_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents From 
Pool

エージェン
ト・プールか
ら割り当てら
れたエージェ
ントの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_FROM
_POOL

(AGENTS_FR
OM_POOL)
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ジェントの最大数を小さくするか，または各ノードにデータを再分散することで調
整できます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントは，maxagents構成パラメーターの設定値を評価するときに利用で
きます。

 

詳細説明：
このエレメントは，DB2のマニュアルに記載されているmaxagents構成パラメー
ターの設定値を評価するときに利用できます。
スナップショットの実行時に登録されたエージェントの数は，agents_registeredに

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents 
Registered

モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンスに登
録されている
エージェント
（コーディネー
ター・エー
ジェントとサ
ブエージェン
ト）の数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_REGISTE
RED

(AGENTS_RE
GISTERED)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents 
Registered Top

データベー
ス・マネー
ジャーが開始
されてからこ
れまでに同時
に登録されて
いたエージェ
ント (コー
ディネー
ター・エー
ジェントとサ
ブエージェン
ト )の最大数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_REGISTE
RED
_TOP(AGENTS_RE

GISTERED_T
OP)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager（PD_PD）
よって記録されます。
 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，maxcagents構成パラメーターの設定値を評価するの
に役立ちます。
各アプリケーションには，データベース・マネージャー内でデータベース要求を処
理するための専用コーディネーター・エージェントが一つずつ組み込まれます。各
エージェントは，トークンを取得してから，トランザクションを実行できます。
データベース・マネージャーのトランザクションを実行できるエージェントの最大
数は，maxcagents構成パラメーターの値によって制限されます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントは，DB2のマニュアルに記載されているmaxcagents構成パラメー
ターの設定値を評価するときに利用できます。
スナップショットの実行時にトークンを待機していたエージェントの数は，
agents_waiting_on_tokenによって記録されます。
Maxcagentsパラメーターをデフォルト値 (-1)に設定すると，トークンを待つエー

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents Waiting 
On Token

データベー
ス・マネー
ジャー内でト
ランザクショ
ンを実行する
ためにトーク
ンを待機中の
エージェント
の数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_WAITING
_ON_TOKEN

(AGENTS_WA
ITING_ON_T
OKEN)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents Waiting 
Top

データベー
ス・マネー
ジャーが開始
されてから，
同時にトーク
ンを待機して
いたエージェ
ントの最大数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_WAITING
_TOP

(AGENTS_WA
ITING_TOP)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager（PD_PD）
ジェントがなくなるため，このモニター・エレメントの値はゼロになります。
 

詳細説明：
このエレメントを使用するとmin_priv_mem構成パラメーターを設定するときに，
利用できる専用メモリーが十分にあるかどうかを確認できます。このエレメントは
すべてのプラットフォームで戻されますが，調整ができるのは DB2がスレッドを使
用するプラットフォーム（Windows 2000など）に限られます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
maxcagents構成パラメーターの設定値を調整するときに利用できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Comm Private 
Mem

スナップ
ショット時点
で，データ
ベース・マ
ネージャーの
インスタンス
が現在コミッ
トしている専
用メモリーの
量。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_CO
MM_PRIVATE
_MEM

(COMM_PRIV
ATE_MEM)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cons In Exec 
Total

モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンス内の
データベース
に接続してい
て，作業単位
を処理してい
るアプリケー
ションの合計
数。

－ ulon
g

No すべて － ( 
REM_CONS_IN
_EXEC + 
LOCAL_CONS_I
N_EXEC )

(CONS_IN_EX
EC_TOTAL)
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Basic Information on Database Manager（PD_PD）
詳細説明：
maxagents構成パラメーターの設定値を調整するときに利用できます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用して，データベース・マネージャー・インスタンスの状況を
判別できます。戻される値は次のとおりです。
• データベース・マネージャーが動作している場合：0（SQLM_DB2_ACTIVE）
• データベース・マネージャーが停止している場合：100（PFM - Agent for DB2に
よって設定される）

0もしくは 100以外の場合の詳細については，DB2のマニュアルを参照してくださ
い。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cons Total モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンスまた
はデータベー
スに接続して
いるアプリ
ケーションの
合計数。

－ ulon
g

No すべて － ( 
REM_CONS_IN 
+ LOCAL_CONS 
)

(CONS_TOTA
L)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB2 Status データベー
ス・マネー
ジャーの，イ
ンスタンスの
現在の状況。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DB
2_STATUS

(DB2_STATUS
)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager（PD_PD）
詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
この数は，データベース・マネージャーで発生している並列処理のレベルを判別す
るのに役立ちます。この値は頻繁に変化するため，システム使用量の現実的な値を
得るためには，ある一定の時間の中で特定のインターバルを設けてサンプルを採取
する必要があります。
この数値に含まれるのは，データベース・マネージャーと同じインスタンスで開始
したアプリケーションだけです。アプリケーションは接続されていますが，データ
ベース内で作業単位を実行している場合としていない場合があります。
このエレメントと rem_cons_inモニター・エレメントを組み合わせて使用すると，
DB2のマニュアルに記載されているmaxagents構成パラメーターの設定値を調整
するときに利用できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Local Cons モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンス内の
データベース
に接続してい
るローカル・
アプリケー
ションの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CAL_CONS

(LOCAL_CON
S)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Local Cons In 
Exec

モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンス内の
データベース
に接続してい
て，作業単位
を処理してい
るローカル・
アプリケー
ションの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CAL_CONS_IN
_EXEC

(LOCAL_CON
S_IN_EXEC)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager（PD_PD）
詳細説明：
この数は，データベース・マネージャーで発生している並列処理のレベルを判別す
るのに役立ちます。この値は頻繁に変化するため，システム使用量の現実的な値を
得るためには，ある一定の時間の中で特定のインターバルを設けてサンプルを採取
する必要があります。この数値に含まれるのは，データベース・マネージャーと同
じインスタンスで開始したアプリケーションだけです。
このエレメントと rem_cons_in_execモニター・エレメントを組み合わせて使用する
と，DB2のマニュアルに記載されているmaxcagents構成パラメーターの設定値を
調整するときに利用できます。

 

詳細説明：
この値が hash_join_overflowsの 5%より大きい場合は，ソート・ヒープのしきい値
を大きくしてください。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Post Threshold 
Hash Joins

共有または専
用のソート・
ヒープ・ス
ペースが同時
使用されてい
たためにハッ
シュ結合ヒー
プ要求が制限
された合計回
数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PO
ST_THRESHOL
D
_HASH_JOINS(POST_THRE

SHOLD_HAS
H_JOINS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Product Name 実行中の DB2 
インスタンス
のバージョン
の詳細情報。

－ strin
g(48)

No すべて － SQLM_ELM_PR
ODUCT_NAME

(PRODUCT_N
AME)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager（PD_PD）
詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
リモート・クライアントからこのインスタンス内のデータベースへの接続数を示し
ます。この値は頻繁に変化するため，システム使用量の現実的な値を得るためには，
ある一定の時間の中で特定のインターバルを設けてサンプルを採取する必要があり
ます。この数値には，データベース・マネージャーと同じインスタンスで開始した
アプリケーションは含まれません。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。
常に「PD」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_REC
ORD_TYPE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Rem Cons In モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャーのイン
スタンスに対
してリモー
ト・クライア
ントから開始
された接続の
数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_RE
M_CONS_IN

(REM_CONS_I
N)
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Basic Information on Database Manager（PD_PD）
これらのエレメントと local_consモニター・エレメントを組み合わせて使用すると，
DB2のマニュアルに記載されているmax_coordagents構成パラメーターの設定値を
調整するときに利用できます。

 

詳細説明：
この数値は，データベース・マネージャーで実行中の並列処理のレベルを判別する
ときに利用できます。この値は頻繁に変化するため，システム使用量の現実的な値
を得るためには，ある一定の時間の中で特定のインターバルを設けてサンプルを採
取する必要があります。この数値には，データベース・マネージャーと同じインス
タンスで開始したアプリケーションは含まれません。
このエレメントと local_cons_in_execモニター・エレメントを組み合わせて使用す
ると，DB2のマニュアルに記載されているmaxcagents構成パラメーターの設定値
を調整するときに利用できます。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Rem Cons In 
Exec

モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンス内の
データベース
に接続してい
て，作業単位
を処理してい
るリモート・
アプリケー
ションの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_RE
M_CONS_IN
_EXEC

(REM_CONS_I
N_EXEC)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Service Level DB2インスタ
ンスの現在の
修正サービ
ス・レベル。

－ strin
g(48)

No すべて － SQLM_ELM_SE
RVICE_LEVEL

(SERVICE_LE
VEL)
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詳細説明：
各ソートに割り振られたメモリー量は，利用できるソート・ヒープ・サイズの一部
だけの場合とすべての場合があります。ソート・ヒープ・サイズは各ソートで利用
できるメモリー量を示し，データベース構成パラメーターの sortheapに定義されて
いる値です。
一つのアプリケーションが同時に複数のソートをアクティブにできます。例えば，
副照会付きの SELECTステートメントを使用すると，同時に複数のソートが行われ
る場合があります。
情報は次の二つのレベルで収集できます。
• データベース・マネージャーのレベルでは，データベース・マネージャー内のア
クティブなすべてのデータベースでのすべてのソートを対象に，割り振られた
ソート・ヒープ・スペースの合計を示します。

• データベース・レベルでは，一つのデータベース内でのすべてのソートを対象に，
割り振られたソート・ヒープ・スペースの合計を示します。

通常のメモリーの見積もりにはソート・ヒープ・スペースは含まれません。過剰な
ソートが発生している場合は，ソート・ヒープに使用される追加のメモリー量を
データベース・マネージャーを実行するのに必要な基本メモリー量に加える必要が
あります。一般に，ソート・ヒープが大きくなるほど，ソート効率は高くなります。
索引を正しく使用すると，ソートに必要な量を少なくできます。
データベース・マネージャー・レベルに戻された情報は，sheapthres構成パラメー
ターの調整に利用できます。エレメントの値が sheapthres以上になっている場合
は，sheapthresパラメーターに定義されているソート・ヒープをソートで完全に得
られていないことを示します。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sort Heap 
Allocated

スナップ
ショットが取
られたときに，
選択したレベ
ルのすべての
ソートに割り
振られたソー
ト・ヒープ・
スペース用の
ページ数の合
計。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_SO
RT_HEAP
_ALLOCATED

(SORT_HEAP_
ALLOCATED)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）

（

Basic Information on Database Manager Interval
PI_PI）

機能

データベース・マネージャ・レベルのデータベース単位の基本情報についての，ある一
定の時間を単位とした情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

データベースの起動中。

レコードサイズ

●固定部：857バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
この値には，DB2を始動したときに開始したエージェントの数が含まれます
（num_initagents）。

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log Yes ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents 
Created Empty 
Pool

エージェン
ト・プールが
空であったた
めに作成され
たエージェン
トの数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_CREATE
D
_EMPTY_POOL

(AGENTS_CR
EATED_EMPT
Y_POOL)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
agents_from_poolと組み合わせて使用すると，次の比率を計算できます。
Agents Created Due to Empty Agent Pool/Agents Assigned From Pool
 

詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
 

詳細説明：
エージェント・プールが空のために作成されたエージェント・プールから
割り当てられたエージェントが高い場合は，num_poolagents構成パラメーターの
値を大きくする必要があることを示します。比率が低い場合は，num_poolagents
の設定が高過ぎて，プール内にほとんど使用されないエージェントがあり，システ
ム・リソースがむだになっていることを示します。

 

詳細説明：
このエレメントと agents_created_empty_poolを組み合わせて使用すると，プール
が空になってエージェントの作成が必要となる頻度を判別できます。
Agents Created Due to Empty Agent Pool/Agents Assigned From Pool
 

が高い場合は，num_poolagents構成パラメーターの値を大きくする必要があるこ
とを示します。比率が低い場合は，num_poolagentsの設定が高過ぎて，プール内
にほとんど使用されないエージェントがあり，システム・リソースがむだになって
いることを示します。
比率が高い場合は，このノードの総合ワークロードが高過ぎることを示します。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents 
Created Pool 
Rate

エージェン
ト・プールが
空のために
エージェント
が作成される
頻度。

AVG float No すべて － ( 
AGENTS_CREA
TED_EMPTY_P
OOL / 
AGENTS_FROM
_POOL ) ＊ 100

(AGENTS_CR
EATED_POOL
_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents From 
Pool

エージェン
ト・プールか
ら割り当てら
れたエージェ
ントの数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_FROM
_POOL

(AGENTS_FR
OM_POOL)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
ワークロードは，maxcagents構成パラメーターが指定するコーディネーター・エー
ジェントの最大数を小さくするか，または各ノードにデータを再分散することで調
整できます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントは，maxagents構成パラメーターの設定値を評価するときに利用で
きます。

 

詳細説明：
このエレメントは，DB2のマニュアルに記載されているmaxagents構成パラメー
ターの設定値を評価するときに利用できます。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents 
Registered

モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンスに登
録されている
エージェント
（コーディネー
ター・エー
ジェントとサ
ブエージェン
ト）の数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_REGISTE
RED

(AGENTS_RE
GISTERED)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents 
Registered Top

データベー
ス・マネー
ジャーが開始
されてからこ
れまでに同時
に登録されて
いたエージェ
ント (コー
ディネー
ター・エー
ジェントとサ
ブエージェン
ト )の最大数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_REGISTE
RED
_TOP(AGENTS_RE

GISTERED_T
OP)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
スナップショットの実行時に登録されたエージェントの数は，agents_registeredに
よって記録されます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，maxcagents構成パラメーターの設定値を評価するの
に役立ちます。
各アプリケーションには，データベース・マネージャー内でデータベース要求を処
理するための専用コーディネーター・エージェントが一つずつ組み込まれます。各
エージェントは，トークンを取得してから，トランザクションを実行できます。
データベース・マネージャーのトランザクションを実行できるエージェントの最大
数は，maxcagents構成パラメーターの値によって制限されます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントは，DB2のマニュアルに記載されているmaxcagents構成パラメー
ターの設定値を評価するときに利用できます。
スナップショットの実行時にトークンを待機していたエージェントの数は，
agents_waiting_on_tokenによって記録されます。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents Waiting 
On Token

データベー
ス・マネー
ジャー内でト
ランザクショ
ンを実行する
ためにトーク
ンを待機中の
エージェント
の数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_WAITING
_ON_TOKEN

(AGENTS_WA
ITING_ON_T
OKEN)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agents Waiting 
Top

データベー
ス・マネー
ジャーが開始
されてから，
同時にトーク
ンを待機して
いたエージェ
ントの最大数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENTS_WAITING
_TOP

(AGENTS_WA
ITING_TOP)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
Maxcagentsパラメーターをデフォルト値 (-1)に設定すると，トークンを待つエー
ジェントがなくなるため，このモニター・エレメントの値はゼロになります。

 

詳細説明：
このエレメントを使用するとmin_priv_mem構成パラメーターを設定するときに，
利用できる専用メモリーが十分にあるかどうかを確認できます。このエレメントは
すべてのプラットフォームで戻されますが，調整ができるのは DB2がスレッドを使
用するプラットフォーム（Windows 2000など）に限られます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
maxcagents構成パラメーターの設定値を調整するときに利用できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Comm Private 
Mem

スナップ
ショット時点
で，データ
ベース・マ
ネージャーの
インスタンス
が現在コミッ
トしている専
用メモリーの
量。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_CO
MM_PRIVATE
_MEM

(COMM_PRIV
ATE_MEM)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cons In Exec 
Total

モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンス内の
データベース
に接続してい
て，作業単位
を処理してい
るアプリケー
ションの合計
数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － ( 
REM_CONS_IN
_EXEC + 
LOCAL_CONS_I
N_EXEC )

(CONS_IN_EX
EC_TOTAL)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
詳細説明：
maxagents構成パラメーターの設定値を調整するときに利用できます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用して，データベース・マネージャー・インスタンスの状況を
判別できます。戻される値は次のとおりです。
• データベース・マネージャーが動作している場合：0（SQLM_DB2_ACTIVE）
• データベース・マネージャーが停止している場合：100（PFM - Agent for DB2に
よって設定される）

0もしくは 100以外の場合の詳細については，DB2のマニュアルを参照してくださ
い。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cons Total モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンスまた
はデータベー
スに接続して
いるアプリ
ケーションの
合計数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － ( 
REM_CONS_IN 
+ LOCAL_CONS 
)

(CONS_TOTA
L)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB2 Status データベー
ス・マネー
ジャーの，イ
ンスタンスの
現在の状況。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DB
2_STATUS

(DB2_STATUS
)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

COP
Y

ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
この数は，データベース・マネージャーで発生している並列処理のレベルを判別す
るのに役立ちます。この値は頻繁に変化するため，システム使用量の現実的な値を
得るためには，ある一定の時間の中で特定のインターバルを設けてサンプルを採取
する必要があります。
この数値に含まれるのは，データベース・マネージャーと同じインスタンスで開始
したアプリケーションだけです。アプリケーションは接続されていますが，データ
ベース内で作業単位を実行している場合としていない場合があります。
このエレメントと rem_cons_inモニター・エレメントを組み合わせて使用すると，
DB2のマニュアルに記載されているmaxagents構成パラメーターの設定値を調整
するときに利用できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Local Cons モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンス内の
データベース
に接続してい
るローカル・
アプリケー
ションの数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CAL_CONS

(LOCAL_CON
S)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Local Cons In 
Exec

モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンス内の
データベース
に接続してい
て，作業単位
を処理してい
るローカル・
アプリケー
ションの数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CAL_CONS_IN
_EXEC

(LOCAL_CON
S_IN_EXEC)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
詳細説明：
この数は，データベース・マネージャーで発生している並列処理のレベルを判別す
るのに役立ちます。この値は頻繁に変化するため，システム使用量の現実的な値を
得るためには，ある一定の時間の中で特定のインターバルを設けてサンプルを採取
する必要があります。この数値に含まれるのは，データベース・マネージャーと同
じインスタンスで開始したアプリケーションだけです。
このエレメントと rem_cons_in_execモニター・エレメントを組み合わせて使用する
と，DB2のマニュアルに記載されているmaxcagents構成パラメーターの設定値を
調整するときに利用できます。

 

詳細説明：
この値が hash_join_overflowsの 5%より大きい場合は，ソート・ヒープのしきい値
を大きくしてください。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Post Threshold 
Hash Joins

共有または専
用のソート・
ヒープ・ス
ペースが同時
使用されてい
たためにハッ
シュ結合ヒー
プ要求が制限
された合計回
数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PO
ST_THRESHOL
D
_HASH_JOINS(POST_THRE

SHOLD_HAS
H_JOINS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Product Name 実行中の DB2 
インスタンス
のバージョン
の詳細情報。

COP
Y

strin
g(48)

No すべて － SQLM_ELM_PR
ODUCT_NAME

(PRODUCT_N
AME)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
リモート・クライアントからこのインスタンス内のデータベースへの接続数を示し
ます。この値は頻繁に変化するため，システム使用量の現実的な値を得るためには，
ある一定の時間の中で特定のインターバルを設けてサンプルを採取する必要があり
ます。この数値には，データベース・マネージャーと同じインスタンスで開始した
アプリケーションは含まれません。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

COP
Y

time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。
常に「PI」。

COP
Y

char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_REC
ORD_TYPE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Rem Cons In モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャーのイン
スタンスに対
してリモー
ト・クライア
ントから開始
された接続の
数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_RE
M_CONS_IN

(REM_CONS_I
N)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
これらのエレメントと local_consモニター・エレメントを組み合わせて使用すると，
DB2のマニュアルに記載されているmax_coordagents構成パラメーターの設定値を
調整するときに利用できます。

 

詳細説明：
この数値は，データベース・マネージャーで実行中の並列処理のレベルを判別する
ときに利用できます。この値は頻繁に変化するため，システム使用量の現実的な値
を得るためには，ある一定の時間の中で特定のインターバルを設けてサンプルを採
取する必要があります。この数値には，データベース・マネージャーと同じインス
タンスで開始したアプリケーションは含まれません。
このエレメントと local_cons_in_execモニター・エレメントを組み合わせて使用す
ると，DB2のマニュアルに記載されているmaxcagents構成パラメーターの設定値
を調整するときに利用できます。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Rem Cons In 
Exec

モニター中の
データベー
ス・マネー
ジャー・イン
スタンス内の
データベース
に接続してい
て，作業単位
を処理してい
るリモート・
アプリケー
ションの数。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_RE
M_CONS_IN
_EXEC

(REM_CONS_I
N_EXEC)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Service Level DB2インスタ
ンスの現在の
修正サービ
ス・レベル。

COP
Y

strin
g(48)

No すべて － SQLM_ELM_SE
RVICE_LEVEL

(SERVICE_LE
VEL)
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5.　レコード
Basic Information on Database Manager Interval（PI_PI）
詳細説明：
各ソートに割り振られたメモリー量は，利用できるソート・ヒープ・サイズの一部
だけの場合とすべての場合があります。ソート・ヒープ・サイズは各ソートで利用
できるメモリー量を示し，データベース構成パラメーターの sortheapに定義されて
いる値です。
一つのアプリケーションが同時に複数のソートをアクティブにできます。例えば，
副照会付きの SELECTステートメントを使用すると，同時に複数のソートが行われ
る場合があります。
情報は次の二つのレベルで収集できます。
• データベース・マネージャーのレベルでは，データベース・マネージャー内のア
クティブなすべてのデータベースでのすべてのソートを対象に，割り振られた
ソート・ヒープ・スペースの合計を示します。

• データベース・レベルでは，一つのデータベース内でのすべてのソートを対象に，
割り振られたソート・ヒープ・スペースの合計を示します。

通常のメモリーの見積もりにはソート・ヒープ・スペースは含まれません。過剰な
ソートが発生している場合は，ソート・ヒープに使用される追加のメモリー量を
データベース・マネージャーを実行するのに必要な基本メモリー量に加える必要が
あります。一般に，ソート・ヒープが大きくなるほど，ソート効率は高くなります。
索引を正しく使用すると，ソートに必要な量を少なくできます。
データベース・マネージャー・レベルに戻された情報は，sheapthres構成パラメー
ターの調整に利用できます。エレメントの値が sheapthres以上になっている場合
は，sheapthresパラメーターに定義されているソート・ヒープをソートで完全に得
られていないことを示します。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sort Heap 
Allocated

スナップ
ショットが取
られたときに，
選択したレベ
ルのすべての
ソートに割り
振られたソー
ト・ヒープ・
スペース用の
ページ数の合
計。

COP
Y

ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_SO
RT_HEAP
_ALLOCATED

(SORT_HEAP_
ALLOCATED)
174



5.　レコード
Bufferpool Stat on Database（PD_DBPD）
Bufferpool Stat on Database（PD_DBPD）

機能

データベース・レベルのバッファー・プールに関する情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

一つ以上のアプリケーションがデータベースに接続しているか，データベースが活動化
状態の間。

レコードサイズ

●固定部：825バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
特になし。

 

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)
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5.　レコード
Bufferpool Stat on Database（PD_DBPD）
詳細説明：
このエレメントと pool_data_p_readsを組み合わせて使用すると，同期で実行され
た物理読み取り数を計算できます。データベース・マネージャーのエージェントが
実行したデータ・ページ物理読み取り数は，次の公式を使用します。
pool_data_p_reads-pool_async_data_reads
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，プリフェッチャーの動作状態が
わかります。このエレメントは，num_ioservers構成パラメーターを調整するとき
に役に立ちます
非同期読み取りは，データベース・マネージャーのプリフェッチャーが実行します。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
num_ioservers構成パラメーターを調整するときに役に立ちます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Reads

バッファー・
プールに非同
期で読み取ら
れるページ数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_DA
TA
_READS(POOL_ASYN

C_DATA_REA
DS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Reads 
Rate

データ・ペー
ジをバッ
ファー・プー
ルに入れるた
めの入出力を
必要とした読
み取り要求の
数に対する，
プリフェッ
チャーが非同
期でバッ
ファー・プー
ルに読み取る
データ・ペー
ジ数の割合。

－ float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_
DATA_READS / 
POOL_DATA_P_
READS ) ＊ 100(POOL_ASYN

C_DATA_REA
DS_RATE)
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5.　レコード
Bufferpool Stat on Database（PD_DBPD）
詳細説明：
このエレメントと buff_pool_data_writesを組み合わせて使用すると，同期で実行さ
れた物理書き込み要求の数を計算できます。データベース・マネージャーのエー
ジェントが実行したデータ・ページ物理書き込み数は，次の公式を使用します。
pool_data_writes-pool_async_data_writes
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，バッファー・プール・ページ・
クリーナーの動作状態がわかります。この比率は，num_iocleaners構成パラメー
ターを調整するときに役に立ちます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Writes

非同期ペー
ジ・クリー
ナーまたはプ
リフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル・データ・
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_DA
TA
_WRITES(POOL_ASYN

C_DATA_WRI
TES)
177



5.　レコード
Bufferpool Stat on Database（PD_DBPD）
詳細説明：
num_iocleaners構成パラメーターは，この値が 100%に近く，かつ，
POOL_ASYNC_INDEX_WRITES_RATEも 100%に近い場合，小さくできます。
また，この値が 0%に近い場合，大きくする必要があります。

 

詳細説明：
このエレメントと pool_index_p_readsを組み合わせて使用すると，同期で実行され
た物理読み取り数を計算できます。データベース・マネージャーのエージェントが
実行した索引ページ物理読み取り数は，次の公式を使用します。
pool_index_p_reads-pool_async_index_reads
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，プリフェッチャーの動作状態が
わかります。このエレメントは，num_ioservers構成パラメーターを調整するとき
に役に立ちます。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Writes 
Rate

バッファー・
プール・デー
タ・ページが
ディスクに物
理的に書き込
まれた回数に
対する，非同
期ページ・ク
リーナーまた
はプリフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル・データ・
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数の割合。

－ float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_
DATA_WRITES / 
POOL_DATA_W
RITES ) ＊ 100(POOL_ASYN

C_DATA_WRI
TES_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Reads

プリフェッ
チャーが非同
期でバッ
ファー・プー
ルに読み取る
索引ページ数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_IND
EX
_READS(POOL_ASYN

C_INDEX_RE
ADS)
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非同期読み取りは，データベース・マネージャーのプリフェッチャーが実行します。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
num_ioservers構成パラメーターを調整するときに役に立ちます。

 

詳細説明：
このエレメントと pool_index_writesを組み合わせて使用すると，同期で実行され
た物理索引書き込み要求数を計算できます。データベース・マネージャーのエー
ジェントが実行した物理索引ページ書き込み数は，次の公式を使用します。
pool_index_writes-pool_async_index_writes
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，バッファー・プール・ページ・

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Reads 
Rate

索引ページを
バッファー・
プールに入れ
るための物理
読み取り要求
の数に対する，
プリフェッ
チャーが非同
期でバッ
ファー・プー
ルに読み取る
索引ページ数
の割合。

－ float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_I
NDEX_READS / 
POOL_INDEX_P
_READS ) ＊ 100(POOL_ASYN

C_INDEX_RE
ADS_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Writes

非同期ペー
ジ・クリー
ナーまたはプ
リフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル索引ページ
がディスクに
物理的に書き
込まれた回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_IND
EX
_WRITES(POOL_ASYN

C_INDEX_WR
ITES)
179



5.　レコード
Bufferpool Stat on Database（PD_DBPD）
クリーナーの動作状態がわかります。この比率は，num_iocleaners構成パラメー
ターを調整するときに役に立ちます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
num_iocleaners構成パラメーターは，この値が 100%に近く，かつ，
POOL_ASYNC_DATA_WRITES_RATEも 100%に近い場合，小さくできます。ま
た，この値が 0%に近い場合，大きくする必要があります。

 

詳細説明：
このエレメントを使用して同期読み取りの経過時間を計算するには，次の公式を使
用します。
pool_read_time-pool_async_read_time

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Writes 
Rate

バッファー・
プール索引
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数に対す
る，非同期
ページ・ク
リーナーまた
はプリフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル索引ページ
がディスクに
物理的に書き
込まれた回数
の割合。

－ float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_I
NDEX_WRITES 
/ 
POOL_INDEX_
WRITES )＊ 100

(POOL_ASYN
C_INDEX_WR
ITES_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Read Time

データベー
ス・マネー
ジャーのプリ
フェッチャー
が読み取りに
要した合計経
過時間。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_RE
AD
_TIME(POOL_ASYN

C_READ_TIM
E)
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このエレメントを使用して平均非同期読み取り時間を計算するには，次の公式を使
用します。
pool_async_read_time/pool_async_data_reads
 

これらの計算は，実行中の入出力操作を把握するときに使用します。
 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Read Time Avg

データベー
ス・マネー
ジャーのプリ
フェッチャー
が読み取りに
要した合計経
過時間の平均
値。

－ float No すべて － POOL_ASYNC_
READ_TIME / ( 
POOL_ASYNC_
DATA_READS + 
POOL_ASYNC_I
NDEX_READS )

(POOL_ASYN
C_READ_TIM
E_AVG)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Total Reads

プリフェッ
チャーが非同
期でバッ
ファー・プー
ルに読み取る
データ・ペー
ジおよび索引
ページの合計。

－ ulon
g

No すべて － POOL_ASYNC_
DATA_READS + 
POOL_ASYNC_I
NDEX_READS(POOL_ASYN

C_TOTAL_RE
ADS)
181
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
同期によるページ書き込みでの経過時間を計算するには，次の公式を使用します。
pool_write_time_-pool_async_write_time
 
このエレメントを使用すると，平均非同期読み取り時間も計算できます。次の公式
を使用します。
pool_async_write_time/
(pool_async_data_writes+pool_async_index_writes)
 

これらの計算は，実行中の入出力操作を把握するときに使用します。
 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Total Writes

非同期ペー
ジ・クリー
ナーまたはプ
リフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル・データ・
ページまたは
索引ページが
ディスクに物
理的に書き込
まれた回数。

－ ulon
g

No すべて － POOL_ASYNC_
DATA_WRITES 
+ 
POOL_ASYNC_I
NDEX_WRITES

(POOL_ASYN
C_TOTAL_WR
ITES)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Write Time

データベー
ス・マネー
ジャーのペー
ジ・クリー
ナーがデー
タ・ページま
たは索引ペー
ジをバッ
ファー・プー
ルからディス
クに書き込む
のに要した合
計経過時間。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_WR
ITE
_TIME(POOL_ASYN

C_WRITE_TI
ME)
182
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
必要なページがバッファー・プールになく，拡張ストレージにある場合は，その
ページは拡張ストレージからバッファー・プールにコピーされます。このコピー処
理によって共有メモリー・セグメントへの接続コストが必要になりますが，ディス
ク読み取りコストを節約できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Write Time Avg

データベー
ス・マネー
ジャーのペー
ジ・クリー
ナーがデー
タ・ページま
たは索引ペー
ジをバッ
ファー・プー
ルからディス
クに書き込む
のに要した合
計経過時間の
平均値。

－ float No すべて － POOL_ASYNC_
WRITE_TIME / ( 
POOL_ASYNC_
DATA_WRITES 
+ 
POOL_ASYNC_I
NDEX_WRITES 
)

(POOL_ASYN
C_WRITE_TI
ME_AVG)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data 
From Estore

拡張ストレー
ジからコピー
されたバッ
ファー・プー
ルのデータ・
ページの数。
監視対象が
DB2の V9.1
以降の場合は，
非推奨となる
ため正しい値
を収集できま
せん。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA_FRO
M
_ESTORE(POOL_DATA_

FROM_ESTO
RE)
183
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詳細説明：
バッファー・プール当たりのデータ・ページ・ヒット率です。

 

詳細説明：
このカウントには，次のデータへのアクセスが含まれます。
• データベース・マネージャーがページの処理を必要としたときにバッファー・
プールにすでにあるデータ。

• データベース・マネージャーがページを処理する前にバッファー・プールに読み
取られたデータ。

pool_data_p_readsと組み合わせて使用すると，次の公式でバッファー・プール当
たりのデータ・ページ・ヒット率を計算できます。
1-(pool_data_p_reads/pool_data_l_reads)
 

pool_data_p_reads，pool_index_p_reads，および pool_index_l_readsと組み合わ
せて使用すると，次の公式で総合バッファー・プール・ヒット率を計算できます。
1-((pool_data_p_reads+pool_index_p_reads)/
(pool_data_l_reads+pool_index_l_reads))
 

バッファー・プール・サイズを大きくすると，一般的にヒット率は高くなりますが，
ある点を超えると逆に低くなります。理想的には，データベース全体を保管できる
ような大きなバッファー・プールを割り振ることができれば，システムが稼働中の
ヒット率は 100％になります。しかし，現実的にはそうしたことは起こりません。
実際には，使用するデータのサイズとそのデータへのアクセス方法によってヒット

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data Hit 
Rate

データ・ペー
ジ・ヒット率。

－ float No すべて － ( 1 - ( 
POOL_DATA_P_
READS / 
POOL_DATA_L_
READS ) ) ＊ 100

(POOL_DATA_
HIT_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data L 
Reads

バッファー・
プールを通っ
たデータ・
ページの論理
読み取り要求
の数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA_L
_READS

(POOL_DATA_
L_READS)
184
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率の意味は異なります。非常に大きなデータベースでアクセスが均等な場合は，
ヒット率が低くなります。表が非常に大きな場合は，対応する方法はほとんどあり
ません。この場合，より小さく，頻繁にアクセスがあるような表，および索引に焦
点を当ててください。そして，ヒット率を高くしたいバッファー・プールにこれら
を個別に割り当ててください。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
ビクティム・ページとして選択されたページは，バッファー・プールから拡張スト
レージにコピーされます。このコピー処理が必要になるのは，バッファー・プール
内に新しいページのためのスペースが必要な場合です。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data P 
Reads

データ・ペー
ジをバッ
ファー・プー
ルに入れるた
めの入出力を
必要とした読
み取り要求の
数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA_P
_READS

(POOL_DATA_
P_READS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data To 
Estore

拡張ストレー
ジにコピーさ
れたバッ
ファー・プー
ルのデータ・
ページの数。
監視対象が
DB2の V9.1
以降の場合は，
非推奨となる
ため正しい値
を収集できま
せん。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA_TO
_ESTORE

(POOL_DATA_
TO_ESTORE)
185
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詳細説明：
pool_data_p_readsのパーセンテージが高いためにバッファー・プール・データ・
ページがディスクへ書き込まれる場合は，データベースで利用できるバッファー・
プール・ページ数を増やすとパフォーマンスを改善できます。
バッファー・プール・データ・ページをディスクに書き込む理由は次のとおりです。
• バッファー・プール内のページを解放して，次のページを読み取れるようにする。
• バッファー・プールを空にする。

システムがあるページを書き込むときに，新しいページのためのスペースを用意す
るとは限りません。そのページが更新されていなければ，単純に置換されます。こ
のエレメントでは，このような置換はカウントされません。
データ・ページは，バッファー・プール・スペースが必要になる前に，非同期ペー
ジ・クリーナー・エージェントによって書き込まれます。非同期ページの書き込み
は，同期ページの書き込みと合わせて，このエレメントの値に含まれます。
このパーセンテージを計算するときは，バッファー・プールを最初に埋めるために
必要となる物理読み取り数は無視してください。書き込みページ数は，次のように
求めます。
1. アプリケーションを実行する（バッファーをロードする）。
2. このエレメントの値を書き取る。
3. アプリケーションを再び実行する。
4. このエレメントの新しい値から手順 2で記録した値を引く。

アプリケーションを終了してから次に実行するまでの間にバッファー・プールの割
り振りが解除されるのを防止するには，次のどちらかをします。
• ACTIVATEDATABASEコマンドを使用してデータベースをアクティブにする。
• アイドル状態のアプリケーションをデータベースに接続する。

すべてのアプリケーションがデータベースを更新するような場合は，ほとんどの
バッファー・プール・ページが更新されたデータを含んでおり，これをディスクに
書き込む必要があるので，バッファー・プールのサイズを大きくしてもパフォーマ
ンスはあまり改善されません。ただし，更新されたページを書き出す前に，ほかの
作業単位がこのページを使用できるときは，バッファー・プールが書き込み操作と
読み取り操作を節約できるので，パフォーマンスが向上することがあります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data 
Writes

バッファー・
プール・デー
タ・ページが
ディスクに物
理的に書き込
まれた回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA
_WRITES

(POOL_DATA_
WRITES)
186
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詳細説明：
次の公式を使用すると，クリーナー呼び出しの合計に占めるこのエレメントのパー
センテージを計算できます。
pool_drty_pg_steal_clns/
(pool_drty_pg_steal_clns+pool_drty_pg_thrsh_clns+pool_lsn_gap_c
lns)
 

この比率が低い場合は，定義したページ・クリーナー数が多過ぎることを示します。
chngpgs_threshをあまり低く設定すると，ダーティー・ページになるページを書き
出すおそれがあります。クリーニングをあまり積極的にすると，バッファー・プー
ルの一つの目的である，書き込みをできるだけ遅らせることができなくなります。
この比率が高い場合は，定義したページ・クリーナー数が少な過ぎることを示しま
す。ページ・クリーナー数が少な過ぎると，障害が発生したときのリカバリー時間
が長くなります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

注：
ダーティー・ページはディスクに書き出されますが，バッファー・プールに新
しいページを読み取るためのスペースが必要な場合を除いて，このページは
バッファー・プールからすぐには除去されません。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Drty PG 
Steal Clns

データベース
のビクティ
ム・バッ
ファー置換の
際に同期書き
込みが必要に
なりページ・
クリーナーが
呼び出された
回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DRTY_PG
_STEAL_CLNS

(POOL_DRTY
_PG_STEAL_C
LNS)
187
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詳細説明：
この比率が低い場合は，定義したページ・クリーナー数が多過ぎることを示します。
chngpgs_threshをあまり低く設定すると，ダーティー・ページになるページを書き
出すおそれがあります。クリーニングをあまり積極的にすると，バッファー・プー
ルの一つの目的である，書き込みをできるだけ遅らせることができなくなります。
この比率が高い場合は，定義したページ・クリーナー数が少な過ぎることを示しま
す。ページ・クリーナー数が少な過ぎると，障害が発生したときのリカバリー時間
が長くなります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
しきい値は chngpgs_thresh構成パラメーターによって設定されます。この値は，
バッファー・プール・サイズに適用されるパーセンテージです。プール内のダー
ティー・ページ数がこの値を超えると，クリーナーを起動します。
この設定値が低過ぎると，ページの書き出しが早過ぎて，再読み取りが必要になり

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Drty PG 
Steal Clns 
Rate

クリーナー呼
び出しの合計
に対する，
データベース
のビクティ
ム・バッ
ファー置換の
際に同期書き
込みが必要に
なりページ・
クリーナーが
呼び出された
回数の割合。

－ float No すべて － POOL_DRTY_P
G_STEAL_CLNS 
/ ( 
POOL_DRTY_P
G_STEAL_CLNS 
+ 
POOL_DRTY_P
G_THRSH_CLN
S + 
POOL_LSN_GA
P_CLNS )

(POOL_DRTY
_PG_STEAL_C
LNS_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Drty PG 
Thrsh Clns

バッファー・
プールがデー
タベースの
ダーティー・
ページしきい
値基準に達し
たためにペー
ジ・クリー
ナーが呼び出
された回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DRTY_PG
_THRSH_CLNS

(POOL_DRTY
_PG_THRSH_
CLNS)
188
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ます。設定値が高過ぎると，累積されるページ数が多くなり，ページを同期で書き
出す必要が生じます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
必要な索引ページがバッファー・プールになく，拡張ストレージにある場合は，そ
のページは拡張ストレージからバッファー・プールにコピーされます。このコピー
処理によって共有メモリー・セグメントへの接続コストが必要になりますが，ディ
スク読み取りコストを節約できます。

 

詳細説明：
バッファー・プールの索引ページ・ヒット率です。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index 
From Estore

拡張ストレー
ジからコピー
されたバッ
ファー・プー
ル索引ページ
の数。監視対
象が DB2の
V9.1以降の場
合は，非推奨
となるため正
しい値を収集
できません。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX_FRO
M
_ESTORE(POOL_INDE

X_FROM_EST
ORE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index Hit 
Rate

索引ページ・
ヒット率。

－ float No すべて － ( 1 - ( 
POOL_INDEX_P
_READS / 
POOL_INDEX_L
_READS ) ) ＊ 
100

(POOL_INDE
X_HIT_RATE)
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詳細説明：
このカウントには，次の索引ページへのアクセスが含まれます。
• データベース・マネージャーがページの処理を必要としたときにバッファー・
プールにすでにあるデータ。

• データベース・マネージャーがページを処理する前にバッファー・プールに読み
取られたデータ。

pool_index_p_readsと組み合わせて使用すると，次の公式でバッファー・プールの
索引ページ・ヒット率を計算できます。
1-(pool_index_p_reads/pool_index_l_reads)
 

ヒット率が低い場合は，バッファー・プール・ページ数を増やすと，パフォーマン
スが向上する場合があります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index L 
Reads

バッファー・
プールを通っ
た索引ページ
の論理読み取
り要求の数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX_L
_READS

(POOL_INDE
X_L_READS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index P 
Reads

索引ページを
バッファー・
プールに入れ
るための物理
読み取り要求
の数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX_P
_READS

(POOL_INDE
X_P_READS)
190



5.　レコード
Bufferpool Stat on Database（PD_DBPD）
詳細説明：
ビクティム・ページとして選択されたページは，バッファー・プールから拡張スト
レージにコピーされます。このコピー処理が必要になるのは，バッファー・プール
内に新しいページのためのスペースが必要な場合です。

 

詳細説明：
データ・ページと同様に，バッファー・プール索引ページは次の理由でディスクに
書き込まれます。
• バッファー・プール内のページを解放して，次のページを読み取れるようにする。
• バッファー・プールを空にする。

システムがあるページを書き込むときに，新しいページのためにスペースを用意す
るとは限りません。そのページが更新されていなければ，単純に置換されます。こ
のエレメントでは，このような置換はカウントされません。
索引ページは，バッファー・プール・スペースが必要になる前に，非同期ページ・
クリーナー・エージェントによって書き込まれます。非同期索引ページの書き込み
は，同期索引ページの書き込みと合わせて，このエレメントの値に含まれます。
pool_index_p_readsのパーセンテージが高いためにバッファー・プール索引ページ
がディスクに書き込まれる場合は，データベースで利用できるバッファー・プール・

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index To 
Estore

拡張ストレー
ジにコピーさ
れたバッ
ファー・プー
ル索引ページ
の数。監視対
象が DB2の
V9.1以降の場
合は，非推奨
となるため正
しい値を収集
できません。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX_TO
_ESTORE

(POOL_INDE
X_TO_ESTOR
E)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index 
Writes

バッファー・
プール索引
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX
_WRITES

(POOL_INDE
X_WRITES)
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ページ数を増やすとパフォーマンスを改善できます。
このパーセンテージを計算するときは，バッファー・プールを最初に埋めるために
必要となる物理読み取り数は無視してください。書き込みページ数は，次のように
求めます。
1. アプリケーションを実行する (バッファーをロードする )。
2. このエレメントの値を書き取る。
3. アプリケーションを再び実行する。
4. このエレメントの新しい値から手順 2で記録した値を引く。

アプリケーションを終了してから次に実行するまでの間にバッファー・プールの割
り振りが解除されるのを防止するには，次のどちらかをします。
• ACTIVATEDATABASEコマンドを用意してデータベースをアクティブにする。
• アイドル状態のアプリケーションをデータベースに接続する。

すべてのアプリケーションがデータベースを更新するような場合は，ほとんどの
ページが更新されたデータを含んでおり，これをディスクに書き込む必要があるの
で，バッファー・プールのサイズを大きくしてもパフォーマンスはあまり改善され
ません。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントは，ロギングに十分なスペースがあるかどうか，またログ・ファイ
ルやさらに大きなログ・ファイルの追加が必要かどうかを判別するときに利用でき
ます。
ページ・クリーニングの基準は，softmax構成パラメーターの設定値によって決定
されます。バッファー・プール内の最も古いページに含まれている更新内容が現行
ログ位置と比較して基準よりも古いログ・レコードによって記述されている場合に，
ページ・クリーナーが起動されます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Lsn Gap 
Clns

使用されてい
るロギング・
スペースが
データベース
の定義済み基
準に達したた
めにページ・
クリーナーが
呼び出された
回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_LSN_GAP
_CLNS

(POOL_LSN_
GAP_CLNS)
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詳細説明：
このエレメントと pool_data_p_readsおよび pool_index_p_readsを組み合わせて使
用すると，ページ読み取りの平均時間を計算できます。この平均値は，入出力待ち
があるかどうかを示すので重要です。これによって，データをほかの装置に移動す
る必要があるかどうかが示されます。
データベースおよび表スペースのレベルでは，このエレメントには
pool_async_read_timeの値が含まれます。

 

詳細説明：
この平均値は，入出力待ちがあるかどうかを示します。これによって，データをほ
かの装置に移動する必要があるかどうかが示されます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Read 
Time

ディスクまた
はバッ
ファー・プー
ルからデー
タ・ページま
たは索引ペー
ジを物理的に
読み取る必要
があった読み
取り要求の処
理に要した合
計時間。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_READ_TIM
E

(POOL_READ
_TIME)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Read 
Time Avg

ディスクまた
はバッ
ファー・プー
ルからデー
タ・ページま
たは索引ペー
ジを物理的に
読み取る必要
があった読み
取り要求の処
理に要した合
計時間の平均
値。

－ float No すべて － POOL_READ_TI
ME / ( 
POOL_DATA_P_
READS + 
POOL_INDEX_P
_READS )

(POOL_READ
_TIME_AVG)
193



5.　レコード
Bufferpool Stat on Database（PD_DBPD）
詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Total Hit 
Rate

総合バッ
ファー・プー
ル・ヒット率。

－ float No すべて － ( 1 - ( ( 
POOL_DATA_P_
READS + 
POOL_INDEX_P
_READS ) / ( 
POOL_DATA_L_
READS + 
POOL_INDEX_L
_READS ) ) ) ＊ 
100

(POOL_TOTA
L_HIT_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Total 
Writes

バッファー・
プール・デー
タ・ページと
バッファー・
プール索引
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数の合計。

－ ulon
g

No すべて － POOL_DATA_W
RITES + 
POOL_INDEX_
WRITES(POOL_TOTA

L_WRITES)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Write 
Time

データ・ペー
ジまたは索引
ページをバッ
ファー・プー
ルからディス
クに物理的に
書き込むのに
要した合計時
間。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_WRITE_TIM
E

(POOL_WRIT
E_TIME)
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詳細説明：
このエレメントと buffer_pool_data_writesおよび pool_index_writesを組み合わせ
て使用すると，ページ書き込みの平均時間を計算できます。この平均値は，入出力
待ちがあるかどうかを示すので重要です。これによって，データをほかの装置に移
動する必要があるかどうかが示されます。
データベースおよび表スペースのレベルでは，このエレメントには
pool_async_write_timeの値が含まれます。

 

詳細説明：
この平均値は，入出力待ちがあるかどうかを示すので重要です。これによって，
データをほかの装置に移動する必要があるかどうかが示されます。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Write 
Time Avg

データ・ペー
ジまたは索引
ページをバッ
ファー・プー
ルからディス
クに物理的に
書き込むのに
要した合計時
間の平均値。

－ float No すべて － POOL_WRITE_
TIME / ( 
POOL_DATA_W
RITES + 
POOL_INDEX_
WRITES )

(POOL_WRIT
E_TIME_AVG)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)
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詳細説明：
特になし。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。
常に
「DBPD」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_REC
ORD_TYPE)
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Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）

機能

データベース・レベルのバッファー・プールに関する情報をある一定の時間を単位とし
て格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

一つ以上のアプリケーションがデータベースに接続しているか，データベースが活動化
状態の間。

レコードサイズ

●固定部：969バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
特になし。

 

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log Yes ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

COP
Y

ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)
197



5.　レコード
Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）
詳細説明：
このエレメントと pool_data_p_readsを組み合わせて使用すると，同期で実行され
た物理読み取り数を計算できます。データベース・マネージャーのエージェントが
実行したデータ・ページ物理読み取り数は，次の公式を使用します。
pool_data_p_reads-pool_async_data_reads
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，プリフェッチャーの動作状態が
わかります。このエレメントは，num_ioservers構成パラメーターを調整するとき
に役に立ちます。
非同期読み取りは，データベース・マネージャーのプリフェッチャーが実行します。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
num_ioservers構成パラメーターを調整するときに役に立ちます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Reads

バッファー・
プールに非同
期で読み取ら
れるページ数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC
_DATA_READS

(POOL_ASYN
C_DATA_REA
DS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Reads 
Rate

データ・ペー
ジをバッ
ファー・プー
ルに入れるた
めの入出力を
必要とした読
み取り要求の
数に対する，
プリフェッ
チャーが非同
期でバッ
ファー・プー
ルに読み取る
データ・ペー
ジ数の割合。

AVG float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_
DATA_READS / 
POOL_DATA_P_
READS ) ＊ 100(POOL_ASYN

C_DATA_REA
DS_RATE)
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詳細説明：
このエレメントと buff_pool_data_writesを組み合わせて使用すると，同期で実行さ
れた物理書き込み要求の数を計算できます。データベース・マネージャーのエー
ジェントが実行したデータ・ページ物理書き込み数は，次の公式を使用します。
pool_data_writes-pool_async_data_writes
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，バッファー・プール・ページ・
クリーナーの動作状態がわかります。この比率は，num_iocleaners構成パラメー
ターを調整するときに役に立ちます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Writes

非同期ペー
ジ・クリー
ナーまたはプ
リフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル・データ・
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_DA
TA
_WRITES(POOL_ASYN

C_DATA_WRI
TES)
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詳細説明：
num_iocleaners構成パラメーターは，この値が 100%に近く，かつ，
POOL_ASYNC_INDEX_WRITES_RATEも 100%に近い場合，小さくできます。
また，この値が 0%に近い場合，大きくする必要があります。

 

詳細説明：
このエレメントと pool_index_p_readsを組み合わせて使用すると，同期で実行され
た物理読み取り数を計算できます。データベース・マネージャーのエージェントが
実行した索引ページ物理読み取り数は，次の公式を使用します。
pool_index_p_reads-pool_async_index_reads
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，プリフェッチャーの動作状態が
わかります。このエレメントは，num_ioservers構成パラメーターを調整するとき
に役に立ちます。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Writes 
Rate

バッファー・
プール・デー
タ・ページが
ディスクに物
理的に書き込
まれた回数に
対する，非同
期ページ・ク
リーナーまた
はプリフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル・データ・
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数の割合。

AVG float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_
DATA_WRITES / 
POOL_DATA_W
RITES ) ＊ 100(POOL_ASYN

C_DATA_WRI
TES_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Reads

プリフェッ
チャーが非同
期でバッ
ファー・プー
ルに読み取る
索引ページ数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_IND
EX
_READS(POOL_ASYN

C_INDEX_RE
ADS)
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非同期読み取りは，データベース・マネージャーのプリフェッチャーが実行します。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
num_ioservers構成パラメーターを調整するときに役に立ちます。

 

詳細説明：
このエレメントと pool_index_writesを組み合わせて使用すると，同期で実行され
た物理索引書き込み要求数を計算できます。データベース・マネージャーのエー
ジェントが実行した物理索引ページ書き込み数は，次の公式を使用します。
pool_index_writes-pool_async_index_writes
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，バッファー・プール・ページ・

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Reads 
Rate

索引ページを
バッファー・
プールに入れ
るための物理
読み取り要求
の数に対する，
プリフェッ
チャーが非同
期でバッ
ファー・プー
ルに読み取る
索引ページ数
の割合。

AVG float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_I
NDEX_READS / 
POOL_INDEX_P
_READS ) ＊ 100(POOL_ASYN

C_INDEX_RE
ADS_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Writes

非同期ペー
ジ・クリー
ナーまたはプ
リフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル索引ページ
がディスクに
物理的に書き
込まれた回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_IND
EX
_WRITES(POOL_ASYN

C_INDEX_WR
ITES)
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クリーナーの動作状態がわかります。この比率は，num_iocleaners構成パラメー
ターを調整するときに役に立ちます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
num_iocleaners構成パラメーターは，この値が 100%に近く，かつ，
POOL_ASYNC_DATA_WRITES_RATEも 100%に近い場合，小さくできます。ま
た，この値が 0%に近い場合，大きくする必要があります。

 

詳細説明：
このエレメントを使用して同期読み取りの経過時間を計算するには，次の公式を使
用します。
pool_read_time-pool_async_read_time

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Writes 
Rate

バッファー・
プール索引
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数に対す
る，非同期
ページ・ク
リーナーまた
はプリフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル索引ページ
がディスクに
物理的に書き
込まれた回数
の割合。

AVG float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_I
NDEX_WRITES 
/ 
POOL_INDEX_
WRITES )＊ 100

(POOL_ASYN
C_INDEX_WR
ITES_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Read Time

データベー
ス・マネー
ジャーのプリ
フェッチャー
が読み取りに
要した合計経
過時間。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_RE
AD
_TIME(POOL_ASYN

C_READ_TIM
E)
202



5.　レコード
Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）
 

このエレメントを使用して平均非同期読み取り時間を計算するには，次の公式を使
用します。
pool_async_read_time/pool_async_data_reads
 

これらの計算は，実行中の入出力操作を把握するときに使用します。
 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Read Time Avg

データベー
ス・マネー
ジャーのプリ
フェッチャー
が読み取りに
要した合計経
過時間の平均
値。

AVG float No すべて － POOL_ASYNC_
READ_TIME / ( 
POOL_ASYNC_
DATA_READS + 
POOL_ASYNC_I
NDEX_READS )

(POOL_ASYN
C_READ_TIM
E_AVG)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Total Reads

プリフェッ
チャーが非同
期でバッ
ファー・プー
ルに読み取る
データ・ペー
ジおよび索引
ページの合計。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － POOL_ASYNC_
DATA_READS + 
POOL_ASYNC_I
NDEX_READS(POOL_ASYN

C_TOTAL_RE
ADS)
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
同期によるページ書き込みでの経過時間を計算するには，次の公式を使用します。
pool_write_time_-pool_async_write_time
 
このエレメントを使用すると，平均非同期読み取り時間も計算できます。次の公式
を使用します。
pool_async_write_time/
(pool_async_data_writes+pool_async_index_writes)
 

これらの計算は，実行中の入出力操作を把握するときに使用します。
 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Total Writes

非同期ペー
ジ・クリー
ナーまたはプ
リフェッ
チャーによっ
てバッ
ファー・プー
ル・データ・
ページまたは
索引ページが
ディスクに物
理的に書き込
まれた回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － POOL_ASYNC_
DATA_WRITES 
+ 
POOL_ASYNC_I
NDEX_WRITES

(POOL_ASYN
C_TOTAL_WR
ITES)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Write Time

データベー
ス・マネー
ジャーのペー
ジ・クリー
ナーがデー
タ・ページま
たは索引ペー
ジをバッ
ファー・プー
ルからディス
クに書き込む
のに要した合
計経過時間。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC_WR
ITE
_TIME(POOL_ASYN

C_WRITE_TI
ME)
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
必要なページがバッファー・プールになく，拡張ストレージにある場合は，その
ページは拡張ストレージからバッファー・プールにコピーされます。このコピー処
理によって共有メモリー・セグメントへの接続コストが必要になりますが，ディス
ク読み取りコストを節約できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Write Time Avg

データベー
ス・マネー
ジャーのペー
ジ・クリー
ナーがデー
タ・ページま
たは索引ペー
ジをバッ
ファー・プー
ルからディス
クに書き込む
のに要した合
計経過時間の
平均値。

AVG float No すべて － POOL_ASYNC_
WRITE_TIME / ( 
POOL_ASYNC_
DATA_WRITES 
+ 
POOL_ASYNC_I
NDEX_WRITES 
)

(POOL_ASYN
C_WRITE_TI
ME_AVG)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data 
From Estore

拡張ストレー
ジからコピー
されたバッ
ファー・プー
ルのデータ・
ページの数。
監視対象が
DB2の V9.1
以降の場合は，
非推奨となる
ため正しい値
を収集できま
せん。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA_FRO
M
_ESTORE(POOL_DATA_

FROM_ESTO
RE)
205



5.　レコード
Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）
詳細説明：
バッファー・プール当たりのデータ・ページ・ヒット率です。

 

詳細説明：
このカウントには，次のデータへのアクセスが含まれます。
• データベース・マネージャーがページの処理を必要としたときにバッファー・
プールにすでにあるデータ。

• データベース・マネージャーがページを処理する前にバッファー・プールに読み
取られたデータ。

pool_data_p_readsと組み合わせて使用すると，次の公式でバッファー・プール当
たりのデータ・ページ・ヒット率を計算できます。
1-(pool_data_p_reads/pool_data_l_reads)
 

pool_data_p_reads，pool_index_p_reads，および pool_index_l_readsと組み合わ
せて使用すると，次の公式で総合バッファー・プール・ヒット率を計算できます。
1-((pool_data_p_reads+pool_index_p_reads)/
(pool_data_l_reads+pool_index_l_reads))
 

バッファー・プール・サイズを大きくすると，一般的にヒット率は高くなりますが，
ある点を超えると逆に低くなります。理想的には，データベース全体を保管できる
ような大きなバッファー・プールを割り振ることができれば，システムが稼働中の
ヒット率は 100％になります。しかし，現実的にはそうしたことは起こりません。
実際には，使用するデータのサイズとそのデータへのアクセス方法によってヒット

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data Hit 
Rate

データ・ペー
ジ・ヒット率。

AVG float No すべて － ( 1 - ( 
POOL_DATA_P_
READS / 
POOL_DATA_L_
READS ) ) ＊ 100

(POOL_DATA_
HIT_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data L 
Reads

バッファー・
プールを通っ
たデータ・
ページの論理
読み取り要求
の数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA_L
_READS

(POOL_DATA_
L_READS)
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率の意味は異なります。非常に大きなデータベースでアクセスが均等な場合は，
ヒット率が低くなります。表が非常に大きな場合は，対応する方法はほとんどあり
ません。この場合，より小さく，頻繁にアクセスがあるような表，および索引に焦
点を当ててください。そして，ヒット率を高くしたいバッファー・プールにこれら
を個別に割り当ててください。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
ビクティム・ページとして選択されたページは，バッファー・プールから拡張スト
レージにコピーされます。このコピー処理が必要になるのは，バッファー・プール
内に新しいページのためのスペースが必要な場合です。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data P 
Reads

データ・ペー
ジをバッ
ファー・プー
ルに入れるた
めの入出力を
必要とした読
み取り要求の
数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA_P
_READS

(POOL_DATA_
P_READS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data To 
Estore

拡張ストレー
ジにコピーさ
れたバッ
ファー・プー
ルのデータ・
ページの数。
監視対象が
DB2の V9.1
以降の場合は，
非推奨となる
ため正しい値
を収集できま
せん。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA_TO
_ESTORE

(POOL_DATA_
TO_ESTORE)
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詳細説明：
pool_data_p_readsのパーセンテージが高いためにバッファー・プール・データ・
ページがディスクへ書き込まれる場合は，データベースで利用できるバッファー・
プール・ページ数を増やすとパフォーマンスを改善できます。
バッファー・プール・データ・ページをディスクに書き込む理由は次のとおりです。
• バッファー・プール内のページを解放して，次のページを読み取れるようにする。
• バッファー・プールを空にする。

システムがあるページを書き込むときに，新しいページのためのスペースを用意す
るとは限りません。そのページが更新されていなければ，単純に置換されます。こ
のエレメントでは，このような置換はカウントされません。
データ・ページは，バッファー・プール・スペースが必要になる前に，非同期ペー
ジ・クリーナー・エージェントによって書き込まれます。非同期ページの書き込み
は，同期ページの書き込みと合わせて，このエレメントの値に含まれます。
このパーセンテージを計算するときは，バッファー・プールを最初に埋めるために
必要となる物理読み取り数は無視してください。書き込みページ数は，次のように
求めます。
1. アプリケーションを実行する（バッファーをロードする）。
2. このエレメントの値を書き取る。
3. アプリケーションを再び実行する。
4. このエレメントの新しい値から手順 2で記録した値を引く。

アプリケーションを終了してから次に実行するまでの間にバッファー・プールの割
り振りが解除されるのを防止するには，次のどちらかをします。
• ACTIVATEDATABASEコマンドを使用してデータベースをアクティブにする。
• アイドル状態のアプリケーションをデータベースに接続する。

すべてのアプリケーションがデータベースを更新するような場合は，ほとんどの
バッファー・プール・ページが更新されたデータを含んでおり，これをディスクに
書き込む必要があるので，バッファー・プールのサイズを大きくしてもパフォーマ
ンスはあまり改善されません。ただし，更新されたページを書き出す前に，ほかの
作業単位がこのページを使用できるときは，バッファー・プールが書き込み操作と
読み取り操作を節約できるので，パフォーマンスが向上することがあります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data 
Writes

バッファー・
プール・デー
タ・ページが
ディスクに物
理的に書き込
まれた回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA_WRIT
ES

(POOL_DATA_
WRITES)
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詳細説明：
次の公式を使用すると，クリーナー呼び出しの合計に占めるこのエレメントのパー
センテージを計算できます。
pool_drty_pg_steal_clns/
(pool_drty_pg_steal_clns+pool_drty_pg_thrsh_clns+pool_lsn_gap_c
lns)
 

この比率が低い場合は，定義したページ・クリーナー数が多過ぎることを示します。
chngpgs_threshをあまり低く設定すると，ダーティー・ページになるページを書き
出すおそれがあります。クリーニングをあまり積極的にすると，バッファー・プー
ルの一つの目的である，書き込みをできるだけ遅らせることができなくなります。
この比率が高い場合は，定義したページ・クリーナー数が少な過ぎることを示しま
す。ページ・クリーナー数が少な過ぎると，障害が発生したときのリカバリー時間
が長くなります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

注：
ダーティー・ページはディスクに書き出されますが，バッファー・プールに新
しいページを読み取るためのスペースが必要な場合を除いて，このページは
バッファー・プールからすぐには除去されません。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Drty PG 
Steal Clns

データベース
のビクティ
ム・バッ
ファー置換の
際に同期書き
込みが必要に
なりページ・
クリーナーが
呼び出された
回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DRTY_PG
_STEAL_CLNS

(POOL_DRTY
_PG_STEAL_C
LNS)
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詳細説明：
この比率が低い場合は，定義したページ・クリーナー数が多過ぎることを示します。
chngpgs_threshをあまり低く設定すると，ダーティー・ページになるページを書き
出すおそれがあります。クリーニングをあまり積極的にすると，バッファー・プー
ルの一つの目的である，書き込みをできるだけ遅らせることができなくなります。
この比率が高い場合は，定義したページ・クリーナー数が少な過ぎることを示しま
す。ページ・クリーナー数が少な過ぎると，障害が発生したときのリカバリー時間
が長くなります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
しきい値は chngpgs_thresh構成パラメーターによって設定されます。この値は，
バッファー・プール・サイズに適用されるパーセンテージです。プール内のダー
ティー・ページ数がこの値を超えると，クリーナーを起動します。
この設定値が低過ぎると，ページの書き出しが早過ぎて，再読み取りが必要になり

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Drty PG 
Steal Clns 
Rate

クリーナー呼
び出しの合計
に対する，
データベース
のビクティ
ム・バッ
ファー置換の
際に同期書き
込みが必要に
なりページ・
クリーナーが
呼び出された
回数の割合。

AVG float No すべて － POOL_DRTY_P
G_STEAL_CLNS 
/ ( 
POOL_DRTY_P
G_STEAL_CLNS 
+ 
POOL_DRTY_P
G_THRSH_CLN
S + 
POOL_LSN_GA
P_CLNS )

(POOL_DRTY
_PG_STEAL_C
LNS_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Drty PG 
Thrsh Clns

バッファー・
プールがデー
タベースの
ダーティー・
ページしきい
値基準に達し
たためにペー
ジ・クリー
ナーが呼び出
された回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DRTY_PG
_THRSH_CLNS

(POOL_DRTY
_PG_THRSH_
CLNS)
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ます。設定値が高過ぎると，累積されるページ数が多くなり，ページを同期で書き
出す必要が生じます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
必要な索引ページがバッファー・プールになく，拡張ストレージにある場合は，そ
のページは拡張ストレージからバッファー・プールにコピーされます。このコピー
処理によって共有メモリー・セグメントへの接続コストが必要になりますが，ディ
スク読み取りコストを節約できます。

 

詳細説明：
バッファー・プールの索引ページ・ヒット率です。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index 
From Estore

拡張ストレー
ジからコピー
されたバッ
ファー・プー
ル索引ページ
の数。監視対
象が DB2の
V9.1以降の場
合は，非推奨
となるため正
しい値を収集
できません。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX_FRO
M
_ESTORE(POOL_INDE

X_FROM_EST
ORE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index Hit 
Rate

索引ページ・
ヒット率。

AVG float No すべて － ( 1 - ( 
POOL_INDEX_P
_READS / 
POOL_INDEX_L
_READS ) ) ＊ 
100

(POOL_INDE
X_HIT_RATE)
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詳細説明：
このカウントには，次の索引ページへのアクセスが含まれます。
• データベース・マネージャーがページの処理を必要としたときにバッファー・
プールにすでにあるデータ。

• データベース・マネージャーがページを処理する前にバッファー・プールに読み
取られたデータ。

pool_index_p_readsと組み合わせて使用すると，次の公式でバッファー・プールの
索引ページ・ヒット率を計算できます。
1-(pool_index_p_reads/pool_index_l_reads)
 

ヒット率が低い場合は，バッファー・プール・ページ数を増やすと，パフォーマン
スが向上する場合があります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index L 
Reads

バッファー・
プールを通っ
た索引ページ
の論理読み取
り要求の数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX_L_R
EADS

(POOL_INDE
X_L_READS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index P 
Reads

索引ページを
バッファー・
プールに入れ
るための物理
読み取り要求
の数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX_P
_READS

(POOL_INDE
X_P_READS)
212



5.　レコード
Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）
詳細説明：
ビクティム・ページとして選択されたページは，バッファー・プールから拡張スト
レージにコピーされます。このコピー処理が必要になるのは，バッファー・プール
内に新しいページのためのスペースが必要な場合です。

 

詳細説明：
データ・ページと同様に，バッファー・プール索引ページは次の理由でディスクに
書き込まれます。
• バッファー・プール内のページを解放して，次のページを読み取れるようにする。
• バッファー・プールを空にする。

システムがあるページを書き込むときに，新しいページのためにスペースを用意す
るとは限りません。そのページが更新されていなければ，単純に置換されます。こ
のエレメントでは，このような置換はカウントされません。
索引ページは，バッファー・プール・スペースが必要になる前に，非同期ページ・
クリーナー・エージェントによって書き込まれます。非同期索引ページの書き込み
は，同期索引ページの書き込みと合わせて，このエレメントの値に含まれます。
pool_index_p_readsのパーセンテージが高いためにバッファー・プール索引ページ
がディスクに書き込まれる場合は，データベースで利用できるバッファー・プール・

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index To 
Estore

拡張ストレー
ジにコピーさ
れたバッ
ファー・プー
ル索引ページ
の数。監視対
象が DB2の
V9.1以降の場
合は，非推奨
となるため正
しい値を収集
できません。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX_TO
_ESTORE

(POOL_INDE
X_TO_ESTOR
E)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index 
Writes

バッファー・
プール索引
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX_WRI
TES

(POOL_INDE
X_WRITES)
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5.　レコード
Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）
ページ数を増やすとパフォーマンスを改善できます。
このパーセンテージを計算するときは，バッファー・プールを最初に埋めるために
必要となる物理読み取り数は無視してください。書き込みページ数は，次のように
求めます。
1. アプリケーションを実行する (バッファーをロードする )。
2. このエレメントの値を書き取る。
3. アプリケーションを再び実行する。
4. このエレメントの新しい値から手順 2で記録した値を引く。

アプリケーションを終了してから次に実行するまでの間にバッファー・プールの割
り振りが解除されるのを防止するには，次のどちらかをします。
• ACTIVATEDATABASEコマンドを用意してデータベースをアクティブにする。
• アイドル状態のアプリケーションをデータベースに接続する。

すべてのアプリケーションがデータベースを更新するような場合は，ほとんどの
ページが更新されたデータを含んでおり，これをディスクに書き込む必要があるの
で，バッファー・プールのサイズを大きくしてもパフォーマンスはあまり改善され
ません。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントは，ロギングに十分なスペースがあるかどうか，またログ・ファイ
ルやさらに大きなログ・ファイルの追加が必要かどうかを判別するときに利用でき
ます。
ページ・クリーニングの基準は，softmax構成パラメーターの設定値によって決定
されます。バッファー・プール内の最も古いページに含まれている更新内容が現行
ログ位置と比較して基準よりも古いログ・レコードによって記述されている場合に，
ページ・クリーナーが起動されます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Lsn Gap 
Clns

使用されてい
るロギング・
スペースが
データベース
の定義済み基
準に達したた
めにページ・
クリーナーが
呼び出された
回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_LSN_GAP
_CLNS

(POOL_LSN_
GAP_CLNS)
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5.　レコード
Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）
詳細説明：
このエレメントと pool_data_p_readsおよび pool_index_p_readsを組み合わせて使
用すると，ページ読み取りの平均時間を計算できます。この平均値は，入出力待ち
があるかどうかを示すので重要です。これによって，データをほかの装置に移動す
る必要があるかどうかが示されます。
データベースおよび表スペースのレベルでは，このエレメントには
pool_async_read_timeの値が含まれます。

 

詳細説明：
この平均値は，入出力待ちがあるかどうかを示します。これによって，データをほ
かの装置に移動する必要があるかどうかが示されます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Read 
Time

ディスクまた
はバッ
ファー・プー
ルからデー
タ・ページま
たは索引ペー
ジを物理的に
読み取る必要
があった読み
取り要求の処
理に要した合
計時間。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_READ_TIM
E

(POOL_READ
_TIME)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Read 
Time Avg

ディスクまた
はバッ
ファー・プー
ルからデー
タ・ページま
たは索引ペー
ジを物理的に
読み取る必要
があった読み
取り要求の処
理に要した合
計時間の平均
値。

AVG float No すべて － POOL_READ_TI
ME / ( 
POOL_DATA_P_
READS + 
POOL_INDEX_P
_READS )

(POOL_READ
_TIME_AVG)
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5.　レコード
Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）
詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Total Hit 
Rate

総合バッ
ファー・プー
ル・ヒット率。

AVG float No すべて － ( 1 - ( ( 
POOL_DATA_P_
READS + 
POOL_INDEX_P
_READS ) / ( 
POOL_DATA_L_
READS + 
POOL_INDEX_L
_READS ) ) ) ＊ 
100

(POOL_TOTA
L_HIT_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Total 
Writes

バッファー・
プール・デー
タ・ページと
バッファー・
プール索引
ページがディ
スクに物理的
に書き込まれ
た回数の合計。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － POOL_DATA_W
RITES + 
POOL_INDEX_
WRITES(POOL_TOTA

L_WRITES)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Write 
Time

データ・ペー
ジまたは索引
ページをバッ
ファー・プー
ルからディス
クに物理的に
書き込むのに
要した合計時
間。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_WRITE_TIM
E

(POOL_WRIT
E_TIME)
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5.　レコード
Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）
詳細説明：
このエレメントと buffer_pool_data_writesおよび pool_index_writesを組み合わせ
て使用すると，ページ書き込みの平均時間を計算できます。この平均値は，入出力
待ちがあるかどうかを示すので重要です。これによって，データをほかの装置に移
動する必要があるかどうかが示されます。
データベースおよび表スペースのレベルでは，このエレメントには
pool_async_write_timeの値が含まれます。

 

詳細説明：
この平均値は，入出力待ちがあるかどうかを示すので重要です。これによって，
データをほかの装置に移動する必要があるかどうかが示されます。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Write 
Time Avg

データ・ペー
ジまたは索引
ページをバッ
ファー・プー
ルからディス
クに物理的に
書き込むのに
要した合計時
間の平均値。

AVG float No すべて － POOL_WRITE_
TIME / ( 
POOL_DATA_W
RITES + 
POOL_INDEX_
WRITES )

(POOL_WRIT
E_TIME_AVG)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

COP
Y

time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)
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5.　レコード
Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）
詳細説明：
特になし。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。
常に「DBPI」。

COP
Y

char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_REC
ORD_TYPE)
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5.　レコード
Cache on Application（PD_DCAA）
Cache on Application（PD_DCAA）

機能

アプリケーション・レベルのキャッシュ情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

アプリケーションがデータベースに接続している間。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：368バイト

フィールド

詳細説明：
アプリケーション・ハンドルを使用すると，アクティブ・アプリケーションを一意
的に識別できます。アプリケーション・ハンドルは，エージェント IDと同義です。

 

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agent Id アプリケーショ
ンの固有 ID。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_A
GENT_ID

(AGENT_ID)
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5.　レコード
Cache on Application（PD_DCAA）
詳細説明：
この IDはクライアントとサーバの両者によって認識されるため，この IDを使用す
ると，アプリケーションのクライアント部分とサーバ部分を相関させることができ
ます。DDCSアプリケーションでアプリケーションのクライアント部分とサーバ部
分を相関させるには outbound_appl_idも必要です。この IDは，ネットワーク内で
は固有の IDです。アプリケーション IDにはさまざまな形式があり，データベー
ス・マネージャーまたは DDCS（またはその両方）を実行中のクライアントとサー
バマシン間の通信プロトコルによって形式が異なります。どの形式の場合もピリオ
ドで区切られた三つの部分で構成されます。

 

詳細説明：
このエレメントと appl_idを使用すると，データ項目をアプリケーションに関連づ
けることができます。クライアントサーバ環境では，この名前はデータベース接続
を確立するためにクライアントからサーバに送られます。DRDA-AS接続の場合は，
この名前は DEDA外部名となります。クライアント・アプリケーションのコード・
ページと実行中のデータベース・システム・モニターが使用しているコード・ペー
ジが異なる場合は，appl_nameを交換するときに codepage_idを利用できます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Id アプリケーショ
ンがデータベー
ス・マネー
ジャーのデータ
ベースに接続し
たときの ID。

－ strin
g(33)

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_ID

(APPL_ID)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Name クライアントで
実行中のアプリ
ケーションの名
前。

－ strin
g(257
)

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_NAM

(APPL_NAM
E)
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5.　レコード
Cache on Application（PD_DCAA）
詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーションを呼び出したユーザーを判別でき
ます。

 

詳細説明：
Catalog Cache Lookupsと組み合わせると，次の公式を使用してカタログ・キャッ
シュ・ヒット率を計算できます。
1-(catalog_cache_inserts/catalog_cache_lookups)
 

詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Auth Id モニターされて
いるアプリケー
ションを呼び出
したユーザーの
許可 ID。

－ strin
g(33)

No すべて － SQLM_ELM_A
UTH_ID

(AUTH_ID)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Inserts

システムが表記
述子または許可
情報をカタロ
グ・キャッシュ
に挿入しようと
した回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_CA
T_CACHE
_INSERTS

(CAT_CACH
E_INSERTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Lookups

表の記述子情報
または許可情報
を取得するため
にカタログ・
キャッシュが参
照された回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_CA
T_CACHE
_LOOKUPS

(CAT_CACH
E_LOOKUP
S)
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5.　レコード
Cache on Application（PD_DCAA）
詳細説明：
このエレメントには，カタログ・キャッシュへの正常に行われたアクセスと失敗し
たアクセスの両方が含まれます。カタログ・キャッシュは，次の場合に参照されま
す。
• SQLステートメントのコンパイル中に，表，ビュー，または別名を処理したとき。
• データベース許可情報にアクセスがあったとき。
• SQLステートメントのコンパイル中にルーチンを処理したとき。

カタログ・キャッシュ・ヒット率の計算には次の公式を使用します。
(1-(cat_cache_inserts/cat_cache_lookups))
 

この値は，カタログ・キャッシュがどの程度カタログ・アクセスを回避しているか
を示します。この比率が 0.8を超える値の場合，キャッシュは効果的に動作してい
ます。比率が低い場合は，catalogcache_szを大きくする必要があることを示しま
す。データベースへの最初の接続の直後は，この比率は高くなります。
表，ビュー，別名などに関係するデータ定義言語 (DDL)SQLステートメントは，そ
のようなオブジェクトに関する表記述子情報を取り除くため，それらのオブジェク
トは次の参照で再挿入されることになります。さらに，データベース許可および
ルーチンの実行特権のための GRANTおよび REVOKEのステートメントによって，
該当する許可情報がカタログ・キャッシュから取り除かれます。したがって，DDL
ステートメントと GRANT/REVOKEステートメントを多用した場合も，この比率
は大きくなります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントと cat_cache_size_topを組み合わせて使用すると，オーバーフロー
を防止するのにカタログ・キャッシュのサイズを大きくする必要があるかどうかを
判別できます。カタログ・キャッシュがオーバーフローすると不要なロック・エス
カレーションが多くなり，その結果並行性を失ったり，またはデータベース共有メ
モリーから割り振られたほかのヒープでメモリー不足エラーを起こしたりすること
があります。カタログ・キャッシュのオーバーフローは，性能低下の原因にもなり
ます。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Overflows

割り振られたメ
モリーの境界か
らカタログ・
キャッシュが
オーバーフロー
した回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_CA
T_CACHE
_OVERFLOWS

(CAT_CACH
E_OVERFL
OWS)
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5.　レコード
Cache on Application（PD_DCAA）
カタログ・キャッシュのスペースは，表，ビュー，別名，または許可情報などの，
どのトランザクションでも現在使用されていない表記述子情報を除去することで取
り戻します。
cat_cache_overflowsが大きい場合は，ワークロードに対してカタログ・キャッシュ
が小さ過ぎることが考えられます。カタログ・キャッシュを大きくすると，パ
フォーマンスが改善されることがあります。多数の表，ビュー，別名，ユーザー定
義関数，またはストアード・プロシージャーを参照する多数の SQLステートメント
を，一つの作業単位にコンパイルするトランザクションがワークロードに含まれて
いる場合は，一つのトランザクションにコンパイルする SQLステートメントの数を
少なくすると，カタログ・キャッシュのパフォーマンスが改善されることがありま
す。多数の表，ビュー，別名，ユーザー定義関数，またはストアード・プロシー
ジャーを参照する多数の SQLステートメントが入ったパッケージのバインドがワー
クロードに含まれる場合は，パッケージを分割してその中に含まれる SQLステート
メントの数を少なくすると，パフォーマンスが改善されることがあります。

 

詳細説明：
この比率が 80%を超える値の場合，キャッシュは効果的に動作しています。この比
率が低い場合は，パッケージ・キャッシュを大きくする必要があることを示します。

 

詳細説明：

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Catcache Hit 
Rate

カタログ・
キャッシュ・
ヒット率。

－ float No すべて － ( 1 - ( 
CAT_CACHE_I
NSERTS / 
CAT_CACHE_L
OOKUPS ) ) * 
100

(CATCACHE
_HIT_RATE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB Name 情報が収集され
るデータベース
の実名またはア
プリケーション
の接続先での
データベースの
実名。

－ strin
g(9)

No すべて － SQLM_ELM_D
B_NAME

(DB_NAME)
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5.　レコード
Cache on Application（PD_DCAA）
このエレメントを使用すると，データが適用される特定のデータベースを識別でき
ます。
ホストへの接続または IBM製品でのデータベースサーバへの接続で DB2Connect
を使用しないアプリケーションの場合は，このエレメントと dc_pathモニター・エ
レメントを組み合わせて使用すると，データベースを個別に識別し，モニターが提
供する情報の各レベルに関連づけることができます。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
このエレメントは，エージェント構成パラメーターの設定を評価するのに役立ちま
す。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集され
る時間。秒単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Num Assoc 
Agents

一つのアプリ
ケーションに関
連づけられてい
るサブエージェ
ントの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_N
UM_ASSOC
_AGENTS

(NUM_ASSO
C_AGENTS)
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詳細説明：
この比率が 80%を超える値の場合，キャッシュは効果的に動作しています。この比
率が低い場合は，パッケージ・キャッシュを大きくする必要があることを示します。

 

詳細説明：
このカウントには，システムが暗黙に準備した数が含まれます。パッケージ・
キャッシュ参照数と組み合わせると，次の公式を使用してパッケージ・キャッシュ・
ヒット率を計算できます。
1-(package_cache_inserts/package_cache_lookups)
 

詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Hit Rate

パッケージ・
キャッシュ・
ヒット率。

－ float No すべて － ( 1- ( 
PKG_CACHE_I
NSERTS / 
PKG_CACHE_L
OOKUPS ) ) * 
100

(PKG_CACH
E_HIT_RAT
E)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Inserts

要求したセク
ションが使用で
きなかったため
にパッケージ・
キャッシュへの
ロードが必要に
なった回数の合
計。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PK
G_CACHE
_INSERTS

(PKG_CACH
E_INSERTS)
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詳細説明：
パッケージ・キャッシュ・ヒット率の計算には次の公式を使用します。
1-(package_cache_inserts/package_cache_lookups)
 

パッケージ・キャッシュ・ヒット率は，パッケージ・キャッシュが効果的に利用さ
れているかどうかを示します。この比率が 0.8を超える値の場合，キャッシュは効
果的に動作しています。この比率が低い場合は，パッケージ・キャッシュを大きく
する必要があることを示します。
パッケージ・キャッシュのサイズを変えて試すことによって，pckcachesz構成パラ
メーターに最適な値を見つける必要があります。例えば，キャッシュのサイズを小
さくしても pkg_cache_insertsエレメントが増えない場合は，パッケージ・キャッ
シュのサイズをさらに小さくできます。パッケージ・キャッシュのサイズを小さく
すれば，その分のシステム・リソースをほかの作業のために使えるようになります。
pkg_cache_insertsの数を少なくして，パッケージ・キャッシュのサイズを大きくす
ると，システム全体のパフォーマンスが向上します。この実験は，フル・ワーク
ロードの条件で行うのが最善です。
このエレメントと ddl_sql_stmtsを組み合わせて使用すると，DDLステートメント
を実行したときにパッケージ・キャッシュのパフォーマンスに影響を与えるかどう
かを判別できます。DDLステートメントを実行すると，動的 SQLステートメント
の一部のセクションが無効になる場合があります。無効なセクションは，次に使用
されるときにシステムが暗黙的に準備します。DDLステートメントを実行すると，
多数のセクションが無効になり，こうしたセクションを準備するときに余分に必要
になるオーバーヘッドのためにパフォーマンスが大きく低下することがあります。
この場合のパッケージ・キャッシュ・ヒット率は，無効なセクションの暗黙的な再
コンパイルを反映しますが，キャッシュに挿入される新しいセクションは反映しな
いので，パッケージ・キャッシュのサイズを大きくしても総合的なパフォーマンス
は改善できません。フル環境を対象に作業する前に，アプリケーション自体の
キャッシュを調整すれば，混乱を避けることができます。
実行する必要があるアクションを考える前に，パッケージ・キャッシュ・ヒット率
の値に DDLステートメントがどのような役割を果たしているのかを明確にする必要
があります。DDLステートメントがあまり発生しない場合は，キャッシュのサイズ
を大きくするとキャッシュのパフォーマンスを改善できる場合があります。DDLス

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Lookups

アプリケーショ
ンがパッケー
ジ・キャッシュ
内のセクション
やパッケージを
検索した回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PK
G_CACHE
_LOOKUPS

(PKG_CACH
E_LOOKUP
S)
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テートメントが頻繁に使用される場合は，DDLステートメントを制限する (時間を
限定するなど )と改善できる場合があります。
static_sql_stmtsおよび dynamic_sql_stmtsのカウントは，キャッシュに入れるセ
クションの数量とタイプに関する情報を提供するときに利用できます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

注：
この情報をデータベース・レベルで使用すると，すべてのアプリケーションについ
て個別の平均パッケージ・キャッシュ・ヒット率を計算できます。特定のアプリ
ケーションのパッケージ・キャッシュ・ヒット率が知りたいときには，この情報を
アプリケーション・レベルで調べてください。実行頻度の少ないアプリケーション
のキャッシュ要件を満たすためにパッケージ・キャッシュのサイズを大きくしても
あまり意味がありません。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格納
されたパフォー
マンスデータの
収集終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_T
IME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。常
に「DCAA」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_RE
CORD_TYP
E)
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Cache on Database（PD_DCAD）

機能

データベース・レベルのキャッシュ情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

一つ以上のアプリケーションがデータベースに接続しているか，データベースが活動化
状態の間。

レコードサイズ

●固定部：729バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
Catalog Cache Lookupsと組み合わせると，次の公式を使用してカタログ・キャッ
シュ・ヒット率を計算できます。
1-(catalog_cache_inserts/catalog_cache_lookups)
 

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Inserts

システムが表
記述子または
許可情報をカ
タログ・
キャッシュに
挿入しようと
した回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_CA
T_CACHE
_INSERTS

(CAT_CACHE
_INSERTS)
228
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詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
 

詳細説明：
このエレメントには，カタログ・キャッシュへの正常に行われたアクセスと失敗し
たアクセスの両方が含まれます。カタログ・キャッシュは，次の場合に参照されま
す。
• SQLステートメントのコンパイル中に，表，ビュー，または別名を処理したとき。
• データベース許可情報にアクセスがあったとき。
• SQLステートメントのコンパイル中にルーチンを処理したとき。

カタログ・キャッシュ・ヒット率の計算には次の公式を使用します。
(1-(cat_cache_inserts/cat_cache_lookups))
 

この値は，カタログ・キャッシュがどの程度カタログ・アクセスを回避しているか
を示します。この比率が 0.8を超える値の場合，キャッシュは効果的に動作してい
ます。比率が低い場合は，catalogcache_szを大きくする必要があることを示しま
す。データベースへの最初の接続の直後は，この比率は高くなります。
表，ビュー，別名などに関係するデータ定義言語 (DDL)SQLステートメントは，そ
のようなオブジェクトに関する表記述子情報を取り除くため，それらのオブジェク
トは次の参照で再挿入されることになります。さらに，データベース許可および
ルーチンの実行特権のための GRANTおよび REVOKEのステートメントによって，
該当する許可情報がカタログ・キャッシュから取り除かれます。したがって，DDL
ステートメントと GRANT/REVOKEステートメントを多用した場合も，この比率
は大きくなります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Lookups

表の記述子情
報または許可
情報を取得す
るためにカタ
ログ・キャッ
シュが参照さ
れた回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_CA
T_CACHE
_LOOKUPS

(CAT_CACHE
_LOOKUPS)
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詳細説明：
ワークロードに必要なカタログ・キャッシュの最小サイズを示します。

 

詳細説明：
このエレメントと cat_cache_size_topを組み合わせて使用すると，オーバーフロー
を防止するのにカタログ・キャッシュのサイズを大きくする必要があるかどうかを
判別できます。カタログ・キャッシュがオーバーフローすると不要なロック・エス
カレーションが多くなり，その結果並行性を失ったり，またはデータベース共有メ
モリーから割り振られたほかのヒープでメモリー不足エラーを起こしたりすること
があります。カタログ・キャッシュのオーバーフローは，性能低下の原因にもなり
ます。
カタログ・キャッシュのスペースは，表，ビュー，別名，または許可情報などの，
どのトランザクションでも現在使用されていない表記述子情報を除去することで取
り戻します。
cat_cache_overflowsが大きい場合は，ワークロードに対してカタログ・キャッシュ
が小さ過ぎることが考えられます。カタログ・キャッシュを大きくすると，パ
フォーマンスが改善されることがあります。多数の表，ビュー，別名，ユーザー定
義関数，またはストアード・プロシージャーを参照する多数の SQLステートメント
を，一つの作業単位にコンパイルするトランザクションがワークロードに含まれて
いる場合は，一つのトランザクションにコンパイルする SQLステートメントの数を
少なくすると，カタログ・キャッシュのパフォーマンスが改善されることがありま

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Needed 
Minisize

必要なカタロ
グ・キャッ
シュの最小サ
イズ。ページ
(4キロバイト
)単位。

－ ulon
g

No すべて － ( 
CAT_CACHE_SI
ZE_TOP + 4,095 ) 
/ 4,096 + 0.9
結果は切り上げた
整数とする

(CAT_CACHE
_NEEDED_MI
NISIZE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Overflows

割り振られた
メモリーの境
界からカタロ
グ・キャッ
シュがオー
バーフローし
た回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_CA
T_CACHE
_OVERFLOWS

(CAT_CACHE
_OVERFLOW
S)
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す。多数の表，ビュー，別名，ユーザー定義関数，またはストアード・プロシー
ジャーを参照する多数の SQLステートメントが入ったパッケージのバインドがワー
クロードに含まれる場合は，パッケージを分割してその中に含まれる SQLステート
メントの数を少なくすると，パフォーマンスが改善されることがあります。

 

詳細説明：
このエレメントは，データベースが活動化されて以降，データベースでワークロー
ドを実行したときに必要となったカタログ・キャッシュの最大バイト数を示します。
カタログ・キャッシュがオーバーフローした場合，このエレメントは，オーバーフ
ロー時にカタログ・キャッシュが到達した最大サイズになります。このような状態
が発生したかどうかを確認するには，カタログ・キャッシュ・オーバーフローを
チェックしてください。
カタログ・キャッシュがオーバーフローすると，データベース共有メモリー（ロッ
ク・リスト，データベース・ヒープ，カタログ・キャッシュなど）のほかのエン
ティティーから一時的にメモリーが借用されます。この結果，必要のないロック・
エスカレーションによる並行性の低下によって，これらのエンティティーまたはパ
フォーマンスが低下し，メモリー不足エラーになるおそれがあります。ワークロー
ドに必要なカタログ・キャッシュの最小サイズは次のように決定できます。
maximum catalog cache size/4,096
 

この結果を切り上げた整数が，オーバーフローを避けるためにカタログ・キャッ
シュが必要とする 4キロページの最小数になります。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache Size 
Top

カタログ・
キャッシュが
到達した最大
サイズ。バイ
ト単位。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_CA
T_CACHE_SIZE
_TOP

(CAT_CACHE
_SIZE_TOP)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Catcache Hit 
Rate

カタログ・
キャッシュ・
ヒット率。

－ float No すべて － ( 1 - ( 
CAT_CACHE_IN
SERTS / 
CAT_CACHE_L
OOKUPS ) ) ＊ 
100 

(CATCACHE_
HIT_RATE)
231



5.　レコード
Cache on Database（PD_DCAD）
詳細説明：
この比率が 80%を超える値の場合，キャッシュは効果的に動作しています。この比
率が低い場合は，パッケージ・キャッシュを大きくする必要があることを示します。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
この比率が 80%を超える値の場合，キャッシュは効果的に動作しています。この比
率が低い場合は，パッケージ・キャッシュを大きくする必要があることを示します。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache Hit 
Rate

パッケージ・
キャッシュ・
ヒット率。

－ float No すべて － ( 1- ( 
PKG_CACHE_I
NSERTS / 
PKG_CACHE_L
OOKUPS ) ) ＊ 
100

(PKG_CACHE
_HIT_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Inserts

要求したセク
ションが使用
できなかった
ためにパッ
ケージ・
キャッシュへ
のロードが必
要になった回
数の合計。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PK
G_CACHE
_INSERTS

(PKG_CACHE
_INSERTS)
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詳細説明：
このカウントには，システムが暗黙に準備した数が含まれます。パッケージ・
キャッシュ参照数と組み合わせると，次の公式を使用してパッケージ・キャッシュ・
ヒット率を計算できます。
1-(package_cache_inserts/package_cache_lookups)
 

詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
 

詳細説明：
データベース・レベルでは，データベースの開始以降，またはモニター・データの
リセット以降の参照の合計数を示します。
このカウンターには，セクションをキャッシュにすでにロードしてある場合と，セ
クションをキャッシュにロードする必要がある場合が含まれます。
エージェントがさまざまなアプリケーションと関連づけられているような集線装置
環境では，新しいエージェントに必要なセクションやパッケージがローカル・スト
レージ内にない場合に，パッケージ・キャッシュの検索がさらに必要になります。
パッケージ・キャッシュ・ヒット率の計算には次の公式を使用します。
1-(package_cache_inserts/package_cache_lookups)
 

パッケージ・キャッシュ・ヒット率は，パッケージ・キャッシュが効果的に利用さ
れているかどうかを示します。この比率が 0.8を超える値の場合，キャッシュは効
果的に動作しています。この比率が低い場合は，パッケージ・キャッシュを大きく
する必要があることを示します。
パッケージ・キャッシュのサイズを変えて試すことによって，pckcachesz構成パラ
メーターに最適な値を見つける必要があります。例えば，キャッシュのサイズを小
さくしても pkg_cache_insertsエレメントが増えない場合は，パッケージ・キャッ
シュのサイズをさらに小さくできます。パッケージ・キャッシュのサイズを小さく
すれば，その分のシステム・リソースをほかの作業のために使えるようになります。
pkg_cache_insertsの数を少なくして，パッケージ・キャッシュのサイズを大きくす
ると，システム全体のパフォーマンスが向上します。この実験は，フル・ワーク
ロードの条件で行うのが最善です。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Lookups

アプリケー
ションがパッ
ケージ・
キャッシュ内
のセクション
やパッケージ
を検索した回
数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PK
G_CACHE
_LOOKUPS

(PKG_CACHE
_LOOKUPS)
233
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このエレメントと ddl_sql_stmtsを組み合わせて使用すると，DDLステートメント
を実行したときにパッケージ・キャッシュのパフォーマンスに影響を与えるかどう
かを判別できます。DDLステートメントを実行すると，動的 SQLステートメント
の一部のセクションが無効になる場合があります。無効なセクションは，次に使用
されるときにシステムが暗黙的に準備します。DDLステートメントを実行すると，
多数のセクションが無効になり，こうしたセクションを準備するときに余分に必要
になるオーバーヘッドのためにパフォーマンスが大きく低下することがあります。
この場合のパッケージ・キャッシュ・ヒット率は，無効なセクションの暗黙的な再
コンパイルを反映しますが，キャッシュに挿入される新しいセクションは反映しな
いので，パッケージ・キャッシュのサイズを大きくしても総合的なパフォーマンス
は改善できません。フル環境を対象に作業する前に，アプリケーション自体の
キャッシュを調整すれば，混乱を避けることができます。
実行する必要があるアクションを考える前に，パッケージ・キャッシュ・ヒット率
の値に DDLステートメントがどのような役割を果たしているのかを明確にする必要
があります。DDLステートメントがあまり発生しない場合は，キャッシュのサイズ
を大きくするとキャッシュのパフォーマンスを改善できる場合があります。DDLス
テートメントが頻繁に使用される場合は，DDLステートメントを制限する (時間を
限定するなど )と改善できる場合があります。
static_sql_stmtsおよび dynamic_sql_stmtsのカウントは，キャッシュに入れるセ
クションの数量とタイプに関する情報を提供するときに利用できます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

注：
この情報をデータベース・レベルで使用すると，すべてのアプリケーションに
ついて個別の平均パッケージ・キャッシュ・ヒット率を計算できます。特定の
アプリケーションのパッケージ・キャッシュ・ヒット率が知りたいときには，
この情報をアプリケーション・レベルで調べてください。実行頻度の少ないア
プリケーションのキャッシュ要件を満たすためにパッケージ・キャッシュのサ
イズを大きくしてもあまり意味がありません。

 

詳細説明：
ワークロードに必要なパッケージ・キャッシュの最小サイズを示します。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Needed 
Minisize

必要なパッ
ケージ・
キャッシュの
最小サイズ。
ページ (4キロ
バイト )単位。

－ ulon
g

No すべて － ( 
PKG_CACHE_SI
ZE_TOP + 4,095 ) 
/ 4,096 + 0.9
結果は切り上げた
整数とする

(PKG_CACHE
_NEEDED_MI
NISIZE)
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詳細説明：
このエレメントと pkg_cache_size_topを組み合わせて使用すると，オーバーフロー
を回避するのにパッケージ・キャッシュのサイズを大きくする必要があるかどうか
を判別できます。パッケージ・キャッシュのオーバーフローは，パフォーマンスの
低下だけではなく，不要なロック・エスカレーション (並行性がなくなる原因とな
る )，またはデータベース共有メモリー以外に割り振られたほかのヒープからのメモ
リー不足エラーを引き起こすことがあります。

 

詳細説明：
このエレメントは，データベースがアクティブになって以降，データベースでの
ワークロードの実行にパッケージ・キャッシュが必要とした最大バイト数を示しま
す。
パッケージ・キャッシュがオーバーフローした場合，このエレメントは，オーバー
フロー時にパッケージ・キャッシュが到達した最大サイズになります。このような
状態が発生したかどうかを判別するには，パッケージ・キャッシュ・オーバーフ
ローをチェックしてください。
パッケージ・キャッシュがオーバーフローすると，データベース共有メモリー
（ロック・リスト，データベース・ヒープ，カタログ・キャッシュなど）のほかのエ
ンティティーから一時的にメモリーが借用されます。この結果，必要のないロック・
エスカレーションによる並行性の低下によって，これらのエンティティーまたはパ
フォーマンスが低下し，メモリー不足エラーになるおそれがあります。ワークロー

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Num 
Overflows

割り振られた
メモリーの境
界からパッ
ケージ・
キャッシュが
オーバーフ
ローした回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PK
G_CACHE_NU
M
_OVERFLOWS

(PKG_CACHE
_NUM_OVER
FLOWS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache Size 
Top

パッケージ・
キャッシュが
到達した最大
サイズ。バイ
ト単位。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PK
G_CACHE_SIZE
_TOP

(PKG_CACHE
_SIZE_TOP)
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ドに必要なパッケージ・キャッシュの最小サイズは次のように決定できます。
maximum package cache size/4,096
 

この結果を切り上げた整数が，オーバーフローを避けるためにパッケージ・キャッ
シュが必要とする 4キロページの最小数になります。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。
常に
「DCAD」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_REC
ORD_TYPE)
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Cache on Database Interval（PI_DCAI）

機能

データベース・レベルのキャッシュ情報をある一定の時間を単位として格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

一つ以上のアプリケーションがデータベースに接続しているか，データベースが活動化
状態の間。

レコードサイズ

●固定部：753バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
Catalog Cache Lookupsと組み合わせると，次の公式を使用してカタログ・キャッ
シュ・ヒット率を計算できます。
1-(catalog_cache_inserts/catalog_cache_lookups)
 

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log Yes ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Inserts

システムが表
記述子または
許可情報をカ
タログ・
キャッシュに
挿入しようと
した回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － SQLM_ELM_CA
T_CACHE
_INSERTS

(CAT_CACHE
_INSERTS)
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詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
 

詳細説明：
このエレメントには，カタログ・キャッシュへの正常に行われたアクセスと失敗し
たアクセスの両方が含まれます。カタログ・キャッシュは，次の場合に参照されま
す。
• SQLステートメントのコンパイル中に，表，ビュー，または別名を処理したとき。
• データベース許可情報にアクセスがあったとき。
• SQLステートメントのコンパイル中にルーチンを処理したとき。

カタログ・キャッシュ・ヒット率の計算には次の公式を使用します。
(1-(cat_cache_inserts/cat_cache_lookups))
 

この値は，カタログ・キャッシュがどの程度カタログ・アクセスを回避しているか
を示します。この比率が 0.8を超える値の場合，キャッシュは効果的に動作してい
ます。比率が低い場合は，catalogcache_szを大きくする必要があることを示しま
す。データベースへの最初の，接続の直後は，この比率は高くなります。
表，ビュー，別名などに関係するデータ定義言語 (DDL)SQLステートメントは，そ
のようなオブジェクトに関する表記述子情報を取り除くため，それらのオブジェク
トは次の参照で再挿入されることになります。さらに，データベース許可および
ルーチンの実行特権のための GRANTおよび REVOKEのステートメントによって，
該当する許可情報がカタログ・キャッシュから取り除かれます。したがって，DDL
ステートメントと GRANT/REVOKEステートメントを多用した場合も，この比率
は大きくなります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Lookups

表の記述子情
報または許可
情報を取得す
るためにカタ
ログ・キャッ
シュが参照さ
れた回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － SQLM_ELM_CA
T_CACHE
_LOOKUPS

(CAT_CACHE
_LOOKUPS)
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詳細説明：
ワークロードに必要なカタログ・キャッシュの最小サイズを示します。

 

詳細説明：
このエレメントと cat_cache_size_topを組み合わせて使用すると，オーバーフロー
を防止するのにカタログ・キャッシュのサイズを大きくする必要があるかどうかを
判別できます。カタログ・キャッシュがオーバーフローすると不要なロック・エス
カレーションが多くなり，その結果並行性を失ったり，データベース共有メモリー
から割り振られたほかのヒープでメモリー不足エラーを起こしたりすることがあり
ます。カタログ・キャッシュのオーバーフローは，性能低下の原因にもなります。
カタログ・キャッシュのスペースは，表，ビュー，別名，または許可情報などの，
どのトランザクションでも現在使用されていない表記述子情報を除去することで取
り戻します。
cat_cache_overflowsが大きい場合は，ワークロードに対してカタログ・キャッシュ
が小さ過ぎることが考えられます。カタログ・キャッシュを大きくすると，パ
フォーマンスが改善されることがあります。多数の表，ビュー，別名，ユーザー定
義関数，またはストアード・プロシージャーを参照する多数の SQLステートメント
を，一つの作業単位にコンパイルするトランザクションがワークロードに含まれて
いる場合は，一つのトランザクションにコンパイルする SQLステートメントの数を
少なくすると，カタログ・キャッシュのパフォーマンスが改善されることがありま
す。多数の表，ビュー，別名，ユーザー定義関数，またはストアード・プロシー

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Needed 
Minisize

必要なカタロ
グ・キャッ
シュの最小サ
イズ。ページ
(4キロバイト
)単位。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － ( 
CAT_CACHE_SI
ZE_TOP + 4,095 ) 
/ 4,096 + 0.9
結果は切り上げた
整数とする

(CAT_CACHE
_NEEDED_MI
NISIZE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache 
Overflows

割り振られた
メモリーの境
界からカタロ
グ・キャッ
シュがオー
バーフローし
た回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － SQLM_ELM_CA
T_CACHE
_OVERFLOWS

(CAT_CACHE
_OVERFLOW
S)
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ジャーを参照する多数の SQLステートメントが入ったパッケージのバインドがワー
クロードに含まれる場合は，パッケージを分割してその中に含まれる SQLステート
メントの数を少なくすると，パフォーマンスが改善されることがあります。

 

詳細説明：
このエレメントは，データベースが活動化されて以降，データベースでワークロー
ドを実行したときに必要となったカタログ・キャッシュの最大バイト数を示します。
カタログ・キャッシュがオーバーフローした場合，このエレメントは，オーバーフ
ロー時にカタログ・キャッシュが到達した最大サイズになります。このような状態
が発生したかどうかを確認するには，カタログ・キャッシュ・オーバーフローを
チェックしてください。
カタログ・キャッシュがオーバーフローすると，データベース共有メモリー（ロッ
ク・リスト，データベース・ヒープ，カタログ・キャッシュなど）のほかのエン
ティティーから一時的にメモリーが借用されます。この結果，必要のないロック・
エスカレーションによる並行性の低下によって，これらのエンティティーまたはパ
フォーマンスが低下し，メモリー不足エラーになるおそれがあります。ワークロー
ドに必要なカタログ・キャッシュの最小サイズは次のように決定できます。
maximum catalog cache size/4,096
 

この結果を切り上げた整数が，オーバーフローを避けるためにカタログ・キャッ
シュが必要とする 4キロページの最小数になります。

 

詳細説明：

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Cat Cache Size 
Top

カタログ・
キャッシュが
到達した最大
サイズ。バイ
ト単位。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_CA
T_CACHE_SIZE
_TOP

(CAT_CACHE
_SIZE_TOP)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Catcache Hit 
Rate

カタログ・
キャッシュ・
ヒット率。

AVG float No すべて － ( 1 - ( 
CAT_CACHE_IN
SERTS / 
CAT_CACHE_L
OOKUPS ) ) ＊ 
100 

(CATCACHE_
HIT_RATE)
240



5.　レコード
Cache on Database Interval（PI_DCAI）
この比率が 80%を超える値の場合，キャッシュは効果的に動作しています。この比
率が低い場合は，パッケージ・キャッシュを大きくする必要があることを示します。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
この比率が 80%を超える値の場合，キャッシュは効果的に動作しています。この比
率が低い場合は，パッケージ・キャッシュを大きくする必要があることを示します。

 

詳細説明：

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

COP
Y

ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache Hit 
Rate

パッケージ・
キャッシュ・
ヒット率。

AVG float No すべて － ( 1- ( 
PKG_CACHE_I
NSERTS / 
PKG_CACHE_L
OOKUPS ) ) ＊ 
100

(PKG_CACHE
_HIT_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Inserts

要求したセク
ションが使用
できなかった
ためにパッ
ケージ・
キャッシュへ
のロードが必
要になった回
数の合計。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － SQLM_ELM_PK
G_CACHE
_INSERTS

(PKG_CACHE
_INSERTS)
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このカウントには，システムが暗黙に準備した数が含まれます。パッケージ・
キャッシュ参照数と組み合わせると，次の公式を使用してパッケージ・キャッシュ・
ヒット率を計算できます。
1-(package_cache_inserts/package_cache_lookups)
 

詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
 

詳細説明：
データベース・レベルでは，データベースの開始以降，またはモニター・データの
リセット以降の参照の合計数を示します。
このカウンターには，セクションをキャッシュにすでにロードしてある場合と，セ
クションをキャッシュにロードする必要がある場合が含まれます。
エージェントがさまざまなアプリケーションと関連づけられているような集線装置
環境では，新しいエージェントに必要なセクションやパッケージがローカル・スト
レージ内にない場合に，パッケージ・キャッシュの検索がさらに必要になります。
パッケージ・キャッシュ・ヒット率の計算には次の公式を使用します。
1-(package_cache_inserts/package_cache_lookups)
 

パッケージ・キャッシュ・ヒット率は，パッケージ・キャッシュが効果的に利用さ
れているかどうかを示します。この比率が 0.8を超える値の場合，キャッシュは効
果的に動作しています。この比率が低い場合は，パッケージ・キャッシュを大きく
する必要があることを示します。
パッケージ・キャッシュのサイズを変えて試すことによって，pckcachesz構成パラ
メーターに最適な値を見つける必要があります。例えば，キャッシュのサイズを小
さくしても pkg_cache_insertsエレメントが増えない場合は，パッケージ・キャッ
シュのサイズをさらに小さくできます。パッケージ・キャッシュのサイズを小さく
すれば，その分のシステム・リソースをほかの作業のために使えるようになります。
pkg_cache_insertsの数を少なくして，パッケージ・キャッシュのサイズを大きくす
ると，システム全体のパフォーマンスが向上します。この実験は，フル・ワーク
ロードの条件で行うのが最善です。
このエレメントと ddl_sql_stmtsを組み合わせて使用すると，DDLステートメント

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Lookups

アプリケー
ションがパッ
ケージ・
キャッシュ内
のセクション
やパッケージ
を検索した回
数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － SQLM_ELM_PK
G_CACHE
_LOOKUPS

(PKG_CACHE
_LOOKUPS)
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を実行したときにパッケージ・キャッシュのパフォーマンスに影響を与えるかどう
かを判別できます。DDLステートメントを実行すると，動的 SQLステートメント
の一部のセクションが無効になる場合があります。無効なセクションは，次に使用
されるときにシステムが暗黙的に準備します。DDLステートメントを実行すると，
多数のセクションが無効になり，こうしたセクションを準備するときに余分に必要
になるオーバーヘッドのためにパフォーマンスが大きく低下することがあります。
この場合のパッケージ・キャッシュ・ヒット率は，無効なセクションの暗黙的な再
コンパイルを反映しますが，キャッシュに挿入される新しいセクションは反映しな
いので，パッケージ・キャッシュのサイズを大きくしても総合的なパフォーマンス
は改善できません。フル環境を対象に作業する前に，アプリケーション自体の
キャッシュを調整すれば，混乱を避けることができます。
実行する必要があるアクションを考える前に，パッケージ・キャッシュ・ヒット率
の値に DDLステートメントがどのような役割を果たしているのかを明確にする必要
があります。DDLステートメントがあまり発生しない場合は，キャッシュのサイズ
を大きくするとキャッシュのパフォーマンスを改善できる場合があります。DDLス
テートメントが頻繁に使用される場合は，DDLステートメントを制限する (時間を
限定するなど )と改善できる場合があります。
static_sql_stmtsおよび dynamic_sql_stmtsのカウントは，キャッシュに入れるセ
クションの数量とタイプに関する情報を提供するときに利用できます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

注：
この情報をデータベース・レベルで使用すると，すべてのアプリケーションに
ついて個別の平均パッケージ・キャッシュ・ヒット率を計算できます。特定の
アプリケーションのパッケージ・キャッシュ・ヒット率が知りたいときには，
この情報をアプリケーション・レベルで調べてください。実行頻度の少ないア
プリケーションのキャッシュ要件を満たすためにパッケージ・キャッシュのサ
イズを大きくしてもあまり意味がありません。

 

詳細説明：
ワークロードに必要なパッケージ・キャッシュの最小サイズを示します。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Needed 
Minisize

必要なパッ
ケージ・
キャッシュの
最小サイズ。
ページ (4キロ
バイト )単位。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － ( 
PKG_CACHE_SI
ZE_TOP + 4,095 ) 
/ 4,096 + 0.9
結果は切り上げた
整数とする

(PKG_CACHE
_NEEDED_MI
NISIZE)
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詳細説明：
このエレメントと pkg_cache_size_topを組み合わせて使用すると，オーバーフロー
を回避するのにパッケージ・キャッシュのサイズを大きくする必要があるかどうか
を判別できます。パッケージ・キャッシュのオーバーフローは，パフォーマンスの
低下だけではなく，不要なロック・エスカレーション (並行性がなくなる原因とな
る )，またはデータベース共有メモリー以外に割り振られたほかのヒープからのメモ
リー不足エラーを引き起こすことがあります。

 

詳細説明：
このエレメントは，データベースがアクティブになって以降，データベースでの
ワークロードの実行にパッケージ・キャッシュが必要とした最大バイト数を示しま
す。
パッケージ・キャッシュがオーバーフローした場合，このエレメントは，オーバー
フロー時にパッケージ・キャッシュが到達した最大サイズになります。このような
状態が発生したかどうかを判別するには，パッケージ・キャッシュ・オーバーフ
ローをチェックしてください。
パッケージ・キャッシュがオーバーフローすると，データベース共有メモリー
（ロック・リスト，データベース・ヒープ，カタログ・キャッシュなど）のほかのエ
ンティティーから一時的にメモリーが借用されます。この結果，必要のないロック・
エスカレーションによる並行性の低下によって，これらのエンティティーまたはパ
フォーマンスが低下し，メモリー不足エラーになるおそれがあります。ワークロー
ドに必要なパッケージ・キャッシュの最小サイズは次のように決定できます。
maximum package cache size/4,096

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache 
Num 
Overflows

割り振られた
メモリーの境
界からパッ
ケージ・
キャッシュが
オーバーフ
ローした回数。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて － SQLM_ELM_PK
G_CACHE_NU
M
_OVERFLOWS

(PKG_CACHE
_NUM_OVER
FLOWS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pkg Cache Size 
Top

パッケージ・
キャッシュが
到達した最大
サイズ。バイ
ト単位。

COP
Y

ulon
g

Yes すべて ○ SQLM_ELM_PK
G_CACHE_SIZE
_TOP

(PKG_CACHE
_SIZE_TOP)
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この結果を切り上げた整数が，オーバーフローを避けるためにパッケージ・キャッ
シュが必要とする 4キロページの最小数になります。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

COP
Y

time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。
常に
「DCAI」。

COP
Y

char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_REC
ORD_TYPE)
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DB2 Configuration（PD_DCFE）

機能

DB2構成パラメーター情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

データベースの作成から削除まで。

レコードサイズ

●固定部：757バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
パーティション・データベースの場合，およびパーティション内並列処理が使用で
きる (intra_parallel=ON)の非パーティション・データベースの場合は，このパラ
メーターは，アプリケーション用として割り振られる共有メモリー領域の平均サイ
ズを指定します。パーティション内並列処理が使用不可 (intra_parallel=OFF)の非

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 3600 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

App Ctl Heap 
SZ

アプリケー
ション・コン
トロール・
ヒープ・サイ
ズ。ページ (4
キロバイト )
単位。

－ word No すべて － SQLF_DBTN_A
PP_CTL_HEAP
_SZ

(APP_CTL_HE
AP_SZ)
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パーティション・データベースの場合は，これはヒープとして割り振られる最大専
用メモリー・サイズです。それぞれのパーティションごとに一つの接続に一つずつ
アプリケーション・コントロール・ヒープがあります。
アプリケーション・コントロール・ヒープが必要なのは，主として，同一要求のた
めに作動するエージェント間で情報を共用するためです。このヒープの使用量が最
小になるのは，非パーティション・データベースで，1に等しい並列処理の度合い
で照会を実行しているときです。
このヒープは，宣言済み一時表の記述子情報を保管することにも使用されます。明
示的にドロップされていないすべての宣言済み一時表の記述子情報はこのヒープの
メモリーに保持され，宣言済み一時表がドロップされるまでドロップすることはで
きません。

 

詳細説明：
このパラメーターでは，アプリケーション・グループ共有メモリー・セグメントの
サイズを決定します。同じアプリケーションを使用するエージェント間で共有する
必要がある情報は，アプリケーション・グループ共有メモリー・セグメントに保管
されます。
パーティション・データベース，またはパーティション内並列処理が使用できるか，
集線装置が使用できる非パーティション・データベースでは，複数のアプリケー
ションが一つのアプリケーション・グループを共有します。アプリケーション・グ
ループ共有メモリー・セグメントが一つ，アプリケーション・グループに割り振ら
れます。アプリケーション・グループ共有メモリー・セグメント内では，各アプリ
ケーションにそれぞれ固有のアプリケーション・コントロール・ヒープがあり，す
べてのアプリケーションで一つのアプリケーション・グループ共有ヒープを共有し
ます。
一つのアプリケーション・グループ内のアプリケーションの数は，次のようにして
計算されます。
appgroup_mem_sz/app_ctl_heap_sz
 

アプリケーション・グループ共有ヒープ・サイズは，次のようにして計算されます。
appgroup_mem_sz＊groupheap_rate/100
 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appgroup Mem 
SZ

アプリケー
ション・グ
ループ・メモ
リー・セット
の最大サイズ。
ページ (4キロ
バイト )単位。

－ ulon
g

No すべて － SQLF_DBTN_A
PPGROUP_ME
M
_SZ(APPGROUP_

MEM_SZ)
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各アプリケーション・コントロール・ヒープのサイズは，次のようにして計算され
ます。
app_ctl_heap_sz＊(100-groupheap_rate)/100

 

詳細説明：
このパラメーターは，特定エージェントまたはサブエージェントの代わりに，デー
タベース・マネージャーが使用できる専用メモリー・ページの数を定義します。
エージェントまたはサブエージェントがアプリケーション用に初期化されると，
ヒープが割り振られます。割り振られる量は，エージェントまたはサブエージェン
トに指定された要求を処理するのに最低限必要な量です。エージェントまたはサブ
エージェントが，大きな SQLステートメントを処理するためにさらにヒープ・ス
ペースを要求した場合は，データベース・マネージャーが必要に応じて，このパラ
メーターで指定された最大値までメモリーを割り振ります。

注：
パーティションのあるデータベース環境では，アプリケーション・コントロー
ル・ヒープ (app_ctl_heap_sz)が，エージェントとサブエージェントの SQLス
テートメントの実行セクションでのコピーを保管するのに使用されます。ただ
し，ほかのすべての環境でエージェントを実行するときは，SMPサブエージェ
ントは，applheapszを使用します。

 

詳細説明：
このパラメーターは，データベース共有メモリーから割り振られ，システム・カタ
ログ情報をキャッシュに入れる場合に使用されます。パーティション・データベー

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

ApplheapSZ アプリケー
ション・ヒー
プ・サイズ。
ページ (4キロ
バイト )単位。

－ word No すべて － SQLF_DBTN_A
PPLHEAPSZ

(APPLHEAPS
Z)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Catalogcache 
SZ

カタログ・
キャッシュ・
サイズ。ペー
ジ (4キロバイ
ト )単位。

－ long No すべて － SQLF_DBTN_C
ATALOGCACHE
_SZ

(CATALOGCA
CHE_SZ)
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ス・システムでは，それぞれのデータベース・パーティションごとにカタログ・
キャッシュが一つずつあります。
個々のパーティションでカタログ情報をキャッシュに入れると，データベース・マ
ネージャーは，以前検索された情報を入手するためにシステム・カタログまたは
パーティション・データベース環境でのカタログ・ノード，またはその両方にアク
セスする必要がなくなるので，その内部オーバーヘッドを低減できます。カタログ・
キャッシュは，次の情報を保管するのに使用されます。
• SYSTABLES情報 (パック記述子を含む )
• SYSDBAUTH情報およびルーチンの実行特権を含む，許可情報
• SYSROUTINES情報

カタログ・キャッシュを使用することによって，次の操作の総合的なパフォーマン
スが向上します。
• パッケージのバインドおよび SQLステートメントのコンパイル
• データベース・レベル特権のチェックを伴う操作
• ルーチンの実行特権のチェックを伴う操作

パーティション・データベース環境で非カタログ・ノードに接続されるアプリケー
ションサーバまたはパーティション・データベース環境でデフォルト (-1)であれば，
ページ割り振りの計算に使用される値は，maxappls構成パラメーターに指定されて
いる値の 4倍になります。これに対する例外が生じるのは，maxapplsの 4倍が 8
より小さい場合です。この状態では，デフォルト値 -1で，catalogcache_szは 8に
設定されます。

推奨：
デフォルト値で開始し，データベース・システム・モニターを使用して調整し
てください。このパラメーターを調整するときは，カタログ・キャッシュ用と
して予約されている余分のメモリーについて，例えば，バッファー・プールや
パッケージ・キャッシュなどといった別の目的に割り振った方が，その有効性
が増すかどうか考慮する必要があります。
このパラメーターの調整が特に重要なのは，ワークロードに多くの SQLコンパ
イルが短期間伴い，その後は SQLコンパイルがほとんどまたはまったくない場
合です。キャッシュが大き過ぎる場合は，使用されなくなった情報のコピーの
保留にメモリーが浪費されるおそれがあります。
パーティション・データベース環境では，非カタログ・ノードで必要とされる
カタログ情報は，必ず最初にカタログ・ノードでキャッシュに入れられるので，
カタログ・ノードの catalogcache_szは，設定値を大きくする必要があるかど
うか考慮してください。
cat_cache_lookups(カタログ・キャッシュ・ルックアップ )，
cat_cache_inserts(カタログ・キャッシュ挿入 )，cat_cache_overflows(カタロ
グ・キャッシュ・オーバーフロー )，および cat_cache_size_top(カタログ・
キャッシュ最高水準点 )モニター・エレメントは，この構成パラメーターを調
整する必要があるかどうか判別する場合に役立ちます。

注：
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カタログ・キャッシュは，パーティション・データベース環境のすべてのノー
ドにあります。それぞれのノードごとにローカル・データベース構成ファイル
があるので，それぞれのノードの catalogcache_sz値によって，ローカル・カ
タログ・キャッシュのサイズが定義されます。キャッシングが効率的に行われ，
オーバーフローが発生しないようにするために，それぞれのノードで
catalogcache_sz値を明示的に設定し，非カタログ・ノードの catalogcache_sz
をカタログ・ノードの値よりも小さい値に設定できるおそれを考慮する必要が
あります。非カタログ・ノードでキャッシュに入れる必要のある情報は，カタ
ログ・ノードのキャッシュから検索されるということを念頭に置いてください。
したがって，非カタログ・ノードのカタログ・キャッシュは，カタログ・ノー
ドのカタログ・キャッシュにある情報のサブセットのようなものです。
一般的に，キャッシュ・スペースが多く必要になるのは，作業単位に幾つもの
動的 SQLステートメントが含まれる場合，または多数の静的 SQLステートメ
ントが含まれるパッケージをバインドする場合です。

 

詳細説明：
このパラメーターを使用すると，非同期ページ・クリーナーが現在アクティブでな
い場合に，非同期ページ・クリーナーが始動する変更済みページ数のレベル (パー
セント )を指定できます。ページ・クリーナーを始動すると，ディスクに書き込む
ページのリストが作成されます。これらのページのディスクへの書き込みが完了す
ると，ページ・クリーナーは再度非アクティブになり，次のトリガーの開始を待ち
ます。
読み取り専用 (例えば，照会 )環境では，このようなページ・クリーナーは使用され
ません。

推奨：
更新トランザクション・ワークロードが大きいデータベースの場合は，パラ
メーター値をデフォルト値以下に設定すれば，一般的には，バッファー・プー
ル内に十分なクリーン・ページを確保できます。データベースに非常に大きな
表が少数しかない場合は，パーセンテージをデフォルトよりも大きくすると，
パフォーマンスが上がります。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Chngpgs 
Thresh

変更済みペー
ジ数しきい値。

－ word No すべて － SQLF_DBTN_C
HNGPGS_THRE
SH

(CHNGPGS_T
HRESH)
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詳細説明：
このパラメーターは，特定のデータベース用として予約されている共有メモリーの
最少量をコントロールします。このパラメーターを使用すると，データベース管理
者はそれぞれのデータベースごとに，共有メモリーの最少量を指定できます。デー
タベース・メモリーには，データベース・マネージャー共有メモリーやアプリケー
ション・グループ・メモリーは含まれません。
このパラメーターの管理を単純化するために，AUTOMATIC設定によって，必要な
メモリーの量の計算，およびデータベース活動化時点でのその割り振りを，DB2に
指示します。64ビット AIXでは，AUTOMATIC値によって，DB2は，バッ
ファー・プールが増大したときや，制御ブロック用として追加のメモリーが必要に
なったときは，必要に応じてそのメモリー使用量を増やせます。

推奨：
この値は，通常，AUTOMATICのままになっています。ただし，将来の拡張に
備えて追加のメモリーを予約するのに使用できます。例えば，追加のメモリー
は，新規バッファー・プールを作成する場合や，既存のバッファー・プールの
サイズを大きくする場合に使用できます。

 

詳細説明：
データベースごとに一つのデータベース・ヒープがあり，データベース・マネー
ジャーは，データベースに接続されているすべてのアプリケーションの代わりに，
データベース・ヒープを使用します。これには表，索引，表スペース，およびバッ
ファー・プールの制御ブロック情報が含まれます。また，イベント・モニター・
バッファー，ログ・バッファー (logbufsz)，およびユーティリティーによって使用さ
れる一時メモリー用のスペースも含まれます。したがって，ヒープのサイズは多数

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Database 
Memory

データベース
共有メモ
リー・サイズ。
ページ (4キロ
バイト )単位。

－ ulon
g

No すべて － SQLF_DBTN_D
ATABASE
_MEMORY

(DATABASE_
MEMORY)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Dbheap データベー
ス・ヒープ。
ページ (4キロ
バイト )単位。

－ ulon
g

No すべて － SQLF_DBTN_D
BHEAP

(DBHEAP)
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の変数によって決まることになります。制御ブロック情報は，すべてのアプリケー
ションがデータベースから切断されるまで，ヒープ内に保持されます。
データベース・マネージャーが始動のために取得する必要がある最少量は，最初の
接続時に割り振られます。データ域は，dbheapによって指定されている最大値を上
限として，必要に応じて拡張されます。
データベース・システム・モニターを使用すると，db_heap_top(割り振られる最大
データベース・ヒープ )エレメントを使用して，データベース・ヒープ用として使
用されたメモリーの最大量を追跡できます。

 

詳細説明：
表スペースの作成時に，オプションで PREFETCHSIZEnを指定できます (nは，プ
リフェッチが行なわれる場合に，データベース・マネージャーが読み取るページ数
です )。CREATETABLESPACEステートメントでプリフェッチ・サイズを指定し
ないと，データベース・マネージャーはこのパラメーターで与えられた値を使用し
ます。

推奨：
システム・モニター・ツールを使用して，システムが入出力を待機していると
きに CPUがアイドルになっているかどうかを判別できます。このパラメーター
の値を増やすと，使用される表スペースのプリフェッチ・サイズが定義されて
いない場合に役立ちます。
このパラメーターは，データベース全体にデフォルト値を適用しますが，デー
タベース内のすべての表スペースに適しているとは限りません。例えば，値 32
はエクステント・サイズが 32ページの表スペースには適していますが，エクス
テント・サイズが 25ページの表スペースには適していません。いちばんよい方
法は，それぞれの表スペースにプリフェッチ・サイズを明示的に設定すること
です。
デフォルトの表スペース・エクステント・サイズ (dft_extent_sz)で定義された
表スペースの入出力を最小化するには，このパラメーターを dft_extent_szパラ
メーターの値の因数または倍数として指定してください。例えば，
dft_extent_szパラメーターが 32の場合は，dft_prefetch_szを 16(32の因数 )
または 64(32の倍数 )に設定します。プリフェッチ・サイズがエクステント・

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Dft Prefetch SZ デフォルトの
プリフェッ
チ・サイズ。
ページ（4キ
ロバイト）単
位。

－ short No すべて － SQLF_DBTN_D
FT_PREFETCH
_SZ(DFT_PREFET

CH_SZ)
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サイズの倍数である場合は，次の条件が満たされていればデータベース・マ
ネージャーは入出力を並行して行うことができます。
• プリフェッチ中のエクステントが異なる物理装置上にある
• 複数の入出力サーバが構成されている (num_ioservers)

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
このパラメーターは，ロック・リストに割り振られているストレージ量を示します。
データベースごとに一つのロック・リストがあり，ロック・リストには，データ
ベースに同時に接続しているすべてのアプリケーションが保持しているロックが含
まれています。ロックは，複数のアプリケーションがデータベース内にあるデータ
にアクセスするのをコントロールするために，データベース・マネージャーが使用
するメカニズムです。行と表の両方がロックされます。データベース・マネー
ジャーは内部使用のロックを獲得することもできます。
このパラメーターはオンラインで変更できますが，オンラインでは値を大きくする
ことができるだけで，値を小さくすることはできません。locklistの値を小さくした
い場合は，データベースを再活動化する必要があります。
32ビットのプラットフォームの場合は，それぞれのロックには，そのオブジェクト
でほかのロックが保持されているかどうかによって，ロック・リストの 36バイトま
たは 72バイトが必要です。
ほかにロックが保留されていないオブジェクトのロックを保留するには，72バイト
が必要です。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Locklist ロック・リス
ト用最大スト
レージ。ペー
ジ (4キロバイ
ト )単位。

－ ulon
g

No すべて － SQLF_DBTN_L
OCKLIST

(LOCKLIST)
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既存のロックが保持されているオブジェクトのロックを記録するには，36バイトが
必要です。
64ビットのプラットフォームの場合は，それぞれのロックには，そのオブジェクト
でほかのロックが保持されているかどうかによって，ロック・リストの 56バイトま
たは 112バイトが必要です。
ほかにロックが保留されていないオブジェクトのロックを保留するには，112バイ
トが必要です。
既存のロックが保持されているオブジェクトのロックを記録するには，56バイトが
必要です。
一つのアプリケーションが使用するロック・リストのパーセント (%)がmaxlocksに
達すると，データベース・マネージャーは，そのアプリケーションが保持するロッ
クに対して，行から表にロック・エスカレーションをします。エスカレーション処
理そのものにはそれほど時間は掛かりませんが，(個別の行に対するロックに対して
)表全体のロックは並列性を減少させ，影響を受けた表に対する後続のアクセスのた
めに，データベース・パフォーマンス全体が低下するおそれがあります。推奨され
るロック・リスト・サイズのコントロール方法は，次のとおりです。
1. ロックを解放するために頻繁に COMMITを実行します。
2. 多くの更新を実行するときには，(SQLLOCKTABLEステートメントを使用して

)更新前に表全体をロックします。これは一つのロックだけを使用し，ほかの
ロックが更新に干渉しないようにしますが，データの並列性は減少します。
また，ALTERTABLEステートメントの LOCKSIZEオプションを使用して，特
定の表のロック方法をコントロールすることもできます。
反復できる読み取り分離レベルを使用すると，自動的に表がロックされる場合が
あります。

保持された共有ロック数の減少ができる場合は，カーソル固定分離レベルを使用し
ます。アプリケーション保全性要件と折り合わない場合は，ロックの量をさらに減
らすために，カーソル固定ではなく非コミット読み取りを使用してください。
ロック・リストがいっぱいになると，ロック調整が行のロックよりも表のロックを
多く行うので，パフォーマンスが低下する場合があり，これによって，データベー
スの共有オブジェクトでの並列性が低下します。さらに，アプリケーション間の
デッドロックが増えるおそれがあり (すべてのアプリケーションが，限られた数の
表ロックを待つため )，これによってトランザクションがロールバックされることに
なります。データベースに対するロック要求の最大数に達すると，アプリケーショ
ンが SQLCODE-912を受け取ります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

推奨：
ロック調整によってパフォーマンスの問題が生じている場合，このパラメー
ターかmaxlocksパラメーターの値を増やす必要があります。データベース・
システム・モニターを使用すると，ロック調整が起きているかどうかを判別で
きます。
次のステップは，ロック・リストに必要なページ数を決定するのに役立ちます。
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ロック・リストのサイズの下限を計算します。ユーザー環境によって，次の計
算式の中から一つを使用して計算します。
(512＊x＊maxappls)/4,096
 

• 集線装置が使用できる状態になっている場合

(512＊x＊max_coordagents)/4,096
 

• 集線装置が使用できる状態になっているパーティション・データベースの場
合

(512＊x＊max_coordagents＊データベース・パーティションの数)/4,096
 

ただし，512はアプリケーション当たりの平均ロック数の見積もりであり，x
は，既存のロックがあるオブジェクトに対するそれぞれのロックに必要なバイ
ト数 (32ビット・プラットフォームでは 36バイト，64ビット・プラット
フォームでは 56バイト )です。
ロック・リスト・サイズの上限を計算します。
(512＊y＊maxappls)/4,096
 

yはオブジェクトに対する最初のロックに必要なバイト数です (32ビットのプ
ラットフォームの場合は 72バイトで，64ビットのプラットフォームの場合は
112バイトです )。
データに対する並列量を見積もり，また計算した上限と下限の間になるように，
予測に基づいて locklistの初期値を選択します。
次に記述されているように，データベース・システム・モニターを使用してこ
のパラメーターの値を調整します。
データベース・システム・モニターを使用すると，指定したトランザクション
によって保持される最大ロック数を判別できます。
この情報は，アプリケーション当たりのロックでの見積もり数の検査または調
整に役立ちます。この妥当性検査を実行するには，モニター情報がアプリケー
ション・レベルではなく，トランザクション・レベルで提供されていることに
注意して，複数のアプリケーションをサンプルとする必要があります。
また，maxapplsを増やしたか，または実行中のアプリケーションが頻繁にコ
ミットを実行していない場合は，locklistの増加が必要になる場合もあります。
このパラメーターを変更した場合は，アプリケーションの再バインド (REBIND
コマンドを使用 )を考慮してください。
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詳細説明：
このパラメーターを使用すると，データベース・ヒープの量 (dbheapパラメーター
で定義 )を指定して，ログ・レコードをディスクに書き込む前に，ログ・レコード
のバッファーとして使用できます。次のどれかのときに，ログ・レコードがディス
クに書き込まれます。
• mincommit構成パラメーターによって定義されたように，トランザクションのコ
ミット，またはトランザクションのグループのコミットが行なわれたとき。

• ログ・バッファーがいっぱいになったとき。
• その他の幾つかの内部データベース・マネージャー・イベントの結果として。

また，このパラメーターは dbheapパラメーター以下でなければなりません。ログ・
レコードのバッファリングは，ログ・レコードのディスクへの書き込み頻度が小さ
くなり，一度により多くのログ・レコードが書き込まれるため，より効率的なロギ
ング・ファイル入出力になります。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。

推奨：
専用ログ・ディスクに相当数の読み取り活動がある場合，またはディスクの使
用率が高い場合，バッファー域のサイズを大きくしてください。このパラメー
ターの値を増やす場合は，ログ・バッファー域が，dbheapパラメーターでコン
トロールされるスペースを使用するので，dbheapパラメーターも考慮してくだ
さい。
データベース・システム・モニターを使用すると，特定トランザクション (ま
たは作業単位 )で使用されたログ・バッファー・スペースの量を判別できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

LogbufSZ ログ・バッ
ファー・サイ
ズ。ページ (4
キロバイト )
単位。

－ word No すべて － SQLF_DBTN_L
OGBUFSZ

(LOGBUFSZ)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Max 
Connections

クライアント
接続の最大数。

－ long No すべて － SQLF_KTN_MA
X_CONNECTIO
NS

(MAX_CONNE
CTIONS)
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詳細説明：
このパラメーターは，インスタンスに接続できるアプリケーションの最大数をコン
トロールします。通常，各アプリケーションにはコーディネーター・プログラム・
エージェントが割り当てられます。エージェントは，アプリケーションとデータ
ベースの間の操作を容易にします。このパラメーターにデフォルト値が使用される
場合，集線装置機能は活動化されません。結果として，各エージェントは専用メモ
リーを使用して機能し，データベース・マネージャーと，バッファー・プールなど
のデータベース・グローバル・リソースをほかのエージェントと共有します。パラ
メーターがデフォルトよりも大きな値に設定されると，集線装置機能が活動化され
ます。集線装置の意図は，一つのクライアント・アプリケーションに対するサーバ・
リソースを，DB2Connectゲートウェイによって 10,000よりも多いクライアント接
続を扱うことができるまで削減することです。
値が -1では，限度がmax_coordagentsであることを示します。
以前のバージョンの DB2では，このプログラムはmax_logicagentsという名前で呼
ばれていました。

 

詳細説明：
集線装置がオフのとき，つまり，max_connectionsがmax_coordagentsに等しい場
合，このパラメーターは，パーティションまたは非パーティション・データベース
環境でサーバ上に同時にあるコーディネーター・エージェントの最大数を決定しま
す。
データベースに接続する，またはインスタンスにアタッチするローカルまたはリ
モートのアプリケーションごとに一つのコーディネーター・エージェントが獲得さ
れます。インスタンスへのアタッチを必要とする要求には，CREATEDATABASE，
DROPDATABASE，およびデータベース・システム・モニター・コマンドがありま
す。
集線装置がオンの場合，つまり，max_connectionsがmax_coordagentsより大きい
ときは，接続の数がそれにサービスするためのコーディネーター・エージェントの
数よりも多くなります。アプリケーションがアクティブ状態であるのは，アプリ
ケーションにサービスするコーディネーター・エージェントがある場合だけです。
コーディネーター・エージェントがない場合，アプリケーションは非アクティブ状
態です。アクティブ・アプリケーションからの要求には，データベース・コーディ
ネーター・エージェント (および SMPまたはMPP構成内のサブエージェント )が

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Max 
Coordagents

コーディネー
ター・エー
ジェントの最
大数。

－ long No すべて － SQLF_KTN_MA
X_COORDAGEN
TS

(MAX_COORD
AGENTS)
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サービスします。非アクティブ・アプリケーションからの要求はキューに入れられ，
そのアプリケーションにサービスするデータベース・コーディネーター・エージェ
ントが割り当てられると，アプリケーションがアクティブになります。したがって，
このパラメーターを使用すると，システムに対するロードをコントロールできます。

 

詳細説明：
このパラメーターは，データベースに (ローカルとリモートの両方で )接続できる並
列アプリケーションの最大数を指定します。データベースにアタッチしている各ア
プリケーションが，幾つかの専用メモリーを割り振るので，同時アプリケーション
の数を多くすると，多くのメモリーが使用されるおそれがあります。
maxapplsを Automaticに設定すると，接続されたアプリケーションを幾つでも任
意の数だけ使用できるという効果が生じます。DB2では，新しいアプリケーション
をサポートするために必要なリソースを動的に割り振ります。
このパラメーターを Automaticに設定したくない場合は，このパラメーターの値
は，接続されたアプリケーションの数に，これらと同じアプリケーションで 2
フェーズ・コミットおよびロールバックを完了する処理で同時に実行される数を加
えた合計に等しいか，それよりも大でなければなりません。次に，どのようなとき
でも発生するおそれがある未確定トランザクション数をこの合計に追加します。
アプリケーションがデータベースへの接続を試みたときに，maxapplsの値にすでに
達していた場合は，すでに最大数のアプリケーションがデータベースに接続されて
いることを示すエラーが，アプリケーションに返されます。
より多くのアプリケーションが Data Links Managerを使用するときは，maxappls
の値を増やさなければなりません。次の公式を使用して，必要な値を計算します。
<maxappls>=5＊(ノードの数)+(Data Links Managerを使用するアクティブ・
アプリケーションのピーク数)
 

Data Links Managerの最大サポート値は 2,000です。
パーティション・データベース環境下では，これはデータベース・パーティション
に対して並行して活動状態であるアプリケーションの最大数です。このパラメー
ターは，サーバがアプリケーションのコーディネーター・プログラム・ノードであ
るかどうかにかかわらず，データベース・パーティション・サーバ上のデータベー
ス・パーティションに対する活動アプリケーションの数を制限します。パーティ
ション・データベース環境下のカタログ・ノードでは，この環境下のすべてのアプ
リケーションがカタログ・ノードへの接続を要求するため，ほかのタイプの環境で

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Maxappls アクティブ・
アプリケー
ションの最大
数。

－ word No すべて － SQLF_DBTN_M
AXAPPLS

(MAXAPPLS)
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の場合よりも高いmaxapplsの値が必要です。

推奨：
maxlocksパラメーターを低くしないでこのパラメーターの値を増やしたり，
locklistパラメーターを増やしたりすると，アプリケーション限界ではなくロッ
ク (locklist)のデータベース限界に達し，その結果ロック・エスカレーションの
問題が広がることになります。
ある程度については，アプリケーションの最大数もmaxagentsによって決まり
ます。使用できるエージェント (maxagents)だけでなく，使用できる接続
(maxappls)がある場合，アプリケーションはデータベースにしか接続できませ
ん。さらに，アプリケーションの最大数は，max_coordagents構成パラメー
ターによってもコントロールされます。max_coordagentsに達している場合，
新しいアプリケーション (すなわち，コーディネーター・エージェント )を始動
できません。

 

詳細説明：
データベース・マネージャー・トランザクションを同時に実行中であることが可能
なデータベース・マネージャー・エージェントの最大数。このパラメーターは，多
くのアプリケーション活動が同時に実行される期間中に，システムの負荷をコント
ロールするために使用されます。例えば，多数の接続が必要なシステムがあるのに，
その接続用の記憶容量に制限がある場合などです。このパラメーターの調整は，多
くの活動が同時に実行される期間が，極端なオペレーティング・システム・ページ
ングの原因となるような環境で有効です。
このパラメーターは，データベースに接続できるアプリケーションの数を制限しま
せん。これは，データベース・マネージャーが一度に並行して処理できるデータ
ベース・マネージャー・エージェント数だけを制限しますが，これによって，処理
のピーク時にシステム資源の使用率を制限できます。
値が -1の場合は，限度がmax_coordagentsであることを示します。

推奨：
ほとんどの場合に，このパラメーターのデフォルト値を使用できます。多くの
アプリケーションを同時に実行することによって問題が生じている場合は，ベ
ンチマーク・テストを使用してこのパラメーターを調整し，データベースのパ
フォーマンスを最適化できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Maxcagents 同時エージェ
ントの最大数。

－ long No すべて － SQLF_KTN_MA
XCAGENTS

(MAXCAGEN
TS)
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詳細説明：
このパラメーターは，それぞれのデータベース・エージェントごとにオープンして
おけるファイル・ハンドルの最大数を指定します。あるファイルをオープンしたた
めに，この値を超えることになった場合は，使用中の一部のファイルがクローズさ
れます。maxfilopが小さ過ぎる場合は，この限度を超えないようにするためにファ
イルをオープンしたり，クローズしたりするオーバーヘッドが過剰になり，パ
フォーマンスを低下させるおそれがあります。
オペレーティング・システムとデータベース・マネージャーの対話では，SMS表ス
ペース (システム管理表スペース )と DMS表スペース (データベース管理表スペー
ス )・ファイル・コンテナーが両方ともファイルとして処理されるので，ファイル・
ハンドルが必須です。SMS表スペースでは，DMSファイル表スペースの場合に使
用されるコンテナーの数に比べて，一般的には，多くのファイルが使用されます。
したがって，SMS表スペースを使用している場合は，DMSファイル表スペースの
場合に必要とする値に比べて大きな値が，このパラメーターに必要になります。
また，このパラメーターを使用すると，エージェント単位のファイル・ハンドル数
を制限すれば，データベース・マネージャーで使用されるファイル・ハンドルの総
計がオペレーティング・システム限度を超えることのないようにすることもできま
す。なお，実際の数は，同時に稼働するエージェントの数に応じて異なります。

 

詳細説明：
ロック・エスカレーションとは，行ロックを表ロックで置き換えて，リスト内の
ロック数を減らす処理のことです。このパラメーターでは，アプリケーションに
よって保持されるロック・リストのパーセントを定義します。このパーセントに達

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Maxfilop アプリケー
ション単位の
最大データ
ベース・ファ
イル・オープ
ン数。

－ word No すべて － SQLF_DBTN_M
AXFILOP

(MAXFILOP)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Maxlocks エスカレー
ション前の
ロック・リス
トの最大パー
セント。

－ word No すべて － SQLF_DBTN_M
AXLOCKS

(MAXLOCKS)
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するまでデータベース・マネージャーはエスカレーションを実行しません。ある一
つのアプリケーションによって保持されているロックの数が，合計ロック・リスト・
サイズに対してこのパーセントに達すると，そのアプリケーションによって保持さ
れているロックに関してロック・エスカレーションが行われます。ロック・リスト
がスペースを使い尽くした場合も，ロック・エスカレーションが発生します。
データベース・マネージャーは，アプリケーションのロック・リストを調べ，行
ロック数が最も多い表を検索して，ロック・エスカレーションの対象となるロック
を判別します。行ロックを単一の表ロックで置き換えたあと，maxlocks値を超える
ことがなくなっていれば，ロック・エスカレーションは停止します。そうならない
場合は，保持されているロック・リストのパーセンテージがmaxlocksの値より低く
なるまで，ロック・エスカレーションは続きます。maxlocksパラメーターに
maxapplsパラメーターを掛けた値が 100より小であってはなりません。

推奨：
次の公式を使用すると，アプリケーションが平均ロック数の 2倍のロックを保
留できるように，maxlocksを設定できます。
maxlocks=2＊100/maxappls
 

ただし，平均の 2倍を達成するために 2が使用され，100は許容最大パーセン
ト値を表します。同時に実行するアプリケーションの数が少ない場合は，上記
の公式に代えて次の公式を使用できます。
maxlocks=2＊100/(同時に実行するアプリケーションの平均数)
 

maxlocksの設定時に考慮する必要のある事項の一つに，ロック・リスト
(locklist)のサイズとの併用があります。ロック・エスカレーションが行われる
前にアプリケーションが保持するロックの数での実際の限度は，次のとおりで
す。
• 32ビットシステムの場合

maxlocks＊locklist＊4,096/(100＊36)
 

• 64ビットシステムの場合

maxlocks＊locklist＊4,096/(100＊56)
 

ただし，4,096は 1ページのバイト数，100はmaxlocksに許容される最大の
パーセント値，36は 32ビット・システムの場合での，一つのロック当たりの
バイト数，56は 64ビット・システムの場合での，一つのロック当たりのバイ
ト数です。アプリケーションの一つで 1,000ロックが必要であることがわかっ
ていて，しかもロック・エスカレーションが行われないようにしたい場合は，
この公式のmaxlocksおよび locklistの値を選択すれば，結果は 1,000より大に
なります (maxlocksに 10を，locklistに 100を使用すると，この公式によっ
て，必要な 1,000ロックより大という結果が得られます )。
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maxlocksの設定が低過ぎると，ほかの同時アプリケーションにまだ十分のロッ
ク・スペースがあるときに，ロック・エスカレーションが行われます。
maxlocksの設定が高過ぎると，一部のわずかなアプリケーションだけでロッ
ク・スペースのほとんどを使用してしまうおそれがあり，それ以外のアプリ
ケーションではロック・エスカレーションを実行する必要が生じます。この場
合にロック・エスカレーションが必要になるということは，並行性が低下する
結果になります。
データベース・システム・モニターを使用すると，この構成パラメーターの追
跡および調整に役立ちます。

 

詳細説明：
このパラメーターは，単一のデータベース・マネージャー・インスタンスで実行中
の，すべてのエージェントとほかのスレッドがオープンできる，ファイルの最大数
を定義します。ファイルをオープンすればこの値を超えた場合，エラーがアプリ
ケーションに返されます。

注：
このパラメーターは，UNIXベースのプラットフォームには適用されません。
値は常にゼロを表示します。

推奨：
このパラメーターを設定する場合，データベース・マネージャー・インスタン
ス内の各データベースで使用できるファイル・ハンドルの数を考慮してくださ
い。このパラメーターの上限の見積もりは，次のようにして行います。
インスタンス内のそれぞれのデータベースごとにオープンできるファイル・ハ
ンドルの最大数を，次の公式を使用して計算します。
maxappls＊maxfilop
 

上の結果を合計し，その値がパラメーターを超えていないかを調べます。
新しいデータベースを作成する場合は，このパラメーターの値をもう一度見積
もり直してください。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Maxtotfilop 最大合計オー
プン・ファイ
ル数。

－ word No すべて － SQLF_KTN_MA
XTOTFILOP

(MAXTOTFIL
OP)
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詳細説明：
このパラメーターは，データベース・マネージャー・インスタンスが始動
(db2start)したときに，データベース・サーバ処理が専用仮想メモリーとして予約
されるページ数を指定します。サーバがより大きな専用メモリーを必要とする場合
は，必要時に，サーバがオペレーティング・システムからメモリーを取得しようと
します。

注：
このパラメーターは，UNIXベースのシステムには適用されません。
値は常にゼロを表示します。

推奨：
デフォルト値を使用してください。
データベース・サーバにより多くのメモリーをコミットしたい場合，このパラ
メーターの値を変更すればよいだけです。このアクションによって，割り振り
時間が節約されます。しかし，非 DB2アプリケーションのパフォーマンスに影
響を与えるおそれがあるため，その値を高く設定し過ぎないように注意してく
ださい。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Min Priv Mem 最小コミット
済み専用メモ
リー。ページ
(4キロバイト
)単位。監視対
象が DB2の
V9.1以降の場
合は，非推奨
となるため正
しい値を収集
できません。

－ ulon
g

No すべて － SQLF_KTN_MI
N_PRIV_MEM

(MIN_PRIV_M
EM)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Mon Heap SZ データベー
ス・システ
ム・モニ
ター・ヒー
プ・サイズ。
ページ (4キロ
バイト )単位。

－ word No すべて － SQLF_KTN_MO
N_HEAP_SZ

(MON_HEAP_
SZ)
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詳細説明：
このパラメーターは，データベース・システム・モニター・データに割り振られる
メモリーの大きさ (ページ数 )を決定します。メモリーは，スナップショットの取
得，モニター・スイッチのオン，モニターのリセット，またはイベント・モニター
の活動化といった，データベースのモニター活動を実行するときにモニター・ヒー
プから割り振られます。
ゼロの値を指定すると，データベース・マネージャーはデータベース・システム・
モニター・データを収集しません。

推奨：
活動のモニターに必要なメモリーの量は，スイッチが設定されるモニター・ア
プリケーション (スナップショットまたはイベント・モニターを取るアプリ
ケーション )の数と，データベース活動のレベルに依存します。
次の計算式では，モニター・ヒープに必要なおおよそのページ数が算出されま
す。
(モニター・アプリケーションの数+1)＊(データベースの数＊(800+(アクセス
された表の数＊20)
+((接続されたアプリケーションの数+1)＊(200+(表スペースの数＊
100)))))/4,096
 

このヒープ内の使用できるメモリーが使い尽くされた場合，次のどれかが行わ
れます。
• 最初のアプリケーションが，このイベント・モニターが定義されているデー
タベースに接続すると，エラー・メッセージが管理通知ログに書き込まれま
す。

• SETEVENTMONITORステートメントを使用して動的に開始されているイ
ベント・モニターが失敗した場合は，エラー・コードがアプリケーションに
戻されます。

• モニター・コマンドまたは APIサブルーチンが失敗した場合は，エラー・
コードがアプリケーションに戻されます。

 

詳細説明：
このパラメーターを使用すると，データベースの非同期ページ・クリーナーの数を
指定できます。これらのページ・クリーナーは，バッファー・プール内のスペース
がデータベース・エージェントによって必要とされる前に，変更済みページをバッ

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Num 
Iocleaners

非同期ペー
ジ・クリー
ナーの数。

－ word No すべて － SQLF_DBTN_N
UM_IOCLEANE
RS

(NUM_IOCLE
ANERS)
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ファー・プールからディスクに書き込みます。その結果，データベース・エージェ
ントは，変更済みページが書き出されて，バッファー・プール内のスペースを使用
できるようになるのを待機する必要がなくなります。こうして，データベース・ア
プリケーションの総体的なパフォーマンスが向上します。
このパラメーターをゼロに設定した場合は，開始されるページ・クリーナーがない
ので，その結果，バッファー・プールからディスクへのページ書き込みのすべてを，
データベース・エージェントが実行することになります。データベースが多くの物
理ストレージ・デバイスにわたって保管されている場合は，物理ストレージ・デバ
イスの一つがアイドル状態になる可能性が高いので，このパラメーターがデータ
ベースに重大なパフォーマンス上の影響を及ぼすおそれがあります。ページ・ク
リーナーが構成されていない場合は，周期的にログがいっぱいになる状態がアプリ
ケーションで検出されるおそれがあります。
データベースを使用するアプリケーションが，主として，データを更新するトラン
ザクションで構成されている場合は，クリーナーの数を増やすと，パフォーマンス
が向上します。ページ・クリーナーの数を増やすと，どの時点でも，ディスク上で
の，データベースの内容の最新性が増すため，停電などのソフト障害からのリカバ
リー時間も短縮されます。

推奨：
このパラメーターの値を設定する際は，次の要因を考慮してください。
• アプリケーション・タイプ
更新が行われない照会専用データベースの場合は，このパラメーターはゼロ
になるように設定します。例外は，照会ワークロードによって TEMP表が多
数作成される結果になる (これについては，EXPLAINユーティリティーを使
用して判別できます )場合です。
データベースに対してトランザクションが実行される場合は，このパラメー
ターは，1とデータベース用として使用されている物理ストレージ・デバイ
スの台数の間になるように設定します。

• ワークロード
更新トランザクションの率が高い環境では，ページ・クリーナーの数を増や
して構成する必要があります。

• バッファー・プール・サイズ
バッファー・プールの容量が大きい環境でも，ページ・クリーナーの数を増
やして構成する必要があります。

データベース・システム・モニターを使用すると，バッファー・プールからの
書き込みアクティビティーについてのイベント・モニターから得られる情報を
使用して，この構成パラメーターを調整する場合に役立ちます。
次の二つの条件が真の場合は，パラメーターの値を小さくできます。
• pool_data_writesがおよそ pool_async_data_writesに等しい。
• pool_index_writesがおよそ pool_async_index_writesに等しい。

次の二つの条件でどちらかが真の場合は，パラメーターの値を大きくする必要
があります。
• pool_data_writesが pool_async_data_writesよりもはるかに大きい。
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• pool_index_writesが pool_async_index_writesよりもはるかに大きい。

 

詳細説明：
入出力サーバは，データベース・エージェントの代わりに，バックアップおよびリ
ストアなどのユーティリティーによるプリフェッチ入出力および非同期入出力を実
行するために使用されます。このパラメーターは，データベースのための入出力
サーバ数を指定します。あるデータベースに対して，この入出力数を超えるプリ
フェッチおよびユーティリティーを行うことはできません。入出力サーバは，出さ
れた入出力が進行中の間，待ち状態になります。非プリフェッチ入出力は，データ
ベース・エージェントから直接スケジュールされ，その結果 num_ioserversによっ
て制限されます。

推奨：
システム内のすべての入出力装置を完全に利用するために適正な値は，一般に
データベースが置かれている物理装置数に 1または 2を加えたものです。各入
出力サーバにはそれぞれ最小限のオーバーヘッドが発生し，未使用の入出力
サーバはアイドル状態のままになるため，追加の入出力サーバを構成すること
を推奨します。

 

詳細説明：
このパラメーターの値がゼロの場合，必要に応じてエージェントが作成されるので，
現行の要求の完了時にそれらのエージェントが終了するおそれがあります。値が
maxagentsで，プールが関連サブエージェントでいっぱいの場合は，新しいコー
ディネーター・ノードは作成できないため，サーバはコーディネーター・ノードと
して使用できません。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Num Ioservers 入出力サーバ
の数。

－ word No すべて － SQLF_DBTN_N
UM_IOSERVER
S(NUM_IOSER

VERS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Num 
Poolagents

エージェン
ト・プール・
サイズ。

－ long No すべて － SQLF_KTN_NU
M_POOLAGENT
S

(NUM_POOLA
GENTS)
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推奨：
同時に接続しているアプリケーションの数が少ない意思決定支援環境を実行し
ている場合，num_poolagentsを小さい値に設定して，エージェント・プール
がアイドル・エージェントでいっぱいにならないようにしてください。
多数のアプリケーションが同時に接続しているトランザクション処理環境を実
行している場合，num_poolagentsの値を大きくして，エージェントが頻繁に
作成されて終了されることにコストを費やさないようにしてください。

 

詳細説明：
このパラメーターは，データベース共有メモリーから割り振られ，データベース上
の静的および動的 SQLステートメントのセクションをキャッシュするために使用さ
れます。パーティション・データベース・システムでは，データベース・パーティ
ションごとに一つのパッケージがあります。
パッケージをキャッシュすると，データベース・マネージャーの場合はパッケージ
を再ロードするときにシステム・カタログにアクセスする必要がなくなるために内
部オーバーヘッドが減少し，また動的 SQLの場合はコンパイルする必要がなくなる
ことによって，内部オーバーヘッドが減少します。セクションは，次のどれかの状
況になるまで，パッケージ・キャッシュ内に保持されます。
• データベースがシャットダウンされるとき
• パッケージまたは動的 SQLステートメントが無効にされるとき
• キャッシュがスペースを使い果たしたとき

静的または動的 SQLステートメントのセクションのこのキャッシュは，データベー
スに接続されたアプリケーションによって同じステートメントが複数回使用される
場合に，特にパフォーマンスを改善できます。これは，トランザクション処理アプ
リケーションでは特に重要です。
デフォルト (-1)を使うことによって，ページ割り振りの計算に使用される値は，
maxappls構成パラメーターに指定された値の 8倍になります。maxapplsの 8倍が
32よりも小さい場合は，例外となります。この場合，デフォルト値 -1を指定すると
pckcacheszが 32に設定されます。

推奨：
このパラメーターを調整するときは，パッケージ・キャッシュ用に予約されて
いる余分なメモリーが，バッファー・プールまたはカタログ・キャッシュなど

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

PckcacheSZ パッケージ・
キャッシュ・
サイズ。ペー
ジ (4キロバイ
ト )単位。

－ ulon
g

No すべて － SQLF_DBTN_P
CKCACHESZ

(PCKCACHES
Z)
267



5.　レコード
DB2 Configuration（PD_DCFE）
別の目的のために割り振られた場合にさらに有効に使用できるかどうかを考慮
する必要があります。上記の理由によって，このパラメーターの調整時には，
ベンチマーク技法を使用してください。
このパラメーターの調整は，幾つかのセクションが最初に使用され，その後は
2，3のセクションだけが繰り返し実行される場合に特に重要です。キャッシュ
が大き過ぎると，最初のセクションのコピーを保留している分だけメモリーが
むだになっています。
これらのモニター・エレメントは，この構成パラメーターを調整する必要があ
るかどうかの判別に役立ちます。
• パッケージ・キャッシュ参照数

pkg_cache_lookups
• パッケージ・キャッシュ挿入

pkg_cache_inserts
• パッケージ・キャッシュ最高水準点

pkg_cache_size_top
• パッケージ・キャッシュ・オーバーフロー

pkg_cache_num_overflows

注：
パッケージ・キャッシュは作業キャッシュであるため，このパラメーターをゼ
ロに設定することはできません。現在実行されている SQLステートメントのす
べてのセクションを保留するには，このキャッシュに十分なメモリーが割り振
られていなければなりません。現行の必要スペース以上のスペースが割り振ら
れている場合，セクションがキャッシュされます。これらのセクションは，次
に必要とされるときにはロードやコンパイルをしないで実行できます。
pckcacheszパラメーターによって指定された制限は柔軟性のある制限です。メ
モリーがデータベース共有セットでまだ使用できる場合，必要であればこの制
限を超えることができます。パッケージ・キャッシュがいちばん大きくなった
サイズを判別するには，pkg_cache_size_topモニター・エレメントを使用し，
pckcacheszパラメーターによって指定された制限を超えた回数を判別するに
は，pkg_cache_num_overflowsモニター・エレメントを使用できます。

 

！！！！ 注意事項
 

このフィールドの値は ulong形式で格納するため，（-1）を（4294967295）と表示します。
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詳細説明：
このパラメーターは，照会ヒープに割り振ることができるメモリーの最大数を指定
します。照会ヒープは，各照会をエージェントの専用メモリーに格納するために使
用されます。各照会の情報は，入力と出力 SQLDA，ステートメント・テキスト，
SQLCA，パッケージ名，作成者，セクション番号，および整合性トークンで構成さ
れます。このパラメーターは，アプリケーションに，エージェント内で不要に大き
な仮想メモリーを消費させないために提供されています。
照会ヒープは，ブロック・カーソルに割り振られるメモリー用としても使用されま
す。このメモリーは，カーソル制御ブロックと完全に解決された出力 SQLDAから
構成されます。
割り振られる初期照会ヒープは，aslheapszパラメーターによって指定されたアプリ
ケーション・サポート層ヒープと同じサイズです。照会ヒープのサイズは 2以上で
なければならず，aslheapszパラメーター以上でなければなりません。この照会ヒー
プの大きさが不十分なために指定された要求を処理できない場合は，
query_heap_szを超えない範囲で，要求に必要なサイズまで再割り振りが行われま
す。この新しい照会ヒープが aslheapszの 1.5倍を超える大きさの場合，照会が終
了したときに照会ヒープは aslheapszのサイズまで再度割り振られます。

推奨：
ほとんどの場合，デフォルト値が効率的です。最小値として，query_heap_sz
を少なくとも aslheapszの 5倍より大きい値に設定してください。これによっ
て，aslheapszより大きな照会が使用でき，指定時にオープンされる三つまた
は四つのブロック・カーソルに追加メモリーが提供されます。
とても大きな LOBを持っている場合，このパラメーターの値を増やして，照会
ヒープをそれらの LOBを収容する大きさにできます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Query Heap SZ 照会ヒープ・
サイズ。ペー
ジ（4キロバ
イト）単位。

－ long No すべて － SQLF_KTN_QU
ERY_HEAP_SZ

(QUERY_HEA
P_SZ)
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
このパラメーターでは，専用ソートで使用される専用メモリー・ページの最大数，
または共有ソートで使用される共有メモリー・ページの最大数を定義します。ソー
トが専用ソートの場合は，このパラメーターによってエージェント専用メモリーに
影響が生じます。ソートが共有ソートの場合は，このパラメーターによってデータ
ベース共有メモリーに影響が生じます。それぞれのソートには，必要に応じてデー
タベース・マネージャーによって割り振られる別々のソート・ヒープがあります。
このソート・ヒープは，データがソートされる領域です。オプティマイザーによる
指示があった場合は，オプティマイザーが提供する情報を使用して，このパラメー
ターによって指定されたソート・ヒープよりも小さいソート・ヒープが割り振られ

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。
常に
「DCFE」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_REC
ORD_TYPE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sortheap ソート・ヒー
プ・サイズ。
ページ (4キロ
バイト )単位。

－ ulon
g

No すべて － SQLF_DBTN_S
ORTHEAP

(SORTHEAP)
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ます。

推奨：
ソート・ヒープを使用して作業する場合は，次の事項を考慮する必要がありま
す。
• 適切な索引によってソート・ヒープの使用を最小化できる。
ハッシュ結合バッファーおよび動的ビットマップ（索引 ANDおよび
StarJoinで使用される）では，ソート・ヒープ・メモリーを使用する。した
がって，これらの技法が使用されるときは，このパラメーターのサイズを大
きくします。

• ラージ・ソートが頻繁に必要なときは，このパラメーターのサイズを大きく
する。
このパラメーターの値を大きくするときは，データベース・マネージャー構
成ファイルにある sheapthresパラメーターも調整する必要があるかどうか調
べる必要がある。

• ソート・ヒープ・サイズは，オプティマイザーがアクセス・パスを決定する
際に使用する。
このパラメーターを変更した場合は，アプリケーションの再バインド
(REBINDコマンドを使用 )を考慮してください。
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Lock Information on Application(PD_DLIA)

機能

アプリケーションレベルのロック情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

アプリケーションがデータベースに接続している間。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：380バイト

フィールド

詳細説明：
アプリケーション・ハンドルを使用すると，アクティブ・アプリケーションを一意
的に識別できます（アプリケーション・ハンドルは，エージェント IDと同義です）。

 

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Agent Id アプリケーショ
ンの固有 ID。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AG
ENT_ID

(AGENT_ID)
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詳細説明：
この IDはクライアントとサーバの両者によって認識されるため，この IDを使用す
ると，アプリケーションのクライアント部分とサーバ部分を相関させることができ
ます。DDCSアプリケーションでアプリケーションのクライアント部分とサーバ部
分を相関させるには outbound_appl_idも必要です。この IDは，ネットワーク内で
は固有の IDです。アプリケーション IDにはさまざまな形式があり，データベー
ス・マネージャーまたは DDCS（あるいはその両方）を実行中のクライアントと
サーバ・マシン間の通信プロトコルによって形式が異なります。どの形式の場合も
ピリオドで区切られた三つの部分で構成されます。

 

詳細説明：
このエレメントと appl_idを使用すると，データ項目をアプリケーションに関連づ
けることができます。クライアント /サーバ環境で，この名前はデータベース接続を
確立するためにクライアントからサーバに送られます。DRDA-AS接続の場合は，
この名前は DEDA外部名となります。クライアント・アプリケーションのコード・
ページと実行中のデータベース・システム・モニターが使用しているコード・ペー
ジが異なる場合は，appl_nameを交換するときに codepage_idを利用できます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Appl Id アプリケーショ
ンがデータベー
ス・マネー
ジャーのデータ
ベースに接続し
たときの ID。

－ strin
g[33]

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_ID

(APPL_ID)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Appl Name クライアントで
実行中のアプリ
ケーションの名
前。

－ strin
g[25
7]

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_NAME

(APPL_NAM
E)
273



5.　レコード
Lock Information on Application(PD_DLIA)
詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーションを呼び出したユーザーを判別でき
ます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，データが適用される特定のデータベースを識別でき
ます。
ホストへの接続，または AS/400および iSeriesのデータベース・サーバへの接続で
DB2 Connectを使用しないアプリケーションの場合は，このエレメントと dc_path
モニター・エレメントを組み合わせて使用すると，データベースを個別に識別し，
モニターが提供する情報の各レベルに関連づけられます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Auth Id モニターされて
いるアプリケー
ションを呼び出
したユーザーの
許可 ID。

－ strin
g[33]

No すべて － SQLM_ELM_AU
TH_ID

(AUTH_ID)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

DB Name 情報が収集され
るデータベース
の実名またはア
プリケーション
の接続先での
データベースの
実名。

－ strin
g[9]

No すべて － SQLM_ELM_DB
_NAME

(DB_NAME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Deadlocks 発生したデッド
ロックの合計数。 

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DE
ADLOCKS

(DEADLOC
KS)
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詳細説明：
このエレメントは，アプリケーション間で競合の問題が起きていることを示す場合
があります。問題の原因としては，次の状態が考えられます。 
 
• データベースでロック・エスカレーションが発生している。
• システムが生成した行のロッキング数が十分なときに，アプリケーションが表を
明示的にロッキングした。

• アプリケーションがバインディングのときに使用した分離レベルが不適切である。
• カタログ表が反復可能読み取りのためにロックされている。
• 複数のアプリケーションが同じロックを異なる順序で獲得しているために，デッ
ドロックになっている。

 
この問題は，デッドロックが発生しているアプリケーション（またはアプリケー
ション処理）が判別できれば解決できます。この場合，アプリケーションが並行し
て実行できるようにアプリケーションを変更できます。ただし，一部のアプリケー
ションでは並行して実行できない場合があります。
接続タイム・スタンプ・モニター・エレメント（last_reset，db_conn_time，およ
び appl_con_time）を使用すると，デッドロックの重大度を判別できます。例えば，
デッドロックが 5時間に 10回起こるよりも，5分間に 10回起こるほうが重大です。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Interval 情報が収集され
る時間。秒単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- 
CURRENT_SYS
TEM_BOOT_TI
ME

(INTERVAL)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock Escals ロックが複数の
行ロックから一
つの表ロックに
エスカレートさ
れた回数。 

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CK_ESCALS

(LOCK_ESC
ALS)
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詳細説明：
アプリケーションが保留するロックの合計数がそのアプリケーションで使用可能な
ロック・リスト・スペースの最大量に達した場合，またはすべてのアプリケーショ
ンが使用するロック・リスト・スペースが合計ロック・リスト・スペースに近くな
ると，ロックはエスカレートされます。使用可能なロック・リスト・スペースの量
は，maxlocksおよび locklist構成パラメーターによって決まります。
一つのアプリケーションが使用可能な最大ロック数に達して，エスカレートする
ロックがほかにない場合は，ほかのアプリケーションに割り振られているロック・
リストのスペースが使用されます。ロック・リスト全体が満杯になるとエラーが起
こります。 
このデータ項目には，排他ロック・エスカレーションも含めて，すべてのロック・
エスカレーションのカウントが含まれます。
過剰なロック・エスカレーションが起こる場合は，幾つかの原因が考えられます。
 
• 同時アプリケーションの数に対してロック・リスト・サイズ（locklist）が小さい。
• 各アプリケーションが使用できるロック・リストのパーセント値（maxlocks）が
小さい。

• 一つ以上のアプリケーションが使用しているロックの数が多過ぎる。

 
これらの問題を解決するには，次のようにしてください。 
 
• locklist構成パラメーター値を大きくする。
• maxlocks構成パラメーター値を大きくする。
• 次の公式を使用して，ロック数の多いアプリケーション（locks_held_top参照），
または大量のロック・リストを保留しているアプリケーションを識別する。
(((locks held * 36) / (locklist * 4096)) * 100)

 
ここで，maxlocksの値を比較します。これらのアプリケーションがロック・リスト
の多くを使用すると，ほかのアプリケーションでロック・エスカレーションを起こ
します。これらのアプリケーションは行ロックではなく表ロックを使用して解決し
ようとしますが，表ロックを使用すると lock_waitsおよび lock_wait_timeの増加
の原因となることがあります。
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詳細説明：
このエレメントは，locktimeoutデータベース構成パラメーターの設定値を調整する
ときに利用できます。通常の操作レベルと比較して，ロックのタイムアウト回数が
多くなった場合は，ロックを長期にわたって保有しているアプリケーションが存在
する可能性があります。この場合このエレメントは，ロックおよびデッドロックに
関するほかの幾つかのモニター・エレメントを分析して，アプリケーションに問題
があるかどうかを判別する必要があることを示している場合があります。 
locktimeoutデータベース構成パラメーターの設定値が高過ぎると，ロックのタイム
アウト回数が極端に少なくなります。この場合は，アプリケーションがロックを取
得するための待機時間が長くなります。

 

詳細説明：
データベース・レベルでは，このデータベース内ですべてのアプリケーションが一
つのロックを待機した合計経過時間を示します。
アプリケーション接続およびトランザクションのレベルでは，この接続またはトラ
ンザクションがロックの付与を待機した合計経過時間を示します。
このエレメントと lock_waitsモニター・エレメントを組み合わせて使用すると，平
均ロック待機時間を計算できます。この計算は，データベース・レベルとアプリ
ケーション接続レベルのどちらでもできます。 
経過時間を示すモニター・エレメントを使用するときは，次のことを考慮してくだ
さい。
 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock 
Timeouts

オブジェクトを
ロックするため
の要求が許可さ
れずにタイムア
ウトになった回
数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CK_TIMEOUTS

(LOCK_TIM
EOUTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock Wait 
Time

ロック待機の合
計経過時間。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CK_WAIT_TIM
E

(LOCK_WAI
T_TIME)
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• 経過時間は，システム負荷の影響を受けるので，実行する処理数が多くなると，
この経過時間の値は大きくなります。

• このエレメントをデータベース・レベルで計算する場合，データベース・システ
ム・モニターはアプリケーション・レベルの時間を合計します。この場合，同時
に複数のアプリケーション処理が実行されていることがあるので，データベース・
レベルでは経過時間が二重に計算されます。

 
意味のあるデータを提供するためには，上記の説明に従って平均ロック待機時間を
計算してください。

 

詳細説明：
平均ロック待機時間が長い場合は，多数のロックを保留するアプリケーションまた
はロック・エスカレーションを起こしているアプリケーションを探します。これに
よって，必要に応じてアプリケーションを調整して並行性を改善します。エスカ
レーションが原因で平均ロック待機時間が長くなっている場合は，locklistおよび
maxlocks構成パラメーターのどちらか，または両方の設定値が低過ぎることが原因
と考えられます。

 

詳細説明：
データベース・レベルでは，アプリケーションがデータベース内でロックを待機し
た合計回数を示します。 
アプリケーション接続レベルでは，この接続がロックを要求し，ほかの接続がデー

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock Wait 
Time Avg

平均ロック待機
時間。

－ float No すべて － LOCK_WAIT_TI
ME / 
LOCK_WAITS

(LOCK_WAI
T_TIME_AV

G)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock Waits アプリケーショ
ンまたは接続が
ロックを待機し
た合計回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CK_WAITS

(LOCK_WAI
TS)
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タ上でロックを保留していたために待機した合計回数を示します。 
このエレメントと lock_wait_timeを組み合わせて使用すると，データベース・レベ
ルの場合は平均ロック待機時間を計算できます。この計算は，データベース・レベ
ルとアプリケーション接続レベルのどちらでも行えます。
平均ロック待機時間が長い場合は，多数のロックを保留するアプリケーションまた
はロック・エスカレーションを起こしているアプリケーションを探します。これに
よって，必要に応じてアプリケーションを調整して並行性を改善します。エスカ
レーションが原因で平均ロック待機時間が長くなっている場合は，locklistおよび
maxlocks構成パラメーターのどちらか，または両方の設定値が低過ぎることが原因
と考えられます。

 

詳細説明：
モニター情報がデータベース・レベルの場合は，データベース内のすべてのアプリ
ケーションが現在保持しているロックの合計数を示します。
モニター情報がアプリケーション・レベルの場合は，アプリケーションのすべての
エージェントが現在保持しているロックの合計数を示します。

 

詳細説明：
このエレメントと appls_cur_consと組み合わせて使用すると，ロックを待機中のア
プリケーションのパーセンテージがわかります。この値が大きい場合は，アプリ
ケーションに並行性の問題があるおそれがあるため，ロックや排他ロックを長時間
にわたって保留しているアプリケーションを確認する必要があります。 

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Locks Held 現在保持されて
いるロックの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CKS_HELD

(LOCKS_HE
LD)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Locks 
Waiting

ロック待機中の
エージェントの
数を示します。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CKS_WAITING

(LOCKS_WA
ITING)
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詳細説明：
このエレメントは，エージェントの構成パラメータの設定を評価するのに役立ちま
す。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Num Assoc 
Agents

一つのアプリ
ケーションに関
連づけられてい
るサブエージェ
ントの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_N
UM_ASSOC_AG
ENTS

(NUM_ASSO
C_AGENTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Record_Time レコードに格納
されたパフォー
マンスデータの
収集終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_T
IME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Record_Type レコード名。常
に「DLIA」。

－ char(
8)

Yes すべて － Agent Collector

(INPUT_RE
CORD_TYP

E)
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詳細説明：
このエレメントは，リソース競合問題の重大度を判別するときに利用できます。

 

詳細説明：
ほかのアプリケーションは排他ロックによって保留されているデータにアクセスす
ることができません。そのため，排他ロックはデータの並行性に影響を与えるおそ
れがあるため，それを追跡することは重要です。
アプリケーションが保留するロックの合計数がそのアプリケーションで使用可能な
ロック・リスト・スペースの最大量に達すると，ロックはエスカレートされます。
使用可能なロック・リスト・スペースの量は，locklistおよびmaxlocks構成パラ
メーターによって決まります。
一つのアプリケーションが使用可能な最大ロック数に達して，エスカレートする
ロックがほかにない場合は，ほかのアプリケーションに割り振られているロック・
リストのスペースが使用されます。ロック・リスト全体が満杯になるとエラーが起
こります。
過度の排他ロック・エスカレーションが起こる場合の考えられる原因と対策につい
ては，lock_escalsを参照してください。 
共有ロックが十分あるのに，アプリケーションは排他ロックを使用することがあり
ます。共有ロックによってロック・エスカレーションの合計数を減らすことはでき

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Uow Lock 
Wait Time

この作業単位が
ロックの待機に
要した合計経過
時間。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_U
OW_LOCK_WAI
T_TIME

(UOW_LOC
K_WAIT_TI

ME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

X Lock 
Escals

ロックが複数の
行ロックから一
つの排他表ロッ
クにエスカレー
トされた回数。
または行に対す
る排他ロックに
よって表ロック
が排他ロックに
なった回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_X_
LOCK_ESCALS

(X_LOCK_E
SCALS)
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ませんが，排他ロックのエスカレーションよりも共有ロックのエスカレーションの
ほうが望ましいと考えられます。
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Lock Information on Database(PD_DLID)

機能

データベースレベルのロック情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

一つ以上のアプリケーションがデータベースに接続しているか，データベースが活動化
状態の間。

レコードサイズ

●固定部：721バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
このエレメントは，アプリケーション間で競合の問題が起きていることを示す場合
があります。問題の原因としては，次の状態が考えられます。 
 
• データベースでロック・エスカレーションが発生している。
• システムが生成した行のロッキング数が十分なときに，アプリケーションが表を

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Deadlocks 発生したデッド
ロックの合計数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DE
ADLOCKS

(DEADLOC
KS)
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明示的にロッキングした。
• アプリケーションがバインディングのときに使用した分離レベルが不適切である。
• カタログ表が反復可能読み取りのためにロックされている。
• 複数のアプリケーションが同じロックを異なる順序で獲得しているために，デッ
ドロックになっている。

 
この問題は，デッドロックが発生しているアプリケーション（またはアプリケー
ション処理）が判別できれば解決できます。この場合，アプリケーションが並行し
て実行できるようにアプリケーションを変更できます。ただし，一部のアプリケー
ションでは並行して実行できない場合があります。
接続タイム・スタンプ・モニター・エレメント（last_reset，db_conn_time，およ
び appl_con_time）を使用すると，デッドロックの重大度を判別できます。例えば，
デッドロックが 5時間に 10回起こるよりも，5分間に 10回起こるほうが重大です。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
アプリケーションが保留するロックの合計数がそのアプリケーションで使用可能な
ロック・リスト・スペースの最大量に達した場合，またはすべてのアプリケーショ
ンが使用するロック・リスト・スペースが合計ロック・リスト・スペースに近くな
ると，ロックはエスカレートされます。使用可能なロック・リスト・スペースの量

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Interval 情報が収集され
る時間。秒単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- 
CURRENT_SYS
TEM_BOOT_TI
ME

(INTERVAL)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock Escals ロックが複数の
行ロックから一
つの表ロックに
エスカレートさ
れた回数。 

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CK_ESCALS

(LOCK_ESC
ALS)
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は，maxlocksおよび locklist構成パラメーターによって決まります。
一つのアプリケーションが使用可能な最大ロック数に達して，エスカレートする
ロックがほかにない場合は，ほかのアプリケーションに割り振られているロック・
リストのスペースが使用されます。ロック・リスト全体が満杯になるとエラーが起
こります。
このデータ項目には，排他ロック・エスカレーションも含めて，すべてのロック・
エスカレーションのカウントが含まれます。
過剰なロック・エスカレーションが起こる場合は，幾つかの原因が考えられます。
 
• 同時アプリケーションの数に対してロック・リスト・サイズ（locklist）が小さい
場合。

• 各アプリケーションが使用できるロック・リストのパーセント値（maxlocks）が
小さい場合。

• 一つ以上のアプリケーションが使用しているロックの数が多過ぎる場合。

 
これらの問題を解決するには，次のようにしてください。
 
• locklist構成パラメーター値を大きくする。
• maxlocks構成パラメーター値を大きくする。
• 次の公式を使用して，ロック数の多いアプリケーション（locks_held_top参照），
または大量のロック・リストを保留しているアプリケーションを識別する。
(((locks held * 36) / (locklist * 4096)) * 100)

ここで，maxlocksの値を比較します。これらのアプリケーションがロック・リスト
の多くを使用すると，ほかのアプリケーションでロック・エスカレーションを起こ
します。これらのアプリケーションは行ロックではなく表ロックを使用して解決し
ようとしますが，表ロックを使用すると lock_waitsおよび lock_wait_timeの増加
の原因となることがあります。

 

詳細説明：
このエレメントと locklist構成パラメーターを組み合わせて使用すると，ロック・
リスト使用率を計算できます。ロック・リスト使用率が高い場合は，そのパラメー
ターのサイズを増やすことを考慮してください。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock List In 
Use

使用中のロック・
リスト・メモ
リーの合計量 (バ
イト単位 )。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CK_LIST_IN_U
SE

(LOCK_LIST
_IN_USE)
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＜注意事項＞
使用率を計算する場合，locklist構成パラメーターが各 4キロバイトのページ単位で
割り振られるのに対し，モニター・エレメントの結果はバイト数で表されることに
注意してください。

 

詳細説明：
このエレメントは，locktimeoutデータベース構成パラメーターの設定値を調整する
ときに利用できます。通常の操作レベルと比較して，ロックのタイムアウト回数が
多くなった場合は，ロックを長期にわたって保有しているアプリケーションがある
可能性があります。この場合このエレメントは，ロックおよびデッドロックに関す
るほかの幾つかのモニター・エレメントを分析して，アプリケーションに問題があ
るかどうかを判別する必要があることを示している場合があります。
locktimeoutデータベース構成パラメーターの設定値が高過ぎると，ロックのタイム
アウト回数が極端に少なくなります。この場合は，アプリケーションがロックを取
得するための待機時間が長くなります。

 

詳細説明：
データベース・レベルでは，このデータベース内ですべてのアプリケーションが一
つのロックを待機した合計経過時間を示します。
アプリケーション接続およびトランザクションのレベルでは，この接続またはトラ

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock 
Timeouts

オブジェクトを
ロックするため
の要求が許可さ
れずにタイムア
ウトになった回
数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CK_TIMEOUTS

(LOCK_TIM
EOUTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock Wait 
Time

ロック待機の合
計経過時間。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CK_WAIT_TIM
E

(LOCK_WAI
T_TIME)
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ンザクションがロックの付与を待機した合計経過時間を示します。
このエレメントと lock_waitsモニター・エレメントを組み合わせて使用すると，平
均ロック待機時間を計算できます。この計算は，データベース・レベルとアプリ
ケーション接続レベルのどちらでも行えます。
経過時間を示すモニター・エレメントを使用するときは，次のことを考慮してくだ
さい。
 
• 経過時間は，システム負荷の影響を受けるので，実行する処理数が多くなると，
この経過時間の値は大きくなります。

• このエレメントをデータベース・レベルで計算する場合，データベース・システ
ム・モニターはアプリケーション・レベルの時間を合計します。この場合，同時
に複数のアプリケーション処理が実行されていることがあるので，データベース・
レベルでは経過時間が二重に計算されます。

 
意味のあるデータを提供するためには，上記の説明に従って平均ロック待機時間を
計算してください。 

 

詳細説明：
平均ロック待機時間が長い場合は，多数のロックを保留するアプリケーションまた
はロック・エスカレーションを起こしているアプリケーションを探します。これに
よって，必要に応じてアプリケーションを調整して並行性を改善します。エスカ
レーションが原因で平均ロック待機時間が長くなっている場合は，locklistおよび
maxlocks構成パラメーターのどちらか，または両方の設定値が低過ぎることが原因
と考えられます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock Wait 
Time Avg

平均ロック待機
時間。

－ float No すべて － LOCK_WAIT_TI
ME / 
LOCK_WAITS

(LOCK_WAI
T_TIME_AV

G)
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詳細説明：
データベース・レベルでは，アプリケーションがデータベース内でロックを待機し
た合計回数を示します。
アプリケーション接続レベルでは，この接続がロックを要求し，ほかの接続がデー
タ上でロックを保留していたために待機した合計回数を示します。
このエレメントと lock_wait_timeを組み合わせて使用すると，データベース・レベ
ルの場合は平均ロック待機時間を計算できます。この計算は，データベース・レベ
ルとアプリケーション接続レベルのどちらでも行えます。
平均ロック待機時間が長い場合は，多数のロックを保留するアプリケーションまた
はロック・エスカレーションを起こしているアプリケーションを探します。これに
よって，必要に応じてアプリケーションを調整して並行性を改善します。エスカ
レーションが原因で平均ロック待機時間が長くなっている場合は，locklistおよび
maxlocks構成パラメーターのどちらか，または両方の設定値が低過ぎることが原因
と考えられます。

 

詳細説明：
モニター情報がデータベース・レベルの場合は，データベース内のすべてのアプリ
ケーションが現在保持しているロックの合計数を示します。
モニター情報がアプリケーション・レベルの場合は，アプリケーションのすべての
エージェントが現在保持しているロックの合計数を示します。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Lock Waits アプリケーショ
ンまたは接続が
ロックを待機し
た合計回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CK_WAITS

(LOCK_WAI
TS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Locks Held 現在保持されて
いるロックの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CKS_HELD

(LOCKS_HE
LD)
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詳細説明：
このエレメントと appls_cur_consと組み合わせて使用すると，ロックを待機中のア
プリケーションのパーセンテージがわかります。この値が大きい場合は，アプリ
ケーションに並行性の問題があるおそれがあるため，ロックや排他ロックを長時間
にわたって保留しているアプリケーションを確認する必要があります。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Locks 
Waiting

ロック待機中の
エージェントの
数を示します。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_LO
CKS_WAITING

(LOCKS_WA
ITING)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Record_Time レコードに格納
されたパフォー
マンスデータの
収集終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_T
IME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

Record_Type レコード名。常
に「DLID」。

－ char(
8)

Yes すべて － Agent Collector

(INPUT_RE
CORD_TYP

E)
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詳細説明：
ほかのアプリケーションは排他ロックによって保留されているデータにアクセスで
きません。そのため，排他ロックはデータの並行性に影響を与えるおそれがあるた
め，それを追跡することは重要です。 
アプリケーションが保留するロックの合計数がそのアプリケーションで使用可能な
ロック・リスト・スペースの最大量に達すると，ロックはエスカレートされます。
使用可能なロック・リスト・スペースの量は，locklistおよびmaxlocks構成パラ
メーターによって決まります。
一つのアプリケーションが使用可能な最大ロック数に達して，エスカレートする
ロックがほかにない場合は，ほかのアプリケーションに割り振られているロック・
リストのスペースが使用されます。ロック・リスト全体が満杯になるとエラーが起
こります。
過度の排他ロック・エスカレーションが起こる場合の考えられる原因と対策につい
ては，lock_escalsを参照してください。
共有ロックが十分あるのに，アプリケーションは排他ロックを使用することがあり
ます。共有ロックによってロック・エスカレーションの合計数を減らすことはでき
ませんが，排他ロックのエスカレーションよりも共有ロックのエスカレーションの
ほうが望ましいと考えられます。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

（PFM - 
Manager名）

X Lock 
Escals

ロックが複数の
行ロックから一
つの排他表ロッ
クにエスカレー
トされた回数。
または行に対す
る排他ロックに
よって表ロック
が排他ロックに
なった回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_X_
LOCK_ESCALS

(X_LOCK_E
SCALS)
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Sort Status on Database（PD_DSOD）

機能

データベース・レベルのソートについての情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

一つ以上のアプリケーションがデータベースに接続しているか，データベースが活動化
状態の間。

レコードサイズ

●固定部：733バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
この値と sort_heap_allocatedを組み合わせて使用すると，各ソートで使用される平
均ソート・ヒープ・スペースを判別できます。使用されている平均ソート・ヒープ
と比較して，sortheap構成パラメーターが非常に大きい場合は，このパフォーマン
ス値を低くできます。
この値には，関連操作で作成された一時表のソートのヒープが含まれます。

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Active Sorts 現在ソート・
ヒープが割り
振られている
データベース
内のソート数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_AC
TIVE_SORTS

(ACTIVE_SOR
TS)
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詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。
常に
「DSOD」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_REC
ORD_TYPE)
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詳細説明：
専用および共有ソートは，二つの異なるメモリー・ソースからメモリーを使用しま
す。共有ソート・メモリー領域のサイズは，データベースへの最初の接続時に
sheapthresの値に基づいて静的に事前決定されます。専用ソート・メモリー領域の
サイズは制限されていません。
sheapthresパラメーターは，専用および共有ソートで次のように異なった使い方を
されます。
専用ソートの場合，このパラメーターは指定された時間に専用ソートによって使用
されるメモリーの合計量でのインスタンス規模のソフト制限です。インスタンスの
専用ソートでのメモリー使用量の合計がこの制限に達すると，追加の入力専用ソー
ト要求が相当量削減されます。
共有ソートの場合は，このパラメーターは，特定の時点で共有ソートによって使用
されるメモリーの合計量に対するデータベース規模のハード制限です。この制限に
達すると，共有ソート・メモリーの合計使用量が sheapthresによって指定された制
限より下に落ちるまで，共有ソート・メモリー要求は許可されなくなります。
ソート・ヒープを使用する操作の例としては，ハッシュ結合，動的ビットマップ (
索引 ANDおよび StarJoinで使用される )，および表がメモリー内にある操作など
があります。
しきい値を明示的に定義すると，データベース・マネージャーが大規模なソートに
対して余分なメモリー量を使用することを防げます。
非パーティション・データベース環境からパーティション・データベース環境に移
動するに当たって，このパラメーターの値を大きくする理由はありません。単一
データベース・パーティション環境でデータベースおよびデータベース・マネー
ジャーの構成パラメーターを調整してあれば，ほとんどの場合，同じ値がパーティ
ション・データベース環境にも適合します。
ソート・ヒープしきい値パラメーターは，データベース・マネージャー構成パラ
メーターとして，DB2インスタンス全体にわたって適用されます。このパラメー
ターを異なるノードや異なるパーティションで異なる値に設定するには，複数の
DB2インスタンスを作成する以外に方法はありません。このためには，異なるデー
タベース・パーティション・グループにわたって異なる DB2データベースの管理が
必要になります。こうした方法では，パーティション・データベース環境での，利
点の多くの目的が達成されないことになります。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sheapthres ソート・ヒー
プしきい値。

－ ulon
g

No すべて － SQLF_KTN_SH
EAPTHRES

(SHEAPTHRE
S)
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詳細説明：
このパラメーターは，任意の一時点にソート用として使用できるデータベース共有
メモリーの合計量に対するハード制限を表します。アクティブ共有ソート用の共有
メモリーの合計量がこの限度に達すると，後続のソートは失敗します (SQL0955C)。
sheapthres_shrの値が 0の場合は，共有ソート・メモリーのしきい値は，
sheapthresデータベース・マネージャー構成パラメーターの値に等しく，専用ソー
トのソート・メモリーしきい値を表す場合にも使用されます。sheapthres_shrの値
が非ゼロの場合は，この非ゼロ値が共有ソート・メモリーしきい値として使用され
ます。
sheapthres_shrに意味があるのは，次の二つの場合だけです。
• intra_parallelデータベース・マネージャー構成パラメーターが yesに設定されて
いる場合。
intra_parallelが noに設定されているときは，共有ソートはないからです。

• 集線装置がオンの場合 (つまり，max_connectionsがmax_coordagentsより大の
とき )。
WITHHOLDオプションを指定して宣言されたカーソルを使用するソートは，共
有メモリーから割り振られるからです。

 

詳細説明：

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sheapthres 
Shr

共有ソートの
ソート・ヒー
プしきい値。

－ ulon
g

No すべて － SQLF_DBTN_S
HEAPTHRES_S
HR

(SHEAPTHRE
S_SHR)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sort Heap 
Allocated

スナップ
ショットが取
られたときに，
選択したレベ
ルのすべての
ソートに割り
振られたソー
ト・ヒープ・
スペース用の
ページ数の合
計。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_SO
RT_HEAP
_ALLOCATED

(SORT_HEAP_
ALLOCATED)
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各ソートに割り振られたメモリー量は，利用できるソート・ヒープ・サイズの一部
だけの場合とすべての場合があります。ソート・ヒープ・サイズは各ソートで利用
できるメモリー量を示し，データベース構成パラメーターの sortheapに定義されて
いる値です。
一つのアプリケーションが同時に複数のソートをアクティブにできます。例えば，
副照会付きの SELECTステートメントを使用すると，同時に複数のソートが行われ
る場合があります。
情報は次の二つのレベルで収集できます。
• データベース・マネージャーのレベルでは，データベース・マネージャー内のア
クティブなすべてのデータベースでのすべてのソートを対象に，割り振られた
ソート・ヒープ・スペースの合計を示します。

• データベース・レベルでは，一つのデータベースでのすべてのソートを対象に，
割り振られたソート・ヒープ・スペースの合計を示します。

通常のメモリーの見積もりにはソート・ヒープ・スペースは含まれません。過剰な
ソートが発生している場合は，ソート・ヒープに使用される追加のメモリー量に
データベース・マネージャーを実行するのに必要な基本メモリー量を加える必要が
あります。一般に，ソート・ヒープが大きくなるほど，ソート効率は高くなります。
索引を正しく使用すると，ソートに必要な量を少なくできます。
データベース・マネージャー・レベルに戻された情報は，sheapthres構成パラメー
ターの調整に利用できます。エレメントの値が sheapthres以上になっている場合
は，sortheapパラメーターに定義されているソート・ヒープをソートで完全に得ら
れていないことを示します。

 

詳細説明：
各ソートに割り振られたメモリー量は，利用できるソート・ヒープ・サイズの一部
だけの場合とすべての場合があります。ソート・ヒープ・サイズは各ソートで利用
できるメモリー量を示し，sortheapデータベース構成パラメーターに定義されてい
る値です。データベース内のすべてのソートを対象に，割り振られたソート・ヒー

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sort Heap 
Allocated Avg

スナップ
ショットが取
られたときに，
選択したレベ
ルのすべての
ソートに割り
振られたソー
ト・ヒープ・
スペース用の
ページ数の平
均。

－ float No すべて － SORT_HEAP_A
LLOCATED / 
ACTIVE_SORTS

(SORT_HEAP_
ALLOCATED_
AVG)
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プ・スペースの合計を示します。
 

詳細説明：
データベース・レベルまたはアプリケーション・レベルでは，この値と total_sorts
を組み合わせて使用すると，ディスクにオーバーフローしたソートのパーセンテー
ジを計算できます。このパーセンテージが高い場合は，sortheapの値を大きくして，
データベース構成を調整する必要があります。
ステートメント・レベルでこのエレメントを使用すると，大量のソートを必要とす
るステートメントを識別できます。このようなステートメントは，さらに調整して
必要となるソート量を少なくすると効率が上がります。
ソートがオーバーフローすると，ソートにマージ・フェーズが必要となり，データ
をディスクに書き込む必要がある場合は入出力がさらに必要となるので，オーバー
ヘッドが増えます。
このエレメントは，1ステートメント，1アプリケーション，または一つのデータ
ベースにアクセスするすべてのアプリケーションについて情報を提供します。

 

詳細説明：
この値が高い場合は，sortheapの値を大きくして，データベース構成を調整する必

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sort Overflows ソート・ヒー
プを使い果た
し，一時記憶
用のディス
ク・スペース
が必要になっ
たおそれのあ
るソートの合
計数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_SO
RT_OVERFLOW
S(SORT_OVER

FLOWS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sort Overflows 
Rate

ソート・ヒー
プを使い果た
し，一時記憶
用のディス
ク・スペース
が必要になっ
たおそれのあ
るソートの割
合。

－ float No すべて － ( 
SORT_OVERFL
OWS / 
TOTAL_SORTS ) 
＊ 100

(SORT_OVER
FLOWS_RATE
)
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要があります。この値が低い場合は，ソート・ヒープ・サイズを大きくしても，
バッファー・サイズを極端に大きくしなければ，パフォーマンスに影響を与えるこ
とはほとんどありません。

 

詳細説明：
このエレメントを使用して，共有ソート・メモリーのしきい値を評価できます。こ
の値が共有ソート・メモリーの現行しきい値より大幅に高いことや低いことが頻繁
にある場合は，おそらく，しきい値を調整する必要があります。

注：
共有ソート・メモリーしきい値は，SHEAPTHRES_SHRデータベース構成パ
ラメーターが 0の場合は SHEAPTHRESデータベース構成パラメーターの値で
決まります。0でない場合は SHEAPTHRES_SHRの値で決まります。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sort Shrheap 
Allocated

現在割り振ら
れているソー
ト共有ヒープ。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_SO
RT_SHRHEAP
_ALLOCATED

(SORT_SHRH
EAP_ALLOCA
TED)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sort Shrheap 
Allocated Rate

データベース
の共有ソー
ト・メモリー
使用率。

－ float No すべて － SHEAPTHRES_
SHR != 0 ? ( 
SORT_SHRHEA
P_ALLOCATED 
/ 
SHEAPTHRES_
SHR ) ＊ 100 : ( 
SORT_SHRHEA
P_ALLOCATED 
/ SHEAPTHRES 
) ＊ 100

(SORT_SHRH
EAP_ALLOCA
TED_RATE)
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詳細説明：
このエレメントを使用して，SHEAPTHRES(または SHEAPTHRES_SHR)が最適
な値に設定されているかどうかを評価できます。例えば，この最高水準点が常に共
有ソート・メモリーしきい値よりも大幅に低い場合は，おそらくこのしきい値を小
さくしてデータベースのほかの機能にメモリーを解放する必要があります。逆にこ
の最高水準点が共有ソート・メモリーしきい値に近づき始めたら，そのしきい値を
大きくする必要がある場合があります。共有ソート・メモリーしきい値は堅固な制
限であるため，そのことは重要です。ソート・メモリーの合計量がそのしきい値に
達したら，共有ソートは開始できなくなります。
このエレメントは，専用ソート・メモリーの最高水準点と組み合わせて使用すると，
共有および専用ソートのしきい値をそれぞれ単独に設定する必要があるかどうかを
判別することにも利用できます。SHEAPTHRES_SHRデータベース構成オプショ
ンの値が 0の場合は通常，共有ソート・メモリーしきい値は SHEAPTHRESデータ
ベース・マネージャー構成オプションの値で決まります。ただし専用ソート・メモ
リーと共有ソート・メモリーの最高水準点に大きな違いがある場合は，
SHEAPTHRESをオーバーライドして，SHEAPTHRES_SHRを共有ソート・メモ
リーの最高水準点を基にしたより適切な値に設定する必要がある場合があります。

 

詳細説明：
データベースまたはアプリケーションのレベルでこのエレメントと total_sortsを組
み合わせて使用すると，平均ソート時間を計算できます。平均ソート時間は，ソー
トがパフォーマンス上の問題となっているかどうかを表します。
ステートメント・レベルでこのエレメントを使用すると，ソート時間の多いステー
トメントを識別できます。このようなステートメントは，さらに調整してソート時

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Sort Shrheap 
Top

ソート共有
ヒープの最高
水準点。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_SO
RT_SHRHEAP
_TOP

(SORT_SHRH
EAP_TOP)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Total Sort Time 実行されたす
べてのソート
の合計経過時
間。ミリ秒単
位。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TO
TAL_SORT
_TIME(TOTAL_SORT

_TIME)
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間を少なくすると効率が上がります。
このカウントには，関連操作のために作成される一時表のためのソート時間も含ま
れています。このカウントは，1ステートメント，1アプリケーション，または一つ
のデータベースにアクセスするすべてのアプリケーションについて情報を提供しま
す。
経過時間を示すモニター・エレメントを使用するときは，次のことを考慮してくだ
さい。
• 経過時間は，システム負荷の影響を受けるので，実行する処理数が多くなると，
この経過時間の値は大きくなります。

• このモニター・エレメントをデータベース・レベルで計算する場合，データベー
ス・システム・モニターはアプリケーション・レベルの時間を合計します。この
場合，同時に複数のアプリケーション処理が実行されていることがあるので，
データベース・レベルでは時間が二重に計算されます。

データベース・レベルで意味のあるデータを得るためには，データを低いレベルに
正規化する必要があります。
例：
total_sort_time/total_sorts
 

これは，ソート当たりの平均経過時間に関する情報を示しています。
 

詳細説明：
平均ソート時間は，ソートがパフォーマンス上の問題となっているかどうかを表し
ます。

 

詳細説明：

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Total Sort Time 
Avg

実行されたす
べてのソート
での合計経過
時間の平均。
ミリ秒単位。

－ ulon
g

No すべて － TOTAL_SORT_T
IME / 
TOTAL_SORTS

(TOTAL_SORT
_TIME_AVG)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Total Sorts 実行された
ソートの合計
数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_TO
TAL_SORTS

(TOTAL_SORT
S)
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データベースまたはアプリケーションのレベルでは，この値と sort_overflowsを組
み合わせて使用すると，ヒープ・スペースをさらに必要とするソートのパーセン
テージを計算できます。さらに，total_sort_timeと組み合わせると，平均ソート時
間を計算できます。
ソート合計数に対してソートのオーバーフロー回数が少ない場合は，ソート・ヒー
プ・サイズを大きくしても，バッファー・サイズを極端に大きくしなければ，パ
フォーマンスに影響を与えることはほとんどありません。
ステートメント・レベルでこのエレメントを使用すると，多数のソート操作を実行
するステートメントを識別できます。このようなステートメントは，さらに調整し
てソート回数を少なくすると利点があります。また，SQLEXPLAINステートメン
トを使用すると，一つのステートメントが実行するソートの回数を識別できます。
詳細については，DB2のマニュアルを参照してください。
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SQL Statement on Application（PD_DSQA）

機能

アプリケーション・レベルの SQL Statement情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

アプリケーションがデータベースに接続している間。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：424バイト

フィールド

詳細説明：
アプリケーション・ハンドルを使用すると，アクティブ・アプリケーションを一意
的に識別できます。アプリケーション・ハンドルは，エージェント IDと同義です。

 

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Agent Id アプリケーショ
ンの固有 ID。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_A
GENT_ID

(AGENT_ID)
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詳細説明：
この IDはクライアントとサーバの両者によって認識されるため，この IDを使用す
ると，アプリケーションのクライアント部分とサーバ部分を相関させることができ
ます。DDCSアプリケーションでアプリケーションのクライアント部分とサーバ部
分を相関させるには outbound_appl_idも必要です。この IDは，ネットワーク内で
は固有の IDです。アプリケーション IDにはさまざまな形式があり，データベー
ス・マネージャーまたは DDCS（またはその両方）を実行中のクライアントとサー
バマシン間の通信プロトコルによって形式が異なります。どの形式の場合もピリオ
ドで区切られた三つの部分で構成されます。

 

詳細説明：
このエレメントと appl_idを使用すると，データ項目をアプリケーションに関連づ
けることができます。クライアントサーバ環境では，この名前はデータベース接続
を確立するためにクライアントからサーバに送られます。DRDA-AS接続の場合は，
この名前は DEDA外部名となります。クライアント・アプリケーションのコード・
ページと実行中のデータベース・システム・モニターが使用しているコード・ペー
ジが異なる場合は，appl_nameを交換するときに codepage_idを利用できます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Id アプリケーショ
ンがデータベー
ス・マネー
ジャーのデータ
ベースに接続し
たときの ID。

－ strin
g(33)

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_ID

(APPL_ID)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Appl Name クライアントで
実行中のアプリ
ケーションの名
前。

－ strin
g(257
)

No すべて － SQLM_ELM_AP
PL_NAME

(APPL_NAM
E)
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詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーションを呼び出したユーザーを判別でき
ます。

 

詳細説明：
モニター期間中にこのカウンターの変化量が少ない場合は，各アプリケーションの
コミット頻度が少ないことを示し，ロギングとデータの並行性について問題となる
場合があります。
このエレメントを使用すると，次の項目を合計して合計作業単位数も計算できます。
commit_sql_stmts+int_commits+rollback_sql_stmts+int_rollbacks
 

注：
計算した作業単位に含まれるのは，次の時点以降の作業単位だけです。
• データベースへの接続 (データベース・レベルの情報の場合は，最初の接続
時刻 )

• データベース・モニター・カウンターの最後のリセット

この計算は，データベース・レベルとアプリケーション・レベルのどちらでも
できます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Auth Id モニターされて
いるアプリケー
ションを呼び出
したユーザーの
許可 ID。

－ strin
g(33)

No すべて － SQLM_ELM_A
UTH_ID

(AUTH_ID)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Commit SQL 
STMTS

試行された SQL 
COMMIT ステー
トメントの合計
数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_C
OMMIT_SQL
_STMTS

(COMMIT_S
QL_STMTS)
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詳細説明：
このエレメントを使用すると，データが適用される特定のデータベースを識別でき
ます。
ホストへの接続または IBM製品でのデータベース・サーバへの接続で DB2Connect
を使用しないアプリケーションの場合は，このエレメントと dc_pathモニター・エ
レメントを組み合わせて使用すると，データベースを個別に識別し，モニターが提
供する情報の各レベルに関連づけることができます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーション・レベルまたはデータベース・レ
ベルのデータベース・アクティビティーのレベルを判別できます。DDLステートメ
ントは，システム・カタログ表への影響のために実行にコストが掛かります。その
ため，このエレメントの値が大きい場合は，その原因を特定して，このアクティビ
ティーが実行されないように制約する必要があります。
このエレメントを使用すると，次の公式を使用して，DDLアクティビティーのパー
センテージも計算できます。
ddl_sql_stmts/totalnumberofstatements
 

この情報は，アプリケーションのアクティビティーおよびスループットの分析に役
立ちます。DDLステートメントも次の項目に影響を与えます。
• カタログ・キャッシュ

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DB Name 情報が収集され
るデータベース
の実名またはア
プリケーション
の接続先での
データベースの
実名。

－ strin
g(9)

No すべて － SQLM_ELM_D
B_NAME

(DB_NAME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DDL SQL 
STMTS

実行された SQL
データ定義言語
(DDL)ステート
メントの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_D
DL_SQL_STMT
S

(DDL_SQL_
STMTS)
304
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保管されている記述子情報と許可情報が無効になるので，システム・カタログか
ら情報を取り出すためのシステム・オーバーヘッドが増加します。

• パッケージ・キャッシュ
保管されているセクションが無効になるので，セクションの再コンパイルのため
の，システム・オーバーヘッドが増加します。

DDLステートメントの例としては，CREATETABLE，CREATEVIEW，
ALTERTABLE，および DROPINDEXがあります。

 

詳細説明：
DDLステートメントは，システム・カタログ表への影響のために実行にコストが掛
かります。そのため，比率が大きい場合は，その原因を特定して，このアクティビ
ティーが実行されないように制約する必要があります。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，データベース・レベルまたはアプリケーション・レ
ベルで成功した SQLステートメントの合計数を計算できます。
dynamic_sql_stmts+static_sql_stmts-failed_sql_stmts=モニター期間
中のスループット

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DDL SQL 
STMTS Rate

実行された SQL
データ定義言語
(DDL)ステート
メントの比率。

－ float No すべて － DDL_SQL_STM
TS / ( 
DYNAMIC_SQL
_STMTS + 
STATIC_SQL_S
TMTS ) * 100

(DDL_SQL_
STMTS_RAT
E)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Dynamic 
SQL STMTS

試行された動的
SQLステートメ
ントの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_D
YNAMIC_SQL
_STMTS

(DYNAMIC_
SQL_STMTS
)

305
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詳細説明：
このエレメントを使用すると，データベース・レベルまたはアプリケーション・レ
ベルで成功した SQLステートメントの合計数を計算できます。
dynamic_sql_stmts+static_sql_stmts-failed_sql_stmts=モニター期間
中のスループット
 

このカウントには，負の SQLCODEを受信したすべての SQLステートメントを含
みます。
このエレメントは，パフォーマンスが低い場合の原因の判別にも役に立ちます。こ
れは，失敗したステートメントがあると，データベース・マネージャーで余分な時
間が掛かり，その結果データベースのスループットが落ちるからです。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Failed SQL 
STMTS

試行されたが失
敗した SQLス
テートメントの
数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_FA
ILED_SQL
_STMTS

(FAILED_SQ
L_STMTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集され
る時間。秒単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Num Assoc 
Agents

一つのアプリ
ケーションに関
連づけられてい
るサブエージェ
ントの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_N
UM_ASSOC
_AGENTS

(NUM_ASSO
C_AGENTS)
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詳細説明：
このエレメントは，エージェント構成パラメーターの設定を評価するのに役立ちま
す。

 

詳細説明：
このエレメントと priv_workspace_size_topを組み合わせて使用すると，オーバー
フローを防止するのに専用ワークスペースのサイズを大きくする必要があるかどう
かを判別できます。専用ワークスペースがオーバーフローすると，パフォーマンス
が低下するだけでなく，エージェントの専用メモリーから割り振られたほかのヒー
プでメモリー不足エラーが発生することがあります。
データベース・レベルでは，専用ワークスペースの最大サイズのある専用ワークス
ペースとして報告された専用ワークスペースがこのエレメントの報告の対象となり
ます。アプリケーション・レベルでは，現行アプリケーションにサービスを提供し
た各エージェントのワークスペースがオーバーフローした回数となります。

 

詳細説明：
実行できるセクションの作業用コピーは，専用ワークスペース内に保管されます。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Priv 
Workspace 
Num 
Overflows

割り振られたメ
モリーの境界か
ら専用ワークス
ペースがオー
バーフローした
回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PR
IV_WORKSPAC
E
_NUM_OVERF
LOWS

(PRIV_WOR
KSPACE_N
UM_OVERF
LOWS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Priv 
Workspace 
Section 
Inserts

専用ワークス
ペースへの，ア
プリケーション
による SQLセク
ション挿入数。 

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PR
IV_WORKSPAC
E
_SECTION_INS
ERTS

(PRIV_WOR
KSPACE_SE
CTION_INS
ERTS)
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このカウンターは，コピーが使用できなかったために挿入が必要だった場合を示し
ます。データベース・レベルでは，データベース内のすべての専用ワークスペース
を対象に，すべてアプリケーションでの累計挿入数を示します。アプリケーション・
レベルでは，このアプリケーションの専用ワークスペース内にあるすべてのセク
ションを対象とした累計挿入数を示します。
エージェントが異なるアプリケーションに関連づけられているような集線装置環境
では，新しいエージェントに必要な使用できるセクションが専用ワークスペース内
にない場合に，専用ワークスペースの追加挿入が必要になります。

 

詳細説明：
各アプリケーションは，自分に代わって作業するエージェントの専用ワークスペー
スにアクセスできます。
このカウンターは，アプリケーション用の特定セクションを見つけるために専用
ワークスペースがアクセスされた回数を示します。データベース・レベルでは，
データベース内のすべての専用ワークスペースを対象に，すべてのアプリケーショ
ンでの累計参照数を示します。アプリケーション・レベルでは，このアプリケー
ションの専用ワークスペース内にあるすべてのセクションを対象とした累計参照数
を示します。
このエレメントと専用ワークスペース・セクション挿入数を組み合わせて使用する
と，専用ワークスペースのサイズを調整できます。専用ワークスペースのサイズを
コントロールしているのは，applheapsz構成パラメーターです。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Priv 
Workspace 
Section 
Lookups

エージェントの
専用ワークス
ペースでの，ア
プリケーション
による SQLセク
ション参照数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PR
IV_WORKSPAC
E
_SECTION_LO
OKUPS

(PRIV_WOR
KSPACE_SE
CTION_LOO
KUPS)
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詳細説明：
各エージェントには一つの専用ワークスペースがあり，エージェントがサービスを
提供するアプリケーションはこれにアクセスをします。このエレメントは，アプリ
ケーションにサービスを提供するエージェントが必要とする専用ワークスペースの
最大バイト数を示します。データベース・レベルでは，現行データベースにアタッ
チされているすべてのエージェントが必要とする，すべての専用ワークスペースの
最大バイト数を示します。アプリケーション・レベルでは，現行アプリケーション
にサービスを提供したエージェントでのすべての専用ワークスペースの中での最大
サイズを示します。
専用ワークスペースがオーバーフローすると，エージェント専用メモリーにあるほ
かのエンティティーからメモリーを一時的に借用します。この結果，これらのエン
ティティーでメモリー不足エラーが発生したり，パフォーマンスが低下したりする
ことがあります。APPLHEAPSZを大きくすると，オーバーフローの確率を低くで
きます。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Priv 
Workspace 
Size Top

専用ワークス
ペースが到達し
た最大サイズ。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PR
IV_WORKSPAC
E
_SIZE_TOP

(PRIV_WOR
KSPACE_SI
ZE_TOP)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格納
されたパフォー
マンスデータの
収集終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_T
IME)
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
ロールバックは，アプリケーション要求，デッドロック，またはエラー状態の結果
として起こります。このエレメントでは，アプリケーションが発行したロールバッ
ク・ステートメントだけカウントされます。
アプリケーション・レベルでは，このエレメントはアプリケーションのデータベー
ス・アクティビティー・レベルとその他のアプリケーションとの競合の量を判別す
るのに役立ちます。データベース・レベルでは，データベース内のアクティビ
ティーの量とデータベース上での，アプリケーション間の競合の量を判別できます。

注：
ロールバック・アクティビティーが多くなるとデータベースのスループットが
低下するので，ロールバックの回数を最小限にとどめてください。
次の項目を合計すると，作業単位の合計数も計算できます。
commit_sql_stmts+int_commits+rollback_sql_stmts+int_rollbac
ks

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。常
に「DSQA」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_RE
CORD_TYP
E)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Rollback 
SQL STMTS

試行された SQL 
ROLLBACKス
テートメントの
合計数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_R
OLLBACK_SQL
_STMTS

(ROLLBACK
_SQL_STMT
S)
310
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詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーション・レベルまたはデータベース・レ
ベルのデータベース・アクティビティーのレベルを判別できます。
次の公式を使用すると，すべてのステートメントに対する SELECTステートメント
の比率を計算できます。
select_sql_stmts/(static_sql_stmts+dynamic_sql_stmts)
 

この情報は，アプリケーションのアクティビティーおよびスループットの分析に役
立ちます。

 

詳細説明：
データベース・アクティビティーのレベルを判別できます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Select SQL 
STMTS

実行された SQL 
SELECTステー
トメントの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_SE
LECT_SQL
_STMTS

(SELECT_S
QL_STMTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Select SQL 
STMTS Rate

すべてのステー
トメントに対す
る SELECTス
テートメントの
比率。

－ float No すべて － SELECT_SQL_
STMTS / ( 
DYNAMIC_SQL
_STMTS + 
STATIC_SQL_S
TMTS ) * 100

(SELECT_S
QL_STMTS_
RATE)
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詳細説明：
共有ワークスペース（app_ctl_heap_sz）のサイズを調整します。

 

詳細説明：
このエレメントと shr_workspace_size_topを組み合わせて使用すると，オーバーフ
ローを防止するのに共有ワークスペースのサイズを大きくする必要があるかどうか
を判別できます。共有ワークスペースがオーバーフローすると，パフォーマンスが
低下するだけでなく，アプリケーションの共有メモリーから割り振られたほかの
ヒープでメモリー不足エラーが発生することがあります。
データベース・レベルでは，最大共有ワークスペース・サイズのある共有ワークス
ペースとして報告された共有ワークスペースがこのエレメントの報告の対象となり
ます。アプリケーション・レベルでは，現行アプリケーションが使用するワークス
ペースのオーバーフロー回数を示します。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr 
Workspace 
Hit Rate

共有ワークス
ペース・ヒット
率。

－ float No すべて － ( 1 - ( 
SHR_WORKSP
ACE_SECTION
_INSERTS / 
SHR_WORKSP
ACE_SECTION
_LOOKUPS ) ) * 
100

(SHR_WOR
KSPACE_HI
T_RATE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr 
Workspace 
Num 
Overflows

割り振られたメ
モリーの境界か
ら共有ワークス
ペースがオー
バーフローした
回数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_S
HR_WORKSPA
CE
_NUM_OVERF
LOWS

(SHR_WOR
KSPACE_N
UM_OVERF
LOWS)
312
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詳細説明：
実行できるセクションの作業用コピーは，共有ワークスペース内に保管されます。
このカウンターは，コピーが使用できなかったために挿入が必要だった場合を示し
ます。
データベース・レベルでは，データベース内のすべての共有ワークスペースを対象
に，すべてのアプリケーションでの累計挿入数を示します。アプリケーション・レ
ベルでは，このアプリケーションの共有ワークスペース内にあるすべてのセクショ
ンを対象とした累計挿入数を示します。

 

詳細説明：
各アプリケーションは，実行できるセクションの作業用コピーがある共有ワークス
ペースにアクセスできます。
このカウンターは，アプリケーションの特定のセクションを見つけるために共有
ワークスペースがアクセスされた回数を示します。データベース・レベルでは，
データベース内のすべての共有ワークスペースを対象に，すべてのアプリケーショ
ンでの累計参照数を示します。アプリケーション・レベルでは，このアプリケー
ションの共有ワークスペース内にあるすべてのセクションを対象とした累計参照数
を示します。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr 
Workspace 
Section 
Inserts

共有ワークス
ペースへの，ア
プリケーション
による SQLセク
ション挿入数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_S
HR_WORKSPA
CE
_SECTION_INS
ERTS

(SHR_WOR
KSPACE_SE
CTION_INS
ERTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr 
Workspace 
Section 
Lookups

共有ワークス
ペースでの，ア
プリケーション
による SQLセク
ション参照数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_S
HR_WORKSPA
CE
_SECTION_LO
OKUPS

(SHR_WOR
KSPACE_SE
CTION_LOO
KUPS)
313
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このエレメントと共有ワークスペース・セクション挿入数を組み合わせて使用する
と，共有ワークスペースのサイズを調整できます。共有ワークスペースのサイズを
コントロールしているのは，app_ctl_heap_sz構成パラメーターです。

 

詳細説明：
このエレメントは，データベースが活動化されて以降，データベースでワークロー
ドを実行したときに必要となった共有ワークスペースの最大バイト数を示します。
データベース・レベルでは，すべての共有ワークスペースが到達した最大サイズを
示します。アプリケーション・レベルでは，現行アプリケーションが使用する共有
ワークスペースの最大サイズです。
共有ワークスペースがオーバーフローした場合，このエレメントは，オーバーフ
ロー時に共有ワークスペースが到達した最大サイズになります。このような状態が
発生したかどうかを確認するには，共有ワークスペースのオーバーフロー回数を
チェックしてください。
共有ワークスペースがオーバーフローすると，アプリケーションの共有メモリーに
あるほかのエンティティーからメモリーを一時的に借用します。この結果，これら
のエンティティーでメモリー不足エラーが発生したり，パフォーマンスが低下した
りすることがあります。APPL_CTL_HEAP_SZを大きくすると，オーバーフローの
確率を低くできます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，データベース・レベルまたはアプリケーション・レ

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr 
Workspace 
Size Top

共有ワークス
ペースが到達し
た最大サイズ。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_S
HR_WORKSPA
CE
_SIZE_TOP

(SHR_WOR
KSPACE_SI
ZE_TOP)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Static SQL 
STMTS

試行された静的
SQLステートメ
ントの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_ST
ATIC_SQL
_STMTS

(STATIC_SQ
L_STMTS)
314
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ベルで成功した SQLステートメントの合計数を計算できます。
dynamic_sql_stmts+static_sql_stmts-failed_sql_stmts=モニター期間
中のスループット

 

詳細説明：
成功した SQLステートメントの合計数（モニター期間中のスループット）を計算で
きます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーション・レベルまたはデータベース・レ
ベルのデータベース・アクティビティーのレベルを判別できます。
次の公式を使用すると，すべてのステートメントに対するUPDATE，INSERTおよ
び DELETEステートメントの比率を計算できます。
uid_sql_stmts/(static_sql_stmts+dynamic_sql_stmts)
 

この情報は，アプリケーションのアクティビティーおよびスループットの分析に役
立ちます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Throughtput 
SQL STMTS

成功した SQLス
テートメントの
合計数。

－ ulon
g

No すべて － ( 
DYNAMIC_SQL
_STMTS + 
STATIC_SQL_S
TMTS ) - 
FAILED_SQL_S
TMTS

(THROUGH
TPUT_SQL_
STMTS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

UID SQL 
STMTS

実行された SQL 
UPDATE，
INSERT，およ
び DELETEス
テートメントの
数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_UI
D_SQL
_STMTS

(UID_SQL_S
TMTS)
315
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詳細説明：
データベース・アクティビティーのレベルを判別できます。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

UID SQL 
STMTS Rate

実行された SQL 
UPDATE，
INSERT，およ
び DELETEス
テートメントの
比率。

－ float No すべて － UID_SQL_STM
TS / ( 
DYNAMIC_SQL
_STMTS + 
STATIC_SQL_S
TMTS ) * 100

(UID_SQL_S
TMTS_RATE
)

316
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SQL Statement on Database（PD_DSQD）

機能

データベース・レベルの SQL Statement情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

一つ以上のアプリケーションがデータベースに接続しているか，データベースが活動化
状態の間。

レコードサイズ

●固定部：765バイト

●可変部：0バイト

フィールド

詳細説明：
モニター期間中にこのカウンターの変化量が少ない場合は，各アプリケーションの
コミット頻度が少ないことを示し，ロギングとデータの並行性について問題となる
場合があります。
このエレメントを使用すると，次の項目を合計して合計作業単位数も計算できます。
commit_sql_stmts+int_commits+rollback_sql_stmts+int_rollbacks

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Commit SQL 
STMTS

試行された 
SQL 
COMMIT ス
テートメント
の合計数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_CO
MMIT_SQL
_STMTS

(COMMIT_SQ
L_STMTS)
317
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注：
計算した作業単位に含まれるのは，次の時点以降の作業単位だけです。
• データベースへの接続 (データベース・レベルの情報の場合は，最初の接続
時刻 )

• データベース・モニター・カウンターの最後のリセット

この計算は，データベース・レベルとアプリケーション・レベルのどちらでも
できます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーション・レベルまたはデータベース・レ
ベルのデータベース・アクティビティーのレベルを判別できます。DDLステートメ
ントは，システム・カタログ表への影響のために実行にコストが掛かります。その
ため，このエレメントの値が大きい場合は，その原因を特定して，このアクティビ
ティーが実行されないように制約する必要があります。
このエレメントを使用すると，次の公式を使用して，DDLアクティビティーのパー
センテージも計算できます。
ddl_sql_stmts/totalnumberofstatements
 

この情報は，アプリケーションのアクティビティーおよびスループットの分析に役
立ちます。DDLステートメントも次の項目に影響を与えます。
• カタログ・キャッシュ
保管されている記述子情報と許可情報が無効になるので，システム・カタログか
ら情報を取り出すためのシステム・オーバーヘッドが増加します。

• パッケージ・キャッシュ
保管されているセクションが無効になるので，セクションの再コンパイルのため
の，システム・オーバーヘッドが増加します。

DDLステートメントの例としては，CREATETABLE，CREATEVIEW，
ALTERTABLE，および DROPINDEXがあります。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DDL SQL 
STMTS

実行された
SQLデータ定
義言語 (DDL)
ステートメン
トの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_DD
L_SQL_STMTS

(DDL_SQL_ST
MTS)
318
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詳細説明：
DDLステートメントは，システム・カタログ表への影響のために実行にコストが掛
かります。そのため，比率が大きい場合は，その原因を特定して，このアクティビ
ティーが実行されないように制約する必要があります。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，データベース・レベルまたはアプリケーション・レ
ベルで成功した SQLステートメントの合計数を計算できます。
dynamic_sql_stmts+static_sql_stmts-failed_sql_stmts=モニター期間
中のスループット

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，データベース・レベルまたはアプリケーション・レ
ベルで成功した SQLステートメントの合計数を計算できます。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

DDL SQL 
STMTS Rate

実行された
SQLデータ定
義言語 (DDL)
ステートメン
トの比率。

－ float No すべて － DDL_SQL_STM
TS / ( 
DYNAMIC_SQL
_STMTS + 
STATIC_SQL_S
TMTS ) ＊ 100

(DDL_SQL_ST
MTS_RATE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Dynamic SQL 
STMTS

試行された動
的 SQLステー
トメントの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_DY
NAMIC_SQL
_STMTS

(DYNAMIC_S
QL_STMTS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Failed SQL 
STMTS

試行されたが
失敗した SQL
ステートメン
トの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_FA
ILED_SQL
_STMTS

(FAILED_SQL
_STMTS)
319
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dynamic_sql_stmts+static_sql_stmts-failed_sql_stmts=モニター期間
中のスループット
 

このカウントには，負の SQLCODEを受信したすべての SQLステートメントを含
みます。
このエレメントは，パフォーマンスが低い場合の原因の判別にも役に立ちます。こ
れは，失敗したステートメントがあると，データベース・マネージャーで余分な時
間が掛かり，その結果データベースのスループットが落ちるからです。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
このエレメントと priv_workspace_size_topを組み合わせて使用すると，オーバー
フローを防止するのに専用ワークスペースのサイズを大きくする必要があるかどう
かを判別できます。専用ワークスペースがオーバーフローすると，パフォーマンス
が低下するだけではなく，エージェントの専用メモリーから割り振られたほかの
ヒープでメモリー不足エラーが発生することがあります。
データベース・レベルでは，専用ワークスペースの最大サイズのある専用ワークス
ペースとして報告された専用ワークスペースがこのエレメントの報告の対象となり
ます。アプリケーション・レベルでは，現行アプリケーションにサービスを提供し
た各エージェントのワークスペースがオーバーフローした回数となります。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集さ
れる時間。秒
単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(INTERVAL)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Priv 
Workspace 
Num 
Overflows

割り振られた
メモリーの境
界から専用
ワークスペー
スがオーバー
フローした回
数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PR
IV_WORKSPAC
E
_NUM_OVERFL
OWS

(PRIV_WORK
SPACE_NUM_
OVERFLOWS)
320
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詳細説明：
実行できるセクションの作業用コピーは，専用ワークスペース内に保管されます。
このカウンターは，コピーが使用できなかったために挿入が必要だった場合を示し
ます。データベース・レベルでは，データベース内のすべての専用ワークスペース
を対象に，すべてアプリケーションでの累計挿入数を示します。アプリケーション・
レベルでは，このアプリケーションの専用ワークスペース内にあるすべてのセク
ションを対象とした累計挿入数を示します。
エージェントが異なるアプリケーションに関連づけられているような集線装置環境
では，新しいエージェントに必要な使用できるセクションが専用ワークスペース内
にない場合に，専用ワークスペースの追加挿入が必要になります。

 

詳細説明：
各アプリケーションは，自分に代わって作業するエージェントの専用ワークスペー
スにアクセスできます。
このカウンターは，アプリケーション用の特定セクションを見つけるために専用
ワークスペースがアクセスされた回数を示します。データベース・レベルでは，
データベース内のすべての専用ワークスペースを対象に，すべてのアプリケーショ
ンでの累計参照数を示します。アプリケーション・レベルでは，このアプリケー
ションの専用ワークスペース内にあるすべてのセクションを対象とした累計参照数
を示します。
このエレメントと専用ワークスペース・セクション挿入数を組み合わせて使用する

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Priv 
Workspace 
Section Inserts

専用ワークス
ペースへの，
アプリケー
ションによる
SQLセクショ
ン挿入数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PR
IV_WORKSPAC
E
_SECTION_INS
ERTS(PRIV_WORK

SPACE_SECTI
ON_INSERTS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Priv 
Workspace 
Section 
Lookups

エージェント
の専用ワーク
スペースでの，
アプリケー
ションによる
SQLセクショ
ン参照数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PR
IV_WORKSPAC
E
_SECTION_LOO
KUPS

(PRIV_WORK
SPACE_SECTI
ON_LOOKUP
S)
321
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と，専用ワークスペースのサイズを調整できます。専用ワークスペースのサイズを
コントロールしているのは，applheapsz構成パラメーターです。

 

詳細説明：
各エージェントには一つの専用ワークスペースがあり，エージェントがサービスを
提供するアプリケーションはこれにアクセスをします。このエレメントは，アプリ
ケーションにサービスを提供するエージェントが必要とする専用ワークスペースの
最大バイト数を示します。データベース・レベルでは，現行データベースにアタッ
チされているすべてのエージェントが必要とする，すべての専用ワークスペースの
最大バイト数を示します。アプリケーション・レベルでは，現行アプリケーション
にサービスを提供したエージェントでのすべての専用ワークスペースの中での最大
サイズを示します。
専用ワークスペースがオーバーフローすると，エージェント専用メモリーにあるほ
かのエンティティーからメモリーを一時的に借用します。この結果，これらのエン
ティティーでメモリー不足エラーが発生したり，パフォーマンスが低下したりする
ことがあります。APPLHEAPSZを大きくすると，オーバーフローの確率を低くで
きます。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Priv 
Workspace 
Size Top

専用ワークス
ペースが到達
した最大サイ
ズ。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PR
IV_WORKSPAC
E
_SIZE_TOP

(PRIV_WORK
SPACE_SIZE_
TOP)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格
納されたパ
フォーマンス
データの収集
終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_TI
ME)
322
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
ロールバックは，アプリケーション要求，デッドロック，またはエラー状態の結果
として起こります。このエレメントでは，アプリケーションが発行したロールバッ
ク・ステートメントだけカウントされます。
アプリケーション・レベルでは，このエレメントはアプリケーションのデータベー
ス・アクティビティー・レベルとその他のアプリケーションとの競合の量を判別す
るのに役立ちます。データベース・レベルでは，データベース内のアクティビ
ティーの量とデータベース上での，アプリケーション間の競合の量を判別できます。

注：
ロールバック・アクティビティーが多くなるとデータベースのスループットが
低下するので，ロールバックの回数を最小限にとどめてください。
次の項目を合計すると，作業単位の合計数も計算できます。
commit_sql_stmts+int_commits+rollback_sql_stmts+int_rollbac
ks

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。
常に
「DSQD」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_REC
ORD_TYPE)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Rollback SQL 
STMTS

試行された
SQL 
ROLLBACK
ステートメン
トの合計数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_RO
LLBACK_SQL
_STMTS

(ROLLBACK_
SQL_STMTS)
323
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詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーション・レベルまたはデータベース・レ
ベルのデータベース・アクティビティーのレベルを判別できます。
次の公式を使用すると，すべてのステートメントに対する SELECTステートメント
の比率を計算できます。
select_sql_stmts/(static_sql_stmts+dynamic_sql_stmts)
 

この情報は，アプリケーションのアクティビティーおよびスループットの分析に役
立ちます。

 

詳細説明：
データベース・アクティビティーのレベルを判別できます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Select SQL 
STMTS

実行された
SQL SELECT
ステートメン
トの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_SE
LECT_SQL
_STMTS

(SELECT_SQL
_STMTS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Select SQL 
STMTS Rate

すべてのス
テートメント
に対する
SELECTス
テートメント
の比率。

－ float No すべて － SELECT_SQL_S
TMTS / ( 
DYNAMIC_SQL
_STMTS + 
STATIC_SQL_S
TMTS ) ＊ 100

(SELECT_SQL
_STMTS_RAT
E)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr Workspace 
Hit Rate

共有ワークス
ペース・ヒッ
ト率。

－ float No すべて － ( 1 - ( 
SHR_WORKSPA
CE_SECTION_I
NSERTS / 
SHR_WORKSPA
CE_SECTION_L
OOKUPS ) ) ＊ 
100

(SHR_WORKS
PACE_HIT_R
ATE)
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詳細説明：
共有ワークスペース（app_ctl_heap_sz）のサイズを調整します。

 

詳細説明：
このエレメントと shr_workspace_size_topを組み合わせて使用すると，オーバーフ
ローを防止するのに共有ワークスペースのサイズを大きくする必要があるかどうか
を判別できます。共有ワークスペースがオーバーフローすると，パフォーマンスが
低下するだけではなく，アプリケーションの共有メモリーから割り振られたほかの
ヒープでメモリー不足エラーが発生することがあります。
データベース・レベルでは，最大共有ワークスペース・サイズのある共有ワークス
ペースとして報告された共有ワークスペースがこのエレメントの報告の対象となり
ます。アプリケーション・レベルでは，現行アプリケーションが使用するワークス
ペースのオーバーフロー回数を示します。

 

詳細説明：
実行できるセクションの作業用コピーは，共有ワークスペース内に保管されます。
このカウンターは，コピーが使用できなかったために挿入が必要だった場合を示し
ます。
データベース・レベルでは，データベース内のすべての共有ワークスペースを対象
に，すべてのアプリケーションでの累計挿入数を示します。アプリケーション・レ
ベルでは，このアプリケーションの共有ワークスペース内にあるすべてのセクショ
ンを対象とした累計挿入数を示します。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr Workspace 
Num 
Overflows

割り振られた
メモリーの境
界から共有
ワークスペー
スがオーバー
フローした回
数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_SH
R_WORKSPACE
_NUM_OVERFL
OWS

(SHR_WORKS
PACE_NUM_
OVERFLOWS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr Workspace 
Section Inserts

共有ワークス
ペースへの，
アプリケー
ションによる
SQLセクショ
ン挿入数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_SH
R_WORKSPACE
_SECTION_INS
ERTS(SHR_WORKS

PACE_SECTI
ON_INSERTS)
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詳細説明：
各アプリケーションは，実行できるセクションの作業用コピーがある共有ワークス
ペースにアクセスできます。
このカウンターは，アプリケーションの特定のセクションを見つけるために共有
ワークスペースがアクセスされた回数を示します。データベース・レベルでは，
データベース内のすべての共有ワークスペースを対象に，すべてのアプリケーショ
ンでの累計参照数を示します。アプリケーション・レベルでは，このアプリケー
ションの共有ワークスペース内にあるすべてのセクションを対象とした累計参照数
を示します。
このエレメントと共有ワークスペース・セクション挿入数を組み合わせて使用する
と，共有ワークスペースのサイズを調整できます。共有ワークスペースのサイズを
コントロールしているのは，app_ctl_heap_sz構成パラメーターです。

 

詳細説明：
このエレメントは，データベースが活動化されて以降，データベースでワークロー
ドを実行したときに必要となった共有ワークスペースの最大バイト数を示します。
データベース・レベルでは，すべての共有ワークスペースが到達した最大サイズを
示します。アプリケーション・レベルでは，現行アプリケーションが使用する共有
ワークスペースの最大サイズです。
共有ワークスペースがオーバーフローした場合，このエレメントは，オーバーフ
ロー時に共有ワークスペースが到達した最大サイズになります。このような状態が

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr Workspace 
Section 
Lookups

共有ワークス
ペースでの，
アプリケー
ションによる
SQLセクショ
ン参照数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_SH
R_WORKSPACE
_SECTION_LOO
KUPS

(SHR_WORKS
PACE_SECTI
ON_LOOKUP
S)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Shr Workspace 
Size Top

共有ワークス
ペースが到達
した最大サイ
ズ。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_SH
R_WORKSPACE
_SIZE_TOP

(SHR_WORKS
PACE_SIZE_T
OP)
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発生したかどうかを確認するには，共有ワークスペースのオーバーフロー回数を
チェックしてください。
共有ワークスペースがオーバーフローすると，アプリケーションの共有メモリーに
あるほかのエンティティーからメモリーを一時的に借用します。この結果，これら
のエンティティーでメモリー不足エラーが発生したり，パフォーマンスが低下した
りすることがあります。APPL_CTL_HEAP_SZを大きくすると，オーバーフローの
確率を低くできます。

 

詳細説明：
このエレメントを使用すると，データベース・レベルまたはアプリケーション・レ
ベルで成功した SQLステートメントの合計数を計算できます。
dynamic_sql_stmts+static_sql_stmts-failed_sql_stmts=モニター期間
中のスループット

 

詳細説明：
成功した SQLステートメントの合計数（モニター期間中のスループット）を計算で
きます。

 

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Static SQL 
STMTS

試行された静
的 SQLステー
トメントの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_ST
ATIC_SQL
_STMTS

(STATIC_SQL
_STMTS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Throughtput 
SQL STMTS

成功した SQL
ステートメン
トの合計数。

－ ulon
g

No すべて － ( 
DYNAMIC_SQL
_STMTS + 
STATIC_SQL_S
TMTS ) - 
FAILED_SQL_S
TMTS

(THROUGHT
PUT_SQL_ST
MTS)
327
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詳細説明：
このエレメントを使用すると，アプリケーション・レベルまたはデータベース・レ
ベルのデータベース・アクティビティーのレベルを判別できます。
次の公式を使用すると，すべてのステートメントに対する UPDATE，INSERTおよ
び DELETEステートメントの比率を計算できます。
uid_sql_stmts/(static_sql_stmts+dynamic_sql_stmts)
 

この情報は，アプリケーションのアクティビティーおよびスループットの分析に役
立ちます。

 

詳細説明：
データベース・アクティビティーのレベルを判別できます。

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

UID SQL 
STMTS

実行された
SQL 
UPDATE，
INSERT，お
よび DELETE
ステートメン
トの数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_UI
D_SQL_STMTS

(UID_SQL_ST
MTS)

PFM - View名 説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

UID SQL 
STMTS Rate

実行された
SQL 
UPDATE，
INSERT，お
よび DELETE
ステートメン
トの比率。

－ float No すべて － UID_SQL_STMT
S / ( 
DYNAMIC_SQL
_STMTS + 
STATIC_SQL_S
TMTS ) ＊ 100

(UID_SQL_ST
MTS_RATE)
328
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Tablespace Information on DB (PD_DTID)

機能

表スペース情報を格納しています。

デフォルト値および変更できる値

ODBCキーフィールド

なし

ライフタイム

一つ以上のアプリケーションがデータベースに接続しているか，データベースが活動化
状態の間。

レコードサイズ

●固定部：681バイト

●可変部：335バイト

フィールド

詳細説明：
次の公式を使用すると，直接読み取りによって読み取られるセクターの平均数を計
算できます。
direct_reads / direct_read_reqs 
 

 

項目 デフォルト値 設定可否

Collection Interval 60 ○

Collection Offset 0 ○

Log No ○

LOGIF 空白 ○

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Direct Read 
Reqs

一つ以上のデー
タ・セクターの
直接読み取り実
行要求の数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DI
RECT_READ
_REQS

(DIRECT_R
EAD_REQS)
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詳細説明：
次の公式を使用して，セクター当たりの直接読み取り平均時間を計算します。 
direct_read_time / direct_reads 
 

平均時間が長い場合には，入出力が競合していることがあります。 
 

詳細説明：
次の公式を使用すると，直接読み取りによって読み取られるセクターの平均数を計
算できます。
direct_reads / direct_read_reqs
 

システム・モニターを使用して入出力を追跡するときにこのエレメントを利用する
と，装置上のデータベース入出力とそれ以外の入出力を区別できます。
直接読み取りは，最小 512バイト・セクター単位で処理されます。次の目的に使用
します。
• LONG VARCHAR列の読み取り
• LOB(ラージ・オブジェクト )列の読み取り
• バックアップの実行

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Direct Read 
Time

直接読み取りの
実行に要した経
過時間 (ミリ秒
)。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DI
RECT_READ
_TIME

(DIRECT_R
EAD_TIME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Direct Reads バッファー・
プールを使用し
ない読み取り操
作の数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DI
RECT_READS

(DIRECT_R
EADS)
330
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詳細説明：
次の公式を使用すると，直接書き込みによって書き込まれるセクターの平均数を計
算できます。
direct_writes / direct_write_reqs

 

詳細説明：
次の公式を使用して，セクター当たりの直接書き込み平均時間を計算します。
direct_write_time / direct_writes
 

平均時間が長い場合には，入出力が競合していることがあります。
 

詳細説明：
次の公式を使用すると，直接書き込みによって書き込まれるセクターの平均数を計
算できます。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Direct Write 
Reqs

一つ以上のデー
タ・セクターの
直接書き込み実
行要求の数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DI
RECT_WRITE
_REQS

(DIRECT_W
RITE_REQS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Direct Write 
Time

直接書き込みの
実行に要した経
過時間 (ミリ秒
)。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DI
RECT_WRITE
_TIME

(DIRECT_W
RITE_TIME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Direct Writes バッファー・
プールを使用し
ない書き込み操
作の数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_DI
RECT_WRITES

(DIRECT_W
RITES)
331
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direct_writes / direct_write_reqs
 

システム・モニターを使用して入出力を追跡するときにこのエレメントを利用する
と，装置上のデータベース入出力とそれ以外の入出力を区別できます。
直接書き込みは，最小 512バイト・セクター単位で処理されます。次の目的に使用
します。
• LONG VARCHAR列の書き込み
• LOB(ラージ・オブジェクト )列の書き込み
• リストアの実行
• ロードの実行

 

詳細説明：
データベース・マネージャーは，バッファー・プールへの書き込みおよびバッ
ファー・プールからの読み取りを行うためにファイルをオープンします。アプリ
ケーションが同時にオープンできるデータベース・ファイルの最大数は，maxfilop
構成パラメーターによってコントロールされています。最大値に達すると，新しい
ファイルをオープンする前に，ファイルが一つ閉じられます。実際にオープンされ
たファイルの数とクローズされたファイルの数は等しくならないことに注意してく
ださい。
このエレメントは，maxfilop構成パラメーターの最適な値を判別するときに利用で
きます。
詳細については DB2のマニュアルを参照してください。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Files Closed クローズされた
データベース・
ファイルの合計
数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_FI
LES_CLOSED

(FILES_CLO
SED)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Interval 情報が収集され
る時間。秒単位。

－ ulon
g

No すべて － RECORD_TIME 
- CURRENT
_SYSTEM_BOO
T_TIME

(interval)
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
非同期要求当たりのデータ・ページ読み取りの平均数を計算するには，次の公式を
使用します。
pool_async_data_reads / pool_async_data_read_reqs
 

この平均値は，プリフェッチャーが動作するときの非同期入出力量を判別するのに
利用します。

 

詳細説明：
このエレメントと pool_data_p_readsを組み合わせて使用すると，同期で実行され
た物理読み取り数を計算できます (つまり，データベース・マネージャーのエー
ジェントが実行したデータ・ページ物理読み取り数 )。次の公式を使用します。
Pool_data_p_reads - pool_async_data_reads
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，プリフェッチャーの動作状態が
わかります。このエレメントは，num_ioservers構成パラメーターを調整するとき
に役に立ちます。
非同期読み取りは，データベース・マネージャーのプリフェッチャーが実行します。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Read 
Reqs

非同期読み取り
要求の数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC
_DATA_READ_
RAQS

(POOL_ASY
NC_DATA_R
EAD_REQS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Reads

バッファー・
プールに非同期
で読み取られる
ページ数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC
_DATA_READS

(POOL_ASY
NC_DATA_R

EADS)
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これらのプリフェッチャーの詳細については，DB2のマニュアルを参照してくださ
い。

 

詳細説明：
num_ioservers構成パラメーターを調整するときに役に立ちます。

 

詳細説明：
このエレメントと buff_pool_data_writesを組み合わせて使用すると，同期で実行さ
れた物理書き込み要求の数を計算できます (つまり，データベース・マネージャー
のエージェントが実行したデータ・ページ物理書き込み数 )。次の公式を使用しま
す。
pool_data_writes - pool_async_data_writes
 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Reads 
Rate

データ・ページ
をバッファー・
プールに入れる
ための入出力を
必要とした読み
取り要求の数に
対する，プリ
フェッチャーが
非同期でバッ
ファー・プール
に読み取るデー
タ・ページ数の
割合。

－ float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_
DATA_READS / 
POOL_DATA_P
_READS ) * 100(POOL_ASY

NC_DATA_R
EADS_RATE

)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Writes

非同期ページ・
クリーナーまた
はプリフェッ
チャーによって
バッファー・
プール・デー
タ・ページが
ディスクに物理
的に書き込まれ
た回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC
_DATA_WRITE
S(POOL_ASY

NC_DATA_
WRITES)
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非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，バッファー・プール・ページ・
クリーナーの動作状態がわかります。この比率は，num_iocleaners構成パラメー
ターを調整するときに役に立ちます。
非同期ページ・クリーナーの詳細については，DB2のマニュアルを参照してくださ
い。

 

詳細説明：
構成パラメーター「num_iocleaners」は，この値が 100%に近く，かつ，
POOL_ASYNC_INDEX_WRITES_RATEも 100%に近い場合，小さくすることが
できます。また，この値が 0%に近い場合，大きくする必要があります。

 

詳細説明：
このエレメントと pool_index_p_readsを組み合わせて使用すると，同期で実行され
た物理読み取り数を計算できます (つまり，データベース・マネージャーのエー

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Data Writes 
Rate

バッファー・
プール・デー
タ・ページが
ディスクに物理
的に書き込まれ
た回数に対する，
非同期ページ・
クリーナーまた
はプリフェッ
チャーによって
バッファー・
プール・デー
タ・ページが
ディスクに物理
的に書き込まれ
た回数の割合。

－ float No すべて － POOL_ASYNC_
DATA_WRITES 
/ 
POOL_DATA_W
RITES * 100(POOL_ASY

NC_DATA_
WRITES_RA

TE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Reads

プリフェッ
チャーが非同期
でバッファー・
プールに読み取
る索引ページ数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC
_INDEX_READ
S(POOL_ASY

NC_INDEX_
READS)
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ジェントが実行した索引ページ物理読み取り数 )。次の公式を使用します。
Pool_index_p_reads - pool_async_index_reads
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，プリフェッチャーの動作状態が
わかります。このエレメントは，num_ioservers構成パラメーターを調整するとき
に役に立ちます。
非同期読み取りは，データベース・マネージャーのプリフェッチャーが実行します。
これらのプリフェッチャーの詳細については，DB2のマニュアルを参照してくださ
い。

 

詳細説明：
num_ioservers構成パラメーターを調整するときに役に立ちます。

 

詳細説明：
このエレメントと pool_index_writesを組み合わせて使用すると，同期で実行され

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Reads 
Rate

索引ページを
バッファー・
プールに入れる
ための物理読み
取り要求の数に
対する，プリ
フェッチャーが
非同期でバッ
ファー・プール
に読み取る索引
ページ数の割合。

－ float No すべて － ( 
POOL_ASYNC_
INDEX_READS 
/ 
POOL_INDEX_
P_READS ) * 
100

(POOL_ASY
NC_INDEX_
READS_RAT

E)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Writes

非同期ページ・
クリーナーまた
はプリフェッ
チャーによって
バッファー・
プール索引ペー
ジがディスクに
物理的に書き込
まれた回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC
_INDEX_WRIT
ES(POOL_ASY

NC_INDEX_
WRITES)
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た物理索引書き込み要求数を計算できます。つまり，データベース・マネージャー
のエージェントが実行した物理索引ページ書き込み数です。次の公式を使用します。
pool_index_writes - pool_async_index_writes
 

非同期読み取り数と同期読み取り数を比較すると，バッファー・プール・ページ・
クリーナーの動作状態がわかります。この比率は，num_iocleaners構成パラメー
ターを調整するときに役に立ちます。
非同期ページ・クリーナーの詳細については DB2のマニュアルを参照してくださ
い。

 

詳細説明：
構成パラメーター「num_iocleaners」は，この値が 100%に近く，かつ，
POOL_ASYNC_DATA_WRITES_RATEも 100%に近い場合，小さくすることがで
きます。また，この値が 0%に近い場合，大きくする必要があります。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Index Writes 
Rate

バッファー・
プール索引ペー
ジがディスクに
物理的に書き込
まれた回数に対
する，非同期
ページ・クリー
ナーまたはプリ
フェッチャーに
よってバッ
ファー・プール
索引ページが
ディスクに物理
的に書き込まれ
た回数の割合。

－ float No すべて － POOL_ASYNC_
INDEX_WRITE
S / 
POOL_INDEX_
WRITES * 100(POOL_ASY

NC_INDEX_
WRITES_RA

TE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Read Time

データベース・
マネージャーの
プリフェッ
チャーが読み取
りに要した合計
経過時間。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC
_READ_TIME

(POOL_ASY
NC_READ_T

IME)
337



5.　レコード
Tablespace Information on DB (PD_DTID)
詳細説明：
このエレメントを使用すると同期読み取りの経過時間を計算できます。次の公式を
使用します。
Pool_read_time - pool_async_read_time
 

このエレメントを使用すると，平均非同期読み取り時間も計算できます。次の公式
を使用します。
Pool_async_read_time / pool_async_data_reads
 

これらの計算は，実行中の入出力操作を把握するときに使用します。
 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Read Time 
Avg

データベース・
マネージャーの
プリフェッ
チャーが読み取
りに要した合計
経過時間の平均
値。

－ float No すべて － POOL_ASYNC_
READ_TIME / ( 
POOL_ASYNC_
DATA_READS + 
POOL_ASYNC_
INDEX_READS 
)

(POOL_ASY
NC_READ_T

IME_AVG)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Total Reads

プリフェッ
チャーが非同期
でバッファー・
プールに読み取
るデータ・ペー
ジおよび索引
ページの合計。

－ ulon
g

No すべて － POOL_ASYNC_
DATA_READS + 
POOL_ASYNC_
INDEX_READS(POOL_ASY

NC_TOTAL_
READS)
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
同期によるページ書き込みでの経過時間を計算するには，次の公式を使用します。
Pool_write_time_ - pool_async_write_time
 

このエレメントを使用すると，平均非同期読み取り時間も計算できます。次の公式
を使用します。
Pool_async_write_time / (pool_async_data_writes + 
pool_async_index_writes)
 

これらの計算は，実行中の入出力操作を把握するときに使用します。
 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Total Writes

非同期ページ・
クリーナーまた
はプリフェッ
チャーによって
バッファー・
プール・デー
タ・ページまた
は索引ページが
ディスクに物理
的に書き込まれ
た回数。

－ ulon
g

No すべて － POOL_ASYNC_
DATA_WRITES 
+ 
POOL_ASYNC_
INDEX_WRITE
S

(POOL_ASY
NC_TOTAL_

WRITES)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Write Time

データベース・
マネージャーの
ページ・クリー
ナーがデータ・
ページまたは索
引ページをバッ
ファー・プール
からディスクに
書き込むのに要
した合計経過時
間。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_ASYNC
_WRITE_TIME

(POOL_ASY
NC_WRITE_

TIME)
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
必要なページがバッファー・プールになく拡張ストレージにある場合は，そのペー
ジは拡張ストレージからバッファー・プールにコピーされます。このコピー処理に
よって共有メモリー・セグメントへの接続コストが必要になりますが，ディスク読
み取りコストを節約できます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Async 
Write Time 
Avg

データベース・
マネージャーの
ページ・クリー
ナーがデータ・
ページまたは索
引ページをバッ
ファー・プール
からディスクに
書き込むのに要
した合計経過時
間の平均値。

－ float No すべて － POOL_ASYNC_
WRITE_TIME / ( 
POOL_ASYNC_
DATA_WRITES 
+ 
POOL_ASYNC_
INDEX_WRITE
S )

(POOL_ASY
NC_WRITE_
TIME_AVG)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data 
From Estore

拡張ストレージ
からコピーされ
たバッファー・
プールのデー
タ・ページの数。
監視対象が DB2
の V9.1以降の場
合は，非推奨と
なるため正しい
値を収集できま
せん。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA
_FROM_ESTOR
E(POOL_DAT

A_FROM_ES
TORE)
340



5.　レコード
Tablespace Information on DB (PD_DTID)
詳細説明：
バッファー・プール当たりのデータ・ページ・ヒット率です。

 

詳細説明：
このカウントには，次のデータへのアクセスが含まれます。
• データベース・マネージャーがページの処理を必要としたときにバッファー・
プールにすでにあるデータ。

• データベース・マネージャーがページを処理する前にバッファー・プールに読み
取られたデータ。

pool_data_p_readsと組み合わせて使用すると，次の公式でバッファー・プール当
たりのデータ・ページ・ヒット率を計算できます。
1 - (pool_data_p_reads / pool_data_l_reads)
 

pool_data_p_reads，pool_index_p_reads，および pool_index_l_readsと組み合わ
せて使用すると，次の公式で総合バッファー・プール・ヒット率を計算できます。
1 - ((pool_data_p_reads + pool_index_p_reads) / 
(pool_data_l_reads + pool_index_l_reads))
 

バッファー・プール・サイズを大きくすると，一般的にヒット率は高くなりますが，
ある点を超えると逆に低くなります。理想的には，データベース全体を保管できる
ような大きなバッファー・プールを割り振ることができれば，システムが稼働中の
ヒット率は 100％になります。しかし，現実的にはそうしたことは起こりません。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data 
Hit Rate

データ・ペー
ジ・ヒット率。

－ float No すべて － ( 1 - ( 
POOL_DATA_P
_READS / 
POOL_DATA_L
_READS ) ) * 100

(POOL_DAT
A_HIT_RAT

E)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data L 
Reads

バッファー・
プールを通った
データ・ページ
の論理読み取り
要求の数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA
_L_READS

(POOL_DAT
A_L_READS

)

341



5.　レコード
Tablespace Information on DB (PD_DTID)
実際には，使用するデータのサイズとそのデータへのアクセス方法によってヒット
率の意味は異なります。非常に大きなデータベースでアクセスが均等な場合は，
ヒット率が低くなります。表が非常に大きな場合は，対応する方法はほとんどあり
ません。この場合，より小さく，頻繁にアクセスがあるような表，および索引に焦
点を当ててください。そして，ヒット率を高くしたいバッファー・プールにこれら
を個別に割り当ててください。

 

詳細説明：
このエレメントの使用法については，pool_data_l_readsおよび
pool_async_data_readsを参照してください。

 

詳細説明：
ビクティム・ページとして選択されたページは，バッファー・プールから拡張スト
レージにコピーされます。このコピー処理が必要になるのは，バッファー・プール
内に新しいページのためのスペースが必要な場合です。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data P 
Reads

データ・ページ
をバッファー・
プールに入れる
ための入出力を
必要とした読み
取り要求の数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA
_P_READS

(POOL_DAT
A_P_READS

)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data To 
Estore

拡張ストレージ
にコピーされた
バッファー・
プールのデー
タ・ページの数。
監視対象が DB2
の V9.1以降の場
合は，非推奨と
なるため正しい
値を収集できま
せん。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA
_TO_ESTORE

(POOL_DAT
A_TO_ESTO

RE)
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詳細説明：
pool_data_p_readsのパーセンテージが高いためにバッファー・プール・データ・
ページがディスクへ書き込まれる場合は，データベースで利用可能なバッファー・
プール・ページ数を増やすとパフォーマンスを改善できます。
バッファー・プール・データ・ページをディスクに書き込む理由は次のとおりです。
• バッファー・プール内のページを解放して，次のページを読み取れるようにする。
• バッファー・プールを空にする。

システムがあるページを書き込むときに，新しいページのためのスペースを用意す
るとは限りません。そのページが更新されていなければ，単純に置換されます。こ
のエレメントでは，このような置換はカウントされません。
データ・ページは，バッファー・プール・スペースが必要になる前に，非同期ペー
ジ・クリーナー・エージェントによって書き込まれます。非同期ページの書き込み
は，同期ページの書き込みと合わせて，このエレメントの値に含まれます
(pool_async_data_writesを参照してください )。
このパーセンテージを計算するときは，バッファー・プールを最初に埋めるために
必要となる物理読み取り数は無視してください。書き込みページ数は，次のように
求めます。
1. アプリケーションを実行する (バッファーをロードする )。
2. このエレメントの値を書き取る。
3. アプリケーションを再び実行する。
4. このエレメントの新しい値からステップ 2で記録した値を引く。

アプリケーションを終了してから次に実行するまでの間にバッファー・プールの割
り振りが解除されるのを防止するには，次のどちらかを行います。
• ACTIVATE DATABASE コマンドを使用してデータベースをアクティブにする。
• アイドル状態のアプリケーションをデータベースに接続する。

すべてのアプリケーションがデータベースを更新するような場合は，ほとんどの
バッファー・プール・ページが更新されたデータを含んでおり，これをディスクに
書き込む必要があるので，バッファー・プールのサイズを大きくしてもパフォーマ
ンスはあまり改善されません。ただし，更新されたページを書き出す前に，ほかの
作業単位がこのページを使用できる場合は，バッファー・プールが書き込み操作と
読み取り操作を節約できるので，パフォーマンスが向上する場合があります。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Data 
Writes

バッファー・
プール・デー
タ・ページが
ディスクに物理
的に書き込まれ
た回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_DATA
_WRITES

(POOL_DAT
A_WRITES)
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バッファー・プール・サイズの詳細については，DB2のマニュアルを参照してくだ
さい。

 

詳細説明：
必要な索引ページがバッファー・プールになく拡張ストレージにある場合は，その
ページは拡張ストレージからバッファー・プールにコピーされます。このコピー処
理によって共有メモリー・セグメントへの接続コストが必要になりますが，ディス
ク読み取りコストを節約できます。

 

詳細説明：
バッファー・プール当たりの索引ページ・ヒット率です。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index 
From Estore

拡張ストレージ
からコピーされ
たバッファー・
プール索引ペー
ジの数。監視対
象が DB2の
V9.1以降の場合
は，非推奨とな
るため正しい値
を収集できませ
ん。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX
_FROM_ESTOR
E(POOL_IND

EX_FROM_
ESTORE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index 
Hit Rate

索引ページ・
ヒット率。

－ float No すべて － ( 1 - ( 
POOL_INDEX_
P_READS / 
POOL_INDEX_
L_READS ) ) * 
100

(POOL_IND
EX_HIT_RA

TE)
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詳細説明：
このカウントには，次の索引ページへのアクセスが含まれます。
• データベース・マネージャーがページの処理を必要としたときにバッファー・
プールにすでにあるデータ。

• データベース・マネージャーがページを処理する前にバッファー・プールに読み
取られたデータ。

Pool_index_p_readsと組み合わせて使用すると，次の公式でバッファー・プールの
索引ページ・ヒット率を計算できます。
1 - (pool_index_p_reads / pool_index_l_reads)
 

バッファー・プールの総合ヒット率を計算する方法については，pool_data_l_reads
を参照してください。
ヒット率が低い場合は，バッファー・プール・ページ数を増やすと，パフォーマン
スが向上する場合があります。バッファー・プール・サイズの詳細については，
DB2のマニュアルを参照してください。

 

詳細説明：
このエレメントの使用法については，pool_index_l_readsを参照してください。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index L 
Reads

バッファー・
プールを通った
索引ページの論
理読み取り要求
の数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX
_L_READS

(POOL_IND
EX_L_READ

S)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index P 
Reads

索引ページを
バッファー・
プールに入れる
ための物理読み
取り要求の数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX
_P_READS

(POOL_IND
EX_P_READ

S)
345
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詳細説明：
ビクティム・ページとして選択されたページは，バッファー・プールから拡張スト
レージにコピーされます。このコピー処理が必要になるのは，バッファー・プール
内に新しいページのためのスペースが必要な場合です。

 

詳細説明：
データ・ページと同様に，バッファー・プール索引ページは以下の理由でディスク
に書き込まれます。
• バッファー・プール内のページを解放して，次のページを読み取れるようにする。
• バッファー・プールを空にする。

システムがあるページを書き込むときに，新しいページのためにスペースを用意す
るとは限りません。そのページが更新されていなければ，単純に置換されます。こ
のエレメントではこのような置換はカウントされません。
索引ページは，バッファー・プール・スペースが必要になる前に，非同期ページ・
クリーナー・エージェントによって書き込まれます。非同期索引ページの書き込み
は，同期索引ページの書き込みとあわせて，このエレメントの値に含まれます
(pool_async_index_writesを参照してください )。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index To 
Estore

拡張ストレージ
にコピーされた
バッファー・
プール索引ペー
ジの数。監視対
象が DB2の
V9.1以降の場合
は，非推奨とな
るため正しい値
を収集できませ
ん。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX
_TO_ESTORE

(POOL_IND
EX_TO_EST

ORE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Index 
Writes

バッファー・
プール索引ペー
ジがディスクに
物理的に書き込
まれた回数。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_INDEX
_WRITES

(POOL_IND
EX_WRITES

)
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pool_index_p_reads のパーセンテージが高いためにバッファー・プール索引ページ
がディスクに書き込まれる場合は，データベースで利用可能なバッファー・プール・
ページ数を増やすとパフォーマンスを改善できます。
このパーセンテージを計算するときは，バッファー・プールを最初に埋めるために
必要となる物理読み取り数は無視してください。書き込みページ数は，次のように
求めます。
1. アプリケーションを実行する (バッファーをロードする )。
2. このエレメントの値を書き取る。
3. アプリケーションを再び実行する。
4. このエレメントの新しい値からステップ 2で記録した値を引く。

アプリケーションを終了してから次に実行するまでの間にバッファー・プールの割
り振りが解除されるのを防止するには，次のどちらかを行います。
• ACTIVATE DATABASE コマンドを用意してデータベースをアクティブにする。
• アイドル状態のアプリケーションをデータベースに接続する。

すべてのアプリケーションがデータベースを更新するような場合は，ほとんどの
ページが更新されたデータを含んでおり，これをディスクに書き込む必要があるの
で，バッファー・プールのサイズを大きくしてもパフォーマンスはあまり改善され
ません。
バッファー・プール・サイズの詳細については，DB2のマニュアルを参照してくだ
さい。

 

詳細説明：
このエレメントと pool_data_p_readsおよび pool_index_p_readsを組み合わせて使
用すると，ページ読み取りの平均時間を計算できます。この平均値は，入出力待ち
があるかどうかを示すので重要です。これによって，データをほかの装置に移動す
るかどうかが示されます。
データベースおよび表スペースのレベルでは，このエレメントには
pool_async_read_timeの値が含まれます。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Read 
Time

ディスクまたは
バッファー・
プールからデー
タ・ページまた
は索引ページを
物理的に読み取
る必要があった
読み取り要求の
処理に要した合
計時間。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_READ
_TIME

(POOL_REA
D_TIME)
347
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詳細説明：
この平均値は，入出力待ちがあるかどうかを示すので重要です。これによって，
データをほかの装置に移動するかどうかが示されます。

 

詳細説明：
総合バッファー・プール・ヒット率です。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Read 
Time Avg

ディスクまたは
バッファー・
プールからデー
タ・ページまた
は索引ページを
物理的に読み取
る必要があった
読み取り要求の
処理に要した合
計時間の平均値。

－ float No すべて － POOL_READ_T
IME / ( 
POOL_DATA_P
_READS + 
POOL_INDEX_
P_READS )

(POOL_REA
D_TIME_AV

G)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Total 
Hit Rate

総合バッ
ファー・プー
ル・ヒット率。

－ float No すべて － ( 1 - ( ( 
POOL_DATA_P
_READS + 
POOL_INDEX_
P_READS ) / ( 
POOL_DATA_L
_READS + 
POOL_INDEX_
L_READS ) ) ) * 
100

(POOL_TOT
AL_HIT_RA

TE)
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
このエレメントと buffer_pool_data_writesおよび pool_index_writesを組み合わせ
て使用すると，ページ書き込みの平均時間を計算できます。この平均値は，入出力
待ちがあるかどうかを示すので重要です。これによって，データをほかの装置に移
動するかどうかが示されます。
データベースおよび表スペースのレベルでは，このエレメントには
pool_async_write_timeの値が含まれます。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Total 
Writes

バッファー・
プール・デー
タ・ページと
バッファー・
プール索引ペー
ジがディスクに
物理的に書き込
まれた回数の合
計。

－ ulon
g

No すべて － POOL_DATA_W
RITES + 
POOL_INDEX_
WRITES(POOL_TOT

AL_WRITES
)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Write 
Time

データ・ページ
または索引ペー
ジをバッ
ファー・プール
からディスクに
物理的に書き込
むのに要した合
計時間。

－ ulon
g

No すべて ○ SQLM_ELM_PO
OL_WRITE
_TIME

(POOL_WRI
TE_TIME)
349
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詳細説明：
この平均値は，入出力待ちがあるかどうかを示すので重要です。これによって，
データをほかの装置に移動するかどうかが示されます。

 

詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Pool Write 
Time Avg

データ・ページ
または索引ペー
ジをバッ
ファー・プール
からディスクに
物理的に書き込
むのに要した合
計時間の平均値。

－ float No すべて － POOL_WRITE_
TIME / ( 
POOL_DATA_W
RITES + 
POOL_INDEX_
WRITES )

(POOL_WRI
TE_TIME_A

VG)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Time レコードに格納
されたパフォー
マンスデータの
収集終了時刻。

－ time
_t

No すべて － Agent Collector

(RECORD_T
IME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Record Type レコード名。常
に「DTID」。

－ char(
8)

No すべて － Agent Collector

(INPUT_RE
CORD_TYP

E)
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詳細説明：
表スペース内のコンテンツのタイプ (sqlmom.h内に定義 )は，次のどれかになりま
す。
• 任意のデータ：SQLM_TABLESPACE_CONTENT_ANY
• 長いデータ：SQLM_TABLESPACE_CONTENT_LONG
• システム一時データ：SQLM_TABLESPACE_CONTENT_SYSTEMP
• ユーザー一時データ：SQLM_TABLESPACE_CONTENT_USERTEMP

 

詳細説明：
バッファー・プールは，それぞれ固有の整数で識別できます。このエレメントの値
は，SYSCAT.BUFFERPOOLSビューの BUFFERPOOLID列の値と一致します。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Content Type

表スペース内の
コンテンツのタ
イプ。

－ unsig
ned 
char

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_CONTENT_TY
PE(TABLESPA

CE_CONTE
NT_TYPE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Cur Pool Id

表スペースが現
在使用中のバッ
ファー・プール
のバッファー・
プール ID。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_CUR_POOL_I
D(TABLESPA

CE_CUR_PO
OL_ID)
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
このエレメントは，DMS表スペースにだけ適用できます。

 

詳細説明：
このエレメントの値は，SYSCAT.TABLESPACESのビューの TBSPACEID列の値
と一致します。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Extent Size

表スペースが使
用するエクステ
ント・サイズ。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_EXTENT_SIZE

(TABLESPA
CE_EXTEN

T_SIZE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Free Pages

一つの表スペー
ス内で現在フ
リーの合計ペー
ジ数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_FREE_PAGES

(TABLESPA
CE_FREE_P

AGES)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Id

現行データベー
スが使用する表
スペースを一意
的に示す整数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_ID

(TABLESPA
CE_ID)
352
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詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
ゼロ以外のときだけ表示されます。

 

詳細説明：
このエレメントは，リソースの競合の原因を判別するときに役立ちます。これは

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Min 
Recovery 
Time

表スペースを
ロールフォワー
ドできる最も早
い時点を示すタ
イム・スタンプ
（1970年 1月 1
日 00:00:00GMT
からの通算秒）。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_MIN_RECOVE
RY_TIME

(TABLESPA
CE_MIN_RE
COVERY_TI

ME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Min 
Recovery 
Time S

表スペースを
ロールフォワー
ドできる最も早
い時点を示すタ
イム・スタンプ。

－ strin
g[27]

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_MIN_RECOVE
RY_TIME

(TABLESPA
CE_MIN_RE
COVERY_TI

ME_S)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Name

表スペースの名
前。

－ strin
g[19]

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_NAME

(TABLESPA
CE_NAME)
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データベース・カタログ表の SYSCAT.TABLESPACESにある TBSPACER列と同
じです。アプリケーション・レベル，アプリケーション・ロック・レベル，および
デットロック・モニター・レベルでは，アプリケーションがロックを待機している
表スペースの名前です。ほかのアプリケーションがこの表スペースのロックを保留
しています。ロック・レベルでは，アプリケーションがロックを保留している表ス
ペースの名前です。表スペース・レベルでは (バッファー・プール・モニター・グ
ループが ONの場合 )，情報が戻される表スペースの名前です。

 

詳細説明：
バッファー・プールはそれぞれ固有の整数で識別できます。このエレメントの値は，
SYSCAT.BUFFERPOOLSビューの BUFFERPOOLID列の値と一致します。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Next Pool Id

データベースを
次に始動したと
きに表スペース
が使用するバッ
ファー・プール
のバッファー・
プール ID。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_NEXT_POOL_I
D(TABLESPA

CE_NEXT_P
OOL_ID)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Num 
Containers

表スペース内の
コンテナーの合
計数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_NUM_CONTAI
NERS

(TABLESPA
CE_NUM_C
ONTAINER

S)
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詳細説明：
この値は表スペースを静止させたエージェントの数を示します (「共有」，「更新」，
または「排他」モード )。それぞれの静止ユーザーについて，次の情報が
tablespace_quiescer論理データ・グループに戻されます。
• 静止ユーザーのユーザー許可 ID
• 静止ユーザーのエージェント ID
• この表スペースが静止することになった，静止されたオブジェクトの表スペース

ID
• この表スペースが静止することになった，静止されたオブジェクトのオブジェク
ト ID

• 静止状態

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Num 
Quiescers

表スペースを静
止させている
ユーザーの数 (0
～ 5の範囲 )。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_NUM_QUIESC
ERS

(TABLESPA
CE_NUM_Q
UIESCERS)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Num Ranges

表スペース・
マップ内の範囲 (
エントリー )の
数。この範囲は
1～ 100です (
ただし通常は 12
未満 )。表スペー
ス・マップがあ
るのは，DMS表
スペースの場合
だけです。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_NUM_RANGE
S(TABLESPA

CE_NUM_R
ANGES)
355



5.　レコード
Tablespace Information on DB (PD_DTID)
詳細説明：
特になし。

 

詳細説明：
DMSの場合，このエレメントは，表スペースで最後に割り振られたエクステントの
次にある最初のフリー・エクステントのページ番号を示します。この値は減少する
ので，実際の「最高水準点」ではなく「現在の水準点」であることに注意してくだ
さい。この情報は SMSには適用できません。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Page Size

表スペースが使
用するページ・
サイズ (バイト
単位 )。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_PAGE_SIZE

(TABLESPA
CE_PAGE_S

IZE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Page Top

最高水準点を保
持している表ス
ペース内のペー
ジ。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_PAGE_TOP

(TABLESPA
CE_PAGE_T

OP)
356
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詳細説明：
このエレメントは，DMS表スペースにだけ適用できます。

 

詳細説明：
特になし。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Pending Free 
Pages

すべての保留ト
ランザクション
がコミットまた
はロールバック
され，オブジェ
クトのための新
しいスペースが
要求されたとき
にフリーになる
表スペースの
ページ数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_PENDING_FR
EE_PAGES

(TABLESPA
CE_PENDIN
G_FREE_PA

GES)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Prefetch Size

プリフェッ
チャーがディス
クから１回に取
得できる最大
ページ数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_PREFETCH_SI
ZE(TABLESPA

CE_PREFET
CH_SIZE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace R 
Extents 
Processed

再平衡化の開始
後または再始動
後 (どちらかあ
とで実行された
方 )に，再平衡
化ですでに移動
されたエクステ
ントの数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_RE
BALANCER
_EXTENTS_PR
OCESSED(TABLESPA

CE_R_EXTE
NTS_PROC

ESSED)
357
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詳細説明：
再平衡化の完了レベルを示す標識として使用できます。このエレメントの内容が時
間とともに変化する様子を追跡すると，再平衡化の進行状況をモニターできます。
tablespace_stateと rebalance_modeを使用すると，再平衡化が完了したかどうか
チェックできます。このエレメントは，DMS表スペースにだけ適用できます。

 

詳細説明：
再平衡化の完了レベルを示す標識として使用できます。このエレメントの内容が時
間とともに変化する様子を追跡すると，再平衡化の進行状況をモニターできます。
再平衡化が終了したかどうかを確認するには，tablespace_stateを使用します。こ
のエレメントは，DMS表スペースにだけ適用できます。

 

詳細説明：
再平衡化の完了レベルを示す標識として使用できます。このエレメントの内容が時
間とともに変化する様子を追跡すると，再平衡化の進行状況をモニターできます。
tablespace_stateと rebalance_modeを使用すると，再平衡化が完了したかどうか
チェックできます。このエレメントは，DMS表スペースにだけ適用できます。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace R 
Extents 
Remaining

移動するエクス
テントの数。こ
の値は，再平衡
化の開始時刻ま
たは再始動時刻 (
どちらかあとに
実行された方 )
の時点で計算さ
れます。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_RE
BALANCER
_EXTENTS_RE
MAINING(TABLESPA

CE_R_EXTE
NTS_REMAI

NING)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace R 
Last Extent 
Moved

再平衡化によっ
て最後に移動さ
れたエクステン
ト。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_RE
BALANCER
_LAST_EXTEN
T_MOVED(TABLESPA

CE_R_LAST
_EXTENT_
MOVED)
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詳細説明：
現在の再平衡化処理で表スペースからスペースを除去しているのか，または追加し
ているのかを示す標識として使用できます。このエレメントは，DMS表スペースに
だけ適用できます。

 

詳細説明：
このエレメントは，DMS 表スペースにだけ適用できます。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Rebalancer 
Mode

フォワードまた
はリバースの再
平衡化が行われ
ているかどうか
を示す整数。次
の値があります
(sqlmon.h内に
定義 )。
• 再平衡化は行
われていな
い：
SQLM_TABL
ESPACE_NO
_REBAL

• フォワード：
SQLM_TABL
ESPACE_FW
D_REBAL

• リバース：
SQLM_TABL
ESPACE_RE
V_REBAL

－ unsig
ned 
char

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_REBALANCER
_MODE

(TABLESPA
CE_REBAL
ANCER_MO

DE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Rebalancer 
Priority

データベース内
で実行されてい
る再平衡化の優
先順位。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_RE
BALANCER
_PRIORITY

(TABLESPA
CE_REBAL
ANCER_PRI

ORITY)
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詳細説明：
再平衡化の完了レベルを示す標識として使用できます。再平衡化が再始動されたと
きを示し，再平衡化の速度を導出できるので，推定完了時刻を得られます。このエ
レメントは，DMS表スペースにだけ適用できます。

 

詳細説明：
再平衡化を最初に開始した時刻を知るのに使用します。このエレメントは，再平衡
化の処理速度を測定したり，再平衡化の終了時刻を推定するときに使用できます。
このエレメントは，DMS表スペースにだけ適用できます。

 

詳細説明：

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace R 
Restart Time

再平衡化が休止
または停止後に
再始動されたと
きを示すタイ
ム・スタンプ。

－ strin
g[27]

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_RE
BALANCER
_RESTART_TI
ME

(TABLESPA
CE_R_REST
ART_TIME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace R 
Start Time

再平衡化を最初
に開始した時刻
を示すタイム・
スタンプ。

－ strin
g[27]

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_RE
BALANCER
_START_TIME(TABLESPA

CE_R_STAR
T_TIME)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
State

このエレメント
は，表スペース
の現在の状態を
示します。

－ strin
g[11]

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_ST
ATE

(TABLESPA
CE_STATE)
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このエレメントには，表スペースの現在の状態を示します 16進値が含まれていま
す。外部から見ることができる表スペースの状態は，特定の状態が 16進数の合計値
で構成されています。例えば，状態が「静止：EXCLUSIVE」および「ロード・ペ
ンディング」の場合，値は 0x0004 + 0x0008で 0x000cになります。「db2tbst - Get 
Tablespace State」を使用すると，特定の 16進値に関連づけられた表スペースを取
得できます。Sdqlutil.hには次のビット定義がリストされています。
• 0x0　標準（sqlutil.h内の SQLB_NORMALの定義を参照）
• 0x1　静止モードでの共有
• 0x2　静止モードでの更新
• 0x4　静止モードでの排他
• 0x8　ロード・ペンディング
• 0x10　削除ペンディング
• 0x20　バックアップ・ペンディング中
• 0x40　ロードフォワード進行中
• 0x80　ロードフォワード・ペンディング
• 0x100　リストア・ペンディング
• 0x100　リカバリー・ペンディング（未使用）
• 0x200　使用不可ペンディング
• 0x400　再構成進行中
• 0x800　バックアップ進行中
• 0x1000　ストレージを定義する必要があります
• 0x2000　リストア進行中
• 0x4000　オフラインのためアクセス不可
• 0x8000　ドロップ・ペンディング
• 0x2000000　ストレージを定義可能
• 0x4000000　ストレージを定義は最終状態です
• 0x8000000　ストレージを定義はロールフォワードの前に変更されました
• 0x10000000　DMS再平衡化進行中
• 0x20000000　表スペース削除進行中
• 0x40000000　表スペース作成進行中
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詳細説明：
このエレメントに意味があるのは，表スペースの状態が「ロード・ペンディング」
または「削除ペンディング」の場合だけです。このエレメントの値がゼロ以外の場
合は，SYSCAT.TABLESビューの TABLEID列の値と一致します。

 

詳細説明：
一つの表スペースが使用するオペレーティング・システムの合計スペースです。
DMSの場合，コンテナー・サイズの合計となります (オーバーヘッドを含む )。
SMSの場合は，この表スペースに保管される表に使用されるすべてのファイル・ス
ペースの合計です (この情報は，バッファー・プール・スイッチがオンの場合に収
集されます )。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
State 
Change Obj 
Id

表スペースの状
態を「ロード・
ペンディング」
または「削除ペ
ンディング」に
設定したオブ
ジェクト。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_ST
ATE
_CHANGE_OBJ
ECT_ID

(TABLESPA
CE_STATE_
CHANGE_O

BJ_ID)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Total Pages

一つの表スペー
ス内の合計ペー
ジ数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE
_TOTAL_PAGE
S(TABLESPA

CE_TOTAL_
PAGES)
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詳細説明：
このエレメントは，この表スペースがデータベース管理の表スペース (DMS)が，シ
ステム管理の表スペース (SMS)かを示します。
Tablespace_typeの値 (sqlmon.h内に定義 )は次のとおりです。
• DMSの場合：SQLM_TABLESPACE_TYP_DMS
• SMSの場合：SQLM_TABLESPACE_TYP_SMS

 

詳細説明：
このエレメントが適用されるのは DMS表スペースだけです。SMSの場合は，この
エレメントには tablespace_total_pagesと同じ値が含まれます。表スペースの再平
衡化中に，使用可能ページ数に新たに追加されたコンテナーが加えられますが，こ
れらの新しいページ数は，再平衡化完了までの間フリーページ数には反映されませ
ん。表スペースの再平衡化が実行されていない場合は，使用済みページ数，フリー・
ページ数，および保留フリー・ページ数の合計が使用可能ページ数に等しくなりま
す。

 

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Type

表スペースのタ
イプ。

－ unsig
ned 
char

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_TY
PE

(TABLESPA
CE_TYPE)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Usable Pages

表スペース内の
合計ページ数か
らオーバーヘッ
ド・ページ数を
引いた数値。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_US
ABLE
_PAGES(TABLESPA

CE_USABL
E_PAGES)
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詳細説明：
DMS表スペースで使用中の合計ページ数です。SMS表スペースの場合は，
tablespace_total_pagesと同じ値になります。

 

詳細説明：
表スペース内での使用されているページ数の割合です。

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Used Pages

表スペース内で
現在使用中 (フ
リーではない )
の合計ページ数。

－ ulon
g

No すべて － SQLM_ELM_TA
BLESPACE_US
ED
_PAGES(TABLESPA

CE_USED_P
AGES)

PFM - View
名

説明 要約 形式 デル
タ

サポート
VR

制約 データソース

(PFM - 
Manager名 )

Tablespace 
Used Pages 
Rate

表スペース内で
の使用されてい
るページ数の割
合。

－ float No すべて － TABLESPACE_
USED_PAGES / 
TABLESPACE_
USABLE_PAGE
S * 100(TABLESPA

CE_USED_P
AGES_RATE

)
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6　 メッセージ
この章では，PFM - Agent for DB2のメッセージ形式，出力先
一覧，syslog，およびメッセージ一覧について説明します。

6.1　メッセージの形式

6.2　メッセージの出力先一覧

6.3　syslogの一覧

6.4　メッセージ一覧
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6.　メッセージ
6.1　メッセージの形式
PFM - Agent for DB2が出力するメッセージの形式と，マ
ニュアルでの記載形式を示します。

6.1.1　メッセージの出力形
式

PFM - Agent for DB2が出力するメッセージの形式を説明
します。メッセージは，メッセージ IDとそれに続くメッ
セージテキストで構成されます。形式を次に示します。

KAVFnnnnn-Yメッセージテキスト

メッセージ IDは，次の内容を示しています。

K
システム識別子を示します。

AVF
PFM - Agentのメッセージであることを示します。

nnnnn
メッセージの通し番号を示します。PFM - Agent for 
DB2のメッセージ番号は，「29xxx」です。

Y
メッセージの種類を示します。
• E：エラー
処理は中断されます。

• W：警告
メッセージ出力後，処理は続けられます。

• I：情報
ユーザーに情報を知らせます。

• Q：応答
ユーザーに応答を促します。

メッセージの種類と syslogの priorityレベルとの対応を
次に示します。

-E

• レベル：LOG_ERR
• 意味：エラーメッセージ。

-W
• レベル：LOG_WARNING
• 意味：警告メッセージ。

-I

• レベル：LOG_INFO
• 意味：付加情報メッセージ。

-Q

（出力されない）

6.1.2　メッセージの記載形
式

このマニュアルでのメッセージの記載形式を示します。
メッセージテキストで太字になっている部分は，メッセー
ジが表示される状況によって表示内容が変わることを示し
ています。また，メッセージをメッセージ ID順に記載し
ています。記載形式の例を次に示します。

メッセージメッセージメッセージメッセージ IDIDIDID
英語メッセージテキスト
日本語メッセージテキスト

メッセージの説明文

(S)(S)(S)(S)
システムの処置を示します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージが表示されたときに，オペレーターがとる
処置を示します。

参考
 

システム管理者がオペレーターから連絡を受けた場合は，
「7.　トラブルへの対処方法」を参照してログ情報を採取
し，初期調査をしてください。
トラブル要因の初期調査をする場合は，OSのログ情報
（UNIXの場合は syslog）や，PFM - Agent for DB2が出
力する各種ログ情報を参照してください。これらのログ情
報のトラブル発生時間帯の内容を参照して，トラブルを回
避したり，トラブルに対処したりしてください。また，ト
ラブルが発生するまでの操作方法などを記録してくださ
い。同時に，できるだけ再現性の有無を確認するようにし
てください。
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6.2　メッセージの出力先一覧
ここでは，PFM - Agent for DB2が出力する各メッセージ
の出力先を一覧で示します。

表中では，出力先を凡例のように表記しています。

（凡例）
○：出力する
－：出力しない

表 6-1　PFM - Agent for DB2のメッセージの出力先一覧

注※ 1
JP1システムイベントは，エージェントの状態の変化を JP1/IMに通知するイベントです。JP1システムイベントの詳
細については，マニュアル「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，統合管理製品（JP1/IM）と連携した稼
働監視について説明している章を参照してください。

メッセージ ID 出力先

syslog 共通メッ
セージログ

標準出力 標準エラー
出力

JP1システ
ムイベント

※ 1

エージェン
トイベント

※ 2

KAVF29001 ○ ○ － － － －

KAVF29002 ○ ○ － － － －

KAVF29003 ○ ○ － － － －

KAVF29004 ○ ○ － － － －

KAVF29005 ○ ○ － － － －

KAVF29006 ○ ○ － － － －

KAVF29007 ○ ○ － － ○ －

KAVF29010 ○ ○ － － － －

KAVF29011 ○ ○ － － － －

KAVF29012 ○ ○ － － － －

KAVF29013 ○ ○ － － － －

KAVF29014 ○ ○ － － － －

KAVF29015 ○ ○ － － － －

KAVF29016 ○ ○ － － － －

KAVF29017 ○ ○ － － － －

KAVF29018 ○ ○ － － － －

KAVF29019 ○ ○ － － － －

KAVF29020 ○ ○ － － － －

KAVF29021 ○ ○ － － － －

KAVF29022 ○ ○ － － － －

KAVF29023 ○ ○ － － － －

KAVF29024 ○ ○ － － － －
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JP1システムイベントを発行するための前提プログラムを次の表に示します。

表 6-2　JP1システムイベントを発行するための前提プログラム

注※ 2
エージェントイベントは，エージェントの状態の変化を PFM - Managerに通知するイベントです。エージェントイベ
ントの詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，イベントの表示について説明
している章を参照してください。
エージェントイベントを発行するための前提プログラムを次の表に示します。

表 6-3　エージェントイベントを発行するための前提プログラム

ホスト種別 前提プログラム バージョン

監視マネージャー PFM - Manager 09-00以降

監視コンソールサーバ PFM - Web Console 08-00以降

監視エージェント PFM - Agent for DB2 09-00以降

PFM - Managerまたは PFM - Base 09-00以降

JP1/Base 08-50以降

ホスト種別 前提プログラム バージョン

監視マネージャー PFM - Manager 09-00以降

監視コンソールサーバ PFM - Web Console 08-00以降

監視エージェント PFM - Managerまたは PFM - Base 09-00以降
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6.3　syslogの一覧
ここでは，PFM - Agent for DB2が syslogに出力する
メッセージ情報の一覧を示します。

syslogは，syslogファイルに出力されます。syslogファ
イルの格納場所については，syslogデーモンコンフィ

ギュレーションファイル（デフォルトは /etc/
syslogd.conf）を参照してください。

PFM - Agent for DB2が syslogに出力するメッセージ情
報の一覧を次の表に示します。

表 6-4　syslog出力メッセージ情報一覧

メッセージ ID syslog

ファシリティ レベル

KAVF29001-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29002-I LOG_DAEMON LOG_INFO

KAVF29003-I LOG_DAEMON LOG_INFO

KAVF29004-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29005-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29006-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29007-W LOG_DAEMON LOG_WARNING

KAVF29010-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29011-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29012-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29013-W LOG_DAEMON LOG_WARNING

KAVF29014-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29015-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29016-W LOG_DAEMON LOG_WARNING

KAVF29017-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29018-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29019-W LOG_DAEMON LOG_WARNING

KAVF29020-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29021-W LOG_DAEMON LOG_WARNING

KAVF29022-W LOG_DAEMON LOG_WARNING

KAVF29023-E LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVF29024-E LOG_DAEMON LOG_ERR
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KAVF29001-EKAVF29001-EKAVF29001-EKAVF29001-E    ～～～～    KAVF29010-EKAVF29010-EKAVF29010-EKAVF29010-E
6.4　メッセージ一覧
PFM - Agent for DB2が出力するメッセージと対処方法に
ついて説明します。PFM - Agent for DB2のメッセージ一
覧を次に示します。

KAVF29001-EKAVF29001-EKAVF29001-EKAVF29001-E
The Agent for IBM DB2 Universal Database does not 
support this DB2 Universal Database version. (host=ホ
スト名, service=ホスト名<DB2>)
Agent for IBM DB2 Universal Databaseはこのバージョ
ンのDB2 Universal Databaseをサポートしていません 
(host=ホスト名, service=ホスト名<DB2>))

監視対象の DB2のバージョンはサポートされていませ
ん。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
サポート対象の DB2のバージョンを使用してくださ
い。

KAVF29002-IKAVF29002-IKAVF29002-IKAVF29002-I
Agent Collector has started. (host=ホスト名, service=ホ
スト名<DB2>)
Agent Collectorが起動しました (host=ホスト名, service=
ホスト名<DB2>)

Agent Collectorサービスの起動が完了しました。

KAVF29003-IKAVF29003-IKAVF29003-IKAVF29003-I
Agent Collector has stopped. (host=ホスト名, service=ホ
スト名<DB2>)
Agent Collectorが停止しました (host=ホスト名, service=
ホスト名<DB2>)

Agent Collectorサービスが停止しました。

KAVF29004-EKAVF29004-EKAVF29004-EKAVF29004-E
Memory could not be allocated.
メモリーを割り当てられませんでした

メモリー不足です。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
空きメモリーを増やしてください。

KAVF29005-EKAVF29005-EKAVF29005-EKAVF29005-E
An attempt to write to file ファイル名 has failed.
ファイル ファイル名 への書き込みに失敗しました

ファイル名に示されるファイルに対して書き込みができま
せん。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
ファイルの権限を確認してください。また，ファイル
容量を超えていないか，ディスクが満杯でないかどう
かを確認してください。

KAVF29006-EKAVF29006-EKAVF29006-EKAVF29006-E
The file was not found. (file name = ファイル名)
ファイルが見つかりませんでした ファイル名：ファイル
名

ファイル名に示されるファイルが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
ファイル名に示されるファイルがあるかどうかを確認
してください。

KAVF29007-WKAVF29007-WKAVF29007-WKAVF29007-W
No records could be collected for record type レコード名
レコードを収集できませんでした（レコード名）

レコード名に示されるレコードが収集できませんでした。
(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージが連続して出力されている場合，監視
対象のシステム環境の設定に誤りがないかどうかを確
認してください。要因が判明しない場合は，保守資料
を採取したあと，システム管理者に連絡してくださ
い。保守資料の採取方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，ト
ラブルへの対処方法について説明している章を参照し
てください。

KAVF29010-EKAVF29010-EKAVF29010-EKAVF29010-E
File format error：ファイル名
ファイルフォーマットエラー：ファイル名

ファイル名に示されるファイルのフォーマットが不正で
す。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
ファイル名に示されるファイルのフォーマットを確認
してください。
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KAVF29011-EKAVF29011-EKAVF29011-EKAVF29011-E    ～～～～    KAVF29018-EKAVF29018-EKAVF29018-EKAVF29018-E
KAVF29011-EKAVF29011-EKAVF29011-EKAVF29011-E
A message could not be written to the log file ログファイ
ル名.
ログファイル ログファイル名 へメッセージを書き込むこ
とができませんでした

ログファイル名に示されるファイルにメッセージを出力で
きません。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
パスにログファイル名に示されるファイルがある場合
は，書き込み権限を確認してください。パスにログ
ファイル名に示されるファイルがない場合は，指定し
たパスに読み書き権限があるかどうかを確認してくだ
さい。

KAVF29012-EKAVF29012-EKAVF29012-EKAVF29012-E
The file does not have read permission. (file name = ファ
イル名)
ファイルに読み取り権限がありません ファイル名：ファ
イル名

ファイル名に示されるファイルに読み取り権限がありませ
ん。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
ファイルの権限を確認してください。

KAVF29013-WKAVF29013-WKAVF29013-WKAVF29013-W
An attempt to initialize Agent Collector has failed. (host=
ホスト名, service=ホスト名<DB2>)
Agent Collectorの初期化で失敗しました (host=ホスト名, 
service=ホスト名<DB2>)

Agent Collectorサービスの初期化で失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
Agent Collectorサービスのすべての初期化構成を確
認してください。

KAVF29014-EKAVF29014-EKAVF29014-EKAVF29014-E
System information could not be acquired.
システム情報を取得できません

ホスト名などのシステム情報を取得できません。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)

OSの環境設定を確認してください。

KAVF29015-EKAVF29015-EKAVF29015-EKAVF29015-E
An attempt to execute function コマンド名 has failed.
コマンド名 関数の実行で失敗しました

コマンド名で示されるコマンド実行時にエラーが発生しま
した。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守資料を採取したあと，システム管理者に連絡して
ください。保守資料の採取方法については，マニュア
ル「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，
トラブルへの対処方法について説明している章を参照
してください。

KAVF29016-WKAVF29016-WKAVF29016-WKAVF29016-W
Connection to DB2 is not possible. (host=ホスト名, 
service=ホスト名<DB2>)
DB2に接続できません (host=ホスト名, service=ホスト名
<DB2>)

DB2に接続できません。

(O)(O)(O)(O)
次のことを確認してください。
• PFM - Agent for DB2のインスタンスの設定内容が
正しいかどうか

• 監視対象の DB2が起動されているか

KAVF29017-EKAVF29017-EKAVF29017-EKAVF29017-E
A program error has occurred. Please connect 
maintenance personnel. (host=ホスト名, service=ホスト
名<DB2>)
プログラムエラーが発生しました 保守員に連絡してくだ
さい (host=ホスト名, service=ホスト名<DB2>)

プログラムエラーが発生しました。

(O)(O)(O)(O)
保守資料を採取したあと，システム管理者に連絡して
ください。保守資料の採取方法については，マニュア
ル「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，
トラブルへの対処方法について説明している章を参照
してください。

KAVF29018-EKAVF29018-EKAVF29018-EKAVF29018-E
SQLCA:DB2エラーメッセージ
SQLCA:DB2エラーメッセージ

DB2から返されたエラーメッセージ情報です。

(O)(O)(O)(O)
DB2のマニュアルを確認して，エラー原因を取り除
いてください。
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KAVF29019-WKAVF29019-WKAVF29019-WKAVF29019-W    ～～～～    KAVF29024-EKAVF29024-EKAVF29024-EKAVF29024-E
KAVF29019-WKAVF29019-WKAVF29019-WKAVF29019-W
An overflow error has occurred:データソース (host=ホス
ト名, service=ホスト名<DB2>)
オーバーフローが発生しました ：データソース (host=ホ
スト名, service=ホスト名<DB2>)

DB2から採取したデータが 32ビットを超えました。

(S)(S)(S)(S)
データソースで示すフィールドの値が制約されまし
た。

KAVF29020-EKAVF29020-EKAVF29020-EKAVF29020-E
Reception of a signal interrupted service processing. 
(signal=シグナル番号)
シグナル受信によってサービスの処理は中断されました 
(signal=シグナル番号)

SIGTERM以外のシグナルを受信しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

KAVF29021-WKAVF29021-WKAVF29021-WKAVF29021-W
Reception of a signal caused the service to stop. (signal=
シグナル番号)
シグナル受信によってサービスは停止処理を実行します 
(signal=シグナル番号)

SIGTERMのシグナルを受信しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorサービスの処理を終了します。

KAVF29022-WKAVF29022-WKAVF29022-WKAVF29022-W
The number of getting records is over 取得規定の件数.
レコードの取得件数が規定の取得件数件を超えました

一度に取得したレコードが規定の件数を超えました。

(S)(S)(S)(S)
規定の件数までレコードを取得します。

KAVF29023-EKAVF29023-EKAVF29023-EKAVF29023-E
The Agent for IBM DB2 Universal Database cannot set 
the snapshot monitor switches to ON.
スナップショット・モニター・スイッチをONに設定でき
ません。

スナップショット・モニター・スイッチを ONに設定で
きませんでした。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
インスタンス情報の db2_userに指定したユーザーの
権限を確認してください。

KAVF29024-EKAVF29024-EKAVF29024-EKAVF29024-E
An attempt to load the shared library failed.
共有ライブラリのロードに失敗しました

共有ライブラリのロードに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
Agent Collectorの処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)

AIXの場合
PFM - Agent for DB2インスタンス情報の
db2_dirに指定した DB2のインストールパスが
正しいかどうか確認してください。
また，監視対象となる DB2に 32ビット・アプ
リケーション用ライブラリが存在することを確認
してください。

Linuxの場合
jpcspm start (jpcstart)を実行するターミナ
ルの LD_LIBRARY_PATH環境変数に DB2のラ
イブラリの場所が正しく設定されていることを確
認してください。
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第 4編　トラブルシューティング編

7　 トラブルへの対処方法
この章では，Performance Managementの運用中にトラブル
が発生した場合の対処方法などについて説明します。ここで
は，主に PFM - Agentでトラブルが発生した場合の対処方法
について記載しています。Performance Managementシステ
ム全体のトラブルへの対処方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，トラブルへの対
処方法について説明している章を参照してください。

7.1　対処の手順

7.2　トラブルシューティング

7.3　ログ情報

7.4　トラブル発生時に採取が必要な資料

7.5　資料の採取方法

7.6　Performance Managementの障害検知

7.7　Performance Managementシステムの障害回復
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7.　トラブルへの対処方法
7.1　対処の手順
Performance Managementでトラブルが起きた場合の対処の手順を次に示します。

現象の確認
次の内容を確認してください。
• トラブルが発生したときの現象
• メッセージの内容（メッセージが出力されている場合）
• 共通メッセージログなどのログ情報

各メッセージの要因と対処方法については，「6.　メッセージ」を参照してくださ
い。また，Performance Managementが出力するログ情報については，「7.3　ログ
情報」を参照してください。

資料の採取
トラブルの要因を調べるために資料の採取が必要です。「7.4　トラブル発生時に採
取が必要な資料」および「7.5　資料の採取方法」を参照して，必要な資料を採取し
てください。

問題の調査
採取した資料を基に問題の要因を調査し，問題が発生している部分，または問題の
範囲を切り分けてください。
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7.　トラブルへの対処方法
7.2　トラブルシューティング
ここでは，Performance Management使用時のトラブルシューティングについて記述し
ます。Performance Managementを使用しているときにトラブルが発生した場合，ま
ず，この節で説明している現象が発生していないか確認してください。

Performance Managementに発生する主なトラブルの内容を次の表に示します。

表 7-1　トラブルの内容

7.2.1　セットアップやサービスの起動について
セットアップやサービスの起動に関するトラブルの対処方法を次に示します。

分類 トラブルの内容 記述個所

セットアップやサービスの
起動について

• Performance Managementのプログラムの
サービスが起動しない

• サービスの起動要求をしてからサービスが
起動するまで時間が掛かる

• Performance Managementのプログラムの
サービスを停止した直後に，別のプログラ
ムがサービスを開始したとき，通信が正し
く実行されない

•「ディスク容量が不足しています」という
メッセージが出力されたあとMaster Store
サービスまたは Agent Storeサービスが停止
する

7.2.1

コマンドの実行について • jpctool service list (jpcctrl list)
コマンドを実行すると稼働していないサー
ビス名が出力される

• jpctool db dump (jpcctrl dump)コマン
ドを実行すると，指定した Storeデータと異
なるデータが出力される

7.2.2

レポートの定義について • 履歴レポートに表示されない時間帯がある 7.2.3

アラームの定義について • アクション実行で定義したプログラムが正
しく動作しない

• アラームイベントが表示されない
• アラームしきい値を超えているのに，エー
ジェント階層の［アラームの状態の表示］
画面に表示されているアラームアイコンの
色が緑のまま変わらない

7.2.4

パフォーマンスデータの収
集と管理について

• データの保存期間を短く設定したにもかか
わらず，PFM - Agentの Storeデータベー
スのサイズが小さくならない

• 共通メッセージログに「Storeデータベース
に不正なデータが検出されました」という
メッセージが出力される

• PFM - Agentを起動してもパフォーマンス
データが収集されない

7.2.5
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7.　トラブルへの対処方法
（1） Performance Managementのプログラムのサービスが起動しない

考えられる要因およびその対処方法を次に示します。

• PFM - Managerが停止している
PFM - Managerと PFM - Agentが同じホストにある場合，PFM - Managerが停止し
ていると，PFM - Agentサービスは起動できません。PFM - Managerサービスが起動
されているか確認してください。PFM - Managerサービスが起動されていない場合
は，起動してください。サービスの起動方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，Performance Managementの起動と停
止について説明している章を参照してください。

• Performance Managementのプログラムの複数のサービスに対して同一のポート番号
を設定している
Performance Managementのプログラムの複数のサービスに対して同一のポート番号
を設定している場合，Performance Managementのプログラムのサービスは起動でき
ません。デフォルトでは，ポート番号は自動的に割り当てられるため，ポート番号が
重複することはありません。Performance Managementのセットアップ時に
Performance Managementのプログラムのサービスに対して固定のポート番号を設定
している場合は，ポート番号の設定を確認してください。Performance Management
のプログラムの複数のサービスに対して同一のポート番号を設定している場合は，異
なるポート番号を設定し直してください。ポート番号の設定については，マニュアル
「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」の，インストールとセットアッ
プについて説明している章を参照してください。

• Storeデータベースの格納ディレクトリの設定に誤りがある
次のディレクトリを，アクセスできないディレクトリまたは存在しないディレクトリ
に設定していると，Agent Storeサービスは起動できません。ディレクトリ名や属性
の設定を見直し，誤りがあれば修正してください。
• Storeデータベースの格納先ディレクトリ
• Storeデータベースのバックアップ先ディレクトリ
• Storeデータベースの部分バックアップ先ディレクトリ（Storeバージョン 2.0の場
合）

• Storeデータベースのエクスポート先ディレクトリ
• Storeデータベースのインポート先ディレクトリ（Storeバージョン 2.0の場合）

また，これらのディレクトリを複数の Agent Storeサービスに対して設定していると，
Agent Storeサービスは起動できません。ディレクトリ設定を見直し，誤りがあれば
修正してください。

• 指定された方法以外の方法でマシンのホスト名を変更した
マシンのホスト名の変更方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の，インストールとセットアップについて説明して
いる章を参照してください。指定された方法以外の方法でホスト名を変更した場合，
Performance Managementのプログラムのサービスが起動しないことがあります。
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7.　トラブルへの対処方法
• インスタンス環境のセットアップ時の設定に誤りがある
インスタンス環境のセットアップ時に設定した次の項目に誤りがあると，Agent 
Collectorサービスは起動できません。
• db2_instance
• db2_node
• db2_name
• db2_user
• db2_password

jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドを実行して，各項目の正しい値を設
定し直してください。jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドの詳細につい
ては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，コマンドにつ
いて説明している章を参照してください。

（2） サービスの起動要求をしてからサービスが起動するまで時間が掛かる

jpcspm start (jpcstart)コマンドを実行してから，実際にサービスが起動するまで
時間が掛かることがあります。次の要因で時間が掛かっている場合，2回目の起動時から
はサービスの起動までに掛かる時間が短縮されます。

• スタンドアロンモードで起動する場合，サービスが起動するまでに時間が掛かること
があります。

• システム停止時にサービスを自動で停止させる設定をしないで，システムを再起動し
てサービスを起動すると，Storeデータベースのインデックスが再構築される場合が
あります。この場合，サービスが起動するまでに時間が掛かることがあります。

• エージェントを新規に追加したあとサービスを起動すると，初回起動時だけ Store
データベースのインデックスが作成されます。そのため，サービスが起動するまでに
時間が掛かることがあります。

• 電源切断などによって Storeサービスが正常な終了処理を行えなかったときは，再起
動時に Storeデータベースのインデックスが再構築されるため，Storeサービスの起
動に時間が掛かることがあります。

（3） Performance Managementのプログラムのサービスを停止した直後に，
別のプログラムがサービスを開始したとき，通信が正しく実行されない

Performance Managementのプログラムのサービスを停止した直後に，このサービスが
使用していたポート番号で，ほかのプログラムがサービスを開始した場合，通信が正し
く実行されないことがあります。この現象を回避するために，次のどちらかの設定をし
てください。

• Performance Managementのプログラムのサービスに割り当てるポート番号を固定す
る
Performance Managementのプログラムの各サービスに対して，固定のポート番号を
割り当てて運用してください。ポート番号の設定方法については，マニュアル「JP1/
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7.　トラブルへの対処方法
Performance Management 設計・構築ガイド」の，インストールとセットアップにつ
いて説明している章を参照してください。

• TCP_TIMEWAIT値の設定をする
TCP_TIMEWAIT値で接続待ち時間を設定してください。
AIXの場合，次のように指定して，接続待ち時間を 75秒以上にしてください。
• AIXの場合：tcp_timewait:5

Linuxの場合，接続待ち時間のデフォルト値（60秒）は変更できません。
Performance Managementのプログラムのサービスのポート番号を固定する方法で対
応してください。

（4） 「ディスク容量が不足しています」というメッセージが出力されたあと
Master Storeサービスまたは Agent Storeサービスが停止する

Storeデータベースが使用しているディスクに十分な空き容量がない場合，Storeデータ
ベースへのデータの格納が中断されます。この場合，「ディスク容量が不足しています」
というメッセージが出力されたあと，Master Storeサービスまたは Agent Storeサービ
スが停止します。

このメッセージが表示された場合，次のどちらかの対処をしてください。

• 十分なディスク容量を確保する
Storeデータベースのディスク占有量を見積もり，Storeデータベースの格納先を十分
な容量があるディスクに変更してください。Storeデータベースのディスク占有量を
見積もる方法については，「付録 A　システム見積もり」を参照してください。Store
データベースの格納先を変更する方法については，「2.4.1　パフォーマンスデータの
格納先の変更」を参照してください。

• Storeデータベースの保存条件を変更する
Storeデータベースの保存条件を変更し，Storeデータベースのデータ量の上限値を調
整してください。Storeデータベースの保存条件を変更する方法については，マニュ
アル「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，稼働監視データの管理につい
て説明している章を参照してください。

これらの対処を実施したあともMaster Storeサービスまたは Agent Storeサービスが起
動されない場合，Storeデータベースに回復できない論理矛盾が発生しています。この場
合，バックアップデータから Storeデータベースをリストアしたあと，Master Store
サービスまたは Agent Storeサービスを起動してください。利用できるバックアップ
データがない場合は，Storeデータベースを初期化したあと，Master Storeサービスま
たは Agent Storeサービスを起動してください。Storeデータベースを初期化するには，
Storeデータベースの格納先ディレクトリにある次のファイルをすべて削除してくださ
い。

• 拡張子が .DBであるファイル

• 拡張子が .IDXであるファイル
378



7.　トラブルへの対処方法
Storeデータベースの格納先ディレクトリについては，「2.4.1　パフォーマンスデータの
格納先の変更」を参照してください。

（5） サービスの起動要求が失敗し，共通メッセージログに KAVF29024-Eが出
力される

AIXの場合と Linuxの場合で対処が異なります。それぞれの対処方法を次に示します。

AIXの場合
PFM - Agent for DB2インスタンス情報の db2_dirに指定している，DB2のインス
トールパスが正しくないおそれがあります。「2.1.4(4)　インスタンス環境の設定」
を参照し，正しい DB2のインストールパスを設定してください。

Linuxの場合
LD_LIBRARY_PATH環境変数の指定が正しくないおそれがあります。「2.1.4(2)　
LD_LIBRARY_PATH環境変数の設定（Linuxの場合）」を参照し，
LD_LIBRARY_PATH環境変数の設定内容を見直してください。

7.2.2　コマンドの実行について
Performance Managementのコマンドの実行に関するトラブルの対処方法を次に示しま
す。

（1） jpctool service list (jpcctrl list)コマンドを実行すると稼働していないサービ
ス名が出力される

考えられる要因およびその対処方法を次に示します。

• Performance Managementのプログラムのサービス情報を削除しないで Performance 
Managementのプログラムをアンインストールした
Performance Managementのプログラムをアンインストールしても Performance 
Managementのプログラムのサービス情報はデータベースに残っています。jpctool 
service delete (jpcctrl delete)コマンドを実行して，Performance 
Managementのプログラムのサービス情報を削除してください。サービス情報の削除
方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」
の，インストールとセットアップについて説明している章を参照してください。

• Performance Managementのプログラムのサービス情報を削除しないでマシンのホス
ト名を変更した
Performance Managementのプログラムのサービス情報を削除しないでマシンのホス
ト名を変更した場合，以前のホスト名が付加されているサービス IDのサービス情報
が，Master Managerサービスが管理しているデータベースに残っています。
jpctool service delete (jpcctrl delete)コマンドを実行して，Performance 
Managementのプログラムのサービス情報を削除してください。サービス情報の削除
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方法およびホスト名の変更方法については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の，Performance Managementのインストールと
セットアップについて説明している章を参照してください。

（2） jpctool db dump (jpcctrl dump)コマンドを実行すると，指定した Store
データと異なるデータが出力される

同じMaster Storeサービスまたは Agent Storeサービスに対して，同じエクスポート
ファイル名を指定して，複数回 jpctool db dump (jpcctrl dump)コマンドを実行す
ると，先に実行した出力結果があとから実行された実行結果に上書きされます。同じ
Master Storeサービスまたは Agent Storeサービスに対して，複数回 jpctool db 

dump (jpcctrl dump)コマンドを実行する場合は，異なる名称のエクスポートファイル
を指定してください。Storeデータのエクスポート方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説明してい
る章を参照してください。

7.2.3　レポートの定義について
Performance Managementのレポートの定義に関するトラブルの要因を次に示します。

（1） 履歴レポートに表示されない時間帯がある

PFM - Agentがインストールされたマシンの現在時刻を，現在時刻よりも未来の時刻に
変更した場合，変更前の時刻から変更後の時刻までの履歴情報は保存されません。

7.2.4　アラームの定義について
Performance Managementのアラームの定義に関するトラブルの対処方法を次に示しま
す。

（1） アクション実行で定義したプログラムが正しく動作しない

考えられる要因とその対処方法を次に示します。

• PFM - Managerまたはアクション実行先ホストの Action Handlerサービスが起動され
ていない
PFM - Managerまたはアクション実行先ホストの Action Handlerサービスが停止し
ていると，アクションが実行されません。アクションを実行する場合は，PFM - 
Managerおよびアクション実行先ホストの Action Handlerサービスを起動しておい
てください。

（2） アラームイベントが表示されない

考えられる要因とその対処方法を次に示します。

• PFM - Managerが起動されていない
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PFM - Managerを停止すると，PFM - Agentからのアラームイベントを正しく発行で
きません。アラームイベントを監視する場合は，PFM - Managerを起動しておいてく
ださい。

（3） アラームしきい値を超えているのに，エージェント階層の［アラームの
状態の表示］画面に表示されているアラームアイコンの色が緑のまま変
わらない

考えられる要因とその対処方法を次に示します。

• PFM - Managerホストおよび PFM - Agentホストの LANG環境変数が日本語にそろっ
ていない環境で，日本語を使用したアラームテーブルをバインドしている
このような場合，日本語を使用したアラームは正常に評価されません。PFM - 
Managerホストおよび PFM - Agentホストの LANG環境変数を，日本語にそろえて
運用してください。LANG環境変数の設定は共通メッセージログを確認し，最新の
サービス起動メッセージが日本語と英語のどちらで出力されているかで確認してくだ
さい。
なお，PFM - Managerホストが英語環境の場合，現在の設定のまま日本語環境に変更
すると，既存のアラーム定義が文字化けして削除できなくなります。このため，次の
作業を実施してください。
1. アラーム定義内に日本語を使用したアラームテーブルが必要な場合は，PFM - Web 

Consoleからすべてエクスポートする。
エクスポートする際に，jpctool alarm export (jpcalarm export)コマンド
は使用できません。

2. アラーム定義内に日本語を使用したアラームテーブルをすべて削除する。
3. PFM - Managerを停止する。
4. PFM - Managerホストの LANG環境変数を日本語に変更する。
5. PFM - Managerを起動する。
6. 手順 1でアラームテーブルをエクスポートした場合は，PFM - Web Consoleまた
は jpctool alarm import (jpcalarm import)コマンドを使用して，アラーム
テーブルをインポートする。

また，日本語および英語の混在環境での，その他の注意事項については，マニュアル
「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」の，日本語版と英語版の混在環境
での注意事項について記載している章を参照してください。

7.2.5　パフォーマンスデータの収集と管理について
Performance Managementのパフォーマンスデータの収集と管理に関するトラブルの対
処方法を次に示します。
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（1） データの保存期間を短く設定したにもかかわらず，PFM - Agentの Store
データベースのサイズが小さくならない

Storeバージョン 1.0で Storeデータベースのファイル容量がすでに限界に達している場
合，データの保存期間を短く設定してもファイルサイズは小さくなりません。この場合，
保存期間を短く設定したあと，いったん Storeデータベースをバックアップし，リスト
アし直してください。

データの保存期間の設定方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 
運用ガイド」の，稼働監視データの管理について説明している章を参照してください。
また，Storeデータベースのバックアップとリストアの方法については，マニュアル
「JP1/Performance Management 運用ガイド」の，バックアップとリストアについて説
明している章を参照してください。

（2） 共通メッセージログに「Storeデータベースに不正なデータが検出されま
した」というメッセージが出力される

予期しないサービスの停止またはマシンのシャットダウンによって，Storeデータベース
に不整合なデータが発生したおそれがあります。次の方法で対処してください。

• Storeデータベースをバックアップしてある場合は，Storeデータベースをリストアし
てください。

• Storeデータベースをバックアップしていない場合は，Agent Storeサービスを停止し
たあと，対応するデータベースファイル（*.DBファイルおよび *.IDXファイル）を

削除し，サービスを再起動してください。

（3） PFM - Agentを起動してもパフォーマンスデータが収集されない

次の方法で対処してください。

• DB2の起動状態を確認し，停止している場合は起動してください。
• インスタンス環境のセットアップ時の設定を見直してください。
jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドを実行して，各項目の正しい値を設
定し直してください。jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドの詳細につい
ては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，コマンドにつ
いて説明している章を参照してください。

7.2.6　その他のトラブルについて
トラブルが発生したときの現象を確認してください。メッセージが出力されている場合
は，メッセージの内容を確認してください。また，Performance Managementが出力す
るログ情報については，「7.3　ログ情報」を参照してください。

「7.2.1　セットアップやサービスの起動について」～「7.2.5　パフォーマンスデータの
収集と管理について」に示した対処をしても，トラブルが解決できなかった場合，また
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は，これら以外のトラブルが発生した場合，トラブルの要因を調査するための資料を採
取し，システム管理者に連絡してください。

採取が必要な資料および採取方法については，「7.4　トラブル発生時に採取が必要な資
料」および「7.5　資料の採取方法」を参照してください。
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7.3　ログ情報
Performance Managementでトラブルが発生した場合，ログ情報を確認して対処方法を
検討します。Performance Managementを運用しているときに出力されるログ情報に
は，次の 4種類があります。

• システムログ
• 共通メッセージログ
• 稼働状況ログ
• トレースログ

ここでは，4種類のログ情報，および各ログ情報に設定できるログオプションについて説
明します。

7.3.1　ログ情報の種類
（1） システムログ

システムログとは，システムの状態やトラブルを通知するログ情報のことです。このロ
グ情報は syslogファイルに出力されます。

出力形式については，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，
ログ情報について説明している章を参照してください。

論理ホスト運用の場合の注意事項
Performance Managementのシステムログのほかに，クラスタソフトによる
Performance Managementの制御などを確認するためにクラスタソフトのログが必
要です。

（2） 共通メッセージログ

共通メッセージログとは，システムの状態やトラブルを通知するログ情報のことです。
システムログよりも詳しいログ情報が出力されます。共通メッセージログの出力先ファ
イル名やファイルサイズについては，「7.3.2　ログファイルおよびディレクトリ一覧」を
参照してください。また，出力形式については，マニュアル「JP1/Performance 
Management リファレンス」の，ログ情報について説明している章を参照してください。

論理ホスト運用の場合の注意事項
論理ホスト運用の Performance Managementの場合，共通メッセージログは共有
ディスクに出力されます。共有ディスク上にあるログファイルは，フェールオー
バーするときにシステムとともに引き継がれますので，メッセージは同じログファ
イルに記録されます。

（3） 稼働状況ログ

稼働状況ログとは，PFM - Web Consoleが出力するログ情報のことです。稼働状況ログ
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の出力先ファイル名やファイルサイズについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明している章を参照し
てください。また，出力形式については，マニュアル「JP1/Performance Management 
リファレンス」の，ログ情報について説明している章を参照してください。

（4） トレースログ

トレースログとは，トラブルが発生した場合に，トラブル発生の経緯を調査したり，各
処理の処理時間を測定したりするために採取するログ情報のことです。

トレースログは，Performance Managementのプログラムの各サービスが持つログファ
イルに出力されます。

論理ホスト運用の場合の注意事項
論理ホスト運用の Performance Managementの場合，トレースログは共有ディスク
に出力されます。共有ディスク上にあるログファイルは，フェールオーバーすると
きにシステムとともに引き継がれますので，メッセージは同じログファイルに記録
されます。

7.3.2　ログファイルおよびディレクトリ一覧
ここでは，Performance Managementから出力されるログ情報について説明します。稼
働状況ログの出力先ファイル名やファイルサイズについては，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明してい
る章を参照してください。

（1） 共通メッセージログ

ここでは，Performance Managementのログ情報のうち，共通メッセージログについ
て，ログの出力元であるサービス名または制御名，ログファイル名，およびディスク使
用量を表に示します。

表 7-2　共通メッセージログのファイル名

ログ情報の種類 出力元 ファイル名 ディスク使用量※
1（キロバイト）

共通メッセージ
ログ

Performance 
Management

/opt/jp1pc/log/jpclog{01|02}※
2

2,048
(＊ 2)

/opt/jp1pc/log/jpclogw{01|02}※
2

2,048
(＊ 2)

共通メッセージ
ログ（論理ホス
ト運用の場合）

論理ホスト運用の
Performance 
Management

環境ディレクトリ※ 3/jp1pc/log/

jpclog{01|02}※ 2

2,048
(＊ 2)

環境ディレクトリ※ 3/jp1pc/log/

jpclogw{01|02}※ 2

2,048
(＊ 2)
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注※ 1
（　）内の数字は，一つのサービスに対して作成されるログファイルの数を示しま
す。例えば，「2,048(＊ 2)」の場合，ディスク使用量が 2,048キロバイトのログファ
イルが最大で二つ作成されることを示します。この場合，ディスク使用量は合計で
4,096キロバイトとなります。

注※ 2
共通メッセージログのログファイル名には，末尾に「01」または「02」が付加され
ます。

シーケンシャルファイル（jpclog）方式の場合
ログ情報は，まず，末尾が「01」のログファイルに出力されます。ログファイ
ルのサイズが上限に達すると，ログファイル名の末尾が「01」から「02」に変
更され，ファイル名の末尾が「01」のログファイルが新規作成されます。その
後出力されるログ情報は，末尾が「01」のログファイルに出力されます。すで
にファイル名の末尾が「02」のログファイルがある場合は，上書きされます。
最新のログは常にファイル名の末尾が「01」のログファイルに出力されます。

ラップアラウンドファイル（jpclogw）方式の場合
ログ情報は，まず，末尾が「01」のログファイルに出力されます。ログファイ
ルのサイズが上限に達すると，ファイル名の末尾が「02」のログファイルが新
規作成されます。その後出力されるログ情報は，末尾が「02」のログファイル
に出力されます。すでにファイル名の末尾が「02」のログファイルがある場合
は，一度データをすべて削除し，先頭行からログが出力されます。そのあとロ
グの出力ファイルが交互に入れ替わります。

ログファイルの出力方式については，マニュアル「JP1/Performance Management 
運用ガイド」の，Performance Managementの障害検知について説明している章を
参照してください。

注※ 3
環境ディレクトリは，論理ホスト作成時に指定した共有ディスク上のディレクトリ
です。

　

（2） トレースログ

ここでは，Performance Managementのログ情報のうち，PFM - Agentのトレースログ
の出力元であるサービス名または制御名，および格納先ディレクトリ名を表に示します。

表 7-3　トレースログの格納先ディレクトリ名

ログ情報の種類 出力元 ディレクトリ名

トレースログ Action Handler
サービス

/opt/jp1pc/bin/action/log/
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注※
環境ディレクトリは，論理ホスト作成時に指定した共有ディスク上のディレクトリ
です。

Performance 
Managementコマ
ンド

/opt/jp1pc/tools/log/

Agent Collector
サービス

/opt/jp1pc/agtr/agent/インスタンス名 /log/

Agent Storeサービ
ス

/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス名 /log/

Status Serverサー
ビス

/opt/jp1pc/bin/statsvr/log/

トレースログ（論
理ホスト運用の場
合）

Action Handler
サービス

環境ディレクトリ※ /jp1pc/bin/action/log/

Performance 
Managementコマ
ンド

環境ディレクトリ※ /jp1pc/tools/log/

Agent Collector
サービス

環境ディレクトリ※ /jp1pc/agtr/agent/インスタンス
名 /log/

Agent Storeサービ
ス

環境ディレクトリ※ /jp1pc/agtr/store/インスタンス
名 /log/

ログ情報の種類 出力元 ディレクトリ名
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7.4　トラブル発生時に採取が必要な資料
「7.2　トラブルシューティング」に示した対処をしてもトラブルを解決できなかった場
合，トラブルの要因を調べるための資料を採取し，システム管理者に連絡する必要があ
ります。この節では，トラブル発生時に採取が必要な資料について説明します。

Performance Managementでは，採取が必要な資料を一括採取するためのコマンドを用
意しています。PFM - Agentの資料を採取するには，jpcrasコマンドを使用します。

jpcrasコマンドを使用して採取できる資料については，表中に記号で示しています。

注意
jpcrasコマンドで採取できる資料は，コマンド実行時に指定するオプションに

よって異なります。コマンドに指定するオプションと採取できる資料については，
マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，コマンドについて
説明している章を参照してください。

論理ホスト運用の場合の注意事項
論理ホスト運用の場合の注意事項を次に示します。
• 論理ホスト運用する場合の Performance Managementのログは，共有ディスクに
格納されます。なお，共有ディスクがマウントされている場合は，jpcrasコマン

ドで共有ディスク上のログも一括して採取できます。
• フェールオーバー時の問題を調査するには，フェールオーバーの前後の資料が必
要です。このため，実行系と待機系の両方の資料が必要になります。

• 論理ホスト運用の Performance Managementの調査には，クラスタソフトの資料
が必要です。論理ホスト運用の Performance Managementは，クラスタソフトか
ら起動や停止を制御されているので，クラスタソフトの動きと Performance 
Managementの動きを対比して調査するためです。

7.4.1　UNIXの場合

（1） OSのログ情報

OSに関する次のログ情報の採取が必要です。OSのログ情報を次の表に示します。

表 7-4　OSのログ情報

情報の種類 概要 デフォルトのファイル名 jpcrasコマン
ドでの採取

システムログ syslog AIXの場合
－

Linuxの場合
/var/log/messages

○※

プロセス情報 プロセスの一覧 － ○
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7.　トラブルへの対処方法
（凡例）
○：採取できる
－：該当しない

注※
デフォルトのパスおよびファイル名以外に出力されるように設定されているシステ
ムでは，収集できません。手動で収集してください。

（2） Performance Managementの情報

Performance Managementに関する次の情報の採取が必要です。また，ネットワーク接
続でのトラブルの場合，接続先マシン上のファイルの採取も必要です。Performance 
Managementの情報を次の表に示します。

表 7-5　Performance Managementの情報

システムファイル hostsファイル /etc/hosts ○

servicesファイ
ル

/etc/services ○

OS情報 パッチ情報 － ○

カーネル情報 － ○

バージョン情報 － ○

ネットワークス
テータス

－ ○

環境変数 － ○

ホスト名 － ○

ダンプ情報 coreファイル － ○

情報の種類 概要 デフォルトのファイル名 jpcrasコマ
ンドでの採

取

共通メッセージ
ログ

Performance 
Managementか
ら出力される
メッセージログ
（シーケンシャル
ファイル方式）

/opt/jp1pc/log/jpclog{01|02}※ 1 ○

Performance 
Managementか
ら出力される
メッセージログ
（ラップアラウン
ドファイル方式）

/opt/jp1pc/log/jpclogw{01|02}※ 1 ○

情報の種類 概要 デフォルトのファイル名 jpcrasコマン
ドでの採取
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7.　トラブルへの対処方法
（凡例）
○：採取できる
×：採取できない
－：該当しない

注※ 1
ログファイルの出力方式については，マニュアル「JP1/Performance Management 
運用ガイド」の，Performance Managementの障害検知について説明している章を
参照してください。

注※ 2

構成情報 各構成情報ファ
イル

－ ○

jpctool 
service list 
(jpcctrl list)
コマンドの出力
結果

－ ○

バージョン情報 製品バージョン － ○

履歴情報 － ○

データベース情
報

Agent Storeサー
ビス

Storeバージョン 1.0の場合
/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス
名 /*.DB

/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス
名 /*.IDX

Storeバージョン 2.0の場合
/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス
名 /STPD

/opt/jp1pc/agtr/store/インスタンス
名 /STPI

ディレクトリ下の次に示すファイル。
*.DB

*.IDX

○

トレースログ Performance 
Managementの
プログラムの各
サービスのト
レース情報

－※ 2 ○

インストールロ
グ※ 3

Hitachi PP 
Installerの標準
ログ

/etc/.hitachi/.hitachi.log

/etc/.hitachi/
.hitachi.log{01|02|03|04|05}

/etc/.hitachi/.install.log

/etc/.hitachi/
.install.log{01|02|03|04|05}

×

情報の種類 概要 デフォルトのファイル名 jpcrasコマ
ンドでの採

取
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7.　トラブルへの対処方法
トレースログの格納先ディレクトリについては，「7.3.2　ログファイルおよびディレ
クトリ一覧」を参照してください。

注※ 3
インストールに失敗した場合に採取してください。

（3） オペレーション内容

トラブル発生時のオペレーション内容について，次に示す情報が必要です。

• オペレーション内容の詳細
• トラブル発生時刻
• マシン構成（各 OSのバージョン，ホスト名，PFM - Managerと PFM - Agentの構
成など）

• 再現性の有無
• PFM - Web Consoleからログインしている場合は，ログイン時の Performance 

Managementユーザー名

（4） エラー情報

次に示すエラー情報を採取してください。

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コンソールに出力されたメッセージ

（5） その他の情報

上記以外で必要な情報を次に示します。

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コマンドに指定した引数
391



7.　トラブルへの対処方法
7.5　資料の採取方法
トラブルが発生したときに資料を採取する方法を次に示します。

7.5.1　UNIXの場合

（1） 資料採取コマンドを実行する

トラブルの要因を調べるための資料の採取には，jpcrasコマンドを使用します。資料

採取コマンドの実行手順を次に示します。なお，ここで説明する操作は，OSユーザーと
して rootユーザー権限を持つユーザーが実行してください。

1. 資料採取するサービスがインストールされているホストにログインする。

2. 採取する資料および資料の格納先ディレクトリを指定して，jpcrasコマンドを実行
する。
jpcrasコマンドで，採取できるすべての情報を /tmp/jpc/agtディレクトリに格

納する場合の，コマンドの指定例を次に示します。
jpcras /tmp/jpc/agt all all

資料採取コマンドで収集された資料は，tarコマンドおよび compressコマンドで圧

縮された形式で，指定されたディレクトリに格納されます。ファイル名を次に示しま
す。
jpcrasYYMMDD.tar.Z
YYMMDDには年月日が付加されます。

jpcrasコマンドを実行すると，PFMサービスの一覧取得および起動状態の確認のた
め，内部的に「jpctool service list -id * -host * (jpcctrl list * 
host=*)」コマンドが実行されます。コマンド実行ホストとほかの Performance 
Managementシステムのホストとの間にファイアウォールが設定されていたり，システ
ム構成が大規模だったりすると，「jpctool service list -id * -host * 
(jpcctrl list * host=*)」コマンドの実行に時間が掛かる場合があります。そのよ
うな場合は，環境変数 JPC_COLCTRLNOHOSTに 1を設定することで「jpctool 
service list -id * -host * (jpcctrl list * host=*)」コマンドの処理を抑止
し，コマンドの実行時間を短縮できます。

jpcrasコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management リ
ファレンス」の，コマンドについて説明している章を参照してください。

（2） 資料採取コマンドを実行する（論理ホスト運用の場合）

論理ホスト運用の Performance Managementの資料は共有ディスクにあり，資料は実行
系と待機系の両方で採取する必要があります。

トラブルの要因を調べるための資料の採取には，jpcrasコマンドを使用します。資料
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7.　トラブルへの対処方法
採取コマンドの実行手順を次に示します。なお，ここで説明する操作は，OSユーザーと
して rootユーザー権限を持つユーザーが実行してください。

論理ホスト運用の場合の，資料採取コマンドの実行について，手順を説明します。

1. 共有ディスクをマウントする。
論理ホストの資料は共有ディスクに格納されています。実行系ノードでは，共有ディ
スクがマウントされていることを確認して資料を採取してください。

2. 実行系と待機系の両方で，採取する資料および資料の格納先ディレクトリを指定し
て，jpcrasコマンドを実行する。

jpcrasコマンドで，採取できるすべての情報を /tmp/jpc/agtディレクトリに格

納する場合の，コマンドの指定例を次に示します。
jpcras /tmp/jpc/agt all all
　

資料採取コマンドで収集された資料は，tarコマンドおよび compressコマンドで圧

縮された形式で，指定されたディレクトリに格納されます。ファイル名を次に示しま
す。
jpcrasYYMMDD.tar.Z
YYMMDDには年月日が付加されます。
jpcrasコマンドを lhostの引数を指定しないで実行すると，そのノードの物理ホス

トと論理ホストの Performance Managementの資料が一とおり採取されます。論理
ホスト環境の Performance Managementがある場合は，共有ディスク上のログファ
イルが取得されます。
なお，共有ディスクがマウントされていないノードで jpcrasコマンドを実行する

と，共有ディスク上のファイルを取得できませんが，エラーは発生しないで正常終了
します。

注意
実行系ノードと待機系ノードの両方で，資料採取コマンドを実行して資料採取を
してください。フェールオーバーの前後の調査をするには，実行系と待機系の両
方の資料が必要です。

jpcrasコマンドを実行すると，PFMサービスの一覧取得および起動状態の確認の
ため，内部的に「jpctool service list -id * -host * (jpcctrl list * 
host=*)」コマンドが実行されます。コマンド実行ホストとほかの Performance 
Managementシステムのホストとの間にファイアウォールが設定されていたり，シス
テム構成が大規模だったりすると，「jpctool service list -id * -host * 
(jpcctrl list * host=*)」コマンドの実行に時間が掛かる場合があります。その
ような場合は，環境変数 JPC_COLCTRLNOHOSTに 1を設定することで
「jpctool service list -id * -host * (jpcctrl list * host=*)」コマン
ドの処理を抑止し，コマンドの実行時間を短縮できます。
jpcrasコマンドの詳細については，マニュアル「JP1/Performance Management リ
ファレンス」の，コマンドについて説明している章を参照してください。
393



7.　トラブルへの対処方法
3. クラスタソフトの資料を採取する。
この資料は，クラスタソフトと Performance Managementのどちらでトラブルが発
生しているのかを調査するために必要になります。クラスタソフトから Performance 
Managementへの起動停止などの制御要求と結果を調査できる資料を採取してくださ
い。

（3） オペレーション内容を確認する

トラブル発生時のオペレーション内容を確認し，記録しておいてください。確認が必要
な情報を次に示します。

• オペレーション内容の詳細
• トラブル発生時刻
• マシン構成（各 OSのバージョン，ホスト名，PFM - Managerと PFM - Agentの構
成など）

• 再現性の有無
• PFM - Web Consoleからログインしている場合は，ログイン時の Performance 

Managementユーザー名

（4） エラー情報を採取する

次に示すエラー情報を採取してください。

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コンソールに出力されたメッセージ

（5） その他の情報を採取する

上記以外で必要な情報を採取してください。

• コマンド実行時にトラブルが発生した場合は，コマンドに指定した引数
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7.　トラブルへの対処方法
7.6　Performance Managementの障害検知

Performance Managementでは，ヘルスチェック機能を利用することで Performance 
Management自身の障害を検知できます。ヘルスチェック機能では，監視エージェント
や監視エージェントが稼働するホストの稼働状態を監視し，監視結果を監視エージェン
トの稼働状態の変化として PFM - Web Console上に表示します。

また，PFMサービス自動再起動機能を利用することで，PFMサービスが何らかの原因
で異常停止した場合に自動的に PFMサービスを再起動したり，定期的に PFMサービス
を再起動したりできます。

ヘルスチェック機能によって監視エージェントの稼働状態を監視したり，PFMサービス
自動再起動機能によって PFMサービスを自動再起動したりするには，Performance 
Managementのサービスの詳細な状態を確認するステータス管理機能を使用します。こ
のため，対象となる監視エージェントがステータス管理機能に対応したバージョンであ
り，ステータス管理機能が有効になっている必要があります。ホストの稼働状態を監視
する場合は前提となる条件はありません。

また，Performance Managementのログファイルをシステム統合監視製品である JP1/
Baseで監視することによっても，Performance Management自身の障害を検知できま
す。これによって，システム管理者は，トラブルが発生したときに障害を検知し，要因
を特定して復旧の対処をします。

Performance Management自身の障害検知の詳細については，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，Performance Managementの障害検知に
ついて説明している章を参照してください。
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7.7　Performance Managementシステムの障害
回復

Performance Managementのサーバで障害が発生したときは，バックアップファイルを
基にして，障害が発生する前の正常な状態に回復する必要があります。

障害が発生する前の状態に回復する手順については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の，トラブルへの対処方法について説明している章を参照し
てください。
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付録 A　システム見積もり
付録 A　システム見積もり
PFM - Agent for DB2を使ったシステムを構築する前に，使用するマシンの性能が，
PFM - Agent for DB2を運用するのに十分であるか，見積もっておくことをお勧めしま
す。

見積もり項目を次に説明します。

付録 A.1　メモリー所要量
メモリー所要量は，PFM - Agent for DB2の設定状況や使用状況によって変化します。

PFM - Agent for DB2のメモリー所要量の，おおよその見積もりを OSごとに記載しま
す。初期状態とは，1インスタンスで運用する場合のことを示します。

（1） UNIXの場合

UNIXの場合の，PFM - Agent for DB2のメモリー所要量の，おおよその見積もりを次
の表に示します。

表 A-1　メモリー所要量（UNIXの場合）

（凡例）
n：JP1/PFM - Agent for DB2のインスタンス数

各プロセスのメモリー使用量は，OSによって異なります。各プロセスのメモリー所要量
について次の表に示します。

表 A-2　プロセスのメモリー所要量（UNIXの場合）

付録 A.2　ディスク占有量
ディスク占有量は，パフォーマンスデータを収集するレコード数によって変化します。

PFM - Agent for DB2のディスク占有量の見積もりについて説明します。

PFM - Agent for DB2の状態 メモリー所要量（単位：メガバイト）

AIX Linux (x86)

初期状態での運用 26＊ n 114＊ n

プロセス名 プロセスのメモリー所要量（単位：メガバイト）

AIX Linux (x86)

jpcagtr 26 114
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付録 A　システム見積もり
（1） システム全体のディスク占有量

システム全体のディスク占有量の見積もり値を OSごとに記載します。

（a）UNIXの場合

UNIXの場合の，システム全体のディスク占有量の見積もり値を次の表に示します。

表 A-3　システム全体のディスク占有量

（凡例）
a：インスタンスごとのディスク占有量の和

注※
インストール時にはプログラム本体容量の 2倍分のディスク容量が必要となります。

（2） Storeデータベース（Storeバージョン 1.0）のディスク占有量

（a）見積もり式

Storeデータベースでは，各レコードは，レコードタイプごとに一つのファイルに格納さ
れます。Storeデータベース（Storeバージョン 1.0）のディスク占有量について，レ
コードタイプごとに次の表に示します。

表 A-4　レコードタイプごとの Storeデータベースのディスク占有量

（凡例）
X：PIレコードタイプのレコードで履歴データを収集する各レコードのディスク占
有量

Xの算出式を次に示します。
X={d＊ e+(c+1,900)＊ {(d＊ e)/(65,250-c)+1}※ 1}＊ f＊ 1.5

Y：PDレコードタイプのレコードで履歴データを収集する各レコードのディスク占
有量

Yの算出式を次に示します。

PFM - Agent for DB2 ディスク占有量（単位：メガバイト）

の状態 AIX Linux (x86)

インストール時※ 24 12

初期状態での運用 118 65

運用時 a+84 a+36

レコードタイプ ディスク占有量の見積もり式（単位：バイト）

PIレコードタイプ X1+.....+Xa+3,500＊ a

PDレコードタイプ Y1+.....+Yb+700＊ b
399



付録 A　システム見積もり
Y={d＊ g+(c+1,900)＊ {(d＊ e)/(65,250-c)+1}※ 1＊ (g/e)※ 2}＊ 1.5
a：PIレコードタイプのレコードで履歴データを収集するレコード数
b：PDレコードタイプのレコードで履歴データを収集するレコード数
c：履歴データを収集する各レコードの固定部のサイズ※ 3

d：履歴データを収集する各レコードの可変部のサイズ※ 3

e：履歴データを収集する各レコードのインスタンス数※ 6（単数インスタンスレ

コードの場合は 1）
f：履歴データを収集する各レコードの保存レコード数※ 4

g：履歴データを収集する各レコードの保存レコード数の上限値※ 5

注※ 1
{(d＊ e)/(65,250-c)+1}の計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。

注※ 2
(g/e)の計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。

注※ 3
各レコードの固定部および可変部のサイズについては，「5.　レコード」を参照して
ください。

注※ 4
PIレコードタイプのレコードの場合，収集したデータがある一定の区分（時，日，
週，月，および年単位）に自動的に要約されるので，分，時，日，週，月，および
年の部分の保存レコード数を考慮して計算する必要があります。デフォルトの保存
期間と保存レコード数を次の表に示します。

表 A-5　データの種類と保存レコード数

注※ 5
保存レコード数については，「付録 F.1　Agent Storeサービスのプロパティ一覧」
を参照してください。

注※ 6

データの種類 保存期間 保存レコード数
（収集間隔が 1分の場合）

分単位 1日 1,440

時単位 7日 168

日単位 1年 366

週単位 1年 52

月単位 1年 12

年単位 制限なし （収集年数）＊ 1
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付録 A　システム見積もり
アプリケーションレベルのレコードおよび表スペースレコードのインスタンス数の
算出方法について，実行手順例を次に示します。

実行手順例
DB2の提供するコマンド行プロセッサ（db2コマンド）を実行し，次のコマン
ドを実行してください。
• アプリケーションレベルのレコード
コマンド：get snapshot for database manager

目安：DBマネージャーへのリモート接続 /ローカル接続の合計
• 表スペースレコード
コマンド：get snapshot for tablespaces on データベース名
目安：アクセスされた表スペース数

また，次のレコードについては 1（シングルインスタンス）レコードです。
• DB2構成パラメーター 
• データベース・マネージャー・レベル
• データベース・レベル

注意
インスタンス数に関しては，監視対象となる DB2の動的情報となります。そのた
め，監視対象の DB2に対する接続数などの要因によってインスタンス数が動的に増
減するため，見積もりする際は算出された最大の値を適用してください。

（b）見積もり例

見積もり例１
OSが AIXで，Bufferpool Stat on Database Interval（PI_DBPI）について，
PI_DBPI以外の PIレコードタイプを保存設定していない場合。表 A-4に示した変
数 a～ fが次の値とします。
a=1
c=969
d=0
e=1
f=4,078

（eの求め方）
表 A-4の注※ 6の，レコードに対応するパフォーマンスオブジェクトのインス
タンス数を参照してください。今回は e=1とします。

（fの求め方）
PI_DBPIの収集間隔を 1分，年単位の収集年数を 1年として，リテンションの
設定が表 A-4の注※ 4のとおりである場合。
(1,440+168+366+52+12+1)＊1(eの値)=2,039レコード
f=2,039

Xの算出式
X={d＊e+(c+1,900)＊{d＊e/(65,250-c)+1}}＊f＊1.5
X={0＊1+(969+1,900)＊{0＊1/(65,250-969)+1}}＊2,039＊1.5
 ={0+(2,869)＊{0/64,281+1}}＊3,058.5
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 ={0+2,869＊1}＊3,058.5
 =2,869＊3,058.5
 =8,774,836.5(バイト)
 =約9(メガバイト)

見積もり例 2 
OSが AIXで，PDレコードタイプの Basic Information on Application
（PD_DBIA）について，PD_DBIA以外の PDレコードタイプを保存設定していな
い場合。 
b=1
c=681
d=629
e=3
g=2,232

（eの求め方）
表 A-4の注※ 6の，レコードに対応するパフォーマンスオブジェクトのインス
タンス数を参照してください。今回は e=3とします。

（gの求め方）
リテンションの設定のデフォルトは 10,000レコードです。
収集間隔を 3,600秒にして 1か月分のデータを保存したい場合。
g=24レコード (1日分 )＊ 31(1か月 )＊ 3(eの値 )=2,232レコード
g=2,232レコード

Yの算出式
Y={d＊g+(c+1,900)＊{(d＊e)/(65,250-c)+1}＊(g/e)}＊1.5
Y={629＊2,232+(681+1,900)＊{(629＊3)/(65,250-681)+1}＊
(2,232/3)}＊1.5
  ={629＊2,232+2,581＊{1,887/64,569+1}＊744}＊1.5
  ={1,403,928+2,581＊1＊744}＊1.5
  ={1,403,928+1,920,264}＊1.5
  =3,324,192＊1.5
  =4,986,288(バイト)
  =約5(メガバイト)

（3） Storeデータベース（Storeバージョン 2.0）のディスク占有量

Storeデータベース（Storeバージョン 2.0）のディスク占有量について説明します。

（a）見積もり式

ディスク占有量，ファイル数，ディレクトリ数，および Storeサービスがオープンする
ファイル数の見積もりについて説明します。

● ディスク占有量

Storeデータベースのディスク占有量は，レコードタイプごとのディスク占有量の総和と
なります。PIレコードタイプについては，さらに集約区分ごとのディスク占有量の総和
となります。

レコードタイプごとのディスク占有量 Xの見積もり式（単位：バイト）
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X={(e+2)＊ f+(d+60)＊ {((e+2)＊ f)/(65,250-d)+1}※ 1}＊ a/b＊ (c+1)＊ 1.1
a：レコードタイプ，集約区分ごとに値が異なります。表 A-6を参照してください。
b：レコードタイプ，集約区分ごとに値が異なります。表 A-6を参照してください。
c：履歴データの保存期間設定値 ※ 3。レコードタイプ，集約区分ごとに指定する単

位が異なります。単位については表 A-6を参照してください。
d：履歴データを収集する各レコードの固定部のサイズ※ 4

e：履歴データを収集する各レコードの可変部のサイズ※ 4

f：履歴データを収集する各レコードのインスタンス数（単数インスタンスレコード
の場合は 1）※ 5。インスタンス数が 2以上の場合，4の倍数に切り上げます。例え
ばインスタンス数が 2の場合は，f=4となります。インスタンス数が 13の場合は，
f=16となります。インスタンス数が 1の場合は，f=1となります。

表 A-6　a，b，および cに設定する値

（凡例）
g：履歴データの収集インターバル設定値（単位：秒）
－：該当しない

注※ 1
{((e+2)＊ f)/(65,250-d)+1}の計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。

注※ 2
PIレコードタイプの bの計算結果は，小数点以下を切り捨ててください。

注※ 3
Storeバージョン 2.0の場合のデフォルトの保存期間と保存レコード数を次の表
に示します。

レコードタイプ 集約区分 a b c

PI 分 1,440 1+(g-1)/60※ 2 保存期間 (単位：日 ) 

時 24 1+(g-1)/3,600※ 2 保存期間 (単位：日 ) 

日 7 1+(g-1)/86,400※ 2 保存期間 (単位：週 ) 

週 1 1+(g-1)/604,800※ 2 保存期間 (単位：週 ) 

月 1 1+(g-1)/2,592,000※ 2 保存期間 (単位：月 ) 

年 1 1+(g-1)/31,622,400※ 2 10(固定値 )

PD － 1,440 g/60 保存期間 (単位：日 ) 
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表 A-7　デフォルトの保存期間と保存レコード数（Storeバージョン 2.0の場合）

（凡例）
－：該当しない

注※ 4
各レコードの固定部・可変部のサイズについては，「5.　レコード」のレコード
サイズを参照してください。

注※ 5
レコードごとのインスタンス数については，「(2)　Storeデータベース（Store
バージョン 1.0）のディスク占有量」を参照してください。

● ファイル数

Storeデータベースで作成されるファイル数 Nの見積もり式を次に示します。

N=20+2＊(
(A11+A12+...+A1l+l)+
(A21+A22+...+A2l+l)+
(A31+A32+...+A3l+l)+
(A41+A42+...+A4l+l)+
(A51+A52+...+A5l+l)+
(11＊l)+
(B1+B2+...+Bm+m)
)

l：PIレコードで収集しているレコードの数

m：PDレコードで収集しているレコードの数

A11～ A1l：PIレコードタイプのレコードごとの分レコードの保存期間設定値（単位：
日）

A21～ A2l：PIレコードタイプのレコードごとの時レコードの保存期間設定値（単位：
日）

A31～ A3l：PIレコードタイプのレコードごとの日レコードの保存期間設定値（単位：
週）

レコードタイプ データの種類 保存期間 保存レコード数
（収集間隔が 1分の場合）

PI 分単位 1日 1,440

時単位 7日 168

日単位 54週 378

週単位 54週 54

月単位 12か月 12

年単位 10年 （収集年数）＊ 1

PD － 7日 10,080
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A41～ A4l：PIレコードタイプのレコードごとの週レコードの保存期間設定値（単位：
週）

A51～ A5l：PIレコードタイプのレコードごとの月レコードの保存期間設定値（単位：
月）

B1～ Bm：PDレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値（単位：日）

● ディレクトリ数

Storeデータベースで作成されるディレクトリ数 Nの見積もり式を次に示します。

N=25+2＊((A1max)+(A2max)+(A3max)+(A4max)+(A5max)+11+(Bmax))

l：PIレコードで収集しているレコードの数

m：PDレコードで収集しているレコードの数

A1max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が「分」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：日）

A2max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が「時」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：日）

A3max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が「日」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：週）

A4max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が「週」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：週）

A5max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が「月」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：月）

Bmax：PDレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値の最大値（単位：日）

● Storeサービスがオープンするファイル数

Storeサービスがオープンするディレクトリ数 Nの見積もり式を次に示します。

N=20+2＊(6＊l+m)

l：PIレコードで収集しているレコードの数

m：PDレコードで収集しているレコードの数

（b）見積もり例

PFM - Agent for DB2の Storeデータベース（Storeバージョン 2.0）の見積もりについ
て，具体例を用いて説明します。
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● ディスク占有量

PI_ DBPIと PD_DBIAを収集する設定にした場合を例に挙げて説明します。

PI_ DBPIレコードの見積もりについて説明します。「(a)　見積もり式」のディスク占有
量の見積もり式の，a～ gの値を調べます。

d=969

e=0

f=今回は 1とする

g=今回は 60秒とする

次に，分レコード，時レコードなどそれぞれの計算を行います。

分レコード
a=1,440
b=1+(60-1)/60 = 1.98・・・ =1（小数点以下切り捨て）
c=今回は 3日とする
見積もり式を次に示します。
X（分）={(0+2)＊1+(969+60)＊{((0+2)＊1)/(65,250-969)+1}}＊1,440/1
＊(3+1)＊1.1
       ={2+1,029＊1}＊6,336
       =1,031＊6,336
       =6,532,416（バイト）=約6(メガバイト)

時レコード
a=24
b=1＋ (60-1)/3,600 = 1.01・・・ =1（小数点以下切り捨て）
c=今回は 3日とする
見積もり式を次に示します。
X（分）={(0+2)＊1+(969+60)＊{((0+2)＊1)/(65,250-969)+1}}＊24/1＊
(3+1)＊1.1
       ={2+1,029＊1}＊105.6
       =1,031＊105.6
       =108,873.6（バイト）=約0.1(メガバイト)

日レコード
a=7
b=1＋ (60-1)/86,400 = 1.00・・・ =1（小数点以下切り捨て）
c=今回は 1週とする
見積もり式を次に示します。
X（分）={(0+2)＊1+(969+60)＊{((0+2)＊1)/(65,250-969)+1}}＊7/1＊
(1+1)＊1.1
       ={2+1,029＊1}＊15.4
       =1,031＊15.4
       =15,877.4（バイト）=約0.01(メガバイト)

週レコード
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a=1
b=1＋ (60-1)/604,800 = 1.00・・・ =1（小数点以下切り捨て）
c=今回は 1週とする
見積もり式を次に示します。
X（分）={(0+2)＊1+(969+60)＊{((0+2)＊1)/(65,250-969)+1}}＊1/1＊
(1+1)＊1.1
       ={2+1,029＊1}＊2.2
       =1,031＊2.2
       =2,268.2（バイト）=約0.002(メガバイト)

月レコード
a=1
b=1＋ (60-1)/2,592,000 = 1.00・・・ =1（小数点以下切り捨て）
c=今回は 1月とする
見積もり式を次に示します。
X（分）={(0+2)＊1+(969+60)＊{((0+2)＊1)/(65,250-969)+1}}＊1/1＊
(1+1)＊1.1
       ={2+1,029＊1}＊2.2
       =1,031＊2.2
       =2,268.2（バイト）=約0.002(メガバイト)

年レコード
a= 1
b=1＋ (60-1)/31,622,400 = 1.00・・・ =1（小数点以下切り捨て）
c=10（固定）
見積もり式を次に示します。
X（分）={(0+2)＊1+(969+60)＊{((0+2)＊1)/(65,250-969)+1}}＊1/1＊
(10+1)＊1.1
       ={2+1,029＊1}＊12.1
       =1,031＊12.1
       =12,475.1（バイト）=約0.01(メガバイト)

以上から，PI_ DBPIの見積もりは次のようになります。

X（合計）=X（分）+X（時）+X（日）+X（週）+X（月）+X（年）
=6.124(メガバイト)
=約6(メガバイト)

次に PD_DBIAレコードの見積もりについて説明します。

a=1,440

b=60/60 =1

c=7日とする

d=681

e=629

f=今回は 12とする
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g=今回は 60秒とする

見積もり式を次に示します。

X={(629+2)＊12+(681+60)＊{((629+2)＊12)/(65,250-681)+1}}＊1,440/1＊
(7+1)＊1.1
={7,572+741＊1}＊12,672
=8,313＊12,672
=105,342,336（バイト）=約100(メガバイト)

したがって，必要なディスク占有量は PI_DBPI+PD_DBIA=106(メガバイト )となりま
す。

● ファイル数

PI_DBPI，PI_ DCAI，PD_DBIA，および PD_DCAAを収集する場合を例に挙げて説明
します。「(a)　見積もり式」のファイル数の見積もり式の，可変値を調べます。

l：PIレコードで収集しているレコードの数 =2

m：PDレコードで収集しているレコードの数 =2

A11～ A1l：PIレコードタイプのレコードごとの分レコードの保存期間設定値（単位：
日）=今回は 3日とする

A21～ A2l：PIレコードタイプのレコードごとの時レコードの保存期間設定値（単位：
日）=今回は 3日とする

A31～ A3l：PIレコードタイプのレコードごとの日レコードの保存期間設定値（単位：
週）=今回は 1週とする

A41～ A4l：PIレコードタイプのレコードごとの週レコードの保存期間設定値（単位：
週）=今回は 1週とする

A51～ A5l：PIレコードタイプのレコードごとの月レコードの保存期間設定値（単位：
月）=今回は 1月とする

B1～ Bm：PDレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値（単位：日）=今回は
10日とする

Storeデータベースで作成されるファイル数 Nの見積もり式を次に示します。

N=20+2＊(
(A11+A12+...+A1l+l)+
(A21+A22+...+A2l+l)+
(A31+A32+...+A3l+l)+
(A41+A42+...+A4l+l)+
(A51+A52+...+A5l+l)+
(11*l)+
(B1+B2+...+Bm+m)
)
=20+2＊｛
[3(PI_DBPI分)+3(PI_DCAI分)+2]+
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[3(PI_DBPI分)+3(PI_DCAI分)+2]+
[1(PI_DBPI分)+1(PI_DCAI分)+2]+
[1(PI_DBPI分)+1(PI_DCAI分)+2]+
[1(PI_DBPI分)+1(PI_DCAI分)+2]+
[11＊2]+
[10(PD_DBIA分)+10(PD_DCAA分)+2]
}
=20+2＊{8+8+4+4+4+22+22}=164

● ディレクトリ数

PI_DBPI，PI_ DCAI，PD_DBIA，および PD_DCAAを収集する場合を例に挙げて説明
します。

l：PIレコードで収集しているレコードの数 =2

m：PDレコードで収集しているレコードの数 =2

A1max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が "分 "のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：日）=今回は 3日とする（考え方：PI_DBPIが 2日，
PI_DCAIが 3日の場合は 3日となります）

A2max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が「時」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：日）=今回は 3日とする

A3max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が「日」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：週）=今回は 1週とする

A4max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が "週 "のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：週）=今回は 1週とする

A5max：PIレコードタイプで収集しているレコードの集約区分が「月」のデータの保存
期間設定値の最大値（単位：月）=今回は 1月とする

Bmax：PDレコードタイプのレコードごとの保存期間設定値の最大値（単位：日）=今
回は 10日とする（考え方：PD_DBIAが 8日，PD_DCAAが 10日の場合は 10日となり
ます）

Storeデータベースで作成されるディレクトリ数 Nの見積もり式を次に示します。

N=25+2＊((A1max)+(A2max)+(A3max)+(A4max)+(A5max)+11+(Bmax))
=25+2＊(3+3+1+1+1+11+10)=85

● Storeサービスがオープンするファイル数

PI_DBPI，PI_ DCAI，PD_DBIA，および PD_DCAAを収集する場合を例に挙げて説明
します。

l：PIレコードで収集しているレコードの数 =2

m：PDレコードで収集しているレコードの数 =2
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Storeサービスがオープンするディレクトリ数 Nの見積もり式を次に示します。

N=20+2＊(6＊l+m)
=20+2＊(6＊2+2)=48

付録 A.3　クラスタ運用時のディスク占有量
クラスタ運用時のディスク占有量の見積もりは，クラスタシステムで運用しない場合の
ディスク占有量の見積もりと同じです。ディスク占有量については，「付録 A.2　ディス
ク占有量」を参照してください。
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付録 B　カーネルパラメーター
PFM - Agent for DB2では，カーネルパラメーターの調整は不要です。

なお，UNIX環境で PFM - Managerおよび PFM - Web Consoleを使用する場合の，
カーネルパラメーターの調整については，マニュアル「JP1/Performance Management 
設計・構築ガイド」の，付録に記載されているカーネルパラメーター一覧を参照してく
ださい。

また，DB2を使用する場合の，カーネルパラメーターの調整については DB2のマニュ
アルを参照してください。
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付録 C　識別子一覧
PFM - Agent for DB2を操作したり，PFM - Agent for DB2の Storeデータベースからパ
フォーマンスデータを抽出したりする際，PFM - Agent for DB2であることを示す識別
子が必要な場合があります。PFM - Agent for DB2の識別子を次の表に示します。

表 C-1　PFM - Agent for DB2の識別子一覧

用途 名称 識別子 説明

コマンド
など

プロダクト
ID

R プロダクト IDとは，サービス IDの一部。サービス
IDは，コマンドを使用して Performance 
Managementのシステム構成を確認する場合や，パ
フォーマンスデータをバックアップする場合などに必
要である。サービス IDについては，マニュアル
「JP1/Performance Management 設計・構築ガイド」
の付録に記載されている命名規則を，Performance 
Managementの機能について説明している章を参照の
こと。

サービスキー agtrまたは
DB2

コマンドを使用して PFM - Agent for DB2を起動する
場合や，終了する場合などに必要である。サービス
キーについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の付録に記載されて
いる命名規則を，Performance Managementの機能に
ついて説明している章を参照のこと。

ODBC 製品タイプ識
別子

DB2UDB SQL文を使用してデータを抽出する場合に必要であ
る。詳細については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の，ODBCに準拠したア
プリケーションプログラムとの連携について説明して
いる章を参照のこと。

ヘルプ ヘルプ ID pcar PFM - Agent for DB2のヘルプであることを表す。
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付録 D　プロセス一覧
ここでは，PFM - Agent for DB2のプロセス一覧を記載します。

PFM - Agent for DB2のプロセス一覧を次の表に示します。なお，プロセス名の後ろに
記載されている値は，同時に起動できるプロセス数です。

注意
論理ホストの PFM - Agentでも，動作するプロセスおよびプロセス数は同じです。

表 D-1　PFM - Agent for DB2のプロセス一覧（UNIX版）

注※
jpcstoプロセスの子プロセスです。

プロセス名
（プロセス数）

機能

jpcagtr(n) Agent Collectorサービスプロセス。このプロセスは，PFM - Agent for DB2
のインスタンスごとに一つ起動する。

agtr/jpcsto(n) Agent Storeサービスプロセス。このプロセスは，PFM - Agent for DB2の
インスタンスごとに一つ起動する。

stpqlpr(1)※ Storeデータベースのバックアップ／エクスポート実行プロセス。
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付録 E　ポート番号一覧
ここでは，PFM - Agent for DB2で使用するポート番号を記載します。

PFM - Manager ，および PFM - Baseのポート番号およびファイアウォールの通過方向
については，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の付録を参照
してください。

ポート番号は，ユーザー環境に合わせて任意の番号に変更することもできます。

ポート番号の変更方法については，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・
構築ガイド」の，インストールとセットアップについて説明している章を参照してくだ
さい。なお，使用するプロトコルは TCP/IPです。

注意
Performance Managementは，1対 1のアドレス変換をする静的 NAT(Basic NAT)
に対応しています。
動的 NATや，ポート変換機能を含む NAPT（IP Masquerade，NAT+）には対応し
ていません。

付録 E.1　PFM - Agent for DB2のポート番号
PFM - Agent for DB2で使用するポート番号を次の表に示します。

表 E-1　PFM - Agent for DB2で使用するポート番号

注※ 1
jpcconf port defineコマンド実行時，その時点で使用されていないポート番号

が自動的に割り当てられ表示されます。
また，jpcconf port defineコマンドを実行しない場合，サービスが再起動され

るたびにシステムで使用されていないポート番号が自動的に割り当てられます。

注※ 2
複数インスタンスを作成している場合，2番目以降に作成したインスタンスに通番
（nnn）が付加されます。最初に作成したインスタンスには，通番は付加されません。

ポート番号 サービス名 パラメーター 用途

自動※ 1 Agent Storeサー
ビス

jp1pcstor[nnn
]※ 2

パフォーマンスデータを記録した
り，履歴レポートを取得したりす
るときに使用する。

自動※ 1 Agent Collector
サービス

jp1pcagtr[nnn
]※ 2

アラームをバインドしたり，リア
ルタイムレポートを取得したりす
るときに使用する。
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付録 E.2　ファイアウォールの通過方向
（1） ファイアウォールの通過方向の設定

ファイアウォールを挟んで PFM - Managerと PFM - Agent for DB2を配置する場合は，
PFM - Managerと PFM - Agentのすべてのサービスにポート番号を固定値で設定して
ください。また，各ポート番号を次の表に示す方向で設定し，すべてのサービスについ
てファイアウォールを通過させるようにしてください。

表 E-2　ファイアウォールの通過方向（PFM - Managerと PFM - Agent間）

（凡例）
Manager：PFM - Managerホスト
Agent：PFM - Agentホスト
←：右項から左項への通信（コネクション）を開始する方向

注※
複数インスタンスを作成している場合，2番目以降に作成したインスタンスに通番
（nnn）が付加されます。最初に作成したインスタンスには，通番は付加されません。

通信（コネクション）を開始する時は，接続を受ける側（矢印が向いている側）が，表
E-1のポート番号を受信ポートとして使用します。接続する側は，OSによって割り当て
られる空きポート番号を送信ポートとして使用します。この場合に使用するポート番号
の範囲は，OSによって異なります。

Managerで一時的に使用される送信ポートが Agentの受信ポートを通過できるように
ファイアウォールを設定してください。

注意
PFM - Agentのホストで jpctool db dump (jpcctrl dump)コマンドまたは
jpctool service list (jpcctrl list)コマンドを実行したい場合，次のどち
らかの方法でコマンドを実行してください。
• jpctool db dump (jpcctrl dump)コマンドまたは jpctool service list 

(jpcctrl list)コマンドの proxyオプションで，PFM - Managerを経由して
通信するように指定してください。jpctool db dump (jpcctrl dump)コマン
ドまたは jpctool service list (jpcctrl list)コマンドの proxyオプショ

ンについては，マニュアル「JP1/Performance Management リファレンス」の，
コマンドについて説明している章を参照してください。

• 各 PFM - Agentホスト間で次の表に示す方向でポート番号を設定し，ファイア
ウォールを通過させるようにしてください。

サービス名 パラメーター 通過方向

Agent Storeサービス jp1pcstor[nnn]※ Agent←Manager

Agent Collectorサービス jp1pcagtr[nnn]※ Agent←Manager
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表 E-3　ファイアウォールの通過方向（各 PFM - Agentホスト間）

（凡例）
Agent：PFM - Agentホスト
←→：左項から右項，および右項から左項への通信（コネクション）を開始する方
向

注※
複数インスタンスを作成している場合，2番目以降に作成したインスタンスに通番
（nnn）が付加されます。最初に作成したインスタンスには，通番は付加されません。

（2） ファイアウォールの通過方向の設定（論理ホスト運用の場合）

ファイアウォールを挟んで PFM - Managerと PFM - Agent for DB2を配置する場合は，
PFM - Managerと PFM - Agentのすべてのサービスにポート番号を固定値で設定して
ください。また，各ポート番号を次の表に示す方向で設定し，すべてのサービスについ
てファイアウォールを通過させるようにしてください。

表 E-4　ファイアウォールの通過方向（PFM - Managerと PFM - Agent間（論理ホスト運
用の場合））

（凡例）
Manager：PFM - Managerホスト
Agent（論理ホスト）：PFM - Agentホスト
←：右項から左項への通信（コネクション）を開始する方向

注※
複数インスタンスを作成している場合，2番目以降に作成したインスタンスに通番
（nnn）が付加されます。最初に作成したインスタンスには，通番は付加されません。

通信（コネクション）を開始する時は，接続を受ける側（矢印が向いている側）が，表
E-1のポート番号を受信ポートとして使用します。接続する側は，OSによって割り当て
られる空きポート番号を送信ポートとして使用します。この場合に使用するポート番号
の範囲は，OSによって異なります。

サービス名 パラメーター 通過方向

Agent Storeサービス jp1pcstor[nnn]※ Agent←→ Agent

Agent Collectorサービス jp1pcagtr[nnn]※ Agent←→ Agent

サービス名 パラメーター※ 通過方向

Agent Storeサービス（論理
ホスト）

jp1pcstor[nnn]※ Agent（論理ホスト）←Manager

Agent Collectorサービス（論
理ホスト）

jp1pcagtr[nnn]※ Agent（論理ホスト）←Manager
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Managerから一時的に使用される送信ポートが Agentの論理ホストの受信ポートに通過
できるようにファイアウォールを設定してください。
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付録 F　PFM - Agent for DB2のプロパティ
ここでは，PFM - Web Consoleで表示される PFM - Agent for DB2の Agent Storeサー
ビスのプロパティ一覧，および Agent Collectorサービスのプロパティ一覧を記載しま
す。

付録 F.1　Agent Storeサービスのプロパティ一覧
PFM - Agent for DB2の Agent Storeサービスのプロパティ一覧を次の表に示します。

表 F-1　PFM - Agent for DB2の Agent Storeサービスのプロパティ一覧

フォルダ名 プロパティ名 説明

－ First 
Registration 
Date

サービスが PFM - Managerに認識された最初の日
時が表示される。

Last 
Registration 
Date

サービスが PFM - Managerに認識された最新の日
時が表示される。

General － ホスト名やディレクトリなどの情報が格納されて
いる。このフォルダに格納されているプロパティ
は変更できない。

Directory サービスの動作するカレントディレクトリ名が表
示される。

Host Name サービスが動作する物理ホスト名が表示される。

Process ID サービスのプロセス IDが表示される。

Physical 
Address

サービスが動作するホストの IPアドレスおよび
ポート番号が表示される。

User Name サービスプロセスを実行したユーザー名が表示さ
れる。

Time Zone サービスで使用されるタイムゾーンが表示される。

System － サービスが起動されている OSの，OS情報が格納
されている。このフォルダに格納されているプロ
パティは変更できない。

CPU Type CPUの種類が表示される。

Hardware ID ハードウェア IDが表示される。

OS Type OSの種類が表示される。

OS Name OS名が表示される。

OS Version OSのバージョンが表示される。

Network 
Services

－ Performance Management通信共通ライブラリー
についての情報が格納されている。このフォルダ
に格納されているプロパティは変更できない。
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付録 F　PFM - Agent for DB2のプロパティ
Build Date Agent Storeサービスの作成日が表示される。

INI File jpcns.iniファイルの格納ディレクトリ名が表示
される。

Network 
Services

Service － サービスについての情報が格納されている。この
フォルダに格納されているプロパティは変更でき
ない。

Description 次の形式でホスト名が表示される。
インスタンス名 _ホスト名

Local Service 
Name

サービス IDが表示される。

Remote Service 
Name

接続先 PFM - ManagerホストのMaster Manager
サービスのサービス IDが表示される。

EP Service 
Name

接続先 PFM - Managerホストの Correlatorサー
ビスのサービス IDが表示される。

Retention － Storeバージョンが 1.0の場合にデータの保存期間
を設定する。詳細については，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，稼働
監視データの管理について説明している章を参照
のこと。

Product 
Interval - 
Minute Drawer

分ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。次のリストから選択できる。
• Minute
• Hour
• Day
• 2 Days
• 3 Days
• 4 Days
• 5 Days
• 6 Days
• Week
• Month
• Year

Product 
Interval - Hour 
Drawer

時間ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期
間を設定する。次のリストから選択できる。
• Hour
• Day
• 2 Days
• 3 Days
• 4 Days
• 5 Days
• 6 Days
• Week
• Month
• Year

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Product 
Interval - Day 
Drawer

日ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。次のリストから選択できる。
• Day
• 2 Days
• 3 Days
• 4 Days
• 5 Days
• 6 Days
• Week
• Month
• Year

Product 
Interval - Week 
Drawer

週ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。次のリストから選択できる。
• Week
• Month
• Year

Product 
Interval - 
Month Drawer

月ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。次のリストから選択できる。
• Month
• Year

Product 
Interval - Year 
Drawer

年ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期
間。Yearで固定。

Product Detail - 
PDレコードタ
イプのレコード
ID

各 PDレコードタイプのレコードの保存レコード
数を設定する。0～ 2,147,483,647の整数が指定で
きる。
注意

範囲外の数値，またはアルファベットなどの
文字を指定した場合，エラーメッセージが表
示される。

Retention Ex － Storeバージョンが 2.0の場合にデータの保存期間
を設定する。詳細については，マニュアル「JP1/
Performance Management 運用ガイド」の，稼働
監視データの管理について説明している章を参照
のこと。

Retention Ex Product 
Interval  -  
PIレコー
ドタイプ
のレコー
ド ID

－ PIレコードタイプのレコードの保存期間を設定す
る。

Period - Minute 
Drawer (Day)

分ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。指定できる値は 0～ 366日で，1日
単位で指定できる。

Period - Hour 
Drawer (Day)

時間ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期
間を設定する。指定できる値は 0～ 366日で，1
日単位で指定できる。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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（凡例）
－：該当しない

Period - Day 
Drawer (Week)

日ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。指定できる値は 0～ 266週で，1週
間単位で指定できる。

Period - Week 
Drawer (Week)

週ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。指定できる値は 0～ 266週で，1週
間単位で指定できる。

Period - Month 
Drawer 
(Month)

月ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期間
を設定する。指定できる値は 0～ 60月で，1か月
単位で指定できる。

Period - Year 
Drawer (Year)

年ごとの PIレコードタイプのレコードの保存期
間。10で固定。

Product 
Detail - 
PDレコー
ドタイプ
のレコー
ド ID

Period (Day) PDレコードタイプのレコード IDごとに，パ
フォーマンスデータの保存期間を設定します。
保存期間（日数）を 0～ 366の整数で指定します。

Disk Usage － 各データベースで使用されているディスク容量が
格納されている。このフォルダに格納されている
プロパティには，プロパティを表示した時点での
ディスク使用量が表示される。このフォルダに格
納されているプロパティは変更できない。

Product 
Interval

PIレコードタイプのレコードで使用されるディス
ク容量が表示される。

Product Detail PDレコードタイプのレコードで使用されるディス
ク容量が表示される。

Product Alarm PAレコードタイプのレコードで使用されるディス
ク容量が表示される。PFM - Agent for DB2では使
用しない。

Product Log PLレコードタイプのレコードで使用されるディス
ク容量が表示される。PFM - Agent for DB2では使
用しない。

Total Disk 
Usage

データベース全体で使用されるディスク容量が表
示される。

Configuration － Agent Storeサービスのプロパティが表示される。

Store Version Storeデータベースのバージョンが表示される。
• Storeバージョン 1.0の場合
「1.0」
• Storeバージョン 2.0の場合
「2.0」

フォルダ名 プロパティ名 説明
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付録 F.2　Agent Collectorサービスのプロパティ一覧
PFM - Agent for DB2の Agent Collectorサービスのプロパティ一覧を次の表に示しま
す。

表 F-2　PFM - Agent for DB2の Agent Collectorサービスのプロパティ一覧

フォルダ名 プロパティ名 説明

－ First 
Registration 
Date

サービスが PFM - Managerに認識された最初の日
時が表示される。

Last 
Registration 
Date

サービスが PFM - Managerに認識された最新の日
時が表示される。

Data Model 
Version

データモデルのバージョンが表示される。

General － ホスト名やディレクトリなどの情報が格納されて
いる。このフォルダに格納されているプロパティ
は変更できない。

Directory サービスの動作するカレントディレクトリ名が表
示される。

Host Name サービスが動作する物理ホスト名が表示される。

Process ID サービスのプロセス IDが表示される。

Physical 
Address

サービスが動作するホストの IPアドレスおよび
ポート番号が表示される。

User Name サービスプロセスを実行したユーザー名が表示さ
れる。

Time Zone サービスで使用されるタイムゾーンが表示される。

System － サービスが起動されている OSの，OS情報が格納
されている。このフォルダに格納されているプロ
パティは変更できない。

CPU Type CPUの種類が表示される。

Hardware ID ハードウェア IDが表示される。

OS Type OSの種類が表示される。

OS Name OS名が表示される。

OS Version OSのバージョンが表示される。

Network Services － Performance Management通信共通ライブラリー
についての情報が格納されている。このフォルダ
に格納されているプロパティは変更できない。

Build Date Agent Collectorサービスの作成日が表示される。

INI File jpcns.iniファイルの格納ディレクトリ名が表示
される。
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Network Services Service － サービスについての情報が格納されている。この
フォルダに格納されているプロパティは変更でき
ない。

Description 次の形式でホスト名が表示される。
インスタンス名 _ホスト名

Local Service 
Name

サービス IDが表示される。

Remote Service 
Name

Agent Collectorサービスが接続する Storeサービ
スのサービス IDが表示される。

AH Service 
Name

同一ホストにある Action Handlerサービスのサー
ビス IDが表示される。

JP1 Event 
Configurations

－ JP1イベントの発行条件を設定する。

各サービス Agent Collectorサービス，Agent Storeサービス，
Action Handlerサービス，および Status Server
サービスのリスト項目から「Yes」または「No」
を選択し，サービスごとに JP1システムイベント
を発行するかどうかを指定する。

JP1 Event Send 
Host

JP1/Baseの接続先イベントサーバ名を指定する。
ただし，Action Handlerサービスと同一マシンの
論理ホストまたは物理ホストで動作しているイベ
ントサーバだけ指定できる。指定できる値は 0～
255バイトの半角英数字，「.」および「-」である。
範囲外の値を指定した場合は，省略したと仮定さ
れる。値を省略した場合は，Action Handlerサー
ビスが動作するホストがイベント発行元ホストと
して使用される。「localhost」を指定した場合は，
物理ホストを指定したものと仮定される。

Monitoring 
Console Host

JP1/IM - Managerのモニター起動で PFM - Web 
Consoleのブラウザーを起動する場合，起動する
PFM - Web Consoleホストを指定する。指定でき
る値は 0～ 255バイトの半角英数字，「.」および
「-」である。範囲外の値を指定した場合は，省略
したと仮定される。値を省略した場合は，接続先
の PFM - Managerホストが仮定される。

Monitoring 
Console Port

起動する PFM - Web Consoleのポート番号（http
リクエストポート番号）を指定する。指定できる
値は 1～ 65535である。範囲外の値を指定した場
合は，省略したと仮定される。値を省略した場合
は，20358が設定される。

JP1 Event 
Configurations

Alarm JP1 Event 
Mode

アラームの状態が変化した場合に，次のどちらの
イベントを発行するか設定する。
• JP1 User Event：JP1ユーザーイベントを発行
する

• JP1 System Event：JP1システムイベントを発
行する

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Detail Records － PDレコードタイプのレコードのプロパティが格納
されている。収集されているレコードのレコード
IDは，太字で表示される。

Detail Records レコード

ID※ 1
－ レコードのプロパティが格納されている。

Description レコードの説明が表示される。このプロパティは
変更できない。

Log リスト項目から「Yes」または「No」を選択し，
レコードを Storeデータベースに記録するかどう
かを指定する。この値が「Yes」でかつ，
Collection Intervalが 0より大きい値であれば，
データベースに記録される。

Collection 
Interval

データの収集間隔を指定する。指定できる値は 0
～ 2,147,483,647秒で，1秒単位で指定できる。な
お，0と指定した場合は 0秒となり，データは収
集されない。

Collection 
Offset

データの収集を開始するオフセット値を指定する。
指定できる値は，Collection Intervalで指定した
値の範囲内で，0～ 32,767秒の 1秒単位で指定で
きる。なお，データ収集の記録時間は，Collection 
Offsetの値によらないで，Collection Intervalと
同様の時間となる。

LOGIF レコードをデータベースに記録するときの条件を
指定する。条件に合ったレコードだけがデータ
ベースに記録される。PFM - Web Consoleの
［サービス階層］タブで表示されるサービスのプロ
パティ画面の，下部フレームの［LOGIF］をク
リックすると表示される［ログ収集条件設定］
ウィンドウで作成した条件式（文字列）が表示さ
れる。

Interval Records － PIレコードタイプのレコードのプロパティが格納
されている。収集されているレコードのレコード
IDは，太字で表示される。

Interval Records レコード
ID※ 1

－ レコードのプロパティが格納されている。

Description レコードの説明が表示される。このプロパティは
変更できない。

Log リスト項目から「Yes」または「No」を選択し，
レコードを Storeデータベースに記録するかどう
かを指定する。この値が「Yes」でかつ，
Collection Intervalが 0より大きい値であれば，
データベースに記録される。

Collection 
Interval

データの収集間隔を指定する。指定できる値は 0
～ 2,147,483,647秒で，1秒単位で指定できる。な
お，0と指定した場合は 0秒となり，データは収
集されない。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Collection 
Offset

データの収集を開始するオフセット値を指定する。
指定できる値は，Collection Intervalで指定した
値の範囲内で，0～ 32,767秒の 1秒単位で指定で
きる。なお，データ収集の記録時間は，Collection 
Offsetの値によらないで，Collection Intervalと
同様の時間となる。

LOGIF レコードをデータベースに記録するときの条件を
指定する。条件に合ったレコードだけがデータ
ベースに記録される。PFM - Web Consoleの
［サービス階層］タブで表示されるサービスのプロ
パティ画面の，下部フレームの［LOGIF］をク
リックすると表示される［ログ収集条件設定］
ウィンドウで作成した条件式（文字列）が表示さ
れる。

Log Records － PLレコードタイプのレコードのプロパティが格納
されている。PFM - Agent for DB2ではこのレコー
ドをサポートしていないため使用しない。

Restart 
Configurations

－ PFMサービス自動再起動の条件を設定する。PFM 
- Managerまたは PFM - Baseが 08-50以降の場合
に設定できる。PFMサービス自動再起動機能につ
いては，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の，
Performance Managementの機能について説明し
ている章を参照のこと。

Restart when 
Abnormal 
Status

Status Serverサービスが Action Handlerサービ
ス，Agent Collectorサービス，および Agent 
Storeサービスの状態を正常に取得できない場合に
サービスを自動再起動するかどうかを設定する。

Restart when 
Single Service 
Running

Agent Storeサービスと Agent Collectorサービス
のどちらかしか起動していない場合にサービスを
自動再起動するかどうかを設定する。

Restart 
Configurations

Action 
Handler

Auto Restart Action Handlerサービスに対して自動再起動機能
を利用するかどうかを設定する。

Auto Restart - 
Interval 
(Minute)

自動再起動機能を利用する場合，サービスの稼働
状態を確認する間隔を分単位で設定する。

Auto Restart - 
Repeat Limit

自動再起動機能を利用する場合，連続して再起動
を試行する回数を設定する。

Scheduled 
Restart

Action Handlerサービスに対して，定期再起動機
能を利用するかどうかを設定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔を設
定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval Unit

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔の単
位を設定する。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Scheduled 
Restart - Origin 
- Year

再起動する年を 1971～ 2035の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Month

再起動する月を 1～ 12の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Day

再起動する日を 1～ 31の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Hour

再起動する時間（時）を 0～ 23の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Minute

再起動する時間（分）を 0～ 59の整数で指定でき
る。

Agent 
Collector

Auto Restart Agent Collectorサービスに対して自動再起動機能
を利用するかどうかを設定する。

Auto Restart - 
Interval 
(Minute)

自動再起動機能を利用する場合，サービスの稼働
状態を確認する間隔を分単位で設定する。

Auto Restart - 
Repeat Limit

自動再起動機能を利用する場合，連続して再起動
を試行する回数を設定する。

Scheduled 
Restart

Agent Collectorサービスに対して，定期再起動機
能を利用するかどうかを設定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔を設
定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval Unit

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔の単
位を設定する。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Year

再起動する年を 1971～ 2035の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Month

再起動する月を 1～ 12の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Day

再起動する日を 1～ 31の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Hour

再起動する時間（時）を 0～ 23の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Minute

再起動する時間（分）を 0～ 59の整数で指定でき
る。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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Agent 
Store

Auto Restart Agent Storeサービスに対して自動再起動機能を利
用するかどうかを設定する。

Auto Restart - 
Interval 
(Minute)

自動再起動機能を利用する場合，サービスの稼働
状態を確認する間隔を分単位で設定する。

Auto Restart - 
Repeat Limit

自動再起動機能を利用する場合，連続して再起動
を試行する回数を設定する。

Scheduled 
Restart

Agent Storeサービスに対して，定期再起動機能を
利用するかどうかを設定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔を設
定する。

Scheduled 
Restart - 
Interval Unit

定期再起動機能を利用する場合，再起動間隔の単
位を設定する。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Year

再起動する年を 1971～ 2035の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Month

再起動する月を 1～ 12の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Day

再起動する日を 1～ 31の整数で指定できる。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Hour

再起動する時間（時）を 0～ 23の整数で指定でき
る。

Scheduled 
Restart - Origin 
- Minute

再起動する時間（分）を 0～ 59の整数で指定でき
る。

Agent 
Configuration

－ PFM - Agent for DB2固有の設定用プロパティが格
納されている。

Agent 
Configuration

Agent － Agent Collectorサービスの概要が表示される。

Product プロダクト ID「R」が表示される。

Instance jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンド
で指定したインスタンス名が表示される。

Agent 
Configuration

Target － DB2のインスタンス情報が表示される。

DB2_INSTANC
E

DB2のインスタンス名が表示される。

DB2_NODE DB2のノード名が表示される。

DB2_NAME DB2のデータベース名が表示される。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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付録 F　PFM - Agent for DB2のプロパティ
（凡例）
－：該当しない

注※ 1
フォルダ名には，データベース IDを除いたレコード IDが表示されます。各レコー
ドのレコード IDについては，「5.　レコード」を参照してください。

注※ 2
AIXの場合だけ表示されます。

DB2_USER SYSADM権限，SYSCTRL権限，または
SYSMAINT権限を持ち，DB2のデータベースに
接続できるユーザー名が表示される。

ATTACH_RET
RY

DB2インスタンス接続リトライ回数が表示される。

ATTACH_WAI
TTIME

DB2インスタンス接続リトライ間隔が表示される。

DB2_ACTIVAT
E

DB2を活動化状態にするかどうかが表示される。

DB2_DIR※ 2 DB2のインストールパスが表示される。

フォルダ名 プロパティ名 説明
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付録 G　ファイルおよびディレクトリ一覧
付録 G　ファイルおよびディレクトリ一覧
ここでは，PFM - Agent for DB2のファイルおよびディレクトリ一覧を記載します。

Performance Managementのインストール先ディレクトリは，「/opt/jp1pc」です。

付録 G.1　PFM - Agent for DB2のファイルおよびディレクト
リ一覧

PFM - Agent for DB2のファイルおよびディレクトリ一覧を次の表に示します。

表 G-1　PFM - Agent for DB2のファイルおよびディレクトリ一覧

ディレクトリ名 ファイル名 パーミッ
ション

説明

/opt/jp1pc/ instagtr.ini 644 プロダクト情報ファイル

/opt/jp1pc/agtr/ － － PFM - Agent for DB2の
ルートディレクトリ

insrules.dat 640 インスタンス起動環境定義
ファイル

PATCHLOG.TXT 644 パッチ情報ファイル

patch_history 644 パッチ適用履歴ファイル

/opt/jp1pc/agtr/
agent/

－ 755 Agent Collectorサービスの
ルートディレクトリ

jpcagtr 555 Agent Collectorサービス実
行プログラム

libjpcagtr.so 555 Agent Collectorサービス共
有ライブラリ

jpcagt.ini.instmpl 444 Agent Collectorサービス起
動情報ファイルのテンプ
レート

agtlist.ini 644 インスタンスリストファイ
ル

/opt/jp1pc/agtr/

agent/インスタンス名 /

－ 755 Agent Collectorサービスの
ルートディレクトリ（イン
スタンスごと）※ 1

jpcagt.ini 600 Agent Collectorサービス起
動情報ファイル（インスタ
ンスごと）※ 1

jpcagt.ini.model 444 Agent Collectorサービス起
動情報ファイルのモデル
ファイル（インスタンスご
と）※ 1
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/opt/jp1pc/agtr/

agent/インスタンス名 /
log/

－ 777 Agent Collectorサービス内
部ログファイル格納ディレ
クトリ（インスタンスごと）
※ 1

msglog01

msglog02

666 内部ログファイル

nslog01

nslog02

666 内部ログファイル

/opt/jp1pc/agtr/
nls/

－ 755 メッセージカタログ格納
ディレクトリ

/opt/jp1pc/agtr/
store/

－ 755 Agent Storeサービスのルー
トディレクトリ

*.DAT 444 データモデル定義ファイル

jpcsto.ini.instmpl 444 Agent Storeサービス起動情
報ファイルのテンプレート
ファイル

stolist.ini 644 インスタンスリストファイ
ル

/opt/jp1pc/agtr/

store/インスタンス名 /

－ 755 Agent Storeサービスのルー
トディレクトリ（インスタ
ンスごと）※ 1

jpcsto.ini 644 Agent Storeサービス起動情
報ファイル（インスタンス
ごと）※ 1

jpcsto.ini.model 444 Agent Storeサービス起動情
報ファイルのモデル（イン
スタンスごと）※ 1

*.DAT 444 データモデル定義ファイル
（インスタンスごと）※ 1

/opt/jp1pc/agtr/

store/インスタンス名 /
backup/

－ 755 標準のデータベースバック
アップ先ディレクトリ（イ
ンスタンスごと）※ 1

/opt/jp1pc/agtr/

store/インスタンス名 /
dump/

－ 777 標準のデータベースエクス
ポート先ディレクトリ（イ
ンスタンスごと）※ 1

/opt/jp1pc/agtr/

store/インスタンス名 /
log/

－ 755 Agent Storeサービス内部ロ
グファイル格納ディレクト
リ（インスタンスごと）※ 1

msglog01

msglog02

666 内部ログファイル

nslog01

nslog02

666 内部ログファイル

ディレクトリ名 ファイル名 パーミッ
ション

説明
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（凡例）
－：該当しない

注※ 1
jpcconf inst setup (jpcinssetup)コマンドの実行で作成されます。

注※ 2
ログファイル数は，jpccomm.iniファイルで変更できます。

/opt/jp1pc/
auditlog/

－ 700 動作ログファイル出力ディ
レクトリ

jpcauditn.log※ 2 600 動作ログファイル

/opt/jp1pc/setup/ － 755 セットアップファイル格納
ディレクトリ

jpcagtru.Z 444 PFM - Agentセットアップ
用アーカイブファイル
（Windows用）

jpcagtw.EXE 444 PFM - Agentセットアップ
用アーカイブファイル
（UNIX用）

ディレクトリ名 ファイル名 パーミッ
ション

説明
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付録 H　移行手順と移行時の注意事項
PFM - Agent for DB2をバージョンアップするには，PFM - Agent for DB2を上書きイ
ンストールします。インストールの操作の詳細については，「2.　インストールとセット
アップ」を参照してください。

また，旧バージョンの Performance Managementからの移行（07-50以前から 08-00以
降へのバージョンアップ）についての詳細は，マニュアル「JP1/Performance 
Management 運用ガイド」の付録を参照してください。

注意
• バージョンアップする際には，古いバージョンの PFM - Agent for DB2をアンイ
ンストールしないでください。アンインストールすると，古いバージョンで作成
したパフォーマンスデータなども一緒に削除されてしまうため，新しいバージョ
ンで使用できなくなります。

• PFM - Agent for DB2のプログラムを上書きインストールすると，次の項目が自動
的に更新されます。
・Agent Storeサービスの Storeデータベースファイル
・iniファイル
・PFM - Agent for DB2のインスタンス環境
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付録 I　バージョン互換
PFM - Agentには，製品のバージョンのほかに，データモデルのバージョンがあります。

データモデルは，上位互換を保っているため，古いバージョンで定義したレポートの定
義やアラームの定義は，新しいバージョンのデータモデルでも使用できます。

PFM - Agent for DB2のバージョンの対応を次の表に示します。

表 I-1　PFM - Agent for DB2のバージョン対応表

バージョン互換については，マニュアル「JP1/Performance Management 設計・構築ガ
イド」の，付録に記載されているバージョン互換を参照してください。

PFM - Agent for DB2のバージョ
ン

データモデルのバージョン 監視テンプレートのアラーム
テーブルのバージョン

07-50 4.0 7.50

07-51 4.1 7.51

08-00 5.0 8.00

08-10 6.0 8.10

08-50 6.0 8.50

09-00 6.0 09.00

09-50 6.0 09.00
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付録 J　動作ログの出力
Performance Managementの動作ログとは，システム負荷などのしきい値オーバーに関
するアラーム機能と連動した動作情報の履歴を出力するログ情報です。

例えば，しきい値オーバーなどの異常が発生したことを示すアラーム発生時に，いつ，
どのサービスがアラームを発生させたのかを示す情報が動作ログに出力されます。

動作ログは，PFM - Managerまたは PFM - Baseが 08-10以降の場合に出力できます。

動作ログは，CSV形式で出力されるテキストファイルです。定期的に保存して表計算ソ
フトで加工することで，分析資料として利用できます。

動作ログは，jpccomm.iniの設定によって出力されるようになります。ここでは，

PFM - Agentおよび PFM - Baseが出力する動作ログの出力内容と，動作ログを出力す
るための設定方法について説明します。

付録 J.1　動作ログに出力される事象の種別
動作ログに出力される事象の種別および PFM - Agentおよび PFM - Baseが動作ログを
出力する契機を次の表に示します。事象の種別とは，動作ログに出力される事象を分類
するための，動作ログ内での識別子です。

表 J-1　動作ログに出力される事象の種別

付録 J.2　動作ログの保存形式
ここでは，動作ログのファイル保存形式について説明します。

動作ログは規定のファイル（カレント出力ファイル）に出力され，満杯になった動作ロ
グは別のファイル（シフトファイル）として保存されます。動作ログのファイル切り替
えの流れは次のとおりです。

1. 動作ログは，カレント出力ファイル「jpcaudit.log」に順次出力されます。
2. カレント出力ファイルが満杯になると，その動作ログはシフトファイルとして保存さ

事象の種別 説明 PFM - Agentおよび PFM - Baseが出力
する契機

StartStop ソフトウェアの起動と終了を示す事象。 • PFMサービスの起動・停止
• スタンドアロンモードの開始・終了

ExternalService JP1製品と外部サービスとの通信結果
を示す事象。
異常な通信の発生を示す事象。

PFM - Managerとの接続状態の変更

ManagementActio
n

プログラムの重要なアクションの実行
を示す事象。
ほかの監査カテゴリーを契機にアク
ションが実行されたことを示す事象。

自動アクションの実行
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れます。
シフトファイル名は，カレント出力ファイル名の末尾に数値を付加した名称です。シ
フトファイルの名称は，カレント出力ファイルが満杯になるたびにそれぞれ「ファイ
ル名末尾の数値 +1」へ変更されます。つまり，ファイル末尾の数値が大きいほど，
古いログファイルとなります。

例
カレント出力ファイル「jpcaudit.log」が満杯になると，その内容はシフト

ファイル「jpcaudit1.log」へ保管されます。

カレント出力ファイル名が再び満杯になると，そのログは「jpcaudit1.log」

へ移され，既存のシフトファイル「jpcaudit1.log」は「jpcaudit2.log」

へリネームされます。
なお，ログファイル数が保存面数（jpccomm.iniファイルで指定）を超えると，い

ちばん古いログファイルが削除されます。
3. カレント出力ファイルが初期化され，新たな動作ログが書き込まれます。

動作ログの出力要否，出力先および保存面数は，jpccomm.iniファイルで設定します。

jpccomm.iniファイルの設定方法については，「付録 J.4　動作ログを出力するための
設定」を参照してください。

付録 J.3　動作ログの出力形式
Performance Managementの動作ログには，監査事象に関する情報が出力されます。動
作ログは，ホスト（物理ホスト・論理ホスト）ごとに 1ファイル出力されます。動作ロ
グの出力先ホストは次のようになります。

• サービスを実行した場合：実行元サービスが動作するホストに出力
• コマンドを実行した場合：コマンドを実行したホストに出力

動作ログの出力形式，出力先，出力項目について次に説明します。

（1） 出力形式

（2） 出力先

物理ホストの場合
/opt/jp1pc/auditlog/

論理ホストの場合
環境ディレクトリ /jp1pc/auditlog/

動作ログの出力先は，jpccomm.iniファイルで変更できます。jpccomm.iniファイル

の設定方法については，「付録 J.4　動作ログを出力するための設定」を参照してくださ
い。

CALFHM x.x,出力項目1=値1,出力項目2=値2,…,出力項目n=値n
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（3） 出力項目

出力項目には二つの分類があります。

●共通出力項目
動作ログを出力する JP1製品が共通して出力する項目です。

●固有出力項目
動作ログを出力する JP1製品が任意に出力する項目です。

（a）共通出力項目

共通出力項目に出力される値と項目の内容を次の表に示します。なお，この表は PFM - 
Managerが出力する項目や内容も含みます。

表 J-2　動作ログの共通出力項目

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される
属性名

1 共通仕様識
別子

－ CALFHM 動作ログフォーマッ
トであることを示す
識別子

2 共通仕様リ
ビジョン番
号

－ x.x 動作ログを管理する
ためのリビジョン番
号

3 通番 seqnum 通し番号 動作ログレコードの
通し番号

4 メッセージ
ID

msgid KAVExxxxx-x 製品のメッセージ ID

5 日付・時刻 date YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sssTZD※ 動作ログの出力日時
およびタイムゾーン

6 発生プログ
ラム名

progid JP1PFM 事象が発生したプロ
グラムのプログラム
名

7 発生コン
ポーネント
名

compid サービス ID 事象が発生したコン
ポーネント名

8 発生プロセ
ス ID

pid プロセス ID 事象が発生したプロ
セスのプロセス ID

9 発生場所 ocp:host • ホスト名
• IPアドレス

事象が発生した場所
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（凡例）
－：なし。

注※
Tは日付と時刻の区切りです。
TZDはタイムゾーン指定子です。次のどれかが出力されます。
+hh:mm：UTCから hh:mmだけ進んでいることを示す。
-hh:mm：UTCから hh:mmだけ遅れていることを示す。
Z：UTCと同じであることを示す。

（b）固有出力項目

固有出力項目に出力される値と項目の内容を次の表に示します。なお，この表は PFM - 
Managerが出力する項目や内容も含みます。

10 事象の種別 ctgry • StartStop

• Authentication

• ConfigurationAccess

• ExternalService

• AnomalyEvent

• ManagementAction

動作ログに出力され
る事象を分類するた
めのカテゴリー名

11 事象の結果 result • Success（成功）
• Failure（失敗）
• Occurrence（発生）

事象の結果

12 サブジェク
ト識別情報

subj:pid プロセス ID 次のどれかの情報
• ユーザー操作に
よって動作するプ
ロセス ID

• 事象を発生させた
プロセス ID

subj:uid アカウント識別子（PFMユーザー /JP1
ユーザー）

• 事象を発生させた
ユーザー名

subj:eui
d

実効ユーザー ID（OSユーザー） • ユーザーに 1：1で
対応づけられた識
別情報

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される
属性名
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表 J-3　動作ログの固有出力項目

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される
属性名

1 オブジェク
ト情報

obj • PFM - Agentのサービス
ID

• 追加，削除，更新された
ユーザー名（PFMユー
ザー）

操作の対象

obj:table アラームテーブル名

obj:alarm アラーム名

2 動作情報 op • Start（起動）
• Stop（停止）
• Add（追加）
• Update（更新）
• Delete（削除）
• Change Password（パ
スワード変更）

• Activate（有効化）
• Inactivate（無効化）
• Bind（バインド）
• Unbind（アンバインド）

事象を発生させた動作情報

3 権限情報 auth • 管理者ユーザー
Management

• 一般ユーザー
Ordinary

• Windows
Administrator

• UNIX
SuperUser

操作したユーザーの権限情報

auth:mode • PFM認証モード
pfm

• JP1認証モード
jp1

• OSユーザー
os

操作したユーザーの認証モード

4 出力元の場
所

outp:host PFM - Managerのホスト名 動作ログの出力元のホスト

5 指示元の場
所

subjp:hos
t

• ログイン元ホスト名
• 実行ホスト名（jpctool 

alarm (jpcalarm)コマ
ンド実行時だけ）

操作の指示元のホスト

6 自由記述 msg メッセージ アラーム発生時，および自動ア
クションの実行時に出力される
メッセージ
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固有出力項目は，出力契機ごとに出力項目の有無や内容が異なります。出力契機ごとに，
メッセージ IDと固有出力項目の内容を次に説明します。

● PFMサービスの起動・停止（StartStop）
• 出力ホスト：該当するサービスが動作しているホスト
• 出力コンポーネント：起動・停止を実行する各サービス

● スタンドアロンモードの開始・終了（StartStop）
• 出力ホスト：PFM - Agentホスト
• 出力コンポーネント：Agent Collectorサービス，Agent Storeサービス

注 1
固有出力項目は出力されません。

注 2
PFM - Agentの各サービスは，起動時に PFM - Managerホストに接続し，ノード情報の登録，
最新のアラーム定義情報の取得などを行います。PFM - Managerホストに接続できない場合，
稼働情報の収集など一部の機能だけが有効な状態（スタンドアロンモード）で起動します。そ
の際，スタンドアロンモードで起動することを示すため，KAVE03002-Iが出力されます。その
後，一定期間ごとに PFM - Managerへの再接続を試み，ノード情報の登録，定義情報の取得な
どに成功すると，スタンドアロンモードから回復し，KAVE03003-Iが出力されます。この動作
ログによって，KAVE03002-Iと KAVE03003-Iが出力されている間は，PFM - Agentが不完全
な状態で起動していることを知ることができます。

● PFM - Managerとの接続状態の変更（ExternalService）
• 出力ホスト：PFM - Agentホスト
• 出力コンポーネント：Agent Collectorサービス，Agent Storeサービス

注 1
固有出力項目は出力されません。

項目名 属性名 値

メッセージ ID msgid 起動：KAVE03000-I
停止：KAVE03001-I

動作情報 op 起動：Start

停止：Stop

項目名 属性名 値

メッセージ ID msgid スタンドアロンモードを開始：KAVE03002-I
スタンドアロンモードを終了：KAVE03003-I

項目名 属性名 値

メッセージ ID msgid PFM - Managerへのイベントの送信に失敗（キューイン
グを開始）：KAVE03300-I
PFM - Managerへのイベントの再送が完了：
KAVE03301-I
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注 2
Agent Storeサービスは，PFM - Managerへのイベント送信に失敗すると，イベントのキュー
イングを開始し，以降はイベントごとに最大 3件がキューにためられます。KAVE03300-Iは，
イベント送信に失敗し，キューイングを開始した時点で出力されます。PFM - Managerとの接
続が回復したあと，キューイングされたイベントの送信が完了した時点で，KAVE03301-Iが出
力されます。この動作ログによって，KAVE03300-Iと KAVE03301-Iが出力されている間は，
PFM - Managerへのイベント送信がリアルタイムでできていなかった期間と知ることができま
す。

注 3
Agent Collectorサービスは，通常，Agent Storeサービスを経由して PFM - Managerにイベン
トを送信します。何らかの理由で Agent Storeサービスが停止している場合だけ，直接 PFM - 
Managerにイベントを送信しますが，失敗した場合には KAVE03300-Iが出力されます。この
場合，キューイングを開始しないため，KAVE03301-Iは出力されません。この動作ログによっ
て，PFM - Managerに送信されなかったイベントがあることを知ることができます。

● 自動アクションの実行（ManagementAction）
• 出力ホスト：アクションを実行したホスト
• 出力コンポーネント：Action Handlerサービス

注
コマンド実行プロセスの生成に成功した時点で KAVE03500-Iが出力されます。その後，コマ
ンドが実行できたかどうかのログ，および実行結果のログは，動作ログには出力されません。

（4） 出力例

動作ログの出力例を次に示します。

CALFHM 1.0, seqnum=1, msgid=KAVE03000-I, 
date=2007-01-18T22:46:49.682+09:00,
progid=JP1PFM, compid=RA1host01, pid=2076,
ocp:host=host01, ctgry=StartStop, result=Occurrence,
subj:pid=2076,op=Start,

付録 J.4　動作ログを出力するための設定
動作ログを出力するための設定は，jpccomm.iniファイルで定義します。設定しない場

合，動作ログは出力されません。動作ログを出力するための設定内容とその手順につい
て次に示します。

項目名 属性名 値

メッセージ ID msgid コマンド実行プロセス生成に成功：KAVE03500-I
コマンド実行プロセス生成に失敗：KAVE03501-W
E-mail送信に成功：KAVE03502-I
E-mail送信に失敗：KAVE03503-W

自由記述 msg コマンド実行：cmd=実行したコマンドライン
E-mail送信：mailto=送信先 Eメールアドレス
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（1） 設定手順

動作ログを出力するための設定手順を次に示します。

1. ホスト上の全 PFMサービスを停止させる。
2. テキストエディターなどで，jpccomm.iniファイルを編集する。
3. jpccomm.iniファイルを保存して閉じる。

（2） jpccomm.iniファイルの詳細

jpccomm.iniファイルの詳細について説明します。

（a）格納先ディレクトリ

/opt/jp1pc/

（b）形式

jpccomm.iniファイルには，次の内容を定義します。

• 動作ログの出力の有無
• 動作ログの出力先
• 動作ログの保存面数
• 動作ログのファイルサイズ

指定形式は次のとおりです。

"項目名 "=値

設定項目を次の表に示します。

表 J-4　jpccomm.iniファイルで設定する項目および初期値

項番 項目 説明

1 [Action Log 
Section]

セクション名です。変更はできません。

2 Action Log Mode 動作ログを出力するかどうかを指定します。
• 初期値

0（出力しない）
• 指定できる値

0（出力しない），1（出力する）
これ以外の値を指定すると，エラーメッセージが出力され，動作
ログは出力されません。
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3 Action Log Dir 動作ログの出力先を指定します。
論理ホスト環境の場合は共有ディスク上のディレクトリを指定しま
す。共有ディスク上にないディレクトリを指定した場合，論理ホス
トを構成する各物理ホストへ動作ログが出力されます。
なお，制限長を超えるパスを設定した場合や，ディレクトリへのア
クセスが失敗した場合は，共通ログにエラーメッセージが出力さ
れ，動作ログは出力されません。
• 初期値
/opt/jp1pc/auditlog/

• 指定できる範囲
1～ 185バイトの文字列

4 Action Log Num ログファイルの総数の上限（保存面数）を指定します。カレント出
力ファイルとシフトファイルの合計を指定してください。
• 初期値

5
• 指定できる範囲

2～ 10の整数

数値以外の文字列を指定した場合，エラーメッセージが出力され，
初期値である 5が設定されます。
範囲外の数値を指定した場合，エラーメッセージを出力し，指定値
に最も近い 2～ 10の整数値が設定されます。

5 Action Log Size ログファイルのサイズをキロバイト単位で指定します。
• 初期値

2048
• 指定できる範囲

512～ 2096128の整数

数値以外の文字列を指定した場合，エラーメッセージが出力され，
初期値である 2048が設定されます。
範囲外の数値を指定した場合，エラーメッセージが出力され，指定
値に最も近い 512～ 2096128の整数値が設定されます。

項番 項目 説明
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付録 K　各バージョンの変更内容
各バージョンの変更内容を次に示します。

付録 K.1　09-00の変更内容
●「ソリューションセット」の名称を「監視テンプレート」に変更しました。

● 08-51以前のコマンドと互換性を持つ新形式のコマンドが追加されたことに伴い，コ
マンドを次のように表記しました。
09-00以降のコマンド (08-51以前のコマンド )

●監視対象プログラムに次のプログラムを追加しました。
• DB2 Express Edition V9.5
• DB2 Workgroup Server Edition V9.5
• DB2 Enterprise Server Edition V9.5

●監視対象プログラムから次のプログラムを削除しました。
• DB2 Universal Database Express Edition V8.1
• DB2 Universal Database Workgroup Server Edition V8.1
• DB2 Universal Database Workgroup Server Unlimited Edition V8.1
• DB2 Universal Database Enterprise Server Edition V8.1
• DB2 Universal Database Express Edition V8.2
• DB2 Universal Database Workgroup Server Edition V8.2
• DB2 Universal Database Workgroup Server Unlimited Edition V8.2
• DB2 Universal Database Enterprise Server Edition V8.2

付録 K.2　08-50の変更内容
●監視対象プログラムに次のプログラムを追加しました。
• DB2 Express Edition V9.1
• DB2 Workgroup Server Edition V9.1
• DB2 Enterprise Server Edition V9.1

●インストール時およびアンインストール時の注意を追加しました。

● PFM - Agent for DB2のセットアップ手順に LD_LIBRARY_PATH環境変数の設定を
追加しました。

●セットアップを簡易化しました。

● PFM - Agent for DB2のインスタンス情報に db2_dirを追加しました。

● PFM - Agent for DB2のインスタンス情報の Store Versionに注意を追加しました。

● PFM - Agent for DB2のインスタンス情報に注意を追加しました。
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● PFM - Agent for DB2で管理されるパフォーマンスデータの格納先について変更しま
した。

● Storeバージョン 2.0への移行の説明を変更しました。

●アンセットアップの手順の PFM - Managerでの設定の削除に手順を追加しました。

● PFM - Agent for DB2の運用方式を変更する手順を追加しました。

●ソリューションセットのアラームテーブルのバージョンを 8.10から 8.50に変更しま
した。

●次のメッセージを追加しました。
KAVF29024-E

●トラブルシューティングに，サービスの起動要求が失敗し，共通メッセージログに
KAVF29024-Eが出力される場合の対処を追加しました。

● PFM - Agent for DB2の Agent Storeサービスのプロパティ一覧に次のフォルダを追
加しました。
Configuration

● PFM - Agent for DB2の Agent Collectorサービスのプロパティ一覧に次のフォルダを
追加しました。
Restart Configurations

● PFM - Agent for DB2のバージョン対応表に PFM - Agent for DB2のバージョンが
08-50の場合の情報を追加しました。

付録 K.3　08-10の変更内容
● PFM - Agent for IBM(R) DB2(R) Universal Database(TM)を使ったパフォーマンス監
視の例を追加しました。

●監視対象プログラムに次のプログラムを追加しました。
• DB2 Universal Database Express Edition V8.1
• DB2 Universal Database Workgroup Server Edition V8.1
• DB2 Universal Database Workgroup Server Unlimited Edition V8.1
• DB2 Universal Database Enterprise Server Edition V8.1
• DB2 Universal Database Express Edition V8.2
• DB2 Universal Database Workgroup Server Edition V8.2
• DB2 Universal Database Workgroup Server Unlimited Edition V8.2
• DB2 Universal Database Enterprise Server Edition V8.2

● PFM - Agent for DB2で使用できる LANG環境変数に，UTF-8コードを追加しまし
た。

●インスタンス情報に db2_activateを追加しました。
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● Storeバージョン 2.0を使用する場合の，パフォーマンスデータの格納先の変更方法
について追加しました。

● Storeバージョンを 1.0から 2.0にバージョンアップする方法，および Storeバージョ
ンを 2.0から 1.0に戻す方法を追加しました。

●ソリューションセットのアラームテーブルのバージョンを 8.00から 8.10に変更しま
した。

●バージョン 08-10以降のレコードの制約に関する記述を追加しました。

●データモデルのバージョンを 5.0から 6.0に変更して，次のレコードを追加しました。
• Lock Information on Application（PD_DLIA）
• Lock Information on Database（PD_DLID）

●全レコードのライフタイムを変更しました。

●次のレコードのレコードサイズ（可変部）を変更しました。
• Basic Information on Database（PD_DBID）
• Cache on Application（PD_DCAA）

●データモデルのバージョンを 5.0から 6.0に変更して，次のレコードにフィールドを
追加しました。

PD_DBIDレコード
・TOTAL_LOG_AVAILABLE
・TOTAL_LOG_USED

PD_DTIDレコード
・TABLESPACE_MIN_RECOVERY_TIME_S

●データモデルのバージョンを 5.0から 6.0に変更して，次のフィールドのデルタを変
更しました。

PD_DSQAレコード
・INPUT_RECORD_TYPE

PD_DBIAレコード
・INPUT_RECORD_TYPE

PD_DBPDレコード
・POOL_ASYNC_DATA_READS_RATE

PD_DCAAレコード
・INPUT_RECORD_TYPE

PD_DSQAレコード
・INPUT_RECORD_TYPE

PD_DTIDレコード
・INPUT_RECORD_TYPE
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●次のメッセージを追加しました。
• KAVF29023-E

付録 K.4　08-00の変更内容
●製品名を，JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) 

Universal Database(TM)に変更しました（略称：PFM - Agent for DB2）。

●対象製品に PFM - Web Consoleおよび PFM - Baseを追加しました。

●対象製品から PFM - Viewを削除しました。

● PFM - Agent for DB2が動作する OSに次を追加しました。
• Linux AS 4 (x86)
• Linux ES 4 (x86)

● PFM - Agent for DB2が動作する OSから次を削除しました。
• Linux AS 3 (x86)

● DB2からパフォーマンス情報を取得するために，スナップショット・モニター・ス
イッチを変更することを追記しました。

●ソリューションセットのアラームに DB2 Statusを追加し，アラームテーブルのバー
ジョンを 7.51から 8.00に変更しました。

●データモデルのバージョンを 4.1から 5.0に変更しました。
変更内容を次に示します。
• PD_DTIDレコードのレコード名称を Tablespace Information on Databaseから

Tablespace Information on DBに変更しました。
• PD_DTIDレコードのフィールド名を以下のように短縮名に変更しました。

TABLESPACE_R_EXTENTS_REMAINING
TABLESPACE_R_EXTENTS_PROCESSED
TABLESPACE_R_START_TIME
TABLESPACE_R_RESTART_TIME
TABLESPACE_R_LAST_EXTENT_MOVED
TABLESPACE_STATE_CHANGE_OBJ_ID

• 次のレコードのサイズ（可変部）を変更しました。
PD_DBIA，PD_DCAA，PD_DSQA

●次のメッセージの説明を変更しました。
KAVF29012-E

付録 K.5　07-51の変更内容
●ステータス管理機能をサポートしました。

●ソリューションセットのアラームテーブルのバージョンを 7.50から 7.51に変更しま
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した。

●次に示すレコードを追加し，データモデルのバージョンを 4.0から 4.1に変更しまし
た。
• Tablespace Information on Database（PD_DTID）
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付録 L　用語解説

（英字）

Action Handler
PFM - Managerまたは PFM - Baseのサービスの一つです。アクションを実行するサービスのこと
です。

Agent Collector
PFM - Agentのサービスの一つです。パフォーマンスデータを収集したり，アラームに設定された
しきい値で，パフォーマンスデータを評価したりするサービスのことです。

Agent Store
PFM - Agentのサービスの一つです。パフォーマンスデータを格納するサービスのことです。Agent 
Storeサービスは，パフォーマンスデータの記録のためにデータベースを使用します。各 PFM - 
Agentに対応して，各 Agent Storeサービスがあります。

Bufferpool（バッファープール）
バッファープールとは，表や索引のデータ・ページをディスクから読み取る際や変更する際に，そ
のデータをキャッシュに入れておくためのメモリーです。バッファープールがあると，ディスク上
ではなくメモリー上のデータにアクセスできるので，データベース・システムのパフォーマンスが
向上します。メモリーへのアクセスはディスクへのアクセスよりも速いので，データベース・マ
ネージャーがディスクへの読み書きをする必要が少ないほど，パフォーマンスは良くなります。ほ
とんどのデータ操作はバッファープール内で実行されるので，バッファープールの構成は単独の最
も重要なチューニングの分野です。バッファープールで扱えるのは，ラージオブジェクトと長
フィールドデータ以外のデータです。

Correlator
PFM - Managerのサービスの一つです。サービス間のイベント配信を制御するサービスのことで
す。アラームの状態を評価して，しきい値を超過するとアラームイベントおよびエージェントイベ
ントを，Trap Generatorサービスおよび PFM - Web Consoleに送信します。

HAクラスタシステム
高可用性を実現させるためのクラスタシステムです。障害が発生しても運用を継続できるようにす
ることを目的としています。
業務実行中のサーバで障害が発生すると，待機していた別のサーバが業務の処理を引き継ぎます。
これによって，障害発生時の業務の中断を防ぎ，可用性を向上させることができます。
このマニュアルでは，単に「クラスタシステム」と記述している場合は，HAクラスタシステムのこ
とを指します。

Master Manager
PFM - Managerのサービスの一つです。PFM - Managerのメインサービスのことです。

Master Store
PFM - Managerのサービスの一つです。各 PFM - Agentから発行されたアラームイベントを管理す
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るサービスのことです。Master Storeサービスはイベントデータの保持のためにデータベースを使
用します。

ODBCキーフィールド
PFM - Managerまたは PFM - Baseで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているレ
コードのデータを利用する場合に必要な ODBCキーフィールドを示します。ODBCキーフィールド
には，全レコード共通のものと各レコード固有のものとがあります。

PDレコードタイプ
→「Product Detailレコードタイプ」

Performance Management
システムのパフォーマンスに関する問題を監視および分析するために必要なソフトウェア群の総称
です。Performance Managementは，次の五つのプログラムプロダクトで構成されます。
• PFM - Manager
• PFM - Web Console
• PFM - Base
• PFM - Agent
• PFM - RM

PFM - Agent
Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。PFM - Agentは，システ
ム監視機能に相当し，監視対象となるアプリケーション，データベース，OSによって，各種の
PFM - Agentがあります。PFM - Agentには，次の機能があります。
• 監視対象のパフォーマンスの監視
• 監視対象のデータの収集および記録

PFM - Base
Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。Performance 
Managementの稼働監視を行うための基盤機能を提供します。PFM - Agentを動作させるための前
提製品です。PFM - Baseには，次の機能があります。
• 各種コマンドなどの管理ツール
• Performance Managementと他システムとの連携に必要となる共通機能

PFM - Manager
Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。PFM - Managerは，マ
ネージャー機能に相当し，次の機能があります。
• Performance Managementのプログラムプロダクトの管理
• イベントの管理

PFM - Manager名
Storeデータベースに格納されているフィールドを識別するための名称です。コマンドでフィールド
を指定する場合などに使用します。

PFM - View名
PFM - Manager名の別名です。PFM - Manager名に比べ，より直感的な名称になっています。例
えば，PFM - Manager名の「INPUT_RECORD_TYPE」は，PFM - View名で「Record Type」で
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す。PFM - Web Consoleの GUI上でフィールドを指定する場合などに使用します。

PFM - Web Console
Performance Managementを構成するプログラムプロダクトの一つです。Webブラウザで
Performance Managementシステムを一元的に監視するためWebアプリケーションサーバの機能
を提供します。PFM - Web Consoleには，次の機能があります。
• GUIの表示
• 統合監視および管理機能
• レポートの定義およびアラームの定義

PIレコードタイプ
→「Product Intervalレコードタイプ」

Product Detailレコードタイプ
現在起動しているプロセスの詳細情報など，ある時点でのシステムの状態を示すパフォーマンス
データが格納されるレコードタイプのことです。PDレコードタイプは，次のような，ある時点での
システムの状態を知りたい場合に使用します。
• システムの稼働状況
• 現在使用しているファイルシステム容量

Product Intervalレコードタイプ
1分ごとのプロセス数など，ある一定の時間（インターバル）ごとのパフォーマンスデータが格納さ
れるレコードタイプのことです。PIレコードタイプは，次のような，時間の経過に伴うシステムの
状態の変化や傾向を分析したい場合に使用します。
• 一定時間内に発生したシステムコール数の推移
• 使用しているファイルシステム容量の推移

SQLワークスペース
動的または静的 SQLステートメントを実行するためにアプリケーションでセクションが必要になる
と，セクションは必要に応じて共有ワークスペースまたは専用ワークスペース内に置かれます。
共有ワークスペースは，アプリケーション・レベルに存在し，一つ以上のアプリケーションが共有
しています。
専用ワークスペースはエージェント・レベルに存在し，それぞれのエージェントに一つの専用ワー
クスペースが関連づけられています。

Storeデータベース
Agent Collectorサービスが収集したパフォーマンスデータが格納されるデータベースのことです。

（ア行）

アクション
監視するデータがしきい値に達した場合に，Performance Managementによって自動的に実行され
る動作のことです。次の動作があります。
• Eメールの送信
• コマンドの実行
• SNMPトラップの発行
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• JP1イベントの発行

アラーム
監視するデータがしきい値に達した場合のアクションやイベントメッセージを定義した情報のこと
です。

アラームテーブル
次の情報を定義した一つ以上のアラームをまとめたテーブルです。
• 監視するオブジェクト（Process，TCP，WebServiceなど）
• 監視する情報（CPU使用率，1秒ごとの受信バイト数など）
• 監視する条件（しきい値）

インスタンス
このマニュアルでは，インスタンスという用語を次のように使用しています。
• レコードの記録形式を示す場合

1行で記録されるレコードを「単数インスタンスレコード」，複数行で記録されるレコードを「複
数インスタンスレコード」，レコード中の各行を「インスタンス」と呼びます。

• PFM - Agentの起動方式を示す場合
同一ホスト上の監視対象を一つのエージェントで監視する方式のエージェントを「シングルイン
スタンスエージェント」，同一ホスト上の監視対象を複数のエージェントで監視する方式のエー
ジェントを「マルチインスタンスエージェント」，マルチインスタンスエージェントの各エージェ
ントサービスを「インスタンス」と呼びます。

インスタンス番号
内部処理で使用する，1バイトの管理番号を示す識別子のことです。サービス IDの一部です。

エージェント
パフォーマンスデータを収集する PFM - Agentのサービスのことです。

（カ行）

カタログ・キャッシュ
カタログ・キャッシュは，次の内容を保管します。

表，ビュー，および別名の表記述子
記述子は，表，ビュー，または別名に関する情報をコンデンス内部フォーマットで保管します。
SQLステートメントが表を参照すると，表記述子がカタログ・キャッシュに挿入されます。そ
のため，同じ表を参照する後続の SQLステートメントはその記述子を使用でき，ディスクから
の読み取りは不要です（トランザクションは，SQLステートメントのコンパイル時に表記述子
を参照します）。

データベース許可情報
BIND，CONNECT，CREATE，および LOADなどのステートメントを処理すると，データ
ベース許可情報へのアクセスが行われます。ステートメントがデータベース許可情報を参照す
ると，その後の操作で同じユーザーやグループについてデータベース許可情報を参照するとき
には，ディスクからではなく，カタログ・キャッシュからアクセスできます。

ユーザー定義関数やストアード・プロシージャーなどのルーチンのための実行特権
特定のルーチンについてトランザクションが実行特権を参照すると，その後の操作で同じルー
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チンを参照するときには，情報をディスクからではなく，カタログ・キャッシュから取り出す
ことができます。

監視テンプレート
PFM - Agentに用意されている，定義済みのアラームとレポートのことです。監視テンプレートを
使用することで，複雑な定義をしなくても PFM - Agentの運用状況を監視する準備が容易にできる
ようになります。

管理ツール
サービスの状態の確認やパフォーマンスデータを操作するために使用する各種のコマンドまたは
GUI上の機能のことです。次のことができます。
• サービスの構成および状態の表示
• パフォーマンスデータの退避および回復
• パフォーマンスデータのテキストファイルへのエクスポート
• パフォーマンスデータの消去

機能 ID
Performance Managementプログラムのサービスの機能種別を示す，1バイトの識別子のことです。
サービス IDの一部です。

クラスタシステム
クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携して一つのシステムとして運用するシステム
です。このマニュアルでは，単に「クラスタシステム」と記述している場合は，HAクラスタシステ
ムのことを指します。
→「HAクラスタシステム」

（サ行）

サービス ID
Performance Managementプログラムのサービスに付加された，一意の IDのことです。コマンド
を使用して Performance Managementのシステム構成を確認する場合，または個々のエージェント
のパフォーマンスデータをバックアップする場合などは，Performance Managementプログラムの
サービス IDを指定してコマンドを実行します。サービス IDの形式は，プロダクト名表示機能の設
定によって異なります。サービス IDの形式については，マニュアル「JP1/Performance 
Management 設計・構築ガイド」の，Performance Managementの機能について説明している章を
参照してください。

実行系ノード
クラスタシステムを構成するそれぞれのサーバシステムの，業務を実行中のノード（論理ホストが
アクティブなノード）のことです。

セクション
単一 SQLステートメントの実行可能な構造体を含むプランまたはパッケージのセグメントのことで
す。
ほとんどの SQLステートメントでは，ソース・プログラムの SQLステートメントごとに，プラン
の中にセクションが一つ存在します。
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しかし，以下のカーソル関連ステートメントの場合，DECLARE CURSORステートメントで指定
されている SELECTステートメントをそれぞれ参照するため，すべてが同じセクションを参照しま
す。
• DECLAREステートメント
• OPENステートメント
• FETCHステートメント
• CLOSEステートメント

また，COMMITや ROLLBACKなどの SQLステートメントと一部の SETステートメントはセク
ションを使用しません。

（タ行）

待機系ノード
クラスタシステムを構成するそれぞれのサーバシステムの，実行系ノードの障害時に業務を引き継
げるよう待機しているノードのことです。

単数インスタンスレコード
1行で記録されるレコードです。このレコードは，固有の ODBCキーフィールドを持ちません。
→「インスタンス」

データベース ID
PFM - Agentの各レコードに付けられた，レコードが格納されるデータベースを示す IDです。デー
タベース IDは，そのデータベースに格納されるレコードの種類を示しています。データベース ID
を次に示します。
• PI

PIレコードタイプのレコードのデータベースであることを示します。
• PD

PDレコードタイプのレコードのデータベースであることを示します。

データモデル
各 PFM - Agentが持つレコードおよびフィールドの総称のことです。データモデルは，バージョン
で管理されています。

ドリルダウンレポート
レポートまたはレポートのフィールドに関連づけられたレポートです。あるレポートの詳細情報や
関連情報を表示したい場合に使用します。

（ハ行）

バインド
アラームをエージェントと関連づけることです。バインドすると，エージェントによって収集され
ているパフォーマンスデータが，アラームで定義したしきい値に達した場合，ユーザーに通知でき
るようになります。
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パッケージ
パッケージとは，データベース・オブジェクトの一つです。パッケージにはデータベース・マネー
ジャーが，特定のアプリケーション・プログラムにとって最も効率的な方法でデータにアクセスす
るのに必要な情報が入っています。パッケージの特権を与えられたユーザーは，パッケージの作成
と操作を行うことができます。

パッケージ・キャッシュ
動的および静的 SQLステートメントの実行に必要なパッケージとセクションの情報は，必要に応じ
てパッケージ・キャッシュに置かれます。この情報は，動的または静的ステートメントを実行する
ときに必ず必要になります。パッケージ・キャッシュはデータベース・レベルです。これは，同じ
ような環境のエージェントが別のエージェントでの作業の利点を共有できることを意味します。静
的 SQLステートメントの場合は，カタログ・アクセスをしなくて済みます。動的 SQLステートメ
ントの場合は，コンパイルのコストを掛けることがありません。

パフォーマンスデータ
監視対象システムから収集したリソースの稼働状況データのことです。

非対話形式（コマンド）
コマンドの実行中に必要な入力作業について，オプションの指定や定義ファイルの読み込みで代替
するコマンドの実行形式です。
非対話形式でコマンドを実行することで，稼働監視システムの構築を省力化でき，ユーザーの負担
を軽減できます。

フィールド
レコードを構成するパフォーマンスデータの集まりのことです。

フェールオーバー
クラスタシステムで障害が発生したときに，業務を実行するサーバの処理を実行系ノードから待機
系ノードに引き継ぐことです。

複数インスタンスレコード
複数行で記録されるレコードです。このレコードは，固有の ODBCキーフィールドを持っていま
す。
→「インスタンス」

物理ホスト
クラスタシステムを構成する各サーバに固有な環境のことです。物理ホストの環境は，フェール
オーバー時にもほかのサーバに引き継がれません。

プロダクト ID
該当する Performance Managementプログラムのサービスが，Performance Managementのどの
プログラムプロダクトのものかを示す 1バイトの識別子のことです。サービス IDの一部です。

（ラ行）

ライフタイム
各レコードに収集されるパフォーマンスデータの一貫性が保証される期間のことです。
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リアルタイムレポート
監視対象の現在の状況を示すレポートです。

履歴レポート
監視対象の過去から現在までの状況を示すレポートです。

レコード
収集したパフォーマンスデータを格納する形式のことです。レコードの種類は，Storeデータベース
の各データベースによって異なります。

レポート
PFM - Agentが収集したパフォーマンスデータをグラフィカルに表示する際の情報を定義したもの
です。主に，次の情報を定義します。
• レポートに表示させるレコード
• パフォーマンスデータの表示項目
• パフォーマンスデータの表示形式（表，グラフなど）

論理ホスト
クラスタシステムでの運用時に JP1の実行環境となる論理上のサーバのことです。障害の発生時に
は，論理ホスト単位で系が切り替わります。論理ホストは専用の IPアドレスを持ち，フェールオー
バー時にはその IPアドレスを引き継いで動作します。そのため，障害で物理的なサーバが切り替
わった場合も，クライアントからは同じ IPアドレスでアクセスでき，一つのサーバが常に動作して
いるように見えます。
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